

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　『安易さの答え合わせ』













　　　　１






　──最初に訪れたのは、脳を直接揺すぶるような耐たえ難がたい衝撃だった。




「────」

　心臓が強く弾み、血の流れに乗って無理解が全身へ送り出される。呼吸の仕方を忘れた喉のどが苦しみに喘あえぎ、肺の痙けい攣れんする感覚に大量の脂汗が背中を濡ぬらした。

　絶え間なく込み上げる嘔おう吐と感。鼓動がうるさく、耳鳴りが延々と頭の中で木霊する。視界が赤と黒に明滅し、意識は水面を揺蕩たゆたう泡のように儚はかなく散り散りだ。

　自分が今、どこにいるのか、何をしているのか、わからない──。

「──る」

　曖あい昧まい模も糊ことした意識の中、一瞬、自分が発したものではない音が聞こえた。

　夜の海を泳ぐような不確かな手探り感に身を委ゆだね、音の正体を探して懸命に足あ掻がく。やがて、徐々に徐々に、思考が意識の水面を割るように浮上して──、

「──スバル！」

　そんな存在のあやふやなナツキ・スバルを、銀ぎん鈴れいの声音が現実へと呼び戻した。

「──ぁ」

　放ほう蕩とう息子ならぬ、放蕩意識の帰還に掠かすれた息をこぼし、ナツキ・スバルが再起動する。

　ゆっくりと視界のブルースクリーンが晴れ、目の前の美しい紫し紺こんの宝石──否いな、紫紺の瞳ひとみの存在に気付く。エミリアの、憂慮を宿した双そう眸ぼうがスバルを見つめていた。

　そのエミリアの手が、そっとスバルの頬ほおに触れてくれていて。

「────」

　細く、たおやかな指の感触が、スバルの五感に優しく自らの役割を思い出させる。

　視覚が緑に溢あふれる公園を。嗅きゆ覚うかくが涼やかな風に混じる花の香りを。聴覚が噴水の麗うららかな水音を捉とらえ、現実が確かな実感を帯びて色づいていく。

　そこまできてやっと、スバルは自分の手を握ってくれている誰だれかの存在に気付けた。

　小さく、温かな掌てのひらだ。握り慣れた感触にそちらを見れば、丸い瞳と視線が交錯する。

「べあ、とりす……」

「落ち着いたかしら、スバル。心配したのよ」

　そう言って、スバルと手を繋つなぐベアトリスが穏やかに吐息をこぼした。芝生に座り込む彼女を見て、スバルは自分も地べたに尻しり餅もちをついているのだと遅れて理解する。

　そんな自分たちを、エミリアとベアトリス以外の二つの視線が眺めていることにも。

「ふひゅーっ、驚きましたよぅ、ナツキ様。不肖このリリアナ、突然のことに生きた心地がしませんでした。鎮魂歌、あまり練習してないものでっ」

　と、スバルの無事をかなり独特に喜んでくれたのが、ご存ぞん知じ『歌姫』リリアナだ。彼女は愛用のリュリーレ片手に腰をくねらせ、独創的な心配を表明してくれている。

　そのリリアナの隣では、スバルの不調など知らぬ顔でいるプリシラがおり、手にした扇で自分をそよそよと扇あおぐ我関せずの態度、実に彼女らしくて逆に安心した。

「────」

　その、それぞれのらしい態度を見届けて、スバルはその場にゆっくりと立ち上がる。

　頭が重たい。目が、耳が、鼻が、肌が、テレビのチャンネルを変えるような慌ただしい変化に適応していく中、魂だけが古いチャンネルを引きずったままのような気分だ。

　その感覚を残したまま、スバルは深く息をつく。確かめたい、ことがあった。

「スバル、立って平気なの？　今、ひどい顔色してたけど……」

「──。大丈夫、ちょっと立ち眩くらみしただけだから。それより、エミリアたん……今ってもしかして、リリアナがまた歌い出すかもみたいな流れじゃなかった？」

「んまーっ！　そこからなんですか!?　このリリアナ、よもや話を聞き流すどころか無視されていた事実に衝撃と傷心を隠す気も起きません！　賠償！　心の賠償してっ」

　袖そでを掴つかんで訴訟も辞さない勢いのリリアナ、それをすげなく振り払い、「うきゃーっ」と鳴く歌姫を芝生に投げ飛ばしたスバルは真まっ直すぐエミリアを見る。

　エミリアも、そのスバルの真剣な眼まな差ざしに何かを感じ取った顔で頷うなずく。

「ん、そうよ。今からまた、私たちが聞きそびれた歌をリリアナが歌ってくれるって話してたところ。それで、スバルとリリアナがこしょこしょ内緒話を始めて……」

「今に至る、ってことか。わかった。ありが……」

『──ありがと、ごめんね』

　と、エミリアの説明に礼を言おうとしたスバル、その脳裏にそんな声が響いた。

「────」

　それは、刻限塔に現れた包帯姿の怪人──シリウス・ロマネコンティの口癖だった。

　多くの場合、それは感謝と思いやりを伝えるための魔法の言葉だ。だが、今のスバルには、その魔法がおぞましいものに思えてならなかった。

　あの怪人が、その魔法の言葉を口にしながらしでかしたことを思えば──、

「……そう、か。俺」

　そこまで考えたところで、スバルは真っ向からその事実を受け止める。

　おぞましい『憤ふん怒ど』の狂宴、その真まっ只ただ中なかからスバルはエミリアたちの下へと舞い戻ってきた。だが、それは奇跡的な生還を成し遂げたからではない。──その逆だ。

　──ナツキ・スバルは、あの狂宴の最中に命を落とした。死んだのだ。

　死して、再び運命を覆すために、ナツキ・スバルは『死に戻り』を果たしたのだ。

「く、そ……っ」

　事実を受け止めたスバル、その胸を安あん堵どと、堪こらえ難い怒りが熱くする。

　一年前の『聖域』で、スバルは強い覚悟を以もつて『死』を拒み、あらゆる苦難に抗あらがってみせると、魔女に『試練』の答えを突き付けたはずだった。

　なのに、この様ざまだ。『死』に抗うどころか、違和感すら抱けないで命を落として──、

「──ぁ」

　──瞬間、理解が現実に追いつく。途端、自憤を飛び越え、恥が、噴出した。

　気付いた。ようやく、気付いた。理解が、自覚が、考えが、足りなくて浅すぎる。

　リリアナの二度目の歌、エミリアとプリシラの不和、彼女たちのためにスバルは食べ物を買いに走り、その先で怪人と遭遇、命を落として『死に戻り』した。

　そして、自分が今、この瞬間に戻ってきたということは──、

　──あの、怪人の悪夢の演説まで、あと十五分ほどしか残されていないではないか。

「嘘うそだろ……」

　愕がく然ぜんと、目の前に横たわる現実にスバルは瞠どう目もくする。

　置かれた状況を自覚した途端、その切迫した状況に視界が昏くらくなる錯覚を味わった。当然だろう。かつてこれほど、『死に戻り』のリスタート地点が近かったことはない。

　これまでの『死に戻り』では、スバルには数時間から数日の猶予が与えられてきた。その猶予を駆使して、袋小路の未来を変えるのがナツキ・スバルの戦いだったのだ。

　それが、今回は短い。あまりにも極端に、短すぎる。

　たったの十五分で、いったい、スバルに何ができるというのだ。

「……馬鹿か俺は。いや、馬鹿だ俺は。言ってる場合じゃねぇ。止めるんだよ、俺が」

　猶予の少なさを嘆く自分を、スバルは強い言葉と意思で奮い立たせる。

　猶予などと、スバル以外ならそもそも機会は一度きりしか与えられないものだ。それを二度目の機会を与えられ、その内容に注文を付けるなどと贅ぜい沢たくが過ぎる。

　与えられた条件の中で最善を尽くす。嘆くのは、命の炎が燃え尽きてからで十分だ。

「ベアトリス！　俺と……俺、と……」

「──。俺と、何かしら？」

　意気込み、振り返るスバルが言葉に詰まる。その様子にベアトリスが首を傾かしげた。

　敵は大罪司教、ベアトリスに助けを求め、彼女と一緒に戦うのがベストの選択──ベアトリスを欠いたスバルの選択肢は激減し、戦力は半分以下ではないのだ。

　それがわかっていて、スバルはベアトリスに協力を求めることを躊躇ためらった。

　それは、ベアトリスを危険に巻き込みたくない、なんて感傷的な理由が原因ではない。そんな覚悟の線引きは、ベアトリスとの関係でとっくに乗り越えている。

　ならば、スバルに決断を躊躇わせた要因はどこにあるのか。

　──エミリアだ。エミリアが、ここにいるのだ。

「────」

　あの怪人、シリウス・ロマネコンティは魔女教大罪司教の『憤ふん怒ど』を名乗った。

　同じ大罪司教のペテルギウスは、執しつ拗ようにエミリアを狙ねらっていた。ならば、シリウスの目的もエミリアにあるのではないか。そんな疑念が、スバルの心を呪じゆ縛ばくする。

　エミリアを、彼女を一人にしていくことが恐ろしい。

　自分のいない場所に、自分の大切な人を残していくことの恐怖。──眠り続けるレムの身に起きた悲劇が、スバルの心を臆おく病びようという鎖で雁がん字じ搦がらめにし、離さない。

　故に──、

「ベアトリス、俺と……」

「スバルと？」

「同じ、甘いもので大丈夫か？」

　迫真の表情のまま、スバルは当たり障りのない問いかけを口にする。無論、それでは納得がいかないと、訝いぶかしむベアトリスにスバルはそっと顔を寄せて、

「──エミリアと一緒にいてくれ。お前がいてくれれば、俺は安心だ」

「……また、ベティーにも言えないことのようなのよ」

「悪い。でも、何かあったとき、俺が一番最初に頼るのはお前だ」

　卑ひき怯ようとわかっていながら、事情を詳しく話せないスバルはベアトリスに甘える。その答えに彼女が嘆息すると、スバルはエミリアに振り返った。

「ちょっとひとっ走り、気分転換がてら飲み物でも買ってくるよ。エミリアたんは優雅に淑しとやかに、危ない歌姫の歌でも聞いて待っててくれ」

　何とか笑みを作り、スバルは気安い調子で言ってその場を立ち去ろうとする。

　しかし──、

「待って」

　走り出そうとした瞬間、服を掴つかまれる感触で足が止まった。見れば、エミリアがジャージの裾すそを摘つまんで、何事か言いたげにスバルを見つめている。

　あまりに雑な誤ご魔ま化かし方だ。エミリアが不審に思うのは当然だろう。

　だから──、

「スバル、お願いだから気を付けて。無む茶ちやしちゃダメだからね」

　エミリアが疑問を呑のみ込んで、注意する言葉に留とどめてくれた気遣いが嬉うれしかった。

「──ああ、もちろん。信じて待っててくれ。君は、俺が守るから」

「ん。気を付けて、ね」

　裾を摘んだ彼女の手を取り、スバルはエミリアにそう言った。スバルのその真っ正直な言葉に、エミリアが微かすかに頬ほおを赤らめ、頷うなずく。

「閃ひらめきました。聞いてください。──銀ギラ銀に見せつけて」

「じゃあ、いってくる！　すぐに……気持ち的にはすぐに戻ってくるから！」

　その光景に創作意欲を燃やす歌姫を無視して、スバルは今度こそ走り出した。

　悪夢の演説が始まるまで、およそ十分──猶予は、喚わめきたくなるほど短かった。
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　問題の、刻限塔広場までは走れば五分とかからない。

『死に戻り』から立ち直るのと、状況確認に時間がかかったため、公園からのスタートは前回より遅れている。買い物がない分、時間短縮はできているが──、

「リミットが十五分じゃ、数秒のロスが致命的なことになりかねねぇ」

　ましてや、今回の『死に戻り』は圧倒的に情報が足りていない。その最たるものが、スバルを『死に戻り』させた要因──つまり、死因さえ特定できていないのだ。

　今回の『死』の前後、スバルの周りではあまりにも異変が起きすぎていた。

　刻限塔に現れた大罪司教、その演説を嬉き々きとして聞くスバルを含めた群衆たち。ついにはシリウスが塔の上から罪のない一人の少年を投げ落としても、スバルたちは歓喜と拍手で以もつて、少年の頭が砕くだけるのを見届けていたのだ。

　意識が途絶え、『死に戻り』が発生したのはその直後、ここからわかるのは──、

「俺の頭がおかしくなってた、ってこと以外に何がある？」

　シリウスの作り出す異常な空間を、スバルと群衆は平常なものと受け止めていた。あれは一種の狂乱状態、精神を汚染された状態だったと言えるだろう。

『死に戻り』による記憶の引き継ぎは、死の瞬間の影響をかなり大きく受ける。精神汚染状態で『死に戻り』などすれば、直前の記憶の信しん憑ぴよ性うせいはお察しだった。

「──なんて、考えてる間に広場についちまった」

　息を弾ませ、目的の広場に到着したスバルは周りの様子を窺うかがう。

　広場の奥、問題の刻限塔があり、多くの人々が塔の足下を行き交っている。都市内で最も栄えた一番街の一角だ。スバルの記憶以上に人通りが多く、絶えない。

　不幸中の幸いは、その中に黒装束の個人や集団が見当たらないことか。演説中、シリウスの周囲に魔女教徒の姿は見えなかった。単独犯、なのかもしれない。

　仮にそれが事実でも、大罪司教の脅威度が下がるなんてことは微み塵じんもありえないが。

「さあ、どうする俺。広場の人間を避難させるってのは……難しいよな。説得して回るには人手が足りねぇし、下手に騒ぎを起こすとシリウスに勘付かれる」

　一瞬、騒ぎを起こして凶行を妨害する手も考えたが、それはおそらく下策だ。

　そもそも、シリウスの犯行は特定の人物を狙ねらったものではなく、無差別テロに近いものだった。ここを逃せば、また別の場所で同じことをするだけ。それでは意味がない。

　大罪司教とは、元凶を取り除かなければならない害悪、純然たる悪そのものなのだ。

「せめて、旅館に戻る時間があれば助すけっ人との一人や二人……ああ、クソ！」

　ないものねだりの心情を吐き出し、スバルは自分の頬ほおを両手で叩たたく。それから、覚悟を決めた眼まな差ざしで正面、忌まわしき刻限塔を睨にらみつけた。

　──数分後、この白い尖せん塔とうのてっぺんで、シリウスの邪悪な劇場が幕を開ける。

　つまり、現時点で怪人はすでに塔内に潜んでいるはずだ。そして当然、そこには囚とらわれの少年、幼いルスベルの姿もあるだろう。

「──鍵かぎは、開いてやがるな」

　刻限塔の入口、古い鉄扉は塔の裏側の目立たぬ位置にあった。扉に手をかけると、鍵の開いた鉄扉は簡単に開く。躊躇ためらいは一瞬、スバルは塔内に静かに足を踏み入れた。

「────」

　──刻限塔の中は暗く、埃ほこ臭りくさい冷たい空気が蔓まん延えんしていた。

　役目こそ時計塔に近いが、魔刻結晶に役割を依存する刻限塔にはカラクリ仕掛けのようなものはない。塔内にあるのは中心の支柱と、壁に沿って設置された上階へと続いていく螺ら旋せん階段だけだ。そのため、塔内には静寂が満ちており、スバルは否いや応おうなしに聞こえる自分の心音、そのうるささに奥歯を強く噛かみしめた。

「……ん、く、ぅ」

　ふと、静寂の中、微かすかな呻うめき声が降ってきたのは直後のことだ。

　顔を上げる。声、苦しげなそれは塔の上から聞こえてきた。引きつった涙声、それが子どものものだと、そう確信して──、

「──泣かない喚わめかない騒がない。ちゃんと守れて本当にいい子ですね。強い子です。きっとあなたのご家族も、まだ見ぬ弟さんか妹さんも誇りに思ってくれていますよ」

　──聞こえてくる、おぞましい声が。

　すすり泣く少年に、それは怨えん嗟さのように、祝福のように、愛憎のように語りかける。

　歪いびつだ。それが真っ当な精神性にない存在だと、たったの一声でわかるほどに。

「────」

　上に、いる。それを確信した時点で、スバルは深く息を吐き、呼吸を殺した。

　高鳴る心臓、己の胸に手を当て、スバルは螺ら旋せん階段に足をかける。幸い、足音を消して歩くのは、この一年で師であるクリンドに仕込まれた小技の一つだ。足を踵かかとから地面に下ろし、ゆっくりと体重を前にかける足運びで、塔の一番上を目指した。

　塔の最上層には魔刻結晶を点検するための窓があり、その手前には出入りや作業用のスペースとなるロフトのような空間がある。慎重に、階段の途中からその空間を覗のぞくと、薄暗い闇やみの中に蠢うごめく人影を見ることができた。

　周囲に他の人影はない。十中八九、シリウスと囚とらわれの少年の二人だ。

「────」

　その隙すきを窺うかがいながら、スバルは自分の腰の後ろに手を回し、備え付けられていたグリップを握りしめると、愛用の武器──鞭むちをホルダーから外した。

　牛追い鞭と呼ばれるタイプのこの鞭は、世界的に有名な映画の考古学者が、遺跡荒らしをする際に愛用していたことで広く知られている。スバルの鞭はその考古学者の愛用品より射程が長く、当然、それだけ扱いの難しい代物だ。

　だが、スバルはこの一年、みっちりとクリンドの指導を受け、何とか仮免レベルまで技を習得した。この鞭も、卒業の証あかしとして師から贈られた特別品だ。

　素材に使われた魔獣の名前をもらい、スバルは『ギルティウィップ』と名付けている。

　小技の充実──スバルが数ある武器の中から鞭を選んだのは、その一点に特化した結果に他ならない。異世界で、スバルは多くの戦士の姿を目にしてきた。そんな彼らに一朝一夕で追いつけるほど、武芸の世界は甘くも易やすくもない。

　故に、スバルが他の人間と比べて誇れるのは、その小こ賢ざかしい在り方だけだ。その割り切りと師の育成方針のおかげで、この状況下のスバルにも選択肢がある。

「約、四メートル」

　階段の終わりから、蠢く人影までの距離を目測する。スバルの鞭の射程ギリギリ、確実に当てるなら一歩、最低でも半歩踏み込むのが望ましい。

　どちらにせよ、鞭の威力で一撃必殺は狙ねらえない。鞭で状況を打開するなら、威力は他の要因に頼る必要がある。──今回の場合は当然、高さを利用することだ。

　小さく息を吸い、わずかに吐く。そして、息を止めた。

　確実に、当たる距離で攻める。スバルは勢いよく立ち上がり、鞭を持つ右手を引きながら階段を上がった。初撃の瞬間、奥の人影はこちらを見ていない。先手をいただく。

「──っ」

　半歩踏み込み、頭の上で回すようにして腕を振った。腕を横に振り抜くサイドアームは、威力よりも速度と正確性を優先した一投だ。

　放たれる鞭の速度は目では追えない。これも、スバルが自分の武器に鞭を選んだ理由の一つ、自分よりはるかに強力な敵にも一撃を届かせるための選択だった。

　そのまま、鞭むちは無防備な背中へ迫る。首を絡め取り、階下へ投げ落とすために──、

「──どうして、そんなに怒っているんですか？」

　だが、当たると思った瞬間、背中を向けた人影がそんな問いを口にした。

　直後、影は振り返ることなく右腕を振るい、その腕に巻かれた金鎖が凄すさまじい速度と正確さで、真っ向からスバルの鞭と衝突、威力を相殺し、撃ち落とす。

　一瞬、目を剥むく。だが、鞭には微かすかな手て応ごたえがあり、スバルは強引に腕を振り抜いた。

「あらら？」

　鎖の先端、鉤かぎ爪づめがスバルの鞭と絡まり、引っ張られる人影──シリウスが体勢を崩した。そこへ、スバルは猛然と突っ込み、肩をぶち当てる。

「う、らぁ！」「きゃん！」

　か細い悲鳴を上げ、意外にも軽いシリウスの体が手すりを乗り越え、半回転して視界から消える。目もく論ろ見み通り、足場から階下へ転落したのだ。最上層から一階までは二十メートル以上あり、少なくとも、子どもの頭が果物のように潰つぶれる高さには違いない。

「大丈夫か、ルスベル！」

　その怪人の転落死は見届けず、スバルは足場の奥の人影へと駆け寄る。

　そこにいたのは、投げ落とされる運命にあった哀れな少年、ルスベルだった。

　すでに彼の体には鎖が巻かれ、下半身が雁がん字じ搦がらめの状態にある。痛々しい様相だが、真におぞましいのは、少年が自分の体に巻き付く鎖、その余りを握らされていることだ。

　それが意味すること、それは一つしかない。

「あいつ、自分で自分に鎖を巻かせてやがったのか……！」

　その悪あく辣らつな趣向を理解し、スバルの感情が沸騰する。

　じわじわと、文字通り自分で自分の首を絞めるような行いだ。それをやらされ、ルスベルがどれほどの恐怖を味わったことか。その苦しみは想像を絶する。

「もういい！　もういいんだ！　もう、お前がこんなことする必要は……」

「で、も……ぼ、僕が約束、まも、守らなきゃ、ティーナが……ティーナが……っ」

　鎖をほどこうとするスバルに、ルスベルが涙目で抵抗する。その行動と、彼が口にした名前──前回、シリウスが語った少年の幼おさ馴なな染じみの名に、スバルは息を呑のんだ。

　この少年は、幼馴染みの少女を窮地から救うために悪魔との取り引きに応じたのだ。これほど恐ろしい目に遭いながら、彼はなおも少女の身を案じている。

　足が震え、歯の根が合わなくなり、涙を流してもなお、彼は懸命に。

「大丈夫、だ。この街には今、頼りになる人が、いっぱい……いて……っ」

　その少年を安心させようと、スバルは言葉を選び、励まそうと必死になる。

　彼のために、力強い言葉を言わなくては。街には『剣聖』が、『剣鬼』が、『最優の騎士』までもがいる。王国最高の治癒術師もいるし、負ける理由が見つからないほどだ。

　だから、何も怖がらなくていい。この世に悪の栄えた試しなし。そうだ、そうだとも。

　怖がる必要なんて、ない。ないのだ。

「だから……止まれよぉ、足の震えぇぇぇ!!」

　恐怖のあまり、白目を剥むくルスベルの前で、スバルは膝ひざを屈し、声を荒らげる。

　その声も裏返り、悲痛な響きを伴っていて怖おぞ気けが立つ。得体の知れないものを背負っているような嫌悪感が、全身に絡みついてスバルを離そうとしない。

「──ごぇっ」

　眼前、呻うめくルスベルが腰を折り、黄色い吐と瀉しや物ぶつを吐き出した。引きつけを起こしたように痙けい攣れんし、ルスベルが自分の嘔おう吐と物の上に倒れる。その体を支えようとして、スバルもまた内臓が掻かき回されるような感覚を味わい、同じくその場に嘔吐した。

　そのまま、ルスベルのように前のめりに倒れそうになり──、

「──あなたがそんなにも恐怖するのは、あなたが優しい証拠なのです」

「ぐ、ぎゃあああっ！」

　声がした瞬間、スバルは自分の左肩を襲った灼しや熱くねつに絶叫する。そのまま、大きく後ろに引きずられる体が手すりに激突、乗り越え、宙に投げ出される。

　あわや転落死──直後、空中で落下が止まり、スバルは宙に吊つり下げられていた。

「ぶ、ぇ……ッ！」

「ありがと、ごめんね」

　手すりの上、そこから降ってくる感謝の言葉にスバルは答えられない。

　感情的な理由ではなく、物理的な理由だ。スバルの首には鎖が回り、その先端に付く鉤かぎ爪づめは左肩に食い込み、抉えぐっている。

　転落したシリウスが鎖を投じ、スバルを引きずり落として、その勢いで足場へ戻った。そして今、首吊り状態にあるスバルを見下ろし、微笑ほほえんでいる。

　宙で足をばたつかせ、喉のどにまとわりつく嘔吐物をこぼし、スバルは必死に足あ掻がく。そんな命懸けの有様に、シリウスは嬉うれしげに何度も頷うなずいた。

「人は分かり合える。人は一つになれる。優しさは、自分のためにあるのではありません。他人のためにあるのです。優しさは他人に施すからこそ輝く。自分に優しいのは単なる身勝手であって、優しさとはあまりに違うもの！　故にこうしているあなたの優しさは、他者を思いやった本物の輝き！　ああ、ああ、嗚あ呼あ！　つまりは、『愛』なのです！」

「う、ぁ、び……」

「存分に感じてください。存分に見せてください。あなたの『愛』を。その際限ない優しさの連鎖を。ルスベルくんを救いたいと願った、あなたの尊い在り方を！」

　血と吐瀉物をこぼすスバルに、シリウスは汚物塗まみれのルスベルを抱いて続ける。ルスベルに頬ほおずりし、白い包帯を少年の胃液で黄色く汚しながら、

「ルスベルくんの恐怖を、優しいあなたが一緒に感じる。あなたの感じたルスベルくんの恐怖を、ルスベルくんがあなたを通して感じる。そのルスベルくんの感じたさらなる恐怖を、またしてもあなたは全すべて受け止める。喜びも、悲しみも、恐怖も、首を吊らされる苦しみも、それこそ、死が愛を別わかつまで──」

　ぐだぐだと、上から何か戯たわ言ごとが落ちてくる。圧倒的な妄言、虚言、その理解に使ってやれる脳の容量が今のスバルにはない。何な故ぜなら、声が、空気が、ナツキ・スバルを取り巻く全すべてが今や恐怖の対象だった。何もかもが怖い。視界に映り込む全てが怖いならば目を閉じればいいのかそれでも闇やみが怖い二度と光を映さなくなったらと思えば全身が凍り付くほどに怖い理解することが恐怖であれば恐怖を理解できなくなることもまた恐怖であり世界とは全て恐怖で構成され恐怖だけが世界の真理であり恐怖は恐怖を恐怖で恐怖し恐怖に「あら？　どうやら限界だったみたいですね。愛情深く、感受性の強い人は美しくて、だけど時に脆ぜい弱じやくで……ああ、『愛』故に人は苦しむ。でも、『愛』があるから人は生きられる。とても難しいのですね。では、次はティーナちゃんに力をお借りしましょう。ルスベルくんと、お兄さんはお疲れ様でした」命の価値に鈍感であるということは生物本来の本能や機能に逆らうものでありつまり恐怖は必要なのだこうして恐れおののいていることは人として当然のことであり恥じるようなことではなくむろんそのようなことはなんらいみをもたないかていでしかないのだがこうしたしこうじっけんをくりかえすことでいまをもってぜんしんをしはいしているきょうふにあらがいうちかつことができるのではないかそうでなければすばるはなんのためにこわいこわいこわいなにもかもがこわいいきるのがこわいきもちわるうべべべばばばばばばばばばあばららだがっだががだらだだだ──。
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「歌のあとはご歓談、ナツキ様はその時間に向けて、オヤツなんて準備されては？　きっと甘いお菓子なんか用意しちゃうと、心も弾んで互いの距離が近付くと思いませんか？」

　瞬まばたきの直後に世界が切り替わり、スバルは大きく体勢を崩した。そのまま、目の前で下手くそなウィンクをしていた少女と力一杯額が激突する。

「がっつぉ!?」「っだぁ！」

　固い音が鳴り、スバルの目の前に火花が散った。

　鋭い痛みにのけぞり、何事かとスバルは後ずさる。正面、芝生の上に何かが豪快に倒れ込んでいったが、額を撫なでるスバルはそちらに意識を割けない。

「な、何が……」

「もうっ、何がじゃないわよ！　スバル、いきなりリリアナに頭突きしたの！　ダメじゃない。何かムカッとしても、まず先に口で注意しなきゃ」

「そうなのよ。暴力の前に、まずその不細工なウィンクをやめろと注意すべきかしら」

「そんなに不細工でしたか私!?」

　心外と仰天するリリアナが飛び起き、彼女の発言にエミリアとベアトリスが答えに窮した様子で視線を交わす。

　その無言の時間にショックを受け、リリアナは再びその場に大の字に倒れた。

「馬鹿馬鹿しい茶番じゃ。凡骨、妾わらわの小鳥に無む体たいを働くな。次はないぞ」

　そんなリリアナを唯一フォローしたのが、意外なことにプリシラだった。プリシラはよほど彼女がお気に入りらしく、険のこもった目でスバルを射貫いてくる。

　だが、スバルはそのプリシラの警告に何も言えず、自分の体の調子を確かめて、

「……気持ち悪い」

　──二度の機会で、何ら変わらない怪人への評価を陰いん鬱うつに吐き出したのだった。
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　──二度目の『死に戻り』を経へて、スバルはかつてない疲労に精神を蝕むしばまれていた。

　短期間で二度の死、その負担も大きいが、最大の要因は二度にわたる正気の喪失だ。

　その性質こそ違えど、躁そう鬱うつ二種類の精神崩壊を連続して味わったのだ。特に二度目は、自分の存在が崩壊していく様を丁寧に堪たん能のうさせられた。二度と御免だ。

　その二度目の死因は、極度の恐怖による心臓発作か、シンプルに首吊つりの窒息死のどちらかだろう。いずれにせよ、ルスベルを救おうと一人で挑んだ代償は大きかった。

　ただ、たった三十分で二度も死んだスバルだが、何も収穫がなかったわけではない。

　死に逝くスバルへの冥めい土どの土産か、シリウスは懇切丁寧に語ってくれたではないか。

「恐怖の感情が互いの間で高まる……共振、みたいなことか？」

　ルスベルの恐怖をスバルが感じ、その恐怖を感じたスバルの恐怖をまたルスベルが。その連鎖が相乗的に互いの感情を強め、死に至る絶対的恐怖へと増大した。

　シリウスの発言と自身の精神崩壊の経験から、スバルは相手の権能をそう推測する。同時に、最初の刻限塔広場での狂気的な一体感の真相も想像がついた。

　あれは、怒りや嫌悪の感情を、歓喜や愉悦と書き換えられたのだ。そして、塔内ではルスベルの感じた恐怖を、スバルは自らの恐怖とすり替えられ、心を砕くだかれた。

　つまり、シリウスの、『憤ふん怒ど』の権能とは──、

「──他人の感情を好き放題に弄いじれる、ってところか。マジでクソだな」

　ペテルギウスの『見えざる手』と同じく、この世界の魔法体系に属さない特殊な力、権能。『憤怒』の名に相応ふさわしく、感情に密接に関かかわる実に邪悪な能力だ。

　だが、二度の死で推測が可能なのはそこまで。最大の問題である、権能の発動条件は不明──その打開策は糸口すら見つかっていない状態だった。

　ペテルギウスの攻略法は、多分に運が絡んだ奇跡的な形だったと言える。

『怠たい惰だ』の権能である『見えざる手』と、邪精霊であるペテルギウスの他者に『憑ひよ依うい』する切り札、そのどちらにもスバルには対抗する術すべがあったためだ。

　しかし、『憑依』への対抗手段はともかく、『見えざる手』を見ることができた要因はいまだにわかっていない。インビジブル・プロヴィデンスという、『見えざる手』とよく似た技をいつの間にか習得していた今も、疑問は疑問のままである。

「魔女と『死に戻り』に関係がありそうだから、てっきり、俺は魔女教の反則技が効かない体質なんじゃないかって期待してたんだが……」

　あれだけがっつり『憤ふん怒ど』の影響を受けた以上、その線は消さざるを得ない。

　その上、現時点で推測できる限りだと、シリウスの権能の発動条件は最悪、あの怪人との接触──声を聞いたり、姿を見るだけでアウトの可能性がある。

　その場合、最も確実なシリウスの攻略法は、刻限塔から出てくる前に建物ごと怪人を吹き飛ばすのがベストだ。それなら権能の振るいようもなく、『死に戻り』の直後、シリウスの出現位置が特定されている今しか実行できない策でもあった。

　今ならば、確実にシリウスを倒せる。──一人の少年の犠牲に、目をつむれば。

「──そんな犠牲は、絶対に許容できねぇ」

　必要な犠牲だったなどと、誰だれがどの口で偉そうに言える。

　多くを救うために犠牲になった命も、その命からすれば世界の全すべてを失ったのと同じだ。自分自身の犠牲を許容できないスバルが、どうして他人の命を身勝手に数字として勘定できる。──それは神や悪魔の所業だ。スバルは、そんなものになるつもりはない。

「ルスベルを助けて、シリウスを倒す。両方やらなくちゃいけないのが、エミリアたんの騎士の辛つらいところだ」

　だが、それをやらなければナツキ・スバルに価値はない。無論、スバルのよく知る優しい人たちは、そんな弱いスバルをも許してくれるだろう。

　だから、やるのだ。スバルはその人たちに、彼女たちに並んでいたい。ここでそれを貫くことがそのために必要なら、それをやる。それがスバルの在り方だ。

「一人で挑んで、無様に負けた。戦力が足りないのは重々承知……誰かの、力がいる」

　純粋な戦力としてシリウスを圧倒し、スバルの言葉を信じて作戦に協力してくれて、その上でシリウスの権能にすら耐性のあるシリウスキラーが理想だ。

　その条件を揃そろえ、刻限塔広場から十分以内に行き来できる距離にいてくれる強キャラ。そんなご都合主義の塊かたまりを求める自分を、スバルは一笑に付そうとした。

「──ぁ」

　付そうとして、気付く。思い出した。

　一度目の広場で、スバルは一人の男と出くわした。その彼もまた、『憤怒』の権能の影響を受けていたため、シリウスキラーにはなりえないが──、

「──ラインハルト!!」

　ご都合主義の塊のような存在を求めたことを反省しかけたスバルは、本当のご都合主義の塊のような男のことを、ここでようやく思い出すことができたのだった。





　　　　５






　自分を擁護するつもりはないが、ラインハルトの存在──広場にいたラチンスと彼との繋つながりをスバルが失念していたのは、やはり短すぎる『死に戻り』の影響が大きい。

　──『死』の直後、『死』の前後、そして二度の精神崩壊と、精神崩壊の前後だ。

　スバルが体感した未曽有の三十分、その慌ただしさは言うまでもない。冷静に手立てを模索する時間を与えてくれないあたり、今回のループの悪あく辣らつさには舌を巻く。

　故に、スバルは常に全力で、体当たりに事を進めるために奔走する以外にないのだ。そしてそれはこの瞬間、必死に相手を説得にかかる今も、例外ではなかった。




「やっと見つけたんだ、逃がさねぇぞ！　頼むから、今すぐここにラインハルトを呼び出してくれ！　緊急事態なんだよ！」

「ざけんな！　オレは赤毛野郎に嫌いや味み言われんのは御免だ！　とっとと失うせろ！」

　そうして、往来で怒鳴り合う二人に、周囲の人々は何事かと顔を見合わせていた。

　取っ組み合いになりそうな雰囲気に、野や次じ馬うまたちの間から囃はやし立てるような声が投げかけられる。腹立たしいが、それに構かまっている余裕はスバルにはない。

『死に戻り』の衝撃から立ち直り、先の結論に至ったスバルは早速行動へと移った。

　前回と同じように、ベアトリスをエミリアの護衛に残し、買い出しを理由に公園を離脱すると、問題の広場でラチンスを探し当て、緊急事態を訴えたのだった。

　ただ、最初の印象が悪く、話し合いは難航している。彼を探すのに手間取った結果、見つけた勢いで乱暴に肩を掴つかんだのが失敗だった。何度も謝ってはいるのだが。

「とにかく、今は落ち着いて話を聞いてくれ。遊びで言ってるわけじゃねぇんだよ。お前も死にたくなきゃ、今すぐラインハルトに連絡してくれ」

「あぁ？　ひょろ臭くせぇガキの分際で、オレをぶっ殺すってのか？　ラインハルトの手なんか借りる必要ねえよ。返り討ちにすんぞ、クソが」

「ああ、チクショウ、この分からず屋め……」

　スバルの言葉を挑発と受け取り、ラチンスの怒りにますます火が付く。

　そもそも、スバルとラチンスの仲は友好的とは言い難い。おまけにどうやら、ラチンスはラインハルトに対抗心があるのか、彼に頼るのも良しとしていない様子だ。

　無論、その意地と大罪司教とは天てん秤びんにかけるまでもない問題だが、スバルにも簡単に事情を打ち明けられない理由がある。──だが、ここまで拗こじれれば仕方がない。

　スバルは本能的な恐怖を抑え込みながら、自分の胸に手を当てて、

「ラチンス、これは冗談じゃない。ラインハルトを呼んでほしいってのは、俺たちの手に負えない奴やつが悪さを働くからだ」

「手に負えないだぁ？　テキトーなこと言ってんじゃねえよ」

　スバルの訴えを、ラチンスは小馬鹿にするように鼻を鳴らした。

　その表情に、スバルは目を伏せ、深呼吸。──くるなと、そう願いながら口を開く。

「──魔女教、の奴らがくるかもしれねぇんだ」

　言えた、とスバルが息を吐くのと、ラチンスの表情が強こわ張ばったのはほとんど同時だ。

　言い切った直後、スバルは自分の胸を見下ろしたが、周囲に変化は起きていない。『死に戻り』で知り得た情報を一部開示しても、ペナルティは発生しなかった。

「こない、か。……クソ、二重の意味で心臓に悪わりぃ」

　自分の胸元を掴つかみながら、スバルは安あん堵どと、微かすかな苛いら立だちに悪態をついた。

　──『死に戻り』自体は一年ぶりだが、その間も、『死に戻り』を打ち明けようとすることへのペナルティの数々、それはスバルを苛さいなみ続けていた。

　特に一度、意を決してベアトリスに全すべてを打ち明けようと試みたときなど、スバルは本当の意味でかつてない地獄の苦しみを味わったのだ。

『聖域』での魔女の茶会、その別れ際の出来事──あの黒い魔手の張本人である『嫉しつ妬との魔女』は、殊勝に送り出してくれたことなど忘れたようにペナルティを執行した。

　故に今も、スバルはベアトリスや他の誰だれにも、『死に戻り』のことは明かせていない。

　もちろん、ペナルティに引っ掛からない範囲で、相棒であるベアトリスには伝えられることを伝えたつもりだ。そのときのことは、長くなるので割愛するが。

　ともあれ、重要なのは、ペナルティに抵触することなく、ラチンスに魔女教襲来の情報を伝えることができたことで──、

「おい、ガキ、今の話はどこまで本気だ？　ハッタリじゃねえだろうな」

「ナツキ・スバルだ。いつまでもガキなんて呼ぶなよ、ラチンス」

　声を低くするラチンスが、スバルの返答を受けて舌打ちする。

　この世界において、『嫉妬の魔女』と魔女教の名前が持つ意味はどこまでも重い。あのラチンスですら、即座に危急の事態と察し、表情を変えるほどに。

「クソスバル、テメエはそんな話をどこで……ああ、クソ、そうだった。テメエは魔女教の『怠たい惰だ』を殺やってんだったな。信しん憑ぴよ性うせいが、ありやがるじゃねえか……！」

　舌のピアスを指で弾はじいて、ラチンスがスバルの発言の根拠を自分で探り当てる。実際は事実と異なる推測だが、その功績は十分に彼の中で根拠になりえたらしい。

「ここ、ってのは街か？　それともこの広場にきやがるってことなのか？」

「信じてくれるのかよ？」

「遊びじゃねえって言ったのはテメエだぞ。いいか？　オレは赤毛野郎の小言も御免だが、死ぬような目に遭うのも御免だ。わかったら、テメエも口の利き方に気を付けろ」

　信用とも信頼とも異なるが、ラチンスは意外なほど合理的な判断を下してくれた。その反応に、スバルは「ああ！」と力強く頷うなずき返した。

「わかった、悪かった。ちゃんと説明するが、くるのは魔女教の大罪司教『憤ふん怒ど』だ。この広場の、刻限塔のてっぺんから顔を出す。狙ねらいは広場の全員、誰だれか個人じゃない」

「魔女教らしい節操のなさじゃねえか。クソ、時間は？」

「たぶん五分もない。だから、本当に今すぐ呼んでくれ」

「五分!?　ざっけんな！　なんでもっと早く言い出さねえ！」

「だから俺は五分前からお前に頼んでただろうが！」

　切迫した事態にラチンスが声を上げたが、時間制限についてはスバルの方が彼より早く三倍呪のろっている。スバルとて、できればこんな綱渡りに頼りたくはないのだ。

「おら！　見世物じゃねえぞ！　とっとと失うせろ、野や次じ馬うま共が！」

　背に腹は代えられない、とラチンスが決断する。彼はスバルとの言い合いを遠巻きにしていた人々に向かって乱暴に吠ほえると、その右手を天に突き付けた。

「これで何もなきゃ、街中で魔法ぶっ放すのは都市法違反だ。テメエも頭下げろよ」

「それぐらい付き合ってやるし、なんなら相手の靴にキスだってしてやんよ」

「テメエ、それでも本当に騎士かよ!?」

　スバルの返答に度肝を抜かれた次の瞬間、ラチンスの掌てのひらから赤い光が天空へ放たれる。中天で赤い光が広がり、小さく、安っぽい打ち上げ花火のような光が空に瞬またたいた。

　正直、期待よりしょぼい効果だが、あの英雄にはこれで十分のはずだ。

「それにしても、まさかチンと一つの目的のために協力し合うときがくるとは……」

　そんな感慨も、正しい選択ができている兆しだと信じたいところだ。これでラインハルトが駆け付けてくれれば、状況は大きく動くはず。

　──そんな、漠然とした安心感が、スバルにあって当然の問題を失念させていた。

　折しも十五分前──二度目のループで、一度は考えたはずではなかったか。

「────」

　広場の人々が空の光を見上げ、何事かと驚きの声を上げる。

　故に──、

「──あら。空の彼方かなたに火の玉が一つ。とても綺き麗れいな輝きでしたね。ありがと」

　外の騒ぎを聞きつけて、包帯姿の怪人が姿を見せるのは当然の成り行きであることに。





　　　　６






　白い塔の上に身を乗り出したシリウスは、傍はた目めにも上機嫌な様子でいるのがありありと窺うかがえた。表情は包帯で見えなくとも、その弾んだ声に感情が溢あふれているのだ。

　シリウスは青空に赤く浮かんだ魔法の輝きを堪たん能のうし、それから大きく手を叩たたいた。

「はい！　では皆さん、ごめんね。おはようございまーす！」

　尋常でないほど高く大きな拍手の音が鳴り響き、ラチンスの放った魔法──ゴーアに目を奪われていた群衆は、反射的にシリウスの方を見てしまう。

「ダメだ、見るな!!」

　権能の発動条件、それを恐れたスバルが人々に警告の声を投げかける。

　しかし、その警告に従って視線を逸そらせるものは一人もいない。当然だ。スバル自身、一度目のシリウスとの接触で、全く同じ感覚を抱いたはずだ。

　──怪人は直接、本能に訴えかけてくる。その衝動に、目を背けることはできないと。

「あら。思ったよりもずっと早く静かになってもらえましたね。きっと、私が出てくる前に皆さんの気を引いてくれていたお二人のおかげでしょうか。ありがと。拍手～！」

　ぱちぱちと口で言いながら、シリウスが鎖の絡んだ両手でスバルとラチンスを示す。

　疎まばらに上がる拍手の中、スバルは背筋を駆け上がる悪寒に耐えながら、必死に顔を背けて権能の影響から逃れようとする。しかし、それもおそらく、すでに遅い。

　何な故ぜなら、現時点ですでに、スバルは耳を塞ふさぐことができなくなっていた。

　シリウスの権能の発動条件は、視認か声を聞くことだとスバルは推測した。だから最初に目を逸そらし、耳を塞げば対処可能なのではないかと考えたのだが──何のために耳を塞ぐ必要があるのだろう。シリウスの声は、こんなにも心地がいいのに。

「──ぁ」

　気付けば、スバルは背けていたはずの顔を戻し、シリウスを見つめていた。

　シリウスもまた、自分を見上げるスバルに気付くと嬉うれしそうに体を揺する。鎖の先端、鉤かぎ爪づめが音を立てて床を擦こすり、金属質な音にスバルの心の壁が崩されていく。

「はい！　皆さんが私の方を見てくださるまで、十九秒かかりました。ごめんね、でも喜ばしいです。それになんだか、期待していたよりずっとずっと強く私を想おもってくれている子もいらっしゃるみたい。さて、それじゃ、自己紹介しませんと」

　言葉をなくして自分を見上げる視線の渦、その中でシリウスは丁寧に頭を下げる。

　それから首をもたげ、唯一露出する左目でぎょろりと広場を睥へい睨げいしながら、

「私は魔女教大罪司教『憤ふん怒ど』担当──シリウス・ロマネコンティと申します」

　恐るべき名乗り、本来ならば嫌悪と恐怖の象徴として扱われる、忌まわしき存在。

　その口上を、しかし群衆はまるで親しい隣人の名を聞いたかのように受け入れる。それをシリウスも穏やかに受け入れ、慈母のように微笑ほほえみながら頷うなずいた。

「ふふ、ありがと。こうして皆さんの時間をいただいてしまってごめんね。でも、すぐに終わりにしますから安心していてくださいね」

　優しく、寝室で母が子に絵物語を読み聞かせるように、シリウスの声が心を蕩とろかす。

　彼女の声をもっと深く、強く聞いていたい。そんな衝動が群衆を支配し──、




「──そうかい。それなら僕も、手早く終わりにした方がよさそうだね」




　続くその声は、シリウスの虚構の親愛よりも深く柔らかく、スバルたち広場にいた人々の心身に染み渡り、感情を揺さぶっていった。

「────」

　シリウスが目を見開き、スバルたちの視線も一斉に広場の横を向く。

　その視線の先にあるのは、広場の後方を流れる水路だ。穏やかに水が流れていく水路、それが凄すさまじい勢いで逆走してくる何かによって水みず飛沫しぶきを上げている。

　それは、美しく揺らめく炎のように赤々と燃えていた。

　それは、壮大な青空のように澄み切った瞳ひとみの持ち主だった。

　それは、あらゆる存在が見み惚とれるほどに整った姿形をしていた。

　──それは、全すべての人間が心に思い描く、英雄という存在、その具現であった。

「近道を探すのに手間取ってしまった。到着が遅れてすまない」

　五秒ではなく、三十秒で駆け付けたことを英雄が詫わびる。

　近道と称して、道なき道──否いな、水の上を駆け抜けるという離れ業をやってのけた『剣聖』は広場に立つ。そして、彼は刻限塔に佇たたずむ『憤ふん怒ど』を見やり、息をついた。

　青い瞳ひとみを細め、『剣聖』──ラインハルトが「なるほど」と呟つぶやく。

「僕がこの場に呼ばれた理由はわかった。正しい判断だったね、ラチンス。それとも、僕を呼んでくれたのは君の方かな、スバル」

　ゆっくりと、歩み寄るラインハルトがスバルとラチンスの肩を叩たたいた。途端、不自由を強いられていた体に、力が戻ってくる。

「ら、ラインハルト……？」

「ああ、僕だよ。大変な状況だったようだ。──あれは、大罪司教だね」

　声の震えるスバルに、ラインハルトが力強く頷うなずいてくれる。彼の澄み渡る青い双そう眸ぼうに宿った確かな警戒、一目で、ラインハルトもシリウスの危険性を看破したのだ。

　その素早い理解に唾つばを呑のみつつ、スバルはたどたどしく頷いて、

「あいつは……あいつは、他人を洗脳する力の持ち主だ。今は多少マシだが、あいつの声を聞いたり、目を見たりすると、その内に」

「いや、声や姿だけじゃない。どうやら、存在を知覚した時点で影響を受けるようだね。僕もあまり、長くは平静を保てないかもしれない」

「嘘うそだろ、お前が……!?」

　弱気とも取れるラインハルトの見立てに、スバルは衝撃を受けて絶句する。

　根拠もなく、ラインハルトならば大丈夫だと考えていたが、シリウスの権能が彼にも影響を及ぼすならば、作戦は根本から崩壊する。

　そして、そんなやり取りを交わす二人に、シリウスからも反応があった。包帯の怪人はその紫し紺こんの瞳でラインハルトを注視し、

「もしかして、ひょっとして、赤毛のあなたは有名な『剣聖』さんではありませんか？」

「君の言う通り、僕は『剣聖』を拝命しているラインハルト・ヴァン・アストレアだ。生あい憎にく、まだその称号は僕には過分なものだと弁わきまえているけれどね」

　堂々と、ラインハルトはシリウスの問いかけを肯定する。その、この場に現れた地上最強の存在を前に、シリウスは恐れおののくどころか、「あは」と嗤わらった。

　嗤い、身をよじり、怪人はその罅ひび割れた高い声で笑声を都市の空へ響かせる。

「あは！　あはは！　ああ、なんて素晴らしいんでしょう！　あなたが、こうしてきてくれるなんて、なんて好日！　あなたはこの国で、最も素晴らしい騎士として知られた方！　誰だれもがあなたを愛し、あなたも皆を愛す！　あなたは希望の体現、『愛』の伝道者！」

「そうかな？」

　激しく身み悶もだえし、まさに狂喜乱舞といった様子ではしゃぐシリウス。一方、ラインハルトは怪人の方を見ないまでも、まくし立てるシリウスと会話を成立させている。

　意思疎通が狂気に通じる権能を相手に、それはあまりにも軽挙なことだ。

「ま、待て、ラインハルト……そいつと話し続けちゃマズい。マズい、はずだ。マズかったと思う。なんでだかは、よくわからねぇが」

「……そのようだね。僕個人はともかく、あまり長引かせるべきじゃないな」

「ラインハルト？」

「──僕の呼ばれた本懐だ。問題を、片付ける」

　一歩、前に踏み出したラインハルトはそう言い置き、軽く膝ひざを曲げ、跳躍する。

　まるで、目の前の水みず溜たまりを跨またぐような足取り──だが、それは爆風のような余波を生み、地面を伝う振動と衝撃に周囲の人間は息を呑のんだ。

　その驚きを残し、爆発力をそのまま上昇力へ変えたラインハルトは、

「うふふふ！　ああ、なんて規格外──っ！」

　下から突き上げる『剣聖』の蹴けりが、腕を交差して一撃を受け止めるシリウスの体を軽々と、その白い塔のはるか上空へと吹き飛ばしていた。

「……お、い、おい」

　──直後のそれは、それは、空中戦と呼ぶべきなのだろうか。

　跳躍一つで高所に立つシリウスを強襲し、ラインハルトは続け様に刻限塔の縁へりに爪つま先さきをかけ、吹き飛ばした相手を追ってさらに上空へ飛ひし翔ようする。

「ふふふっ！　ああ、なんて圧倒的！」

　再び眼下に迫る英雄の姿に、シリウスは歓喜に声を震わせながら腕を振るった。唸うなるような音を奏でて風を切り、鉤かぎ爪づめ付きの鎖がラインハルトへと容赦なく牙きばを剥むく。

　鉤爪は人体を容易たやすく貫き、鎖は見た目の凶悪さ以上の凶器となって骨をぶち砕くだく。空を軋きしらせる鎖の音色が連なり、破壊と暴力の協奏曲となって『剣聖』へ躍り掛かった。

　中空で、鎖を自在に操るシリウスの技量は卓越している。紛まぎれもなく、シリウスの戦闘力は人外の域に踏み込んだ超越者だ。それこそ、誰だれの目にも一目でわかるほどに。

　──故に、その後の光景に誰もが目を剥く。

「鎖か、厄介だな」

　音を置き去りにする鎖の暴威、それを真正面から見据え、『剣聖』は眉まゆを顰ひそめた。

　そして、眉を顰めた『剣聖』の対処に観衆は唖あ然ぜんとなり、

「ふふふっ！」

　シリウスは笑った。それが本心からの笑みか、苦し紛れのそれかはわからない。

　ただ、シリウスでなくても、笑うしかなかっただろう。

　嵐あらしの如ごとく叩たたきつけられる鎖の連撃、それに対し、ラインハルトは腰の剣を抜かない。

　──以前、聞いた話が事実なら、その剣は抜かないのではなく、抜けないのだ。ラインハルトの持つ聖剣は、相応ふさわしい相手以外には抜けない仕組みらしい。

　故に、ラインハルトは無手でシリウスに相対する。その事態にはさすがのラインハルトも苦戦は必至──と、考えるのはまだ、ラインハルトを理解できていない。

「────」

　荒れ狂う鎖の連撃が、甲かん高だかい音を立てて次々に弾はじかれる。

　生じる衝撃波と火花の散る光景が、地上にいるスバルたちには稲光が走ったかと錯覚するほど激しく舞い踊る。

　それを為なし得たのは、ラインハルトの人知を超えた足業によるものだ。

　ラインハルトは鎖の初撃を靴裏で受け、そのまま足首を回して鎖を絡め取ると、爪つま先さきを即席の武器として、後続の連撃をことごとく蹴けり落としたのだ。

　一秒にも満たない攻防、ラインハルトの規格外の行動を目で追えたのは、腕に覚えのある数人の武芸者のみ。その彼らをして、理解したばかりの光景の理解を放棄する。

　次の瞬間、群衆に訪れたのは笑いの衝動だった。息を抜き、肩の力が抜ける。彼が味方でよかった。もし敵対すれば、今いま頃ごろは膝ひざと膀ぼう胱こうからも力が抜けていたことだろう。

「ふふっ、ふふふっ！　あはは、ふふふふっ！」

　そんな、スバルたちの安あん堵どとは異なる衝動に呑のまれ、シリウスはなおも笑い続ける。

　怪人の両腕の鎖、その片方はラインハルトの足に奪われたまま。シリウスは手数の減った左腕の鎖の乱撃で英雄を打ち落とさんとし、攻撃を火花と共に弾かれる。

　炸さく裂れつする火花の勢いは留とどまることなく、青空が白く焼けていくようだ。だが、空が焼け焦げるその前に、ついに『剣聖』は射程距離に怪人を収める。

「まさか、ここまでだなんて！　すごすぎますぅ！」

「君の腕も立派なものだよ。それだけに、悪事に使われることが残念でならない」

　交錯の瞬間、言葉を交わした両者が渾こん身しんの一撃を放つ。

　ラインハルトは右足を引き、代わりに指を揃そろえた左の手刀を繰り出す。シリウスはそれを迎撃せんと、空を断つように金鎖を鮮烈に打ち下ろした。

　──その、頑健な鋼はがねの鎖が、ただの手刀に断ち切られる光景はいっそ感動的だ。

　昔、スバルは割わり箸ばしを割り箸の袋で斬きる、という宴会芸を目にしたことがある。ラインハルトならばその芸当、紙で鋼の剣を斬ってみせるだろう。

　そう信じさせるほどに、ラインハルトの手刀には斬ざん撃げきの本質、その美しさがあった。

　半ばで手刀に断ち切られ、回転する金鎖が刻限塔の壁を砕くだいて中へ飛び込む。噴ふん煙えんと瓦が礫れきが広場に落ちてくるのを目にして、スバルはようやく我に返った。

「馬鹿、見み惚とれてる場合じゃねぇ。ラインハルトが奴やつを押さえてくれてんなら……！」

　今、刻限塔の中、囚とらわれの少年にシリウスの目は届かない。

　呆ほうけていた醜態を振り払うように、スバルは群衆の隙すき間まを抜けて猛然と塔へ駆け込む。人質を、ルスベルを解放し、完全に後顧の憂いを断つ。

　万一にも、人質を盾にされてラインハルトが窮地に陥ることがないように。

　暗く、冷たい空気の流れる刻限塔、その内部にも外で激突する超越者同士の戦いが聞こえている。それを背に、スバルは長い螺ら旋せん階段を一気に駆け上がった。

「ルスベル！」

「んー！　んんーっ！」

　最上層、スバルは点検用の窓の傍そばで鎖に縛られる少年を見つけた。すすり泣くルスベルを抱き起こすと、彼は嫌々と必死に首を横に振る。

　彼が幼おさ馴なな染じみの少女を案じ、その身代わりになったことをスバルは知っている。

「心配いらない、俺はお前の味方だ。あの包帯怪人とは敵だし、あいつは今外で正義の味方と戦ってて手一杯だ。だから、今のうちにお前をここから連れ出す」

　もがく少年に根気強く語りかけ、やがてスバルの訴えにルスベルの抵抗が弱くなる。次第に恐怖ではなく理性の戻る少年の瞳ひとみ、スバルは彼に頷うなずいてやった。

「待ってろ。今すぐ鎖を外してやる」

　ぐずる少年の頭を撫なでて、スバルは慎重に雁がん字じ搦がらめの鎖を外していく。肩から足首、猿さる轡ぐつわの役目を果たす鎖が取れると、ようやくルスベルの顔に安あん堵どが宿った。

「よし、取れたぞ。自分で立てるか？　ダメなら負ぶってくぞ」

「だ、だいじょうぶ、です……あり、がとうございました……っ」

　震える足で立ち上がり、ルスベルは気丈にスバルに礼を言った。まだその涙が顔を汚していたが、幾度ループを重ねても、彼の勇気は本物だ。尊敬に値する。

　頷くことで少年の意思を尊重し、スバルは窓の外、激闘の続く塔外に意識を向けて、

「下手すると、この塔も壊されかねない。とっとと出よう。ケガは？」

「左腕がさっき、少しだけ……」

　顔をしかめたルスベルが、スバルの問いかけに自分の左腕を見せる。

　少年の左腕、そこには蛇へびに組み付かれたようなどす黒い痣あざと鋭い裂傷がある。血のじくじくと滲にじむ傷跡に、スバルは苦々しく頬ほおを歪ゆがめた。

「野郎、こんな子どもを傷付けやがって。縛るだけじゃ足りねぇってのか」

「ううん、違うんです。この傷、さっき急に……縛られてるときに急に痛んで」

「急に？」

　縛られている間に、とルスベルが話すのにスバルは眉まゆを顰ひそめる。

　思えば、ルスベルの体は肩から足首まで全身雁字搦めの状態だった。縛り付ける前はいざ知らず、縛ったあとに腕を傷付けることはできない。

　──その傷の矛盾が、スバルの胸を嫌な予感でざわめかせた。

「……いこう。とにかく、ここにいちゃいけない」

　傷のないルスベルの右手を引いて、スバルは塔の螺旋階段を今度は駆け下る。一気に最下層へ降りると、二人はそのまま塔の外へ。

　そして、二人が飛び出した瞬間、広場に展開されていたのは──、

「────」

「──殺せ！　殺せ！　殺せ！　殺せ！」

　轟とどろく殺さつ戮りくコールは、追い詰められる怪人の処刑を望む群衆の血を吐く絶叫だ。

　目を血走らせ、歯を剥むき、他人に不快感を植え付ける怪人への嫌悪、生理的に拒絶反応が出る相手を排斥したい敵てき愾がい心しん、あらゆる負感情の究極が殺意に昇華する。

　──それらを総合して、人はそれを『憤ふん怒ど』と呼ぶのだ。

「──殺せ！　殺せ！　殺せ！　殺せ！」

　互いに名も知らない同士で肩を組み、一つの目的に向かって声を上げる。

「──殺せ！　殺せ！　殺せ！　殺せ！」

　困難を前に結束する心を、非日常の中で問われる人の善悪の精神性を。

「──殺せ！　殺せ！　殺せ！　殺せ！」

　極限状態での団結、ただ真まっ直すぐに、純粋に心を通わせる行い、それこそが──、

「──殺せ！　殺せ！　殺せ！　殺せ！」

「──一つになれること、それこそが『愛』でしょう？　でしたら、これは紛まぎれもなく、『愛』が生み出した理想郷とは思いませんか？」

　地獄絵図としか思えない殺意の渦中で、シリウスは声に恍こう惚こつ感かんを滲にじませる。

　刻限塔に背を預け、地上に立つ怪人は英雄に追い詰められていた。周囲を囲む群衆は怪人の死を高らかに望み、その意思を背負う『剣聖』には力と信念がある。

　スバルが塔内にいる間の攻防で、シリウスは左腕の鎖を完全に失ったようだ。条件は互いに無手となったが、対等な立場でラインハルトに勝てる見込みなど誰だれにもない。

　絶体絶命の窮地だ。──それなのに、シリウスは変わらぬ態度のまま、嗤わらい続ける。

「最後に、言い残す言葉は？」

「お気遣いありがと、ごめんね。では、一つだけご忠告を。他の大罪司教は私のように大人しくはないので、遺言なんて聞こうとするときっと酷ひどい目に遭ってしまいますよ」

「──肝に銘じておくことにするよ」

　ラインハルトの慈悲を前に、シリウスは悪気なく挑発的な言葉を残した。『剣聖』はそれを律義に受け止め、怪人を処断するために手刀を構かまえる。

「──殺せ！　殺せ！　殺せ！　殺せ！」

　群衆のボルテージがますます上がり、シリウスの命は風前の灯とも火しびだ。

　なのにスバルは、塔の入口で胸に湧わき上がる悪寒を無視することができないでいた。

　その原因が何なのか、それが何を意味するのか、必死に探すが言葉にならない。ただ、今ここで口を開けば、不ふ明めい瞭りようなそれは意思に反した言葉をとなって溢あふれてしまう。

「分かり合うこと。譲り合うこと。認め合うこと。許し合うこと。そうして一つになることこそが、『愛』のあるべき真実の形」

　焦燥感を抱くスバルを余よ所そに、シリウスが押し付けがましい持論を口にする。

　一見、それは正しいように聞こえるが、シリウスの在り方を考慮した途端、おぞましい破は綻たん者しやの理屈へ変へん貌ぼうする。その矯正できない歪ゆがみこそが、奴やつらの本質なのだ。

　ラインハルトも、スバルと同じように判断したらしい。

　もはや何も言わせまいと、ラインハルトが前に出る。それを正面にシリウスは嗤わらい、腕を空へ伸ばした。直後、ローブの袖そでから弾はじかれるような勢いで鎖が射出──袖の中の仕掛けが鎖を発射して、塔の壁に食い込む鎖が一気に怪人の体を巻き上げた。

　形なり振ふり構かまわぬ逃走、そこにラインハルトの踏み込みは風を抜き去った。

　石畳に靴跡を残し、赤い焔ほのおが宙へ逃れる怪人へ迫る。振りかざす手刀は、聖剣や魔剣に匹敵する一撃必殺──それが届いた瞬間、シリウスの命は確実に絶たれる。

「──殺せ！　殺せ！　殺せ！　殺せ！」

　群衆の叫び、それが成就する。

　ものすごい勢いで、取り返しのつかない怖おぞ気けがスバルの背を駆け上がる。

「ラインハルト!!」

　衝動のままに、スバルは英雄の名を呼んだ。

　そして、勢いのままに叫んだ。

「──殺せ!!」

　──手刀が走った。

　軌跡は白い軌道を描き、シリウスの肉体を左肩から右脇までバッサリと両断する。

　手刀のあまりの切れ味に、斬きられた肉体すら数秒は気付けない。やがて、遅れて理解が追いついた傷から血を噴出し、斜めに分断されたシリウスの下半身が崩れ落ちる。

「……あぁ、やさしいせかい」

　うわ言のように囁ささやくシリウス、その体が上下に分かたれ、内臓がぶちまけられる。

　鎖に巻き上げられる上半身は血と腸はらわたをばら撒まきながら空へ上がり、置き去りにされる下半身が噴水のように鮮血をこぼして広場に転がった。

　誰だれもが目を背けたくなる惨状が、生まれる。だが、誰も目を背けることはない。

　背ける、どころではない。

「……そんな」

　振り返り、立ち尽くしたラインハルトが愕がく然ぜんと漏らす。

　青い瞳ひとみが混乱と後悔に揺れ、その端整な顔に絶望が深く広がるのをスバルは見た。

　──スバルに見えていたのは、そこまでだ。

「────」

　スバルも、群衆も、今は血ち溜だまりとなった広場に二つになって散らばっている。

　左肩から右脇までを、バッサリと鮮やかに断ち斬られた傷口を晒さらして。

　血と内臓をぶちまけて、何が起きたのかわからないままスバルの意識は消えていく。

　ただ、その直前に、感じた気がする。

　握ったままだった少年の右手が、スバルと同じように真っ二つになった少年の右手が、救いを求めるようにスバルの左手を微かすかに弱々しく握ったのを。

　感じた気がした。
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「歌のあとはご歓談、ナツキ様はその時間に向けて、オヤツなんて準備されては？　きっと甘いお菓子なんか用意しちゃうと、心も弾んで互いの距離が近付くと思いませんか？」

「──っ」

「いたたっ！　いたたたっ！　痛い！　痛いのよ、スバル！」

　瞬まばたきの直後、聞こえた声に肩を跳ねさせ、スバルは激しく動揺した。

　同時に、意識が切り替わる直前──強く手を握り返そうとしたことが引き継がれ、リンガを握り潰つぶせる無駄な握力が、小さなベアトリスの手をギュッとした。

　突然のスバルの凶行に、ベアトリスが涙目になってスバルの脛すねを蹴ける。そのささやかな痛みに我に返り、スバルはベアトリスの手を離して後ずさった。

「ど、ど、ど、どうされたんです？　いきなり幼女様の手を破壊しようとして……こんなかわゆいお手々が可哀かわい想そうに。私が舐なめて差し上げても、ハァハァ」

「いらんお世話かしら！　なんか急におぞましい雰囲気だから近寄るんじゃないのよ！」

　痛む手に頬ほおずりされそうになり、ベアトリスがリリアナの手を振りほどいてスバルの後ろに隠れる。直前の凶行も、スバルとベアトリスの信頼関係は挫くじけない。

　が、今はそのことにホッとしている余裕はない。

「スバル、大丈夫？　今、急に顔が真っ青になってたわよ」

「え、エミリア、たん……」

　すぐ傍かたわらに寄り添い、エミリアが気遣わしげな顔でスバルの頬ほおに手を当てる。彼女の長い睫まつ毛げに縁取られた紫し紺こんの瞳ひとみ、そこに映る自分の姿にスバルは息をついた。

　またしても戻ってきた、らしい。

「────」

　ペタペタと、自分の肩と脇、バッサリと両断された場所の無事を確かめる。

　腹を裂かれたり、頭を潰つぶされたり、酷ひどい死に方ばかりしてきた自負はあるが、本格的な斬ざん殺さつの経験は初めてのことだ。『死』の瞬間、痛みよりも驚きと喪失感の方が勝った。

　ただ、その大きな喪失感の原因はそれだけではなくて──、

「完全に、身内感覚の奴やつにやられるのは初めて……や、二度目か」

　引き継いだ記憶に理解が追いつけば、『死』が後追いでスバルに認知を求めてくる。

　そして、直前に起こった出来事を振り返り、スバルは今度こそ正しく、いったい何が自分を死に至らしめたのか、把握することができた。

「だが、そりゃ反則だろ……」

　──今回のスバルの斬殺は、直前のシリウスの死に方とそっくりそのまま同じだった。

　つまり、スバルはシリウスと同じ死に方をしたのだ。その不可解な事実、それのおかげで一度目の死、ルスベルが投げ落とされた直後の死にも説明がつく。

　転落死したルスベルを見て、スバルたちは一斉に『転落死』したのだ。つまり、シリウスの権能は感情だけでなく、肉体の変調すらも共鳴、共振させられる。

　それを示す言葉は洗脳では足りない。魂を汚染し、道連れにする『洗魂』だ。

「どうすりゃ、いいんだ……？」

　ラインハルトの参戦によって、シリウスを撃破する目的は確かに叶かなった。だが、その代償が広場にいた大勢の命となっては、スバルの行動の意味がない。

　ラインハルト任せにする選択は、一見正しく見える誤った回答に他ならなかった。

「スバル……」

「──ぁ」

　そうして、深刻な顔で黙り込むスバルにエミリアたちが不安そうな顔をする。彼女たちを不安がらせるのも、魔女教の存在に気付かれるのも今は避けたい。

　そう考え、スバルは慌てて表情を取り繕って、

「あ、うん、えーと、何でもないんだ。ちょっと、ちょっとその……そう！　朝のダイスキヤキが急にうえってなっちゃって、胸焼けしてたとこ」

「あー、わかります。私もよく、ゲップと間違っておぇったり、おならと間違えて……」

「その先はいい。お前、一応女の子だから、その先は絶対言わないで」

　朗らかに下ネタに走ろうとしたリリアナを黙らせ、スバルはエミリアに笑いかける。その微笑ほほえみに、エミリアは一瞬、唇を震わせたが、

「わかりました。スバルがそう言うんなら信じてあげる。……特別だからね？」

「うん、あんがと。……それじゃ、俺はリリアナの提案通りにちょっとパシッてくることにするよ。エミリアたんは歌を楽しんでてちょーだいな」

　エミリアの気遣いに甘えて、スバルは道化た素振りで一礼する。それから、スバルは背中に隠れていたベアトリスの手を自然に取ると、

「ベア子、お前も俺と一緒に買い物班な。仲良く、イチャイチャしながらいこうぜ」

「きゅ、急に何を言い出して──ううん、わかったのよ」

　とっさに顔を赤くしてツンしかけたベアトリスが、スバルの表情を見てデレの方を発揮する。──縋すがるような視線に気付いて、何かあると察してくれたのだ。

「エミリアたん。──すぐに、戻ってくるから」

「──。うん」

　ベアトリスを連れて、スバルは最後までエミリアを気にしながら公園を離れる。

　彼女を一人、残していくことへの不安は晴れない。だが、袋小路の手詰まりを脱却するのに、もはやベアトリスの力を借りる以外の手立てが思い浮かばない。

　そんな突破口の見えない暗くら闇やみに、スバルはパートナーと一緒に走り出した。

「──ふむ」




　──そんな二人の後姿を、意味深な目で赤い女が見つめていることには気付かずに。
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「それで？　いい加減、何があったのか説明してもらうかしら」

　手を繋つないだまま公園を離れ、エミリアたちの姿が見えなくなったのを見計らい、ベアトリスが歩く足を緩ゆるめながらそう言った。

　その、足を止めて話したがるベアトリスの腕を、スバルは「悪い」と前へ引く。

「スバル？」

「俺もできれば、人のいないところでゆっくりと話し合いたいのは山々なんだが、時間がなくてそうもいかねぇ。──あと、十五分もないんだ」

「……わかったのよ。歩きながらでいいから話すかしら」

　スバルの横顔に宿る焦燥感を見て、ベアトリスが反論せずに従ってくれる。

　物分かりのいいパートナーの度量に救われ、スバルは急ぎ足に広場を目指しながら、整理のつかない頭の中身の説明を試みる。

「今から向かう広場に、魔女教が現れる。そいつをとっちめなきゃならねぇ」

「──。魔女教」

　息を呑のむベアトリスに、スバルは慎重に言葉を選ぼうとする。

　難しいのは、『死に戻り』における情報伝達のルールとペナルティだ。ラチンスに明かした内容と同程度ならば、ベアトリスに話しても問題はない。──と、そう言い切れないのが、スバルを縛り付ける魔女の呪のろいの嫌らしいところだ。

『死に戻り』の情報共有を邪魔する漆黒の魔手、それはスバルの話す内容だけではなく、話す相手を選んでペナルティの重さを決めている節がある。

　つまるところ、伝えられる情報の深度は『魔女』の匙さじ加か減げん次第なのだ。

　そうでなければどうして、秘密を明かされたエミリアの心臓が握り潰つぶされるような事態が起こるというのだ。あんな思いは、二度と御免だった。

　痛めつけられるのが、スバルであるならまだマシだ。怖いけれど、我慢できないことはない。──あの手が、自分以外の誰だれかに向けられるより、ずっといい。

『魔女』はスバルに手心を加えても、他の誰かに慈悲を見せることはないのだから。

「──そんな、心配そうな顔する必要ないのよ」

「ベアトリス……」

「どこで知ったのか、情報の出所は明かせない……。でも、根拠なんていらないかしら。スバルが話してくれた、それがベティーの信じる根拠になるのよ」

　繋つないだ手を優しく握り返し、堂々と微笑するベアトリスにスバルは目を丸くして、

「……ああ、まったく。ホント、お前には助けられるよ」

　独りではないと、不ふ甲が斐いない自分を支えてくれる最高のパートナーに感謝した。

「ふふん、当然かしら。さ、話せることから話してみるのよ」

「そう、だな。まず、現れるのは大罪司教の『憤ふん怒ど』で……変態だ」

「──。それがいの一番に伝えないといけない情報だと思うなら、ベティーはさっそくさっきの言葉を後悔したくなるかしら」

「どこまでセーフか手探りなんだよ。とりあえず、役職と変態扱いにペナルティはなかったと。あとはそいつの能力だが……感情とか感覚の共有、って感じだ」

「感情と感覚の、共有？」

　スバルの説明に首を傾かしげ、ベアトリスが丸い瞳ひとみに無理解を宿す。

　無理もない。実体験したスバルも、その不可解さにはいまだに首をひねりたくなる。

「……感情が共有されて、それがどうして脅威になるのかわからないのよ」

「早い話、危険を危険と思えなくなるってのがでかい。感情の歯車が狂うと、人間は正しい状況判断と行動ができなくなる。……それを、痛いほど味わったんだ」

　泣き喚わめき、死にたくないと懇願する少年を、諸もろ手てを上げて大歓迎する群衆。

　あの地獄の光景を俯ふ瞰かんして見れば、さぞかしおぞましいものを覚えたことだろう。だが恐るべきは、あの地獄の中にいる人間は、それを天国と誤認していることだ。

「……感情の共有は、わかったかしら。それなら、感覚の共有は？」

「そのまま、相手が痛がればこっちも痛い。大罪司教の首を刎はねたら、それを見てる連中の首も吹っ飛ぶ。……お手上げすぎるだろ？」

　自分で改めて口にしてみて、その厄介さにげんなりしてしまう。

　首を刎ねればこちらの首が飛ぶ。──端的に言って、これほど殺害を躊躇ためらわせる能力はなかなかあるまい。『死に戻り』があるから事前に対策を相談できるが、苦労して倒した挙句、道連れに全滅させられるとあってはたまったものではない。

「情けねぇけど、俺じゃ打つ手が浮かばない。だから、お前の知恵と力を借りたいんだ」

「……ま、当然なのよ。むしろ、ベティーを頼るのは当然のことかしら」

「そうだな。……一応、ラインハルトを呼ぶって鬼札もあるっちゃあるんだが」

　切迫した状況を理解しつつ、スバルの不安を蹴け飛とばそうとしてくれるベアトリス。そんな彼女に、唯一の光明になる可能性があるラインハルトの存在を明かす。

「ラインハルトなら、敵が誰だれでも負ける心配はない。けど、ラインハルトが大罪司教を死なせると、同じ死に方で周りにいる奴やつらも全員吹っ飛ぶって問題がある」

　それが、まさしく前回のスバルの死に方である。

　ならば生け捕り作戦はどうか、と考えもしたが、ラインハルトに作戦の詳細を伝える術すべがないのと、シリウスの『気絶』を共有させられる危険性は拭ぬぐい去れない。扱い方を誤れば、王国は『洗魂』というおぞましい権能に滅ぼされてしまうだろう。

　そうしてラインハルトの運用に悩むスバルに、ベアトリスが小さく手を上げた。

「スバル、実は話しておかなきゃいけない、悪い知らせがあるのよ」

「……マジか。これ以上、悪い知らせなんて一つも聞きたくねぇんだが」

「わかってるかしら。でも、話さなきゃいけないのよ。……もし、ラインハルトと同じ戦場に立つことがあれば、ベティーはただの、可愛かわいい女の子になってしまうかしら」

「は？」

　突然のベアトリスの宣言に、スバルは呆あつ気けに取られて目を丸くする。

「ただの可愛い女の子って、あいつが格かつ好こいいから骨抜きって意味じゃねぇよな？」

「真ま面じ目めな話なのよ。……あれの体質が原因かしら。ラインハルトは、この世界の異質さの頂点なのよ。ただそこに存在するだけで、周囲のマナは盲目的にあれに従おうとする。その中心点の前では、魔法使いも精霊も、平常を保てなくなるかしら」

「な、なんだそりゃ？　そんなことが……」

　あるのか、と言いかけて、スバルは昨日の『水の羽はご衣ろも亭』のことを思い出す。

　ラインハルトとの久々の再会があった直後、ベアトリスはやけに彼のことを警戒していた。その理由が、ラインハルトの異常体質にあったとすれば納得だ。

「ラインハルト一人で片付く問題なら、ベティーは甘んじてただの可愛い淑女になるのよ。だけど、もしラインハルト一人で解決できないとしたら……」

「ベア子が動けなくなる選択は、そもそも選べねぇってことになるのか」

　何たる障害、とんだ幻想殺しがあったものだ。

　ラインハルトらしいといえばらしい規格外さだが、今はそのデメリットが大きすぎる。

「マズい……解決するどころか、手詰まり感が増すとかありかよ」

　誰だれが悪い、というわけではなく、スバルの手札の噛かみ合わせが悪いのだ。

　エミリア、ベアトリス、それにラインハルト。──一枚一枚は強力な手札であっても、互いの立場や特性、敵の権能がその力の発揮を邪魔している。

　個々の力では負けていない。それを、万全に活かせないのはスバルの不徳だ。

　このままではまた、何一つ手が浮かばないまま、再びあの怪人と相あい見まみえることに──、

「──スバル、もしかしたらって案がなくはないかしら」

　故に、広場への到着を目前にして、ベアトリスがそう言ったことは天恵にも思えた。

「もしかしたらって、打開案か!?」

「あくまで、可能性なのよ。ただ、大罪司教の能力がスバルの説明の通りなら、それと似たような効果の魔法が他にもあるかしら。高等魔法の、『ネクト』なのよ」

「ネクト！　確かに、言われてみれば『憤ふん怒ど』の権能と、効果が似てるな！」

　驚いて喉のどを鳴らしたスバルに、立てた指を振りながらベアトリスが頷うなずいた。

「本来、ネクトの本領は言葉を介さない味方との意思疎通にあるかしら。それをこんな使い方……魔法に対する冒ぼう涜とくなのよ。許し難いかしら」

　魔法に誇りを抱くベアトリスが、その誤った在り方に不機嫌に呟つぶやく。

　実際、以前スバルが『ネクト』に頼ったのは、不本意ながらユリウスと共闘するためだった。ペテルギウスの『見えざる手』に対抗する手段が、奴やつの不可視の魔手が見えるスバルの視界を、ユリウスが共有するという形しかなかったためだ。

　それこそが正しいネクトの効力──断じて、呪のろいのように他者を縛る力ではない。

「それに、ネクトは誰にでも通じる魔法じゃないのよ。同調するには最低限、互いへの信頼が不可欠かしら。大罪司教の権能は、明らかにその領分を無視しているのよ」

「それを無理くり繋つなげるってのが権能なんだろうさ。それより……」

「対処法、かしら。──はっきり言えば、『シャマク』の出番なのよ」

「シャマクさんきた！　相変わらず万能すぎるだろ！」

　そのベアトリスの説明に、スバルは思わず喝かつ采さいし、拳こぶしを握りしめていた。

　シャマクという魔法は、それほどまでにスバルにとって大きな存在だ。苦しいとき、辛つらいとき、危ないとき、困ったとき、シャマクは常にスバルと共にあった。

　ベアトリスと契約を交わす以前、無力なスバルの力になってくれていたのは、レムとパトラッシュとシャマクさんと言っても過言ではない。

　スバル自身のゲートは破損し、魔法が使えなくなった今、シャマクとの関係は絶たれたものと思っていたが──こうしてまた、シャマクはスバルを助けてくれるのか。

「そうか、シャマクか……シャマクなら、きっと全部何とかしてくれる……！」

「あんな使い道の少ない初歩魔法なのに、その並々ならない信用は謎なぞすぎるかしら……」

「待てよ！　いくらベア子でも、シャマクの悪口は許さねぇぞ……！」

「本気で何がスバルにそこまで言わせてるいるのよ……」

　嘆息して、ベアトリスは鼻息の荒いスバルの鼻先に指を突き付けると、

「シャマクの効果は、術の対象の意識を世界と強制的に切り離すことかしら。効果の強さは術者の力量に依存するけど、ベティーにかかれば誰だれでもちょちょいのちょいなのよ」

「それは、つまり？」

「敵の影響範囲にあるニンゲンを、まとめてシャマクで取り込むかしら。相手が理解と共感を強制するなら、ベティーたちは無理解を押し付けてやればいいのよ」

「そこだけ聞くと、字面は最悪だが……確かに！」

　理屈として解法が成立し、スバルは膝ひざを打って納得した。スバルの懸念と望みを余さず拾った満点回答、その提案者であるベアトリスも自慢げに平らな胸を張る。

「よし、いいぞ！　あの能力が無効化できればこっちのもんだ。あとは……あとは？」

「ラインハルトなしで、その大罪司教をやっつけるだけかしら」

「────」

　ベアトリスの噛かみ砕くだいたその結論に、スバルは押し黙った。

「言っておくけど、ベティーはシャマクにかかりきりになるし、倒す瞬間に合わせて戦っている奴やつにもシャマクをかける必要があるのよ。自分じゃ戦えないかしら」

「だよな。……やべぇ。結局、振り出しに戻ってきちまう」

　ここへきて、戦力不足という最初の壁に逆戻りだ。

　ベアトリスのバックアップのないスバルでは、『洗魂』を防げてもシリウスに勝つのは無理だ。練習した鞭むちが通用しなかったことにも地味に傷付いている。

「あのとき、広場にいた面メン子ツに声かけて……いや、話して通じる内容かどうか。たまたま顔見知りだったから、ラチンスは聞くだけ聞いてくれたけど」

　刻限塔広場にいた顔ぶれには、何人か戦えそうなものもいた。が、肝心の協力を要請する段階に持ち込むのが難しい。

「大体、実力もわからねぇってのに、どう説得すんだよ。もっとちゃんと考えて……」

「──それなら、実力もわかってるし、話も通じる私の出番じゃないかしら」

「──っ!?」

　それは文字通り、スバルの思考を一瞬で打ち砕く銀ぎん鈴れいの声音だった。

　聞き覚えのありすぎるその声に、スバルとベアトリスは驚き顔で振り返る。そんな二人の背後に、銀髪の美しい少女が腰に手を当てて立っていた。

　いるはずのない少女、その存在にスバルは息を呑のみ、唇を震わせる。

「え、エミリアたん？　どうしてここに……」

「様子がおかしいと思ってみたら、やっぱり大変なこと抱え込んでるんだから。そうやって私を蚊か帳やの外にしようとするの、スバルの悪い癖だと思うの」

　まるで、悪さをした子どもを叱しかるような口調で、エミリアがスバルを睨にらんでいた。その彼女の登場に、スバルは驚きで言葉が出ない。

「公園で待ってるよう、言っておいたはずなのよ。いけない子かしら」

　絶句するスバルに代わり、ベアトリスがエミリアを見上げてそう言った。それを受け、エミリアは「ごめんね」と前置きしてから、

「ホントは私も待ってるつもりだったの。でも、プリシラに言われて」

「あの赤い娘に？」

「今、スバルを追いかけないと後悔するかもって。何もなかったら私も戻るつもりだったけど……二人とも、ずっと深刻そうに話してて、引き返すなんてできないわ」

　エミリアの背中を押した元凶、プリシラの余計な行動をスバルは呪のろいたい気分だ。

　本当に、状況を掻かき回してくれる。それこそ、見計らったような間の悪さだ。おかげで完かん璧ぺきに、スバルが一番避けたかった状況が作り出されてしまった。

「エミリア、気持ちは嬉うれしい。嬉しいけど、その、ここは今から……」

「魔女教が現れるんでしょう？　ちゃんと聞こえてたんだから。……スバルが戻れって言っても戻らないわ。魔女教のことは、私も他ひ人と事ごとじゃないんだもの」

「エミリア！」

　聞き分けのないエミリア、その考えを何とか変えさせようとスバルは声を荒げる。

　スバルだって、何の根拠もなくエミリアを遠ざけようとしているわけではないのだ。これで相手が魔女教でなければ、エミリアに協力を求めるのも吝やぶさかではない。

　だが、相手が魔女教なら、ダメだ。理屈も理由も必要ない。それは絶対に、ダメなのだ。

　しかし、そんなスバルの訴えを、エミリアは真剣な瞳ひとみで見つめ返し、

「怒ったふりをしてもダメよ。私が怒られて困るのは、私が悪いことをしたときだけ。聞き分けがないのは私じゃなく、今はスバルの方だもの」

「う……」

　真まっ直すぐ、紫し紺こんの瞳に見つめられ、スバルの勢いが挫くじかれる。

　その上でエミリアは、言葉に詰まるスバルへと真しん摯しに、真心を込めて、訴えた。

「そうやって、スバルが私を守ろうとしてくれてるの、わかる。でも、それでまたスバルが傷付くのに目をつむるのは絶対に嫌。スバルが戦うとき、私も戦う。スバルが誰だれかを守ろうとするなら、私もそれを手伝う。スバルが私を守ってくれるみたいに……」

「────」

「私も、スバルを守ってあげたいの。だって、スバル、今にも泣きそうな顔してる」

　折れてはいけない心が、エミリアの訴えに折れてしまいそうになる。

　彼女を危険から遠ざけるために、スバルは自分の勇気を奮い立たせなくてはならない。鋼はがねの心で、あらゆる困難に立ち向かわなくてはならない。

　それなのに、スバルは今、怖がっている。恐怖している。恐れている。

　──三度、スバルはこの一時間で命を落とした。

　これほど短いスパンで死が連続したことなど、ナツキ・スバルの死の経験値をしてもあったことなどない。そもそも、『死』に慣れることなど永遠にないのだ。
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『死』はいつだって怖い。慣れることなどないし、慣れてはならない。

　命を奪われるということは、未来を断たれるということだ。生き方を否定され、存在を踏ふみ躙にじられ、魂を凌りよう辱じよくされる。それが命を奪うということだ。

　スバルはそれを、味わい続けてきた。死にたくないと、延々と思い続けている。

　ナツキ・スバルはいつまで経たっても、その弱さを克服できずにいるのだ。

「……スバル、もう諦あきらめた方がいいのよ」

　反論できずにいたスバルの隣で、ベアトリスが深いため息をついて、そう言った。

「ベアトリス……」

「エミリアは頑固者かしら。知られた以上、きっとどうにもできないのよ。それに、ベティーにもエミリアの気持ちがわかるかしら。だから、ベティーは説得したくないのよ」

　できないではなく、したくない。それが、作戦の要であるベアトリスの結論だ。

　エミリアが真しん摯しに、ベアトリスが慈いつくしむように、それぞれスバルを見つめている。

　その二人の注視に、ついにはスバルの心が折れた。

「……魔女教は、きっと君を狙ねらってくる。まず、何より自分第一で行動してくれよ」

「ん、わかった。捕まっても、スバルが助けてくれるって信じてるから」

「縁起でもないこと言わないでくれよ……。それで、話はどこまで聞いて？」

　抵抗することを諦めたスバルに、エミリアが安あん堵どの微笑ほほえみを浮かべる。だが、彼女はすぐに難敵が待ち受けていることを思い出し、さっと表情を引き締めた。

「大体は聞いてたはずよ。魔女教の悪い人がきて、ネクトみたいな魔法を使う。それをベアトリスがシャマクでどうにかするから、その間に悪い人をやっつけるんでしょ？」

「日曜の朝アニメみたいな噛かみ砕くだき方だけど、それでＯＫ。頼りにしていい？」

「もちろん、任せて。私も、この一年でドーンと成長したんだから」

　両手を胸の前に構かまえて、エミリアが可愛かわいくガッツポーズ。イマイチ緊張感に欠けるが、作戦はしっかり頭に入れてくれている。

　無論、エミリアを作戦に加えることへの不安が消えたわけではないが──、

「エミリアたんとベア子がいて、失敗するわけにはいかねぇ」

　その不安と心配要素を逆に力に変えてこそ、男の子というものだろう。

「それに、もうそろそろ目的地で、時間だ」

　ベアトリスの作戦立案と、予想外のエミリアの合流があり、刻限塔広場に到着したのは怪人登場を目前とした時間だった。あとは、作戦開始をどこで決断するか。

　塔内のルスベル救出のため、できればシリウスを塔から遠ざけられれば理想的だ。

「エミリアたん、もうすぐ塔の上に見るからに怪しい奴やつが出てくる。そしたら、先制攻撃で一発でかいのをお見舞いしてくれ。それで塔から落とせるとベストだ。そのあとはベア子がうまいことやって、合図してから戦闘開始で。俺もフォローするから」

「うん、任せて。できるだけ、うまくやってみる」

　スバルの指示にエミリアが頷うなずき、ベアトリスを含めた三人で作戦を組み立てる。

　そうして、方針が固まった直後だ。

「──きた！」

　刻限塔の窓から身を乗り出す黒影、その姿にスバルは思わず身を硬くした。

　黒いローブを纏まとった細身の人影が、ゆらりと塔の縁へりへ立つ。眼下、広場にいる人間は誰だれ一人、地上を睥へい睨げいするその存在に気付いてはいない。

　薄氷の上に成り立つ平穏、俯ふ瞰かんして見るそれの何と頼りないことか。大舞台から地上を見下ろす怪人の一動作で、それは完膚なきまでに打ち破られる。

「────」

　ゆっくり、怪人が、シリウスが両腕を広げた。遠目に、包帯越しでも、その顔に恍こう惚こつの色があることが如実にわかる。そして、怪人は勢いよくその腕を合わせ──、

「──ウル・ヒューマ!!」

　──瞬間、塔の真上に出現した巨大な氷柱つららが、外縁に立つシリウスへと直撃していた。

　スバルを五人束ねたよりなお太い氷の一撃が、凄すさまじい勢いで塔を爆砕する。決して脆もろいわけではない壁が崩壊し、塔の上部に氷柱が前衛的に突き刺さった。

　その光景に、スバルは顎あごを落としそうになった。

「え、エミリアたん？」

「スバルが先制攻撃って言うから、先制攻撃してみたけど……ダメだった？」

「いや、ＧＪ。ＧＪだけど、思った以上の先制攻撃だったから驚いて」

　細かいタイミングを指示しなかったスバルにも落ち度はあるが、一番の問題はエミリアに初撃を躊躇ためらわせないぐらい、不審者丸出しの格かつ好こうをしていた怪人の方だ。

　様子見なんて欠片かけらも考えない一発は、まさかの大金星もありえる威力であった。

「ベア子、やったと思うか？」

「とりあえず、周りの連中にはやらかしたと思われてるかしら」

　スバルの問いかけに、ベアトリスもまた微かすかな驚きを残したままそう応じる。その言葉に視線を下げて、スバルはベアトリスの発言に納得する。

　正面、広場の人々が一斉にスバルたちを──厳密には、突然の破壊行為に及んだエミリアを見ていた。彼らにとってみれば、テロ行為の実行犯はスバルたちの方だろう。

　本当のテロ行為を未然に防いだ、と主張して信じてもらえるだろうか。

「ええと、悪意があってこんなことしたわけじゃないんだ。俺たちはだな……」

「──ダメよ、スバル。後ろに下がっていて」

　誠心誠意、言葉を尽くして説得を試みようとするスバル、その肩をエミリアが引いた。そして、彼女は一歩前に出ると、その右手を上から下へ強く振り下ろす。

　瞬間、キンと空気が鳴り響き、エミリアの手の中に青い氷の剣が生じていた。刀身の細い、美しい剣の氷細工、その先端をエミリアは広場の群衆たちに向ける。

「いやいやいや、それはさすがにどうだろう！　ちゃんと話せばわかってもらえる……」

「違うの。よく見て、スバル。──みんなの目、正気じゃない」

「なに？」

　強こわ張ばったエミリアの声にハッとなり、スバルは広場の人々の顔を見た。それをよくよく観察して、スバルもまた気付く。それは確かに、異様な光景だ。

　スバルたちを見据える群衆、その全員の顔に斑まだらに血管が浮かび上がり、血走った眼球は白目をなくして赤々と輝く。そして、全員が揃そろいの、同じ表情を作っていた。

　頬ほおを歪ゆがめ、牙きばを剥むき、唸うなり声を上げる。──堪こらえ難い、憤ふん怒どの感情だ。

「ベア子！　シャマクの準備は!?」

　狂気に満ちた人々の顔に、スバルは傍かたわらのベアトリスに声をかける。しかし、作戦の要である少女は、その群衆の様子に苦々しく唇を噛かんだ。

「……しくったのよ」

「しくった？」

「これは『ネクト』と根本から違った邪法なのよ！　魔法より、呪のろいや呪じゆ術じゆつに近い、魂への干渉かしら！　ただのシャマクじゃ太刀打ちできないのよ！」

　動揺と怒りに声を震わせるベアトリス、彼女の言葉にスバルは強く歯は噛がみする。

　詳しい原理はわからないが、シャマク作戦は修正を余儀なくされたとベアトリスは判断している。その逆境を解した上で、問題はまだある。

　こうして、広場の人々が丸ごと只ただならぬ激情に呑のまれているということは──、

「──臭くさい」

　一言、押し潰つぶされた声が、呪じゆ詛そが、漏れ聞こえる。

　それはひどく粘着質に、この世の全すべてを呪のろう怨えん嗟さの慟どう哭こくであった。

「臭くさい。臭い。臭い。臭い。臭い。臭い。臭い。臭い臭い臭い臭い臭い臭い臭い臭い臭い臭い臭い臭い臭い臭い臭い臭い臭い！　臭い臭い！　臭い臭い臭い臭い、臭い──ッ!!」

　直後、上部を叩たたき潰された刻限塔、その壁に突き刺さった氷柱つららに亀き裂れつが走る。亀裂は一息の間に氷塊全体に渡り、次の瞬間、煌きらめく氷片となって砕くだけ散った。

　その、陽光に美しく散るダイヤモンドダストの中に、一人の怪人が立っている。

　無傷ではない。白い包帯の半分を血に染め、だらりと下がる左腕から滴る血が塔の白い壁を汚している。崩落した瓦が礫れきを乗り越える足取り、それもどこかたどたどしい。

　だが、その瞳ひとみに宿る狂気は、激情は、スバルの知るこれまでの怪人の比ではない。

「臭におう、臭う……女の臭い。薄汚くて忌いま々いましい、私からあの人を奪う半魔の悪臭。あの人じゃないくせに、あの人に似た汚らわしい臭い。ああ、あああ、忌まわしい!!」

　かろうじて残った塔の足場で、シリウスが血染めの包帯を掻かき毟むしる。唾つばを飛ばし、血を吐くような憎悪を叫ぶその姿は、スバルの知る怪人の印象から大きく乖かい離りしていた。

　狂気的なのは同じでも、そのベクトルがあまりに違っている。

「私の！　あの人への愛を試すか、精霊！　私から、あの人を奪っただけではまだ飽き足らないのか、薄汚い半魔!!」

　怒りのままに両手を広げ、絶叫するシリウスが跳躍する。

　塔から地上へ落ちてくるシリウス、その怪人が頭上に掲げる両腕に炎が生まれる。紅ぐ蓮れんの焔ほのおを腕の鎖に纏まとわせ、灼しや熱くねつをたなびかせるシリウスが広場に着地する。

　四肢をついて、燃える両腕をそのままに怪人は顔を上げた。

　その瞳が、氷剣を構かまえるエミリアと、立ち尽くすスバル──否いな、そのスバルを守るように立つ、ベアトリスへと向けられる。

　次の瞬間、シリウスは世界を焼き尽くす憤ふん怒どに塗まみれた声で叫んだ。

「私は！　魔女教大罪司教！　『憤怒』担当ぉッ!!」

　立ち上る炎、その熱波を浴びて広場の群衆が両腕を天に掲げ、奇声を上げる。

　スバルの記憶とは全く異なる狂乱と炎が広がり、その渦中で怪人は名乗った。

「──シリウス・ロマネコンティ!!　クソ半魔にクソ精霊、お前らまとめて焼き焦がして、燃えカスを夫の墓前にばら撒まいてやるッ!!」





　　　　２






　両腕に紅蓮の炎を宿し、怒声を張るシリウスの形相は悪鬼もかくやの凶相だ。

　己を取り巻く煌こう炎えん、その灼熱に劣らぬ熱情を瞳に宿し、『憤怒』の怪人はスバルたちを睨にらみつける。──否、それは正確ではない。何な故ぜなら、

「臭う、臭う臭う臭う臭う臭う臭うぞ、クソ半魔ァ……ッ」

　呪じゆ詛そをばら撒まくシリウスの眼中に、スバルの存在など微み塵じんも含まれていない。

　シリウスが一心不乱に視線で焼き殺さんとしているのは、スバルの傍かたわらに立つ二人の少女、エミリアとベアトリスに他ならなかった。

「なんだ、あいつ。これまでと全然様子が違うじゃねぇか……」

　その憎悪の矛先と、激怒するシリウスの豹ひよ変うへんにスバルは動揺を隠せない。

　短期間に三度、スバルは正常な──そう言っていいかは疑問だが、そのシリウスと対たい峙じしてきた。その邂かい逅こうの中でのシリウスは、決して常識人とは言い難いまでも、ここまで理性を失った凶悪な存在ではなかった。

　あくまで理性的に、常人には理解できない持論を押し付ける破は綻たん者しやだっただけだ。

　その印象が、目の前のシリウスと矛盾する。──これでは、『憤ふん怒ど』そのものだ。

「蛆うじ蝿はえみたいに焼いても焼いても湧わいてきて……何の恨みがあるんだ、ええ!?　私には悲しみに暮れて、喪に服す自由もないと!?　どこまで、どこまでェ……ッ」

「……あなたが何を言ってるのか、私にはわからないわ」

　唾つばを飛ばし、難癖でしかない言い掛かりをつけるシリウスに、エミリアは物もの怖おじせずに言葉で応じる。一歩も引かず、烈火の如ごとき罵ば声せいに怯ひるむこともなく。

　彼女は手にした氷剣を、シリウスの後ろに並んだ群衆へ向けて、

「あなたが私に怒ってるなら、話を聞かせて。いきなり仕掛けたのはこっちだから、あなたが怒るのは当然だもの。でも、周りの人たちは関係ない。解放してあげて」
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「上から目線でねだってんじゃぁない！　譲ってほしいなら態度で示せ！　怒るのが当然？　なら謝れよ！　這はい蹲つくばって許しを乞こえ！　その上で、尻しりから腸はらわたを焼いてやるッ！」

「む。あなた、話が通じない人ね。──それなら、私にも考えがあるんだか、ら！」

　激げき昂こうするシリウスが、微かすかに語調の変わったエミリアの声に瞠どう目もくする。

　直後、地を蹴けるエミリアが低い姿勢からシリウスへと飛び掛かった。細身を風に乗せたエミリア、その白い腕で氷の剣を振るい、美しい軌跡が怪人の肩口へと迸ほとばしる。

「エミリア!?」「──ちぃッ！」

　驚きよ愕うがくするスバルの声と、シリウスの舌打ちが重なった。

　左肩へ迫る氷剣を前に、シリウスはとっさに左腕を掲げ、燃え盛る炎でエミリアの一撃に対抗しようとする。しかし──、

「クソ半魔ァ！」

「そんな悪口、何回も言わないで。汚く思われちゃう」

　青白い切っ先は炎に負けず、シリウスの掲げた左腕を直撃する。ただし、そこには炎を纏まとった金鎖が巻かれ、甲かん高だかく軋きしる音がして、氷剣と炎腕とが激突した。

　だが、氷炎の拮きつ抗こうは一瞬のこと。一秒後、エミリアの氷剣が音を立てて砕くだけ散る。

「ざ、まぁ──！」

　柄つかを残して氷剣はマナに還元、勝ち誇ったように叫ぶシリウスがエミリアへ右の炎腕を叩たたきつける。その威力は石壁を割り、殴った相手の傷を焼いて抉えぐる凶悪な一撃だ。

　あわや、エミリアの世界一美しい顔が傷物になる。──その、寸前だ。

「よしょっ！」

　場に合わない掛け声がして、今度はシリウスの腕が下からの打撃に弾はじかれる。それを為なしたのはエミリアの氷剣、だったものだ。

「ああ、あああ！　あああああ！　煩わしい！」

　絶叫し、シリウスが燃える両腕を頭上で交差させる。その交差した腕の中心に叩きつけられるのは、エミリアが振り下ろした氷のハンマーだ。

　溶けた氷剣の刀身、その代わりに柄から生えるのは打撃面の広い氷の槌つち、その一発の重みに歯は噛がみし、飛びのくシリウスをエミリアが追いかける。

「えい！　てい！　やっ！　それ！　うりゃ！　うりゃうりゃ！」

「クソが！　半魔が！　蛆うじ蝿はえ！　虫けら！　淫いん売ばい！　苛いら立だたしい腹立たしい！」

　武器の遠心力と絶妙な体たい捌さばきで、エミリアは期待以上の近接戦闘力を発揮している。

　振るわれる氷ひよ槌うついの打撃は重く、攻撃に移れないシリウスは防戦一方だ。完全にエミリアの押せ押せムード、このままいけば勝てると、スバルも拳こぶしを握り固めた。

「勝てる……って、今はそれじゃダメだ！　エミリア！　まだ広場の人たちが……」

「スバル、今は気を引いちゃダメかしら！」

　エミリアがシリウスを撃破すれば、その時点で周囲に怪人の『死』が共有される。

　その危機感にスバルは声を上げたが、それを血相を変えたベアトリスに叱しつ責せきされた。何事かと振り返り、スバルはすぐに自分に向けられる無数の目に気付く。

「「「「「──クソ虫が」」」」」

「やべ」

　叫んだスバルを見て、憤ふん怒どの悪あく罵ばをこぼしたのは血走った目つきの群衆だ。スバルとベアトリスへ向ける彼らの狂気は、シリウスのそれと全く同質。

　彼らは完全に、シリウスの権能に『洗魂』されたものと考えていい。そして、群衆は抑え切れない憤怒のままに、スバルたちへの敵意を行動に移そうとしていた。

「ただ共有するってだけじゃなく、洗脳して自分の手て駒ごまにもできんのかよ!?」

「言ってる場合じゃないのよ。打開策がない今、時間を稼ぐかしら！」

　厄介さに頭を抱えるスバル、その背中にベアトリスが飛びついた。軽い体に手を添えて支えると、二人目掛けて群衆が一気に押し寄せてくる。

「エミリア、長引かせてくれ！」

「あんまり無む茶ちや、できないからね！」

　エミリアの力強い返事があり、スバルは群衆から逃れるために後ろへ飛ぶ。幸い、正気をなくした人々の動きは、下手くそな操り人形のように稚ち拙せつで遅い。

「うお！　わ！　ここを、抜ける！　危ねぇっ！　けどセーフ！」

　伸ばされる腕を回避し、横っ跳びに躱かわしながらスバルは群衆を翻ほん弄ろうする。虚うつろな表情で迫る群衆の姿は、まるでゾンビ映画のワンシーン、その恐ろしさが骨身に染みる。

「逃げっ放しじゃ埒らちが明かねぇ！　このまま、騒ぎに気付いてくれる援軍を待つか!?」

「援軍がきても、相手の力が攻略できなきゃ犠牲者が増えるだけなのよ。うっかりラインハルトが駆け付けてきたら、その時点でベティーは可愛かわいい淑女化するかしら」

「名実共にただの『幼女使い』ってか。……とりあえず、すぐ呼ばれる心配はねぇよ」

　なにせ、ラインハルトに合図を送れるラチンスは、顔を真っ赤にして絶賛スバルの追っかけ中だ。他の群衆を押しのけ、一、二を争うやる気の見せようである。

　そのラチンスに押され、群衆は派手に足を滑らせて転倒する。それを、他の群衆は意に介さず踏み付け、乗り越えてくる。それが怖い。

「アドレナリン全開で痛みがないって感じだが、ひょっとしなくてもやべぇよな？」

「あの雰囲気だと、倒れて踏み殺されるのがいても不思議じゃないのよ」

「それは困る！」

　犠牲者は出したくない。それが、スバルがこうして奮戦する最大の目的なのだ。

　無論、スバルとて手が届かない範囲があることは理解している。むしろ、スバルの手では届かないことの方がはるかに多い。

　守りたいものがたくさんある。だが、守れるものには限りがある。

「──でも、その『限り』を自分で決めるつもりはねぇよ！」

「それでこそ、ベティーのスバルかしら！」

　背中から最高の声援を受けて、スバルは腰の後ろから愛用の鞭むちを引き抜いた。

　命はできる限り助ける。なので、多少のダメージは覚悟してねがスバルの心情。突っ込んでくる群衆の中、先頭をひた走るラチンスへ狙ねらいを定める。

　顔を見知った相手だ。いい関係とは言えないが、さすがのスバルも心が痛む。

「痛むけど、顔を知らない人よりはマシだ！　悪い、チン！」

「誰だれがチンだ！　オレは……はぶっ!?」

　条件反射で叫ぶラチンスの足に、スバルの投じた鞭むちが絡みつく。そのまま渾こん身しんの力で鞭を引き上げ、体勢を崩したラチンスが周囲の人々を巻き込んでひっくり返った。

「頭、冷やしてこい！」

　そこへ猛然と駆け寄り、スバルがラチンスの尻しりを蹴け飛とばして水路へ落とす。悲鳴を上げるラチンスと、倒れる他の面々も次々と蹴落とし、続々と戦線から離脱させていく。

「この調子で……ルスベル！」

　そうして追手を削りながら、スバルは刻限塔への距離を駆け抜ける。目的は最上層、シリウスの演説に利用されるはずだったルスベルの確保だ。

「ベア子、しっかり掴つかまってろ！」

　背中のベアトリスに呼びかける正面、群衆がスバルに立ち塞ふさがる。彼らの腕が、体が容赦なく進路を塞ふさぐが、スバルはそこへ躊躇ためらわずに突っ込んだ。

「お師匠さん仕込みの、にわかパルクールを見せてやる！」

　叫び、無数の手足を、体を、スバルは比ひ喩ゆ表現抜きに掻かい潜くぐって突破する。

　日々の、森の『秘密特訓施設』でのトレーニングが実を結んだ。クリンド仕込みのこの技術は、スバルの知識では『パルクール』と呼ばれる移動術に近い。全身を駆使し、軽快さと柔軟性を維持したまま、群衆の隙すき間まを縫い、通り抜ける。

　ベアトリスを背負ったまま、驚嘆すべき勢いでスバルは刻限塔へと転がり込んだ。

「舌噛かんだのよ！」

「悪かった！　でも、上にいる人質優先だから！」

　抗議の言葉に言い返して、スバルは螺ら旋せん階段を猛然と駆け上がる。後ろから群衆が追ってくるが、押し合い圧へし合あい、思うように階段を上がれずにいる。

　その隙に乗じて、一足先にスバルたちは最上層へ到達。見れば、その空間はエミリアの最初の一発で半壊していて、スバルの記憶とは段違いに風通しが良くなっていた。

　一瞬、ルスベルまで粉々になっている可能性に肝が冷えたが──、

「んー！　んんー！」

　かろうじて原形を留とどめたスペースで、鎖で雁がん字じ搦がらめにされた少年がもがいている。その無事、と言っていいかは別として、生存が確認できた少年にスバルが駆け寄る。

　すでに拘束が完了したルスベル、その痛々しい鎖の猿さる轡ぐつわを外して、スバルは安心させてやろうと言葉を選び、

「──後ろ！」

「あっぶっ!?」「にゃいかしら!?」

　涙目のルスベルの警告に、スバルがベアトリスごと頭を下げる。瞬間、親しい隣人面をした『死』が、うなじを掠かすめて通り過ぎていった。

　振り向く眼前、豪快な剣撃を放ったのは最上層へ飛び上がった狐きつ人ねびとの男だ。最初、広場にいた戦えそうな顔ぶれの一人。彼は白い尾を揺らし、追撃を──、

「ベア子！」「シャマクなのよ!!」

　その技量に真っ向勝負を諦あきらめ、即座にベアトリスの魔法を発動──発生する黒い靄もやが狐人を呑のみ込み、無理解の世界で獣人は戦闘力を喪失、シャマクが効いた証拠だ。

「さすがシャマクさん！　これで、シリウスとのリンクは切れてないか!?」

「手て応ごたえがないかしら！　無力化できても、まだ繋つながりは生きてるのよ！　たぶん、あの変態が死んだら道連れで死に始めるかしら！」

「クッソ、どうする!?」

「一生懸命考え中なのよ！」

　謎なぞの解明はベアトリスに任せ、スバルは彼女を信じて時間を稼ぐしかない。

　問題は、本命の敵を相手にしているエミリアの形勢だ。

「エミリアの方は……」

　ルスベルを抱え上げ、スバルは壊れた窓枠を乗り越えて塔の外へ飛び出す。眼下、広場では炎と氷がせめぎ合い、エミリアとシリウスの戦闘が続行中だ。

　この一年、政務と勉強の合間に、エミリアが自分を鍛え続けていたことをスバルは知っている。彼女がスバルよりずっと強いことも、承知の上だ。

　それでも、スバルはエミリアが心配だった。どっちが強いとかの話ではない。スバルにとって、エミリアは好きな女の子、それが全すべてだ。

　人によってはつまらないと言い切られる、そんな心配。それは──、

「てりゃ！　そや！　そぉい！」

　相変わらず、どこか気抜けする掛け声を上げながら、氷の猛攻でシリウスを追い詰めていくエミリアにはどこ吹く風といった様子だった。

「ええーい、やっ！」

　身を回し、エミリアが手にした氷の双剣を踊るように叩たたきつける。燃える金鎖を振り回し、シリウスは悪あく罵ばを叫びながらそれを撃墜、甲かん高だかい音に双剣が爆はぜるが、屈かがんだエミリアが腰をひねり、新たに生じた氷の槍やりでシリウスの胴を激しく薙なぎ払った。

　苦鳴、その威力と衝撃に石畳を弾んで、シリウスが地べたを転がっていく。

　──自身の膨大なマナの貯蔵量を活かした、壊れること前提の氷の武器高速錬成。

『アイスブランド・アーツ』とスバルが名付けた戦闘技法は、その砕くだけ散る氷の儚はかなさもあって、まるで妖精が舞を踊るような幻想的な美しさを孕はらんでいる。

　戦いの中で砕かれる氷の残ざん滓しが舞い散り、マナの煌きらめく舞台で二人、エミリアとシリウスは炎と氷、互いに相反する武器を用いて死闘を演じ続けていた。

「うやぁ！」

　転がるシリウスに追いつき、氷ひよ槍うそうを回したエミリアが石いし突づきを一いつ閃せんする。それを、地べたのシリウスは巧みに足あし捌さばきで逸そらし、その石突を掴つかみ取った。

「滾たぎる熱情こそ、心の震え！　ああ！　あああ！　ああああ！　『憤ふん怒ど』ぉッ！」

「きゃっ!?」

　叫んだシリウスの手の中で、掴まれた氷の槍やりが一瞬で炎の槍へ変へん貌ぼうする。その熱に思わず手を離したエミリアへ、今度は炎の槍でシリウスが逆襲に出た。

　包帯の怪人が炎の槍を振り回し、飛びずさる銀髪の少女を焼き殺さんと迫る。

「男を誘う瞳ひとみ！　男を誘う鈴の音の声！　男を誘う煌きらめく銀髪！　男を誘う白い肌！　男を誘ういやらしい顔！　ああ、汚らわしい！　そうまでして、男を骨抜きにしたいのか！　そうまでして、私からあの人を奪うのか、泥棒猫め！」

「やっ！　ちょっと、変なこと言わないで！」

　胴を炎の槍に掠かすめさせ、エミリアが再び手の中に氷剣を生み出し、迎え撃つ。三又に割れた炎の槍が、幅広の氷の大剣によって真っ向から食い止められる。

　激しく炎と氷が軋きしり、エミリアとシリウスが鍔つば迫ぜり合あいながら互いを睨にらんだ。

「この目も、声も、銀色の髪も！　全部、私が大好きな人が褒めてくれたもの！　世界で一番、カッコいい女の人とおんなじなの！　それを変な風に言って、怒ったから！」

「怒る!?　怒るだと!?　冗談じゃない！　それは私のものだ！　私があの人からもらった大切なモノだ！　この役割も、名前も、全すべてあの人からの贈り物だ！　それを、私から奪おうなんて……やめろ！　やめろやめろやめろやめろやめろやめてよぉ!!」

　言葉は徐々に裏返り、最後には悲痛な涙声へと変わっていた。

　怪人は腕の中の炎の槍をへし折り、短くなったそれを両腕で交互に叩たたきつける。炎剣の連撃に対し、エミリアも大剣を二つに割り、氷の双剣と変えて対抗する。

　だが、その連撃を受ける流れで、今度はエミリアが防戦一方に陥る。急激にシリウスが強くなった、わけではない。逆だ。──エミリアに迷いが生まれたのだ。

　憤怒に悲ひ愴そうな色が混ざり、周囲の群衆が血の涙を流して悶もだえ苦しむ。その光景を目の端に捉とらえ、エミリアの意識がわずかに逸それた。そこへ──、

「──う、きゃぁ!?」

「エミリア!?」

　悲鳴を上げ、氷の双剣を取り落としたエミリアの姿にスバルが目を見張る。燃える両腕を掲げたシリウスが、石畳に膝ひざをつくエミリアを見下ろし、哄こう笑しようした。

「見ろ！　これが愛！　これが愛だ！　人は愛し合い、多数が一つになることが真理！　想おもいと絆きずなが結び合い、喜びも悲しみも分かち合って生きるの！　だからこの結末は必定！　『愛』の輪に入れない哀れな半魔、ここで焼けて朽ち果てろ！」

「……何か、変よ」

「なに？」

　逆転劇に喝かつ采さいするシリウス、その哄笑がエミリアの言葉に途絶える。

　凝然と目を見張る怪人の前で、エミリアは相手の顔を見据え、恐れなく続ける。

「あなたの言葉は、正しく聞こえるのに、間違ってるように思える……どうして？」

　問いかけは、ひどく切実な感情を孕はらんだものだった。だが、その哀あい切せつに満ちた言葉を受けても、シリウスの憤ふん怒どの炎は油を注がれただけだ。

「真理が何たるか、知らないからだ！　お前は薄汚い半魔で、『愛』が何たるかを知らずに生き、死に絶える！　半魔は存在そのものが罪悪！　お前が生まれたのも、お前の父親と母親が出会ったことも間違いだ！　クソと虫を掛け合わせて、クソ虫が出来上がっただけのクソ塗まみれの物語、それもこれにておしまいだ！」

「──っ」

　聞くに堪えない罵ば詈り雑ぞう言ごんの果てに、エミリアの瞳ひとみに宿る感情が変化する。

　それは心優しいエミリアであっても、聞き流すことができない罵ば声せいだった。彼女の存在だけでなく、その両親の出会いと結果すらも貶おとしめる最低の雑言。

「ぉ」

　光がひた走り、シリウスが微かすかに声を漏らして後ろへ下がった。

　その眼前、下から上へ通り抜けたのはエミリアが放った氷剣の斬ざん撃げきだ。青白い剣けん閃せんはシリウスを浅く斬きり裂さき、怪人の黒いローブの留め具を弾はじいた。

　もう一歩、深く踏み込めば届く。その確信に、エミリアは氷剣を再び振り上げ──、

「──え」

「んん[image: ][image: ]っ！」

　──シリウスの腕の中、鎖に雁がん字じ搦がらめにされた少女を見て、時が止まった。

「──ティーナ」

　唖あ然ぜんと、抱えたルスベルが呟つぶやくのを聞いて、スバルはシリウスの最悪の保険を呪のろった。

　エミリアの剣撃の瞬間に合わせ、シリウスが突然、何もない空間から鎖を引きずり出した。それは空を渡り、一人の少女を怪人の腕の中へ排出、悪魔の試みが成功する。

　金色の巻き毛をした少女は、塔内で見たルスベルと同じように鎖を巻かれ、その瞳から滂ぼう沱だと涙を流している。──それが、ルスベルの守るはずだった、幼おさ馴なな染じみのティーナ。

　少女の正体に気付いたスバルと、少女の涙を見たエミリアを同時に怒りが支配した。

「──その『憤怒』、お前が持つのはもったいない」

　その瞬間、シリウスはこれ以上ないほど凶悪に微笑ほほえみ、一段と勢いを増した炎腕を地に叩たたきつけ、生じる爆風でエミリアを大きく弾き飛ばした。

　爆音と爆風、黒煙が広場の中央に上がり、受け身も取れずにエミリアが石畳を転がっていく。そのまま、彼女は仰あお向むけに、大の字に地面に横たわった。

「ぁ、ふ……」

　身じろぎするエミリアが、虫の息状態で苦しげな息を吐く。

　それを見下ろすシリウスはティーナを足下へ転がし、両腕を天に伸ばした。その腕が纏まとった炎の火勢は、今や天を焼き尽くさんばかりに煌こう々こうと燃え上がっている。

　そうして炎を纏まとったまま、シリウスは燃え盛る拍手をエミリアへ送る。

「甘美な激情を虫が抱くな。反へ吐どが出る。──それじゃ、ありがと。ごめんね」

　両腕を頭の上に組んで、シリウスの抱く炎の渦がその強大さを増していく。

「エミリア──っ！」

　その瞬間、スバルはエミリアを助けるべく、塔の上から躊ちゆ躇うちよなく飛び降りた。落下の衝撃の制御をベアトリスに任せ、一秒でも早く、エミリアの下へ。

　ベアトリスの魔法で体重が消え、着地。そのまま前へ足を踏む。踏もうと、して。

「動けよぉ、足ぃっ！」

　スバルの足がガクガクと震え、まるで恐怖に竦すくんだかのように動かない。それは背中のベアトリスも、抱えたルスベルも同じだ。怯おびえ、震えが止まらない。

　シリウスの足下に倒れるティーナ、彼女の感情が伝染したのだ。これ以上ない恐怖に怯える彼女と心が一つになり、スバルとベアトリスは恐怖を振り払えない。

「え、みりあ……っ」

　喉のどが引きつり、嗚お咽えつと嘔おう吐と感で愛いとしい少女の名前を呼ぶこともできない。

　きっと、そんなスバルの声はエミリアに届くこともなかっただろう。

　力なく倒れるエミリアは、自分の眼前に迫る劫ごう火かを前に何を思っただろうか。

　──それも、全すべてが焼き焦がされる焦熱に白く掻かき消されて、永遠にわからなくなる。

「────」

　凄すさまじい熱量が広場を焼いて、熱波が肌を、呼吸する器官を焼いていく。

　それはいっそ、神秘的とも言える炎の光景だった。

「すば、る……」

　背中のベアトリスが、その炎の光景に膝ひざをつくスバルを呼ぶ。

　振り返れない。俯うつむいたまま、スバルは全身を支配する恐怖に屈したまま、目の前の現実を否定するのに躍起になっていた。

　この絶望に比べれば、恐怖すら救いに思えた。起きてしまった最悪の世界を、この目に焼き付けなくて済むのなら、いっそこのまま恐怖に──。

「すば、すばるっ！　スバル！」

　それでも、なおも必死にベアトリスはスバルの名前を呼び続けた。

　何度も頭を叩たたかれて、しかしスバルは首を横に振る。立てない。立つ、理由がない。

　仮に今、目の前に怪人が立っていて、スバルの命を奪おうとしていても。

「──間に合った」

　だが、その声が聞こえた瞬間、スバルの心は何も知れないことの恐怖に負けた。

　顔を上げ、何があったのか、エミリアへ炎が落ちた地点に目を向ける。

　──そこに、一人の男が立っていた。

　黒煙たなびく石畳に悠然と、男は何事もなかったかのように立っている。そして、その男の腕に抱かれているのは、消えてしまったと諦あきらめかけた少女だ。

「えみ、りあ……」

　炎の中に呑のみ込まれて、それを救えなかったと、絶望した少女の存在がある。

　その瞳ひとみを閉じて、ぐったりとした彼女は意識がない。しかし、その胸は微かすかに上下しており、命は確かにあった。死んでいない。生きていて、くれている。

「お前は……」

　突如として現れ、エミリアを窮地から救い出した人物。

　エミリアの無事を喜び、同時に恐怖する感情の矛盾に苛さいなまれながら、スバルは震える声でその男の背中に声をかけた。

　その呼びかけを受け、男はゆっくり振り返り、唇を緩ゆるめた。

「僕は彼女を迎えにきた。間に合って本当によかったよ。本当にね」

「む、かえって……いったい」

「──妻に迎える女性の手を取るのは男として、人として、当然のことじゃないかい？」

　唐突に、さも当然のように告げられた言葉に、スバルの思考が一瞬止まった。

　そうして、硬直するスバルに男は──白髪の青年は薄笑いを浮かべて、

「僕は魔女教大罪司教、『強ごう欲よく』担当。──レグルス・コルニアス」




「約束通り──彼女を、僕の七十九番目の妻にする」
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　氷炎の吹ふき荒すさぶ戦場に、その白い男は突如として乱入してきた。

　長くも短くもない白髪に、整ってこそいるが中庸な印象の顔立ち。中肉中背を絵に描かいたような体格で、外見だけなら即座に群衆に呑のまれてしまいそうな希薄な雰囲気だ。

　だが、そんな目立った特徴のない風貌の青年は、確かに名乗った。

「『強ごう欲よく』の、大罪司教……!?」

　驚きよ愕うがくするスバルの眼前、炎の余韻が残る広場に悠然と、男──レグルスは立っている。

　シリウスの劫ごう火かをその身に浴び、意識のないエミリアを抱いたまま、平然と。

「それにしても間に合ってよかった。危うく僕の花嫁が灰になるところだ。他者に多くを望まないと自負する僕でも、さすがに灰の塊かたまりを花嫁にするほど我慢強くはないしね。ま、当たり前だけどさ。そんな倒錯的な性癖、異常者でもなきゃ持ち合わせてるわけないし」

　腕の中のエミリアを見下ろし、レグルスが安あん堵どの表情で流りゆう暢ちように告げる。発言には中身があるようなないような、そもそも事態の切迫さを無視した放言には違いない。

　生あい憎にく、意識のないエミリアには届いてすらいないが、当人は気にした様子が皆無だ。

　そんな、我が道を行くレグルスに、スバルは一度、唾つばを呑み込み、

「お、お前は、いったい……」

「──あのさぁ」

　ふと、問いを発しようとしたスバルを遮さえぎり、レグルスの視線がこちらを向いた。

　空虚な苛いら立だちを瞳ひとみに宿し、彼は呆あきれと疲れを等分した吐息をこぼすと、

「君、礼儀ってものがわかってないんじゃないの？　僕さ、最初に名乗ったよね？　なんで名乗ったかっていうと、それが人間関係を円滑に進める当然の気遣いだからだよ。名前を知ることは、相手と歩み寄る最初の一歩だよね？　僕は気を遣う方だからさ、あえて先に名乗ってあげたわけ。もちろん、気遣いなんだから普段はこんな説明はしないよ？　でもさ、わかるでしょ、普通。察せるよね、普通は。それをしない、できないってことはわざとなのかな？　それとも、無神経に今日って日まで生きてきたわけ？　それって失礼だよ。礼を失するってのはさ、相手に礼を尽くす価値を見ないってことだ。それはつまり、相手の人格の否定だ。他者の権利の侵害だ。無欲で理性的な僕に対する、権利の侵害だ」

「──。わ、るかった。俺の、名前はナツキ・スバル、だ」

　まくし立てるレグルス、その瞳が徐々に狂気を帯びるのを見たスバルは、鳴り響く心の警鐘に従ってどうにか名前を告げた。

　途端、レグルスは唇の動きを止め、ゆっくりと目を細める。

「……そう、それでいいんだよ。相手を尊重することで、自らもまた尊重される。当たり前の配慮が、お互いの住みよい世界を作るんだ。多くを求めず、自分の器に見合った幸せを享受する。我欲を捨てて、分相応を生きる。それが、賢明な、尊ばれる在り方だよ」

　冗談かと思うぐらい、平穏な正論を並べ立ててくるレグルス。だが、それが彼の冗談でも何でもなく、心からの本音であることを双そう眸ぼうの輝きが証明している。

　ただ文章だけを切り取れば、まともな美辞麗句にも思えるのはシリウスの理屈と同じだ。その、正論を取り繕った薄っぺらな言説の醜悪さも、まさしく同列──、

「ご高説ありがと。──とっとと焼けて焦げて消えてなくなれ!!」

　そう思った瞬間、棒立ちのレグルスへと滝のように流れ落ちる炎が襲い掛かった。

　劫ごう火かが広場を包み込み、猛烈な熱波にスバルは顔を覆う。仮にも同じ大罪司教を名乗る相手を容赦なく焼き払ったのは、行動を邪魔されたシリウスだ。

　その凶行を止める暇いとまもなく、再びレグルス共々、エミリアが炎に呑のまれてしまう。

「スバル……」

　背後、スバルの肩を痛いぐらいに掴つかむベアトリスの声が震える。それが、エミリアの身を案じたものなのは百も承知だ。その気持ちはスバルにも痛いほどわかる。

　だが、そんな二人の憂慮は、『強ごう欲よく』の規格外さの前には何の意味も持たない。

「──あのさぁ、言葉より先に炎ってどんな教育受けてるの？　何か言いたいなら声をかけろよ。それとも、僕が人の話も聞けない能無しだって馬鹿にしてるわけ？」

　煩わしげに腕を振るい、渦巻いていた灼しや熱くねつの炎をレグルスは一息に掻かき消した。

　熱波はまるで幻のように消え、その中心に立つレグルスには何の影響もない。当然、それは彼の腕の中のエミリアも同じだ。

　あれほどの炎に巻かれ、彼は火傷やけどどころか汗の一滴流していなかった。

「僕と君、同じ大罪司教だよね？　君の頭がおかしいのは知ってるし、多少のことなら大目に見る寛容さが僕にはある。だけど、さ」

　振り返り、レグルスが声を低くしてシリウスを睨にらみつけた。その視線を受けるシリウスも、両腕の金鎖を擦こすり合わせ、怨えん嗟さの歯は軋ぎしりを続けている。

「今の、この子も焼き殺すつもりだっただろ？　それを許すってのはちょっと無理だよね。古来からどんな物語でも、愛する人を傷付けられたら怒りに燃えるのが必定だ。それは誰だれもが持つ当然の権利で、だから僕が持っていて当たり前の復ふく讐しゆうの権利だ」

「怒り！　ハッ、笑わせてくれる！　お前みたいな薄っぺらな小人が、軽々しく怒りなんて口にするな！　それは私のものだ！　私があの人からもらった、宝物だ！」

「なに、君。まだあの先走って死んだ馬鹿に拘こだわってるわけ？　やだやだ、気持ち悪い。死んだ奴やつにいつまでも縋すがり付くなよ、欠陥人間。愛する相手が死んだら、生産的に次でも探せよ。それが世界の理ことわり、当然の規範、それを乱すなんて、とんでもないクズだな、君」

「あの人の死を嗤わらったお前が、偉そうなことを言うなぁ!!」

　感情のこもらない罵ば声せいを浴びせられ、シリウスが唾つばを飛ばして激げき昂こうする。

　怪人が怒りに任せて石畳を踏み砕くだき、炎を帯びる金鎖をレグルスへと叩たたきつけた。一撃が、男の横っ面を豪快に弾はじく。鎖が肉を打つ鈍い音が連続し、右へ左へ、金色の憤ふん怒どがレグルスの全身を滅多打ちにし──炎の軌跡が生み出す檻おりへ、棒立ちの青年を閉じ込める。

「消えろ消えろ消えろ消えろ消えろ！　忌いま々いましい半魔ごと、消し炭になれぇッ!!」

　直後、炎の檻おりが中心へ収束し、レグルスを包んで猛烈な火柱が上がる。

　崩れた刻限塔の高さを越えるほどの火柱。石畳が高熱に溶解し、レグルスの立っていた地点は灼しや熱くねつによってクレーターが生じるほどに溶け落ちた。

　間違いなく、人体の耐久力を超えた炎熱。しかし、それほどの劫ごう火かを以もつてしても──、

「──あのさぁ、いい加減に気付けよ。君じゃ、お話にならないんだってことをさ」

　炎の燃え尽きるクレーターで、レグルスは陰いん惨さんな笑みを浮かべていた。

　案の定、彼に炎と鎖の影響はない。腕の中のエミリアも健在。彼女の無事は喜ぶべきことだが、同時にそれは避け難い結末をも予知している。

　──このまま戦いになれば、シリウスはレグルスに殺される。

　それだけなら何の問題もない。むしろ、仲間割れで大罪司教が自滅し合ってくれるなら万々歳だ。──シリウスの死が、周囲の人間を道連れにしないものであるなら。

「────」

　今も、スバルの全身には薄らぐことのない恐怖が駆け巡っている。膝ひざは震え、呼吸はおぼつかず、肺に覚える痛みが和らぐことはない。

　でも、そんな状況であっても──、

「スバル」

　耳元で、大事な相棒の呼びかけが、震えて縮こまるナツキ・スバルを叱しつ咤たした。

「────」

　背中越しに伝わる熱が、屈した膝に力を与える。怖おぞ気けを噛かみ殺し、『憤ふん怒ど』の怪人と『強ごう欲よく』の凶人、二つの災厄へと立ち向かう勇気をくれる。

　スバル一人だけなら、きっと恐怖に負けて、立ち上がることができなかった。

　今、スバルが立ち上がれるのは一人じゃないからだ。狂気に呑のまれた人々と違い、スバルだけが誰だれかと密着して、一人ではない。

　だから──、

「……ルスベル、一人で立って、逃げられるか？」

　腕の中、抱えていた少年を地面に下ろし、その体を拘束する鎖を外してやる。ルスベルはスバルを見つめ、それからシリウスの足下、ティーナを不安げに見た。

「不安なのはわかってる。でも、あの子のことは俺たちに任せろ」

「わ、かった。お願い、します。どうか、ティーナを……」

　涙目で、ルスベルが懸命な願いをスバルに託す。それを受け取り、スバルは厳かに頷うなずいた。──ルスベルの意思は気高い。それを、踏ふみ躙にじらせてたまるものか。

「──ベアトリス」

「合点なのよ」

　呼びかけ一つで意思の疎通を成立させ、スバルとベアトリスは波乱の戦場へ踏み込む。

　恐怖、ねじ伏せる。敵の脅威、上等。何より、スバルには戦う理由がある。

「うん？」

　シリウスと睨にらみ合うレグルスが、不意の違和感に眉まゆを上げた。

　原因は、その細い首に絡みついた鞭むちの先端だ。弧を描いた鞭がレグルスの首を捉とらえ、その気道を締め上げ、自由を奪う。

　それを合図に、ルスベルが波乱の広場を駆け出していく。その背を見送り、

「それ以上、俺のエミリアに気安く触ってんじゃねぇ……！」

　尽きぬ恋心を起爆剤に、己の心を奮い立たせてスバルが吠ほえる。

　レグルスがシリウスの炎を防いだ手段は全く未知数だ。おそらく、ペテルギウスの『見えざる手』や、シリウスの『洗魂』に近い、権能の効果であると考えられる。

　ダメージは通せない。それでも、鞭で拘束して、行動を妨害するならどうだ。

「──シャマク！」

　さらにそこへ、最強の魔法であるシャマクの黒い靄もやがレグルスを包み込んだ。

　背中のベアトリスの詠唱が、完かん璧ぺきなタイミングで凶人の思考を無へと放ほうり込む。このまま強引に闇やみの中で引き倒し、エミリアを奪い取れば──、

「そんなに死にたいわけ？　なら、順番を待ちなよ。僕の手を煩わせないでさぁ」

　足踏み一つで、レグルスの周囲の黒い靄がいっぺんに吹き飛んだ。五感を途絶させる魔法の影響も感じさせず、レグルスの視線が駆け込むスバルたちへと向けられる。

　瞬間、全身の産毛が逆立つ『死』の気配、それを察知して、スバルが叫ぶ。

「ベア子、今だ!!」

「準備いいかしら！」

　スバルの声に合わせ、ベアトリスが複雑な術式を展開した。

　結実する。──スバルとベアトリスの、この一年間で積み上げた結果の、その一つが。

「──Ｅ・Ｍ・Ｍ!!」

　吠えるような詠唱が、スバルの壊れたゲートからベアトリスへとマナを直接送り込む。その力を起動キーに、この世に二つと存在しないオリジナル術式が発動する。

　スバルとベアトリスのコンビが編み出した三つの魔法が一つ、『Ｅ・Ｍ・Ｍ』だ。

　その発動を見届け、レグルスは小馬鹿にした顔つきでスバルへ左腕を伸ばす。無造作に開かれた五指が、絶大な威力を秘めた『死』そのものであると直感が理解する。

　触れられれば、死は免れ得ない。しかし──、

「はぁ!?」

　殺したと、そう思っただろう刹せつ那な、レグルスの指先はスバルの体の表面を撫なぜた。

　ただそれだけだ。血ち飛沫しぶきが散ることも、スバルが無惨な死体へ変わることもない。

　それが『Ｅ・Ｍ・Ｍ』──不可視の魔法フィールドで体を覆い、世界から存在を半歩だけずらすことで、スバルへの干渉の一切を無効化する、完全防御術式だ。

「どらぁ！」

　驚きよ愕うがくに瞠どう目もくしたレグルスの顔面に、スバルの渾こん身しんの拳こぶしが突き刺さる。

　確かな手て応ごたえ、攻撃は当たっている。だが、弾はじかれたように戻るレグルスの顔には赤みすらない。完全なダメージ無効、つまり常時『Ｅ・Ｍ・Ｍ』状態だ。

　こっちの『Ｅ・Ｍ・Ｍ』が一度きりで切れることを考えると、何たる能力格差か。

「チャージまだなのよ！」

　レグルスの反撃がくる前に、次なる魔法の発動条件未達をベアトリスが知らせる。その間、スバルは無防備状態、身躱かわしや防御は困難だ。──ならば、魂を削る。

「いい気になるんじゃ……」

「こいっ！　──インビジブル・プロヴィデンス!!」

　吠ほえる。直後、苛いら立だった目つきのレグルスの顎あごを見えざる拳こぶしが真下から突き上げた。

　衝撃に言葉を中断し、レグルスの体が後ずさる。その腕からエミリアを奪い返そうと踏み込んで──臓ぞう腑ふが絞られ、喉のどを熱い衝動が込み上げる感覚に足が止まった。

「う、ぶっ」

　口元を押さえ、スバルが咳せき込む。指の隙すき間まから血が滴る。──代償だ。

　身の丈に合わない禁忌の術法、『不可視なる神の意思』を行使した代償が、ナツキ・スバルの魂を蝕むしばみ、その内腑を掻かき回していったのだ。

「スバル！　大丈夫かしら!?」

「げほっ……悪い、しくじった。今ので、エミリアを取り戻したかったのに……」

　喉に絡んだ血塊を吐き捨て、スバルは一歩及ばなかった事実に歯を噛かみしめる。

　劣化『見えざる手』であるインビジブル・プロヴィデンスは、初めての発動から一年が経たった今も使いこなせていない。自身の胸から、不可視の黒い魔手による一撃を放つ不完全な権能、その代償に要求されるのが全身の苦痛と魂の摩耗だ。

　それだけ費やして、効果はせいぜいパンチ一発分──ありがたくて泣けてくる。

「けど、収穫はあった。……あいつ、当たるとヤバそうだけど動きはとろい。今まで俺が見てきた中じゃ、トンチンカンといい勝負だ」

　レグルスの戦い方は稚ち拙せつで、素人に毛が生えた程度のスバル以下だ。ダメージを無効化する権能は厄介だが、どんな必殺技も当たらなければどうということはない。

　その評価に不機嫌な顔をするレグルス、彼は腕のエミリアを抱え直しながら、

「ちくちく小細工を……あんな真ま似ねして、花嫁が傷付いたらどうしてくれる？　女の子に優しくなんてのは、誰だれに教わらなくても当然のことだろ？　それもできないの？」

「いちいち癇かんに障る野郎だな。俺がこの世で一番優しくしたい相手がその子だぞ。花嫁花嫁って、わけわからねぇこと並べやがって。お前こそ何のつもりだ!?」

「言ったろ？　同じことを二回言わせるなよ。──この子は、僕の妻に迎える」

　堂々たるレグルスの答えは、いっそおぞましいほどの神聖さの安売りだった。

　求愛の言葉には押し付けがましい自我だけが先行し、致命的な歪ゆがみに身の毛がよだつ。

「前に、同じ誓いを守れなかったことがあってね。だから、今度は譲らない。僕は彼女を守るよ。妻として迎え、愛し愛され、あるべき平穏を享受する。僕は多くを望まないが、そのささやかな幸福を守るためなら、与えられた力を振るうことを厭いとわないさ」

　真まっ直すぐ、清純な想おもいを語るようなレグルスの態度に、スバルは初めて恐怖を抱く。

　そのスバルの反応を見て、レグルスは「ああ」と何やら納得した風に頷うなずいて、

「なるほどね。……あのさぁ、こんなこと言うのは残酷だけど、運命の恋人たちには割り込めない。可哀かわい想そうで心苦しいけどさ、横恋慕は見苦しいって相場が決まってるもんだよ」

「黙れよ！　エミリアたんは俺の嫁、だ。てめぇなんぞにくれてやれるか！」

「へえ、この子、エミリアっていうのか。いい名前だ。小鳥を愛めでる気分で囁ささやきたくなる名前だね。可か憐れんなこの子にぴったりじゃないか」

「名前も、知らねぇで……その子の何を見て、花嫁なんて戯たわ言ごとを」

「顔だよ」

　絶句。端的な答えに、スバルの喉のどが詰まった。

　その無言を何と勘違いしたのか、レグルスは首を傾けると、

「顔が可愛かわいい。愛なんて、それが全すべてでしょ？」

「お前死ね」

「死んだ方がいいかしら」

　シンプルな敵てき愾がい心しんに、スバルとベアトリスの啖たん呵かが重なる。

　同時、背中のベアトリスがスバルの肩を叩たたいて、チャージ完了を知らせてくる。ダメージを無効化するレグルスの権能、その詳細は不明だが、手立てはある。

　それこそが、スバベアコンビのオリジナル術式、第三弾の──、

「──うおっ!?」

　前進の一歩目を踏んだ瞬間、スバルとレグルスの間の地面が不意に燃え上がった。

　熱波に煽あおられ、スバルがのけ反る。そのまま後ずさり、反撃の出鼻を挫くじかれたスバルはその大火の実行犯を睨にらみつけた。

　──それは、ここまでスバルたちの戦闘を傍ぼう観かんしていたシリウスだ。

「お前……！　いや、あの子……ティーナは、どこにやった？」

　怪人の足下、そこにいたはずの人質の少女の姿がない。だが、怪人はスバルの問いかけに答えず、掌てのひらを突き出した姿勢のまま、沈黙を守る。

　怪人が戦いを傍観していた意図は不明だが、奴やつに介入されるのは非常にマズい。

　権能の攻略法含め、シリウスの対処は困難を極める。状況の悪くなる気配に、スバルの頬ほおを冷や汗が伝った。──しかし、事態はその想像を超えて、悪化する。

「──見つけた」

「──あ？」

　やがて、立ち尽くすシリウスがスバルたちを──否いな、スバルだけを見つめ、呟つぶやく。

　直前の殺意を忘れた様子で、怪人はレグルスの存在を無視し、一心不乱にスバルへと視線を注いでいた。その瞳ひとみが狂気的に輝くのを見て、急速にスバルの喉が渇く。

　そして、怪人は突き出していた両腕で、自分の頬をそっと挟み込むと、

「見つけた。見つけた。見つけた。見つけた。ああ、ああ、ああああ！　そう、やっぱりそう！　ごめんね、気付かなくてごめんね！　でも、ああ、やっぱり、そうでした！」

「な、なんだ……？」

「そこにいたのね、あなた!?　どこを探しても見つからなくて、あなたの予備を全部引き裂いたのにどこにもいなくて！　ずっと、ずっとずっとずっとずっとずっと探していたのに……でも、帰ってきてくれた！　あなたは、私のところに！」

　高く裏返る声が、淫みだらな熱を孕はらんでいる。

　頬ほおに手を当てたまま身み悶もだえし、細い腰を揺すってシリウスが声を弾ませる。その声が、態度が、どろどろと煮え滾たぎる男女の熱情、その発露だとわかって戦せん慄りつした。

「私の想おもいが届いたから！　私の『愛』が、やっとあなたに届いた！　だから！」

　スバルの驚きよ愕うがくをとことん無視して、シリウスが両手をこちらへ伸ばす。

　そして、怪人は持てる限りの、全霊の愛を声高に叫んだ。

「ずぅっと、あなただけを待っていました……愛いとしい愛しい、私のペテルギウス！」





　　　　４






　紫し紺こんの瞳ひとみが、おぞましいほどの熱量を以もつてスバルへと突き刺さる。

　その恍こう惚こつとした眼まな差ざしを向けてくるシリウスの姿に、スバルはただただ息を呑のんだ。

「……あいつ、じっとスバルを見つめてるのよ」

「……わかってるから、気が滅め入いること言わないでくれ」

　背中のベアトリスの囁ささやきに、スバルは怖おぞ気けを堪こらえながらそう応じる。

　最悪の想像、それを最初にしたのは、このループが始まった一番初めの回だったか。

「……ロマネコンティ一族ってのは冗談だったんだが」

　代々大罪司教を輩出する魔女教の名門、などと馬鹿げた想像をしたものだが、事実はそんなスバルの想像を軽々と上回っていった。

「夫婦揃そろって大罪司教って、嫁は選べよ。……選んでこれならどうしようもねぇが」

「無視しないでくださいな、ペテルギウス。本当にあなたは意地悪な人。そうやって普段から私につれない態度を取って……もう、もう、もう、もどかしいっ！」

　ペテルギウスの趣味の悪さに、一年越しの恨み節を呟つぶやくスバル。

　その呟きに身をよじり、猫撫なで声のシリウスが訴えた。包帯姿の怪人の仕草だけでも悪夢だが、周囲の『洗魂』された群衆まで同じ仕草をするのは喜劇の一幕だ。

　怪人の妄想に付き合わされ、魂を弄もてあそばれているのだから、悲劇の方が適切だろうか。

「大体、何を根拠に俺とペテルギウスの野郎を間違えてんだ。似てねぇだろが」

「……やれやれ、付き合ってられないな。大方、さっきの彼の手品を見て、そんな気持ち悪い妄想をしたんだろうけど、本当に恥ってものを知らないよね。思い込みの強い女はこれだから手に負えない。哀れを通り越して、いっそ見苦しいよ」

　シリウスの意識の外に置かれたレグルスが、軽けい蔑べつを隠さない表情で肩をすくめる。

　ただ、その陰険な呟つぶやきで納得がいった。──インビジブル・プロヴィデンスだ。あの不完全な権能の力を、シリウスは『見えざる手』と誤認したのだ。

　さらに厄介なことに、邪精霊であったペテルギウスには他者の体に憑ひよ依ういして乗っ取る力があったのだ。怪人は、その力で奴やつがスバルに宿っていると考えたに違いない。

　その推測を余よ所そに、シリウスは直前の熱情が嘘うそのように冷えた目でレグルスを睨にらむ。

「はいはい、ありがと。どうもごめんね。今、私は取り込み中なんです。わかりますよね？　理解は大事、譲り合いも大事。あなたの用事は済んだでしょう？　早く去られては？」

「僕に命令するわけ？　笑わせるなよ。笑わせるっていえば、君、シリウス・ロマネコンティとか名乗ってるんだっけ？　それもどうなの？　一いち途ずに思い続けるって言い訳して、勝手に相手の家名を名乗るとか気持ち悪いって気付けよ。それってある意味、ペテルギウスの権利の侵害だよね。まあ、死んだ奴の権利とかどうでもいいんだけどさ」

「私とあの人は愛し合っていたッ!!」

　嘲あざけりの尽きないレグルスの言葉に、シリウスが再び爆発する。

「だって、日に何度も何度も目が合った！　恐る恐る、あの人のものを持ち出しても叱しかられなかった！　食事の残りを啜すすっても許してくれたし、吐いた息を吸っても何も言わなかった！　同じ寝具を使っても嫌な顔しないし、上手に半魔が焼けたら褒めてくれた！　私に名前をくれた！　笑ってくれた！　私に、私に、私だけにぃぃぃ!!」

　息を荒らげるシリウスが、涙で包帯を濡ぬらしながら思いの丈をぶちまける。その凄せい絶ぜつな姿と内容に、スバルは初めてペテルギウスに同情の念を抱いた。

　さらにはシリウスの激げき昂こうに共振させられ、周囲の群衆が再び激情に取り込まれる。顔が赤黒くなり、目や鼻からの出血が増え、命を削った状態なのは一目で明らかだ。

「や、やめろ！　俺のためを思うなら周りを巻き込むな！　大人しくしてくれ！」

「俺のためなら、大人しくしてくれ？」

　周囲の被害を鑑かんがみ、スバルはシリウスの慕情を利用できないか、一いち縷るの希望に縋すがる。

　その危険な賭かけに出たスバルを、シリウスはしばらく呆ぼう然ぜんと見つめ、

「……あはっ、あははっ、あははははははっ！」

　自分の細い体を抱きしめ、シリウスがスバルの言葉に哄こう笑しようする。その反応にスバルは身を硬くし、それを見たシリウスが口を三日月型に裂いて、

「あなたのお願いでも、お断りします。だって、やっと再会できた！　やっと、またこうして会えた。それなのに、あなたはまだ耐えろ、我慢しろ、そう仰おつしやる!?　そんな、見たこともない精霊の娘を連れて、どの口で待てと!?　焼くぞ、お前ッ!!」

　言葉の合間に感情が荒れ狂い、怒号を発するシリウスがスバルを──否いな、スバルの背中のベアトリスを指差す。そのまま、怪人はもう片方の手をレグルスへ向け、

「どうせ、本当の狙ねらいはあの男が抱いてる半魔だろう!?　薄汚い、銀髪の半魔！　どうしてそんなに肩入れする？　いい加減、わかってるはずでしょう!?　浅ましく卑いやしいクソ魔女め……！　そんなにあれが恋しいなら、あなたの目の前で焼いてやる……ッ」

「もう、わけわっかんねぇよ、お前……」

　血を吐くような絶叫で、エミリアと『嫉しつ妬との魔女』への憎悪を吐き出すシリウス。

　魔女教の目的は、『嫉妬の魔女』の復活ではなかったのか。その信仰の対象であるはずの相手を、この世で最も憎む姿勢がスバルには全く理解できない。

　というより、シリウスはペテルギウスの悲願に何一つ共感していないではないか。

　──結果、事態の打開が叶かなわぬまま、戦場は三すくみの状態へ突入する。

　とはいえ、戦況が最も厳しいのは間違いなくスバルたちだ。生存時間が一番長いループにも拘かかわらず、ヤバい以外の情報を何も得ていないことが絶望的ですらある。

　だが、ここで立ち止まる目はない。──エミリアを、都市を、救わなければ。

「どっちでも、いけるかしら」

　背中越しに伝わる、スバルの決断を後押ししてくれる信頼の声音。それを頼りに、スバルは二人の大罪司教へ果敢に挑もうと──、

「──あのさぁ、盛り上がってるところ悪いんだけど、そろそろ時間なんだよね」

「なに？」

　そのスバルたちの覚悟に、そう言って水を差してきたのはレグルスだ。彼はエミリアを片手で抱えたまま、空いた方の手で空を指差す。

　──直後、水門都市の空に鐘の音が鳴り響く。昼時を告げる、鐘の音だ。

　その響き渡る音に頷うなずくと、レグルスは陰いん惨さんな笑みを浮かべて、

「これで、僕が君らに構かまってる暇いとまはなくなった。せいぜい、福音書に感謝……違うな。紙切れに謝意なんて意味がない。君は、福音書に従ったこの僕に感謝するといい」

　そう言い残し、レグルスは何の気なしにスバルたちに背を向けた。そのあまりに堂々とした態度に呆あつ気けに取られ、すぐにスバルは爆発する。

「待ちやがれ！　時間だと？　時間ってなんだよ。何を言ってやがる！」

「聞いたままさ。自由時間は終わり。僕らにはこの都市でやるべきことがあるんだよ。ああ、僕だけじゃなく、そっちの頭のおかしい女にもね。そうだろ、シリウス」

　スバルの疑問に回答し、レグルスが立ち尽くすシリウスの方に顎あごをしゃくる。

　そちらを見れば、驚くべきことに、あれほど激げき昂こうしていたシリウスも鎖を袖そでに収め、納得していない風ではあるが、レグルスと同じく暴虐を中断する姿勢を示していた。

　これだけのことをしておいて、なんと身勝手で図ずう々ずうしい自己完結なのか。

「ああ、嘆かないで、ペテルギウス！　わかります！　私も、不完全燃焼も甚はなはだしい！　あなたを前にこんな仕打ち……悲しみで胸が張り裂けそう！　あなたも、そうでしょう!?」

　悠然としたレグルスと対照的に、シリウスは悲憤に顔を掻かき毟むしっている。その怪人の感情に呑のまれ、群衆は嗚お咽えつと慟どう哭こくで広場を埋め尽くさんばかりだ。

　その痛々しくおぞましい光景の中、スバルは猛然と走り出す。正面、すでに話は終わったとばかりに、レグルスがエミリアを連れ、広場を立ち去ろうとしていた。

「待て、この野郎！　勝手に話を進めんな！　その子を置いてけ！　でなきゃ……」

「考えたんだけどさ」

　足を止め、レグルスが首だけでスバルの方へ振り向き、微笑ほほえむ。

　その笑みに、スバルの体が強こわ張ばった。──致命的に。

「式に新婦側の列席者がいないのも寂しいし、横恋慕までしてた君を招待しないってのもちょっと哀れで薄情すぎる話だ。──だから、殺さないでおいてあげるよ」

　言いながら、軽く、レグルスが爪つま先さきで石畳を叩たたく。

　靴の履き心地を調整するような仕草で、レグルスの爪先がその石畳を削り取る。そのまま、削られた石畳の残ざん骸がいがスバルの足へ飛んで──瞬間、右足が爆はぜた。

「──え？」

　獣けものの爪つめに抉えぐられたような醜い断面を晒さらして、スバルの右足は白い骨と桃色の筋肉、黄色の脂肪や荒々しく切断された灰色の血管などを綺き麗れいに露出していた。

　無理解、理解、直後の痛みが、脳を焼く。

「──ッ!?　だ、ァッ！　あがぁぁぁ!?」

　視界が真っ白になり、脳天に鋭い針を何本も突き刺されたような激痛が走る。

　絶叫し、スバルの体が受け身も取れずに倒れた。そのまま足の傷を手で押さえようとする。無理だ。傷口が大きすぎる。スバルの手では傷を塞ふさぎ切れない。

「スバル!?　スバル！　スバル、待つかしら！　今すぐに！」

　一緒に地面に倒れ込んだベアトリスが、スバルの傷の重さに気付いて慌てて治癒魔法を発動する。そんなスバルたちの惨状に、レグルスは満足げに頷うなずいた。

「さっきまでの君の失礼な態度だけど、これでおあいこってことにしよう。この痛みが、君に反省を促すことを切に願うよ。ああ、感謝の言葉はいらないから。ほら、別に感謝されたくてしたことじゃないからさ。人として、当然の注意喚起をしただけだから」

「あぁぁッ！　が、ぐ、うごぉあぁ!!」

　声など届かない。痛み、痛みだ。痛みだけが、ナツキ・スバルを支配していた。

　目が霞かすむ。奥歯が割れそうなほど噛かみしめられる。視界が真っ赤だ。上下左右もわからない。わからない、わからないわからない。わからないが、わかることもある。

「え、みりあ……ッ！　ま、ぐッ、う、ごぇっ」

　痛みの中、唯一の願いがスバルに少女の名を呼ばせる。だが、届かない。痛みに喘あえぎ、暴れる体を、小さなベアトリスが必死に押さえ、懸命に治療を続ける。

　しかし、そんなベアトリスの奮闘を嘲あざ笑わらうように、状況は悪化する。

「……冗談じゃ、ないのよ」

「ごめんね。でも、冗談じゃありませんよ。これも、当然のことではありませんか」

　憎々しげにベアトリスが呟つぶやく背後で、シリウスが陰いん鬱うつな情念を込めた声で応じる。

　そのシリウスの周りでは、人々が痛みにのた打ち回っていた。スバルと同じ、獣に抉られたような『足の傷』の痛みに絶叫している人々が。

「私の愛するペテルギウスならこう言います。痛みは生の実感であり、生とは『愛』を証明するためにあるのだと。私も、そう思います。だからこそ、この願いがある！　だって、『愛』は一つになりたいと願うことだから！　一緒のものを見て、一緒のことを感じて、一緒に過ごして、一緒に終わって、一緒になることこそが『愛』だから！」

　両手を広げて、大きく胸の前で打ち合わせる爆音のような拍手。

　人々の苦痛を恍こう惚こつと受け入れ、最後にシリウスは憎悪の目をベアトリスに向ける。

「誰だれもが、あの人と同じ生の充足を味わうべきです。だけど、私はお前と、あの薄汚い半魔にだけはそれをもたらさない。誰が、お前らをあの人と同じにするものか」

「……嫉しつ妬とに狂った女ほど見苦しいものはないかしら。お前がどうこうしなくても、ベティーはとっくにスバルと一つなのよ。ベティーは、スバルのものかしら」

「──ッ」

　悪あく辣らつな物言いに、ベアトリスも負けじと言い返す。

　精霊と怪人、苛か烈れつに交錯する二人の視線。が、すぐに怪人は睨にらみ合いから目を逸そらし、

「今は、その人を預けます。福音書の指示を優先しなくてはなりませんから。ええ、仕方なく。ごめんね。ごめんね。でも、またすぐに、あなたとは会えます。ええ、すぐに」

　痛みに白目を剥むくスバルに、シリウスはどこまでも狂的な愛情を向ける。そのまま、怪人は名残惜しげにスバルを見つめ、ひとっ飛びに血ち塗まみれの広場から飛び去っていった。

　ベアトリスは、その遠ざかる背中を見送ることしかできない。気付けば、エミリアを連れたレグルスも、広場からすでに姿を消してしまっていた。

「──スバル」

　意識をなくし、胃液の混じった泡を吹いているスバル。

　その足に触れ、出血の止まらない傷の治療を続ける。傷が大きく深すぎて、気を抜けば失血死は免れない。スバルの命、それがベアトリスにとっての最優先だ。

　スバル以外にも、広場には五十に迫る負傷者がいる。全員、『憤ふん怒ど』の権能でスバルと同じ傷を負っているが、治療の効果は共有してくれていない。忌まわしい権能だ。

「──スバル、ごめんなさいなのよ」

　スバルの傷を懸命に処置し、気丈さを保とうとするベアトリスが弱々しく呟つぶやく。

　その大きな瞳ひとみから一筋、涙が白い頬ほおを伝っていく。

「ごめんなさい。ごめんなさいかしら……」

　何度も何度も、ベアトリスは謝る。

　その声が、痛みに気絶したスバルには届かないとわかっていても。

　それが何の解決にもならないとわかっていても。

「ごめんなさいなのよ、エミリア……っ」

　人心を弄もてあそび、大勢の被害者を生み出した『憤怒』のシリウス。

　そして圧倒的な力だけを見せつけ、エミリアを連れ去った『強ごう欲よく』のレグルス。




　──二人の大罪司教が、水門都市プリステラへと放たれてしまった。
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　──ぐわん、ぐわん、ぐわん。

　近くて遠いどこかから、そんな重々しい銅ど鑼らの鳴るような音が低く轟とどろいてくる。

　血の流れが鈍く、血管に汚泥を流し込んでいるような不快感。内臓の働きが極端に弱り、腸はらわたを粘土細工と総とっかえしたようなちぐはぐな感覚が全身を支配していた。

　脳のう味み噌そに酸素が行き渡らず、思考は疎まばらで頼りない。

　まるで、自分が自分でなくなるような喪失感が──、

「──ぁ」

　ふと、消えかけの自分を手た繰ぐり寄せ、掠かすれた息が肺から漏れる。

　途端、曖あい昧まいだった意識が奇跡的に噛かみ合い、ナツキ・スバルはゆっくりと瞼まぶたを開けた。

　暗くら闇やみに慣れた視界は、飛び込んでくる白い光をなかなか受け入れられない。右へ左へ、ぼやけた視界を行き交う影、それが人影だと気付くのに三十秒はかかった。

　慌ただしく動く人の気配、汚れた天井と錆さび臭くさい空気──自分が硬い床に寝かされ、それらを呆ぼう然ぜんと眺めていることにようやく理解が追いついてくる。

「──お、目ぇ覚めたみてぇじゃんか、兄弟」

　その、現実に帰還したばかりのスバルを、不意に誰だれかが覗のぞき込んできた。

　漆黒の鉄てつ兜かぶとで頭部を覆った人物だ。その装備だけなら、重装備した都市の衛兵と思うこともできる。だが、首から下のラフな格かつ好こうと左腕のない特徴的な姿から、それが見知った相手であることがすぐにわかった。

「アル……？」

「おおよ、いっぺん見りゃ忘れられねぇアルさんよ。また七面倒臭くせぇ状況だな、兄弟」

　へらへらと笑い、スバルの呟つぶやきに鉄兜──アルが肩をすくめる。

　それを正面に、スバルの寝起きの頭は大いに混乱した。プリシラ陣営の雇われ傭よう兵へいである彼が、どうしてここにいるのか。──否いな、そもそもここはどこなのか。

　と、スバルがそんな疑問を抱いたときだった。

「あー！　スバルきゅん起きてるじゃにゃい！　起きたら呼んでって言ったのに！」

　高い声が上がり、のしのしとこちらに早足で誰かが近付いてくる。その人物は寝ているスバルではなく、その傍そばのアルの鉄兜に指を突き付けると、

「言われた指示には従ってよネ！　ホント、いるだけ役立たずにゃんだから！」

「言い方ひどくね？　オレだって、兄弟運んだり幼女運んだり頑張ったのによぉ」

　散々な言われようにアルが肩を落とすが、相手はそれを一顧だにしない。そのまま、その人物──可か憐れんな少女、風の青年がスバルに向き直った。

「フェリス、まで……」

「そそ。みんな大好きフェリちゃんでーす。で、君はナツキ・スバルきゅん。ここは野戦治療院で、スバルきゅんは大ケガして担ぎ込まれてきたの。おわかり？」

　そう言って、フェリスが可愛かわいらしくウィンクする。だが、その仕草とは裏腹に、彼の白い頬ほおや着衣には血の跳ねた跡があり、只ただならぬ状況をシンプルに伝えてきていた。

　フェリスの口にした『野戦治療院』、その単語を頭に留めながら周りを見れば、周囲には錆さび臭くささの正体である血けつ臭しゆうと、微かすかに呻うめく負傷者の姿が溢あふれ返っている。重傷者すら敷布に寝かされただけの状態で、自分も同じ状態だったのだと遅れて気が付いた。

「これ、なんで……いったい、何が……」

「まだ混乱しちゃってるみたいだネ。ゆっくり、自分が気絶する前に何があったか思い出してごらんよ。思い出せたら、それが答えだから」

　混乱するスバルに、フェリスの硬い声は優しくない。しかし、それは突き放しているのではなく、彼の余裕のなさの表れだ。

　治癒術師として超一流の腕を持つフェリスだ。これだけ大勢の負傷者が出た以上、彼の力がどれだけ必要とされたか、想像に難くない。

　そもそも、これほど大勢のケガ人が出るような大惨事とは──、

「──っ！　そうだ、魔女教……っ」

「そーだよ。……ホント、あいつらって最悪だよネ。わかってたことだけど、わかってただけじゃ足りなかったぐらい。まさかここまでやるなんて、さ」

　口くち惜おしげに唇を噛かみ、フェリスがスバルの気付きを肯定する。

　その魔女教への怒りはスバルにもわかる。だが、直前の記憶が徐々に蘇よみがえりつつあるスバルには、それ以上に確かめなければならないことがあった。

「え、エミリアは!?　エミリアと、ベアトリスはどうなった」

「────」

「二人も、一緒の広場にいて、それで……」

　体を起こし、フェリスの細い肩を掴つかんだスバルの語気が弱まる。それは、目を伏せたフェリスの態度に、自分の不安が的中したことを悟ったからだ。

　フェリスは、そのスバルに「落ち着いて聞いてね」と前置きしてから、

「スバルきゅんの傷も絶対安静なんだから。……それでエミリア様だけど、連絡がつかないの。今の話だと、都市の混乱ではぐれた……ってわけじゃないみたいだネ」

　案の定、勢いの萎しぼんだスバルにフェリスが朗報とは言い難い内容を告げる。

　エミリアの安否は不明、気絶する前の記憶を辿たどれば、彼女は『強ごう欲よく』のレグルスに連れ去られたと考えて間違いない。スバルはそれを止められなかった。

　そして、同じ現場にいたはずのベアトリスは──、

「兄弟の相方の幼女なら、こっちで大人しく寝かしてあるぜ」

「──っ！」

　胡坐あぐらを掻かくアルが、スバルの右方を指差してそう言った。弾はじかれるようにそちらを見れば、すぐ傍そばに幕のかかったスペースがある。剥はぎ取るように飛びついた。

　その幕の向こう、敷布に寝かされるドレス姿の少女を発見する。

　ベアトリスだ。仰あお向むけに横たわり、瞼まぶたを閉じた少女に外傷は見られない。見慣れた可愛かわいい寝姿を確認して、スバルは安あん堵どの息をつく。

「ベア子……！　ああ、無事でよかった。本当に……って、ぎぁぁぁ！」

「あ・ん・せ・いって、フェリちゃん言ったよネ？　絶対安静、意味わかる？」

　直後、怒りに声を震わせるフェリスがスバルの右足をつついて恫どう喝かつした。瞬間、スバルは脳天に稲妻を浴びたような痛みを覚えて絶叫する。

　目の奥が明滅し、口の中に血の味がするほどの激痛だ。何事かとつつかれた足を見下ろせば、そこには厚く包帯を巻かれた自分の右足があって。

「オレが兄弟見っけたとき、あんまりグロいんでビビったビビった。皮一枚で足ぶら下がってんだもん。あと一歩で、オレと同じ欠損属性持ちになるとこだったぜ？」

　そう、自分の存在しない左腕を示唆し、アルが軽薄な口調で事情を教えてくれる。その彼の説明と足の分厚い包帯に、霞かすんだ記憶が本格的に蘇よみがえった。

　──レグルスだ。

　エミリアを連れ去った白髪の凶人、あの男の去り際の攻撃がスバルの足を壮絶に抉えぐり、破壊した。意識をなくしたのも、その痛みが原因だった。

「千切れかけの足をベアトリスちゃんが繋つないで、それをフェリちゃんが重ねて治してくっつけたってわけ。元通りに治るはずだけど、しばらく無理はぶぶーだから」

　両腕を交差し、×印を作ったフェリスがスバルに無理の禁止を厳命する。その指示に頷うなずきながら、スバルの意識は眠っているベアトリスに釘くぎ付づけだった。

「ベアトリス……？」

　この一年、ほとんど一緒のベッドで眠っているだけに、ベアトリスの寝付きの良さはよくわかっている。だが、その彼女にしても、これは深く寝入りすぎではないのか。

　スバルがすぐ横で悲鳴を上げたにも拘かかわらず、身じろぎ一つしないなんて。

「これ、寝てるだけ……なのか？　ピクリとも、してくれねぇんだが」

「……寝てるって表現は語弊があるかも。休眠中とか、仮死状態に近いみたいだから」

「仮死状態!?」

　より危うげな単語を聞かされ、スバルが慌ててベアトリスの寝顔に触れる。その指に伝わってくる熱は冷たく、睫まつ毛げや唇をなぞっても愛らしい反応が何一つない。

　仮死状態、その響きが信しん憑ぴよ性うせいを増し、スバルの頭から血の気がさっと引いていく。

「限界までマナを使った反動ってヤツだよ。言ったじゃない。スバルきゅんの足は、ベアトリスちゃんが必死に治癒魔法で繋いでたって」

「それは……でも、いくら万年ガス欠状態だからって、仮死状態になるなんてのは」

「それは、ケガ人がスバルきゅん一人だけだったらの話、でしょ？」

　瞳ひとみを細めたフェリスの言葉に、青い顔でスバルが息を詰める。その二人の会話を眺めるアルが、鉄てつ兜かぶとの金具部分を指で弄いじりながら、

「オレが広場についたときにゃ、兄弟とおんなじケガした奴やつらがゴロゴロ転がってやがった。そいつら全員、そこの幼女が治癒魔法で何とかしててよ。大したもんだぜ」

　周囲、スバルと同様に敷布に寝かされる面々、その顔ぶれには覚えがある。

　狐きつ人ねびとの男に眼帯の女、そしてずぶ濡ぬれのラチンスらだ。全員、スバルと同じく、右足に傷を負っていて──否いな、同じなのは傷の位置だけではない。傷そのものだ。

　──シリウスの『洗魂』、その共振が広場の全員にスバルと同じ傷を刻んでいた。

　故に、ベアトリスはスバルだけでなく、全員の傷を癒いやすのに力を振り絞ったのだ。

「ベアトリスは、大丈夫なのか？　このまま休んでれば、よくなるって思って？」

「……正直、それは望み薄。フェリちゃんは王国で一番の治癒術師だけど、精霊のことは専門外だから。寝かしておくだけじゃ、現状維持が精一杯だと思う」

「──っ」

　フェリスの説明にスバルの頬ほおが強こわ張ばる。現状維持──つまりは眠ったままの状態が続くと言われ、嫌でも屋敷に残してきた少女のことが思い出された。

　その痛々しい反応に、フェリスも自分の失言に気付いたように「ごめん」と謝り、

「今のは私の言い方が悪かった。ただ、このまま寝かせておくだけじゃ回復しないってことと、ケガと違ってフェリちゃんには治せないってことを言いたかったの。眠ってる理由はマナ不足だから、それが補えれば目覚めるはずだけど……」

「マナが補えればって、それができたら苦労はねぇよ……」

　マナの供給不足、それはベアトリスとの契約以来、延々と付き纏まとい続ける問題だ。

　特殊な精霊であるベアトリスは、契約者であるスバル以外からマナの供給を受けられない。その肝心の供給源であるスバルは、十分なマナを保有できない半端者だった。

　とことん、スバルの無力がベアトリスに負担をかけている。ただでさえ一生かけて返さなくてはならない負債だらけなのに、またしても自分はそれを積み上げるのか。

「ベアトリスのことだけじゃない。エミリアも……なのに、俺はこんなとこで……！」

　ベアトリスが繋つないでくれたのは、千切れかけた足だけではない。ベアトリスは、スバルが手放しかけた可能性、それに奔走する希望を繋いでくれたのだ。

　エミリアの窮地、都市の窮地、それを何とかしろと、そのために──、

「馬鹿か俺は。いや、馬鹿だ俺は。泣き言ほざいてる暇があるなら……むぎゅ」

「はい、そこまでー」

　足の痛みを無視して立とうとしたスバル、その顔をフェリスの両手が挟んだ。そのまま力ずくで首の向きを変えられ、スバルとフェリスの視線が至近で交錯する。

「なんでスバルきゅんって百かゼロかしかにゃいわけ？　ウジウジ落ち込まれてるのも困るけど、バタバタ走り回られてもみんな困るの。わからない？」

「ウジウジ、バタバタって……」

「ホントのことでしょ。ベアトリスちゃんもいないのに、一人で駆け出していって何がどうなるの。命の無駄遣いなんて、絶対しないで」

　それは言い方こそ軽々としていたが、込められた気持ちは強く、真しん摯しなものだ。

「────」

　フェリスのその訴えに、腰を上げかけていたスバルが足の力を抜く。それから長く深い息を吐いて、逸はやる自分の感情に待ったをかけた。

「悪い。俺が焦りすぎてた。……そういや、足の礼も言ってねぇ」

「別に、お礼が欲しくてやってるんじゃにゃいの。言われた方が気分はいいけど？」

「助かった。ありがとう。恩に着る」

「どーいたしまして」

　礼の言葉を重ねると、フェリスはそっけなく答えてスバルの顔から両手を離した。

「アルも、助かった。俺とベア子、お前がここに連れてきてくれたんだろ？」

「それな。ちなみに、オレはちゃんと礼が欲しくてやったことだぜ。とはいえ、兄弟が感謝しなきゃならねぇ相手はまた別にいるんだが」

　その意味深な言葉にスバルが首を傾かしげると、アルが楽しげに鉄てつ兜かぶとの顎あごをしゃくった。そちらに目をやれば、部屋の壁際、膝ひざを抱えてうたた寝する少年の姿が見える。

「ルスベル……」
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「あのチビが涙目で呼ぶもんだから無視できなくてよ。で、ついてったら広場が兄弟たちの血で真っ赤っ赤だろ？　卒倒しなかったオレを褒めてもらいたいね、マジで」

　何とも軽い調子で言ってくれるアルだが、彼には大きな借りができてしまった。それは助けを呼んでくれたルスベルに対しても同じだ。大人同伴とはいえ、あの恐怖の広場に戻ってくる決断ができた少年に、スバルは本気で敬意を覚える。

　そのアルたちの助力のおかげで、スバルは眠っているベアトリスの手を取れたのだ。

「ベアトリスは、今すぐどうこうって話じゃないんだよな？」

「それは保証したげる。起きる切っ掛けを今すぐ作れない、ってだけだから」

「わかった。……状況、聞かせてくれ。都市がどうなってて、魔女教が何をしたのか」

　努めて冷静に、スバルは状況の把握を試みようとする。その問いかけに、フェリスとアルが何から説明したものか、と顔を見合わせた。そこへ──、

「──でしたら、ちょうどよかった。こちらも、今そのお話がしたかったところです」

　芯しんの強い、よく通る女性の声だった。振り向けば、その声の主が部屋の入口に姿を見せたところだ。長い緑髪をなびかせる、凛りんと美しい佇たたずまいの女性──、

「クルシュ様！　ここはケガ人だらけで……わざわざ足を運んでいただかなくても」

「ごめんなさい、フェリス。あなたの戦場を荒らすつもりはありません。でも、スバル様が目を覚まされたと聞いて。上にご足労をおかけするわけにもいかないでしょう？」

　言いながら、敷布の上に座るスバルの下へやってくるのはクルシュだ。その装いは朝と違い、気品を残しながらも動きやすさを重視した仕上がりになっている。

　それは、記憶をなくす前のクルシュを彷ほう彿ふつとさせる姿で──、

「クルシュさんも、戦闘態勢って感じですね」

「事情が事情ですので。スバル様も、足のケガの方は？」

「俺のベア子と、クルシュさんのフェリスのおかげで何とか。頑張れば、飛んだり跳ねたりしても泣かなくて済みそう」

「それはよかった……のでしょうか？」

　スバルの減らず口を聞いて、純朴なクルシュが首を傾かしげる。彼女の隣でフェリスが「無む茶ちやは禁止っ」と唇を動かすのを横目に、スバルは真剣な顔を作った。

「それで、聞かせてくれるか？　今、プリステラがどうなってるのかを」

「もちろんです。ですが、その前にこちらからも質問を。──スバル様が遭遇したのは、魔女教の大罪司教に相違ありませんか？」

「──。ああ、間違いない。俺の足の傷と、エミリアを……エミリアを連れ去ったのは、どっちも大罪司教の仕業だ。直接この目で見たから、なりすましって線もないぜ」

　大罪司教の名を騙かたる命知らずもいるまいが、シリウスとレグルスはその権能の一端も見せたのだ。その醜悪な在り方も含め、間違いなく大罪司教である。

　そんなスバルの答えに、クルシュは「エミリア様が……」と声の調子を落として、

「……そうなると、やはりあの放送は事実と考えて間違いなさそうですね」

「放送？」

　思わぬ単語を耳にしたスバルに、クルシュが顎あごを引く。

「実は、今から一時間ほど前に放送があったんです。朝の放送と同じく、この都市の、都市庁舎にある『ミーティア』を利用したものでした。それが……」

「……まさか、放送したのは魔女教？　奴やつらが、都市庁舎の『ミーティア』を奪った？」

　言葉を濁したクルシュに、スバルは考えつく最悪の想像を口にした。それを、無言で頷うなずくクルシュとフェリス、アルの三者がそれぞれ肯定する。

「突然の放送でしたが、相手の素性は明白でした。相手はご丁寧に、自分の名前を堂々と名乗っていましたから」

「名乗る……そうだな、あいつらはそうする。必ず、何かする前に名乗りやがる」

　義憤の強いクルシュの言葉に、スバルは深く頷いた。

　スバルがこれまで出くわした大罪司教は、必ず自分の肩書きと名前を名乗っていた。社会的な規範を何一つ守らない破は綻たん者しやたちが、唯一、そのルールにだけは従うのだ。

　歪いびつな自己顕示欲、それを放送に乗せて発したのは、支離滅裂な妄執に支配されたシリウスの方か、それとも自己欺ぎ瞞まんの鎧よろいを纏まとったレグルスか。

　そんなスバルの嫌悪の入り混じる予想は、続くクルシュの言葉に覆された。

「──『色しき欲よく』の大罪司教、カペラ・エメラダ・ルグニカ」

「……え？」

　まったく、予想外の言葉に殴られた顔で、スバルは唖あ然ぜんとしてクルシュを見る。

　そのスバルの視線を受け止め、クルシュは琥こ珀はく色いろの瞳ひとみに真しん摯しな光を宿し、重ねた。

「放送の声は告げました。水門都市プリステラは、自分たち魔女教の手に落ちた、と」
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「ナツキくん、目が覚めたんやねえ。よかった、ホッとしたわぁ」

　と、アルの肩を借りてやってきたスバルを見て、アナスタシアがはんなりと微笑ほほえんだ。

　キモノ姿に白い狐きつねの襟巻きと、クルシュと違って彼女の装いに変化はない。その泰たい然ぜんとした態度も含め、彼女だけは日常の延長のように──否いな、さすがにそんなことはない。アナスタシアの表情にも、微かすかな疲労の片へん鱗りんが見える。

　それはそうだろう。彼女もまた、この魔女教が起こした騒乱の当事者なのだから。

「寝坊して悪かったな、アナスタシアさん。俺の席ってまだある？」

「心配せんでもちゃぁんと用意してるよ。一手早く、奴やつこさんらと遭遇したナツキくんの話は貴重やしね。ほら、座って座って」

　手招きするアナスタシアに呼ばれ、スバルは右足を庇かばいながら部屋の中央の円卓へ。アルの力を借りて椅い子すに腰を下ろすと、一息ついて周りを見回した。

「ふう、人心地……っと、それでここに集まってるのが」

「魔女教災害対策本部っつーとこだな。ま、それにしちゃ貧相かもしんねぇけど」

　スバルの言葉を引き取って、鉄てつ兜かぶとの金具を弄いじるアルが嘆息する。その呟つぶやきを聞きつけ、腰に手を当てたアナスタシアが「こーら」と片目を閉じる。

「そないな言い方せんの。お目当てのお姫様がおらんくて、アルさんが不安なのはウチもわかってるけどな？」

「不安ってか、この状況で傍そばにいねぇとか絶対に怒られっからそれが怖こえぇんだけどな」

　恐々と首をすくめるアルの発言を、室内の顔ぶれが裏付ける。

　場所は建物の会議室、二十人は入れる広い一室だ。室内にはアナスタシアを筆頭に、王選の関係者がちらほらと集まっているが、その中にアルの主人──プリシラの姿はない。当然、レグルスに連れ去られたエミリアの姿もそこにはなかった。

「つか、うちの陣営の集合が悪すぎるな。オットーとガーフィールもいねぇぞ」

「王選の関係者が勢せい揃ぞろい、ってわけにはいかんかったねえ。ウチのところも、昨日からミミが戻ってへんし、ガーフィールくんと一緒やとええんやけど」

「そこが一緒なら、戦闘力的には心配いらねぇけど……ところで、なんでここなんだ？」

　頬ほおに手を当て、愛まな娘むすめの居所を不安がるアナスタシア。その横顔に、スバルは建物全体を示すように腕を動かし、

「アルの魔女教災害対策本部、って表現も大げさな話じゃないだろ。そのぐらい街の状況は深刻だし……その対策本部が、なんでミューズ商会なんだ？」

　と、スバルはかねてからの疑問をようやっと口にした。

　──現在、スバルたちが拠点としているのは、一番街に居を置くミューズ商会だ。

　昨日も訪れた魔石商の本店だが、地下には負傷者が収容され、屋内も避難者でごった返すなど、今は緊急時の避難所として機能している。スバルが足のケガで運び込まれたのもここの地下であり、人混みでこの会議室に上がってくるのも苦労したほどだった。

「でかくて立派な建物だし、いざってときの避難所扱いされてるのは納得いくけど、それはそれとして商会は商会だろ？　対策本部って柄じゃなくないか？」

「と、思うやん？　でも、ちゃぁんと理由があるんよ。ここ仕切ってるキリタカさんがプリステラの十人会……早い話、都市で一番偉い十人の一人やって理由やね」

「あのキリタカが、マジで？」

　昨日の、あまり良好とはいえない邂かい逅こうが思い出され、スバルは顔を強こわ張ばらせた。無論、立場上、キリタカがそれに見合った能力を備えていることは間違いないとは思う。

　ただ、やはり初対面の印象と、一番新鮮な印象は簡単には拭ぬぐえないもので──、

「──スバル様、キリタカ様はご立派な方ですよ。その不安は杞き憂ゆうだと思います」

　と、そんなスバルの表情に物申したのは、ちょうど会議室に合流したクルシュだ。

　地下から上がってくる途中、ヴィルヘルムを迎えにいった彼女は、着替えたフェリスと『剣鬼』を引き連れてこちらへやってくる。

「お疲れさんやね、クルシュさん。キリタカさんはどうやった？」

「やはり、今は避難指示と人員の手配で手が離せないそうです。一通りの状況が落ち着いてから、こちらの会議に合流するとのことでした」

　クルシュの返事を受け、アナスタシアが「そかそか」と頷うなずく。そのやり取りを横目に、ヴィルヘルムは椅い子すに乗せたスバルの足、その包帯を見やると、

「スバル殿、足の調子はいかがですか？」

「見ての通りって有様で、不ぶ格かつ好こうなのが申し訳ないです。ヴィルヘルムさんは……」

「この建物と、都市の戦力配分についてキリタカ殿に意見を求められていまして。それが一段落して、クルシュ様とご一緒した次第です。あの歳としで、なかなかの御仁ですよ」

「ぐぐぐ……もはや、ここまでくるとぐうの音も出ない……」

　クルシュとヴィルヘルム、二人にこうまで立て続けに言われれば、スバルもキリタカの能力を疑問視するのは浅はかだと考えざるを得ない。そうなると、一緒にいるだけでああまでキリタカの人間性を狂わせるリリアナの存在意義とはなんなのか。

　そんな益体のない思考を振り払うスバルに、クルシュが「スバル様」と切り出して、

「この場所ですが、私たちが例の放送を聞いてすぐ、アナスタシア様がこちらへ移動しようと提案してくださったんです。キリタカ様と知己であったことと、ここが避難所に指定されていたおかげで、フェリスの治癒術も役立てることができました」

「スバルきゅんの足が繋つながったのも、その判断のおかげだよネ～」

　アナスタシアの判断の根拠を、クルシュとフェリスがそれぞれの立場から補足する。それを聞くに、これだけ酷ひどい目に遭いながらも、スバルはまだ運がよかったらしい。

「でなきゃ最悪、ベア子を巻き添えに共倒れしてた可能性もあったわけか……」

「けど、そうはなってねぇ。逃がしたチビの頑張り含めて、兄弟が持ってたってわけだ」

「そうだといいんだけどな」

　アルの威勢のいい軽口にスバルは苦笑いする。本当にスバルが『持っている』なら、今日まで一度だって死なずにやってこられただろう。

　だが、実際はそうではない。だから、スバルは自分の運に何も期待していない。

　──ナツキ・スバルの幸運は、異世界召喚された初日に路地裏で使い果たしたのだ。

「幸運の貯蓄は空っぽだ。あとは、堅実に積んでいくしかねぇ」

　今も、ベアトリスの献身が可能性を繋いでくれた。それに応こたえなくては。

「ところで、集まってる関係者ってこれで全部なのか？　クルシュさんのところはともかく、アナスタシアさんのところも全然数が足りねぇけど……」

　気を取り直したスバルが、室内にあるべき顔が見当たらないことに触れる。特に気にかかったのは、ミューズ商会に交渉に向かったはずのオットーの不在。それに、ユリウスやリカード、『鉄の牙きば』といったアナスタシアの主戦力も見当たらなかった。

　付け加えれば、フェルトとその関係者の姿もこの場には一人もいない。

「ユリウスと犬人のおじ様、それに『鉄の牙』の子たちはフェリちゃんたちをここまで護衛してくれたあと、他の避難所を回って安全確認中だよ」

「重傷者がいればフェリスに連絡が。救われる命が、それで一つでも多ければと」

「なるほど、それは……でも、連絡って？」

　携帯電話でもあれば話は別だが、簡単に連絡を取る手段はこの世界にはそうはない。

　しかし、そんなスバルの懸念に、フェリスが「これだよ」と手を差し出した。その彼の掌てのひらにあったのは、折り畳み式の手鏡──否いな、『ミーティア』だ。

「それ、対話鏡か！」

「ふっふーん、そう。しかも、一年前の魔女教との戦いで回収したヤツだよ。アナスタシア様が保管してたの。それを使わせてもらってるってわけ」

　ウィンクするフェリスが持つ『対話鏡』とは、対になる鏡を持つ同士で会話することが可能となる、まさに携帯電話と同じ役割を果たせる『ミーティア』だ。

　一年前、『怠たい惰だ』の大罪司教、ペテルギウスとの戦いで回収された戦利品の一つであり、それが今回、魔女教との戦いに再び役立てられているらしい。

「鏡三枚でやり取りできる珍品やもん。こんなとき役立てんともったいないわ」

「で、戦える組がそれを持って外回り中ってことか。なるほどな」

　魔女教の所有物だった『ミーティア』が、巡り巡って魔女教との戦いに役立つとは因果なものだ。それを持ち込んでいたアナスタシアも、実に用意周到といえよう。

「そっちは了解した。けど、まさかオットーはそこに加わってないだろ？」

　なかなか名前が出ないことに業を煮やし、スバルはオットーを名指しして尋ねる。

　武闘派内政官と、そうオットーのことを言い触らしているのは他ならぬスバルだが、いくら彼でもユリウスやリカードと比べては圧倒的に戦士として見劣りする。

　よもや外回り組に加わってはいまいが、とそんなスバルの疑問にクルシュが目を伏せ、

「残念ですが、オットー様はここにはいません。私たちが商会に到着してからは見かけていないので、近辺の避難所にいるのかも……」

「あ、あいつ、伝説的なタイミングの悪さだな……」

　元々、ミューズ商会に所用で赴いていたはずが、肝心の場面に居合わせないオットーの間の悪さにスバルは悪態をつく。

　どこで何をしているにせよ、無事でいてくれなくては困るが──、

「──まぁ、心配いらねぇか。あいつならヘマもしねぇだろうし、いったん後回しだな」

「そ、それでいいんですか？　もっと、心配なさるものかと……」

「ああ、大丈夫、大丈夫。そりゃ戦闘力って意味じゃヴィルヘルムさんたちには遠く及ばないけど……生存力って意味なら、あいつに勝てる奴やつってそうはいないから」

「……信頼、されているんですね」

「恥ずかしいから本人には絶対に言わないでね」

　少なくとも、スバルはこの信頼を墓の下まで持っていくつもりだ。

　ともあれ、外回り組の動向と、オットーの安否は信じると決めた。この場にいないのはガーフィールも同じだが、これも戦闘力的に心配は後回し。

　彼らを除いて、俄が然ぜん、安否が気にかかるのは──、

「パトラッシュとフルフーは宿か。二頭とも賢いから心配はいらないと思うけど……そういや、宿が違ったプリシラはともかく、フェルトたちまでいないのは？」

「その二組、どっちも行方がわからんくなってるんよ。ただ、フェルトさんらが宿から出てった用向きは聞いてて、それが不安要素ではあるんやけど」

「不安要素ってのは……」

「どうも、今朝の空気悪ぅくした赤毛さんとお話し合いやって出てっててなぁ」

　難しい顔のアナスタシアに、スバルも同じく難しい顔をする。だが、その話に一番難しい顔をしたのは、どうあっても無関係ではいられないヴィルヘルムだ。

　その、頬ほおを硬くしたヴィルヘルムの沈黙に、アナスタシアは小さく吐息すると、

「とはいえ、フェルトさんにはラインハルトくんがおるし、あんまり心配せんでええやろ。……でも、もう片っぽのお姫さんは何しでかすかわからんくて怖いわぁ」

　話題を切り替え、頬に手を当てたアナスタシアがアルの方へと水を向ける。それを受け、アルは「勘弁してくれや」とくぐもった声で応じ、

「姫さんの考えなんざオレだって読めねぇよ。ま、ピンチに陥ってるとは思えねぇが、大人しくしてるとも思えねぇってのがオレの意見かね」

「そういや、プリシラなら一番街の公園でリリアナと一緒だったぞ。別れたあと、俺は足がこうなる原因とぶつかってたんで、その後のことはわからねぇけど……」

「姫さんが一番街に？　……ここと、そう遠くねぇな」

　スバルの出しそびれていた情報を聞いて、アルが鉄てつ兜かぶとの顎あごに触れて考え込む。当然、従者としてはすぐ、居場所のわかった主あるじの下へ駆け付けるべきだ。

「まぁ、姫さんには姫さんの考えがあんだろ。オレが焦って飛び出す必要はねぇわな」

「そ、それでいいのかよ、お前」

「兄弟も言ってたろ？　信頼、信頼。姫さんには恥ずかしいから言わねぇでくれや」

　先のオットーへの発言を蒸し返され、スバルは唇をへの字に曲げる。ともあれ、各々のスタンスと状況は一通り理解した。

「オーケー、周回遅れの俺に付き合わせて悪かった。今度こそ本題に戻ろう。ここが魔女教災害対策本部ってんなら、今の方針はどうなってんだ？」

「まず、外回り組からの報告待ちやね。とはいえ、魔女教が都市庁舎の『ミーティア』を使って放送したことと……」

「都市の、四つの制御塔が奪われたことは間違いないようです」

　そう言って、窓際に立ったクルシュが外の景色を手で示す。その彼女の指摘に従って目を凝らせば、窓の外、都市の外壁に隣接する石造りの塔──制御塔が見える。

　制御塔とは、水門都市プリステラを縦横無尽に流れる水路、その水量を調節するための管理施設だ。塔は都市の東西南北にそれぞれ存在しており、この会議室から見えるのはその内の一つに過ぎないが──、

「──塔のてっぺんに、旗か？」

　遠く、制御塔の上にはためく旗が立っている。今朝と昨日、都市を歩いている最中には見当たらなかったものだ。旗には、赤い塗料で奇妙な紋様が描かれている。

　その、眼めをイメージした旗印が、スバルの記憶の嫌な部分を刺激した。

「描かれているのは、魔女教の紋章です。こうした示威行為は珍しいそうですが……」

　クルシュの言葉通り、それは魔女教徒が好んで纏まとう黒衣に描かれていた紋章だ。直近ではシリウスの纏ったローブにも、あれと同じ紋章が描かれていた。

　それが、制御塔の頂点に旗として掲げられている。──その意図は、明白だ。

「あの旗が、四つの制御塔全部に掲げられてるってのか？」

「その通りです。制御塔が押さえられた以上、その気になれば彼らはいつでも街を水没させることができる。……対処は急務です」

　クルシュの言葉に、都市の置かれた状況の悪さがはっきりと伝わってくる。

　まるで、核爆弾のスイッチを赤ん坊に持たせたような綱渡りの状況──より性た質ちが悪いのは、大罪司教はスイッチの価値を知っていて、赤ん坊より話が通じないことだ。

「街の人たちのパニックは？　魔女教に制御塔が奪われたなんて聞いたらやべぇだろ」

「元々、水災に備えた危機管理が行き届いていたおかげで、都市の混乱は驚くほど抑えられています。ただ、都市から避難するのも簡単ではありません」

　ルグニカ五大都市の一つであるプリステラ、その人口はざっと見て十万人規模だ。とてもではないが、混乱を生まずに大避難が可能な人数ではない。

　ましてや、魔女教の目を掻かい潜くぐってとなれば、それはもっと難しいだろう。

「都市から出入りする大正門と制御塔ってすぐ近くだし、完全に相手に首根っこを掴つかまれちゃってる感じ。それで、肝心の敵に……」

「──大罪司教が三人、だな」

　フェリスの目配せを受け、スバルが状況が最悪であることの後押しをする。

　その報告自体はすでに受けていたらしく、アナスタシアたちの表情は明るくはないが、格別の驚きは得ていない。純粋な、脅威に対する警戒があるだけだ。

「俺と、広場の人間に揃そろいの傷を付けた『憤ふん怒ど』と、エミリアを連れ去りやがった『強ごう欲よく』、都市庁舎で放送したっていう『色しき欲よく』……クソ野郎のオールスターかよ」

「意外と、ナツキくんは冷静なんやね。エミリアさん、連れてかれてしもたんやろ？」

「だからだよ。慌ててバタついて、それで取り戻せるなら歴史に残るぐらい取り乱してやるさ。でも、そうじゃねぇんだ。──そうじゃねぇんだ」

　すでに一度、スバルは冷静さを欠いたことでミスを犯している。その代償にエミリアを奪われ、代わりにツケを払ってくれたのがベアトリスだ。

　もうこれ以上のミスは犯せない。全すべてを取り返すには、鋼はがねの心が必要なのだ。

「スバル殿の心情は十分に。私も、尽くせる微力を尽くして協力しましょう」

「ありがとうございます、ヴィルヘルムさん。すげぇ、心強いです」

　男と女の関係には一家言あるヴィルヘルムが、そのスバルへ協力を約束してくれる。それだけでも十分に心強い。総力戦になる以上、『剣鬼』の力は必要不可欠だ。

「──？　どうした、アル」

　ふと、そのスバルとヴィルヘルムのやり取りを、無言で眺めるアルの様子に気付いた。だが、スバルの問いかけにアルは「別に？」と肩をすくめる。

「兄弟も、損な性格だと思っただけだよ。──それより、本題の話を進めようぜ？」

「あ、ああ、そうだな。えーと、それで放送だけど……」

　微妙に釈然としないものを残しつつ、スバルは視線を全体へ戻す。そして、避難所で話を聞いた当初から気になっていた問題に触れた。

　それは──、

「──『色しき欲よく』の大罪司教、カペラ・エメラダ・ルグニカってのは、なんなんだ？」
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　──カペラ・エメラダ・ルグニカ、それが『色欲』の大罪司教が名乗った名前だ。

　スバルは直接はその名乗りを聞けていないが、その名前だけで十分に引っ掛かる部分がある。特に、その名前の『ルグニカ』の部分は聞き逃せない。

「家名にルグニカって入るのは、それこそルグニカの王族だけのはずだろ？　その名前を騙かたってることに何の意味があると思う？」

「おちょくってるんじゃねぇの？　王族がみんな病死したってのは有名な話だろ？」

「何か思惑があってのこととは。ただの悪ふざけと切り捨てるのは尚早だと思います」

　スバルの抱いた疑問に、アルとクルシュがそれぞれの見解を持ち出す。

　二人の意見はどちらも、魔女教ならばありえるという意味で考慮に値する。こちらをおちょくる思惑、あるいは悪あく辣らつな謎なぞかけ──どちらとも考えられた。

「──一つ、思い当たる節がございます」

　と、そこへ二人と違った見解があるのか、ヴィルヘルムが挙手して割り込んだ。

「思い当たる節、ですか？」

「はい。カペラ、の名についてはわかりかねますが……かつて、エメラダ・ルグニカの名を持つ王族が、ルグニカ王家の血脈に名を連ねていたことは確かです」

「──っ！」

　その思わぬ情報に全員が瞠どう目もくすると、ヴィルヘルムは己の顎あごに触れ、記憶を手た繰ぐるように青い双そう眸ぼうを細めた。

「エメラダ様がご存命だったのは『亜人戦争』以前……五十年以上前のことです。私も直接の面識はなく、ただ、非常に美しく聡そう明めいな女性であったと記録されていたかと」

「その、実在した人を騙ってどうしたいんだ？　もしかして、すごい立派な名前を残した人で、それを踏ふみ躙にじってやろうとかか？」

　何とも陰湿だが、悪あく辣らつな大罪司教であればやりかねない醜悪なお遊びだ。

　だが、そのスバルの発想に対し、ヴィルヘルムは「いえ」と首を横に振った。

「相手の意図まではわかりかねますが……エメラダ様が、立派な功績で名を遺のこしたということはありません。むしろ、その逆かと」

「逆、ってのは……」

「エメラダ様は、若くして病に倒れられた。ですが、王国は彼女の死を嘆くどころか、国葬を執り行うことすら断念しました。当時の情勢が厳しく、葬儀を見送られたというのが表向きの理由です。ですが、本当のところは国民感情がそれを望まなかったからと」

　付け加えられたヴィルヘルムの発言に、スバルは不気味なものを覚えて何も言えない。それを見やり、ヴィルヘルムは小さく吐息すると、

「エメラダ様は美しく、大変賢い方でしたが……その性格は残忍極まりなく、余人には計り知れない闇やみを抱えていたと。故に、彼女はルグニカ王家の中でも異端の子とされ、その死の事実さえもしばらくは秘されていたそうです」

　確証のない話で、かつて剣を捧ささげた王国の品位に関かかわる話をするのが心苦しいのだろう。ヴィルヘルムの話も後半は歯切れが悪い。

　その代わりに、エメラダを名乗る『色しき欲よく』の性根の悪さが浮き彫りになった。

「……さすがに本人ってことはねぇだろうから、『色欲』がエメラダを騙かたるのは」

「病に倒れた王家への当てつけと、エメラダ様の名を知るものへの婉えん曲きよくな嫌がらせ。多くのものにとっては、王家の名を騙ることで疑心暗鬼を誘うためかと」

　そのヴィルヘルムの結論に、全員がやり切れない顔でため息をつく。

　特に、スバルやアルといった王国への忠誠がそれほど高くない面々と違い、クルシュやヴィルヘルムの胸中は苦々しいもので占められているはずだ。

　しかし、その結論に最も強い反応を見せたのは、その二人のどちらでもなかった。

「──ふざけないでよ」

「フェリス？」

　低く、彼の声帯なりに低く呟つぶやき、そう拳こぶしを震わせたのはフェリスだった。

　常に飄ひよう々ひようとして、クルシュのこと以外では滅多に地を見せないフェリスが、素の表情で怒りを露あらわにしていた。その様子にスバルは驚かされる。

『色欲』の悪意は、ルグニカ王家に唾つばを吐くような行いだ。それは近この衛え騎き士しであるフェリスにとっても、許し難い蛮行だったことは間違いない。

　だが、フェリスのその怒りには、王国への忠誠心とは別の原因があるように思えて。

「──ぁ」

　その、深く静かな怒りを抱くフェリスの手を、隣に寄り添うクルシュが優しく取った。途端、フェリスはハッと顔を上げ、柔らかく微笑ほほえむクルシュの視線に気付く。

「ご、ごめんなさい、クルシュ様、取り乱してしまって……」

「いいんです、フェリス。私の方こそごめんなさい。きっと、あなたのその怒りは、本当なら私が感じなくてはいけないもののはずなんですから」

「────」

　フェリスが俯うつむいたのは、クルシュの言葉が図星だったからだろうか。彼の怒りの源泉が失われたクルシュの記憶にあるなら、それは事実なのだろう。

　それを共有できないことの歯は痒がゆさが、強い絆きずなで結ばれたはずの主従の仲を蝕むしばんでいる。

「はいはい、みんな落ち着いたって。相手のやり口にいちいち狼狽うろたえてるやなんて、それこそ向こうの思うつぼやないの」

　と、そこで大きく手を叩たたいて、アナスタシアが皆の注目を自分に集める。さすが、大勢の会話を仕切り直すのに手慣れた様子で、彼女はぐるりと全員を見回すと、

「『色しき欲よく』が何を企たくらんでても、ウチらの敵ってことは変わらんよ。制御塔を押さえられて、こっちの首根っこが掴つかまれてても変わらへん」

「切り替えが早ぇな。……さすが、姫さんが一番気にしてるだけあるわ」

「そら、おおきに。あんまり、ゾッとせぇへん情報やけど」

　場の空気を一新するアナスタシアを、アルが何とも独特な言い分で称賛する。その言にアナスタシアが苦笑いすると、アルは「実際よ」と首をひねり、

「頭のおかしい大罪司教の企たくらみなんか、真ま面じ目めに考えるだけ時間の無駄だろうぜ。そんなことより、奴やつこさんの要求についちゃどうすんだよ」

「要求？　待て待て、それ聞いてねぇぞ。要求ってなんだよ」

「あー、ナツキくんにはこれから話そ思てたんよ。『色欲』の、脅迫放送の内容を」

　聞き捨てならないアルの発言に食いつくと、驚くスバルにアナスタシアが頷うなずく。そのアナスタシアが発した『脅迫放送』とは、いかにも危うげな単語だった。

「制御塔と都市庁舎を押さえた魔女教やけど、別に都市を滅ぼしたり、関かかわった人間を皆殺しにするんが目的とは違うみたいなんよ。なんでも、『色欲』はこの都市で探し物があるらしゅうて、都市を人質にしたんはそのための手段なんやって」

「それって……つまり、都市を人質に取ったテロってことだよな？」

　アナスタシアの説明を受け、魔女教のシンプルなテロ活動にスバルは唖あ然ぜんとなる。

　何な故ぜか、ここまで全くその発想が浮かばなかったが、人質を取った上での交渉はテロリストとして至極真っ当な常じよう套とう手しゆ段だんだ。ただ、スバルの中でそうした合理的な悪事と、魔女教の不合理性が全く以もつて一致してこなかっただけで。

「ナツキくん、大丈夫？　驚きすぎと違う？」

「いや、いや、あまりにもその発想がなくて。……悪い。で、その探し物ってのは？」

　おそらく、碌ろくなものではあるまい。あるいは、すでに確保されたエミリアの身柄である可能性もなくはないが、周囲の様子を見るにそうではないのだろう。

　そう推測するスバルに、アナスタシアは首元の白い狐きつねの襟巻きをそっと撫なでる。

　そして──、

「──『魔女の遺骨』」

「……あ？」

　それがあまりにも予想外の響きすぎて、スバルの脳が単語を処理するのに失敗する。

　結果、呆あつ気けに取られるスバルに、アナスタシアは再び唇を舌で湿らせて、

「『魔女の遺骨』や。奴やつこさん、それが目的でこの都市にきたーて言ゆうてるんよ」

「────」

　改めて無理解を突き付けられ、スバルは絶句し、内容がうまく呑のみ込めない。

　──『魔女の遺骨』、それはスバルの想像を超えた要求だった。

　そもそも、『魔女』が遺骨を残しているなどということが眉まゆ唾つばだ。何な故ぜなら──、

「かつて世界の半分を飲み干したと言われる『嫉しつ妬との魔女』、彼女は今も滅ぶことなく、東の果ての地で世界を望んだまま、眠り続けている。──そう伝え聞いています」

　フェリスの手を握ったまま、スバルの内心をぴたりと言い当てたのはクルシュだ。スバルは彼女の意見に唾を呑み込み、「そう、そうだよ」と頷うなずいた。

「俺も、ベア子からそう聞かされてる。『嫉妬の魔女』は死んでなくて、封印されてるだけなんだって。だとしたら、遺骨なんてのもおかしな話だ」

　道理に合わないと、スバルは『魔女の遺骨』なるものの存在を否定しようとする。

　──その脳裏を過よぎるのは、『聖域』での『嫉妬の魔女』との邂かい逅こうだった。

　ほんのひと時、言葉を交わしたに過ぎない、黒い影の女──その死を、スバルの心は何故か、頑として、否定する。否定、しなくてはならない。

　彼女は死んでなどいないのだと、強く強く、魂がスバルに訴えかけるのだ。

『そしていつか──必ず、私を殺しにきてね』

　その、約束ともいえない約束が、それを否定しなくてはならないと、求め、訴える。

「そうだ。そんなもの、あるはずない。あるはずが……」

「──落ち着けよ、兄弟。魔女の骨ったってアレだ。別に、有名な『嫉妬の魔女』の骨に限った話じゃねぇだろ」

「──ぁ？」

　焦燥感に駆られ、呼吸の荒くなるスバル。その肩を掴つかんで、宥なだめるようにアルがそう言った。そのまま、アルは表情の見えない鉄てつ兜かぶとの視線を周囲に向ける。

「そこんとこどうなんだよ？　今、兄弟と公爵姉ちゃんが言ったみてぇに、一番有名な魔女ってヤツは封印されてるわけだが、他に魔女ってのはいねぇのか？」

「便宜上、魔女と呼ばれた存在は『嫉妬の魔女』以外にもおります。『亜人戦争』当時、亜人の連合に協力していた魔法使いも、魔女と呼ばれ、恐れられていました」

「前例はあるわけだ。なら……」

「せやけど、この都市では話が別。ここで魔女の話題が出るんなら、それは偽物に付けられた渾あだ名なと違ちごて、本物の『魔女』のことが言われてるはずや」

　アルとヴィルヘルムの応酬に、しかしアナスタシアが待ったをかけた。彼女はやけに確信めいた口振りで、スバルには到底受け入れ難い結論を口にする。

「その言い方……アナスタシア様には、心当たりがあるってことなの？」

「そうでなきゃ、ウチもこんなことよう言わんよ。その心当たりがあったから、あの『色しき欲よく』の放送のあと、遠出してでもキリタカさんと合流したぐらいやし」

　伝えていなかった裏の思惑を明らかにして、アナスタシアが浅あさ葱ぎ色いろの瞳ひとみを細める。そのまま、彼女は一同の顔をぐるりと見回すと、

「この水門都市の成り立ち、少し調べたらわかるんやけど、みんな知ってる？」

「──。大昔に、何かを捕まえるためのでかい罠わなだったって話は、聞いた」

　プリステラに到着した当初、美しい街並みを見渡しながら、スバルの隣でベアトリスが講釈してくれたのが思い出される。具体的に何を、という話ではなかったが。

　そのスバルの答えに、アナスタシアは「そう」と頷うなずいて、

「その、都市を使った罠にかけられたんが、件くだんの『魔女』やったって話なんよ。都市を水没させて『魔女』を滅ぼした。その遺骨が、今も都市のどこかにあるいうてな」

「けど、『嫉しつ妬との魔女』は封印されて……」

　思わぬ形で、都市の過去の全容が明らかになる。だが、それはやはり筋が通らない。

　そう反論しかけたスバルを──、

「──テュフォンが大水の中に沈められ、か。……ここが、そうだってのか」

　ぽつりと、鉄てつ兜かぶとの中で呟つぶやかれた微かすかな声が遮さえぎった。

「────」

　突然の名に驚いて振り返ると、アルは無造作に鉄兜の金具を弄いじり、考え込んでいる。だが、確かに今、彼はテュフォンの名前を口にしたはずだ。

『嫉妬の魔女』と同じ時代を生きた六人の魔女、その内の一人、『傲ごう慢まんの魔女』の名を。

「ナツキくんの疑問の答えは簡単。魔女は『嫉妬の魔女』以外にもおったんよ。記録にはほとんど残されてへんけど、そんな口伝もなくはない。そして、この都市には……」

「──その、古き魔女の骨が残されていると」

　アルの呟きが聞こえなかったアナスタシアとクルシュが、遺骨の話題を淡々と進める。結果、スバルはアルに今の呟きを追及するタイミングを逃した。

　もっとも、話題に優先順位をつければ、今の話はここですべきことでもない。

　ただ、仮にアルの呟きが事実であれば、『聖域』で出会った『傲慢の魔女』──幼く、無邪気の塊かたまりであった『魔女』は、この都市で命を落としたのかと。

　そんな感慨が、スバルの胸の奥でしくしくと痛みを発していた。

「その『魔女の遺骨』と、キリタカ様との合流を急がれたことの関係は何なのですか？」

　話題が戻り、アナスタシアの真意に改めてクルシュが踏み込む。その問いかけに、アナスタシアは片目をつむり、

「『魔女の遺骨』は水門都市の重要機密……逸話と在あり処か、それぞれよく知ってるんは十人会の人間だけ。そう聞いとったからやね」

「都市のお偉方しか、その骨の在り処を知らない……つまり、アナスタシアさんはあれか？　『色しき欲よく』の要求に応じた方がいいって？」

「そうは言わんよ。この手の相手の要求に従うと、ズルズルとつけ上がらせるんがお約束やし。それはそれとして、問題の商品の所在は確かめておきたいのと……うっかり、十人会の誰だれかが『色欲』に教えてしまうかもしらんやん？」

「それは、そう、だな」

　スバルの浅知恵と違い、アナスタシアの判断は迅速で的確だ。

　テロリストとの交渉に応じれば、事態は悪化の一いつ途とを辿たどる。今回の例で言えば、『魔女の遺骨』を回収した瞬間、大罪司教は都市を水没させかねない。

　その程度には、奴やつらの人間性が信用できないことをスバルは信用している。

「そのあたりが、ナツキくんが眠ってる間の詳細やね。キリタカさんが上がってきたら、今の遺骨の話を詳しく聞く。そしたら、本格的に対応を決めなあかんから」

「対応、ってのは……」

「──当然、倒すか逃げるか、やね」

　低く、アナスタシアの声には静かな決意と、青い炎のような怒りが灯ともっていた。

「今回、候補者をプリステラに呼んだんはウチや。それがこんなことになってしもて、ウチかて責任感じとる。……これだけやってくれた子ぉらに、落とし前はつけさせなな」

　おっとりと、自分自身に戦闘力を持たない大商会の主あるじが、淡々とそうこぼした。それにスバルは、獣けものの牙きばを首にかけられたのと同等の恐怖を覚える。

　アナスタシア・ホーシン、彼女もまた、敵に回してはならない一人なのだと、改めて。

「──あ、待って待って。対話鏡が反応してる！　ユリウスたちから」

　と、話題がいったん途切れたところに、驚き顔でフェリスが手を上げた。掲げた彼の手には対話鏡があり、その鏡面が応答を求めて白く輝いている。

　それを、フェリスが皆に見えるように円卓の上に置いて、さっと鏡面に手をかざすと、

『──フェリスと、全員揃そろっているようだね。私は見えているだろうか？』

　そんな言葉と共に、鏡に紫色の髪をした美丈夫の姿が浮かび上がる。都市の外を巡り、人助けに奔走しているユリウス・ユークリウスからの連絡だ。

　そのユリウスの連絡を受け、鏡面の前に早足にアナスタシアが駆け寄る。

「ユリウス、連絡がないから心配したわ。外の様子はどうなん？」

『ご心配をおかけして申し訳ありません。都市の状況は混こん沌とんとして、魔女教への怒りは募るばかりですが……それより、今は急ぎ伝えなければならないことが』

　アナスタシアとの再会の言葉もそこそこに、ユリウスはさっと鏡面から姿を消す。その美丈夫に代わって鏡に映り込んだのは、モノクルを付けた子猫人──ティビーだ。

『鉄の牙』の三姉弟副団長、その末弟であるティビーはユリウスと同行していたらしい。ただ、鏡に映ったティビーの表情は、いつになく切迫したものだった。

「ティビー？　どないしたん？　そんな焦った顔して……」

『お、お嬢、大変ですです。そっちに、お姉ちゃんは戻っていませんですか？』

　アナスタシアの言葉を遮さえぎり、ティビーが質問を投げかけてくる。その様子に困惑しながらも、アナスタシアは「ううん」とミミの不在に首を横に振った。

「戻ってへん。ウチらも心配してて……ティビー？」

　只ただならぬ雰囲気に、鏡越しに緊迫感が会議室にも伝わる。しかし、変化はそれだけで終わらない。直後、対話鏡の鏡面に波紋のようなものが生じた。

『お嬢！　お嬢おるか！　大変や！　ヘータローが、ミミがヤバい言ゆうて！』

　次の瞬間、三枚一組の対話鏡の、最後の一枚がこの会話に参加してくる。鏡面に映っているのは、大口を開けた犬人のリカードだ。だが、そのリカードの顔を押しのけ、すぐに涙目の子猫人が鏡面に飛び込んでくる。

『お嬢！　お嬢っ！　お姉ちゃんが、お姉ちゃんがぁ……っ』

　涙声で訴えるのは、ティビーと瓜うり二ふたつの兄弟であるヘータローだ。普段から気弱な顔立ちの少年だが、今は特別にその表情を悲痛に歪ゆがめている。

「ヘータロー、落ち着き。何があったん？　ゆっくり、話し」

『か、加護の影響が、僕たちの加護の影響がお姉ちゃんから流れ込んできてて！　そ、それがすごい傷で……これじゃ、お姉ちゃん……っ』

「加護……『三分の加護』やね？　つまり、ミミがどこかでケガして、その影響がヘータローとティビーの二人にも出てる？　それでええ？」

　アナスタシアの理解に、鏡面に浮かぶヘータローとティビーが揃そろって頷うなずく。

　その話を背後で聞くスバルは、以前にミミから聞いた『三分の加護』の効力──加護で繋つながった三姉弟が、傷や疲労を分け合えると話してくれたのを思い出していた。

　かつて、レムが屋敷で窮地に陥ったラムの異変を共感覚で察したように、ミミたち三姉弟にも似たようなことができるのだろう。──それが、ミミの窮地を知らせたのだ。

　その意味を、手鏡越しに伝わる二ヶ所を含めた全員が理解し、緊迫感が走る。明確な関係者の命の危機、その衝撃を何とか咀そし嚼やくして──、




『やっほー、やっほほ、やっほっほー！』




　──その声は、あまりにも図ずう々ずうしく、状況を弁わきまえないままに都市中に響き渡った。

「な、ぁ？」

　突然のことに、事態を受け止め切れないスバルは顔を天井へ向ける。声は、空から降ってくる。だが、それは天井ではなく、文字通り、空からだ。

『ミーティア』を利用した、都市全域へと響き渡る放送──都市庁舎の設備を利用したその放送はつまり、何度も話題に上がった大罪司教、『色しき欲よく』の。

『都市中のクズ肉の皆さーん、元気にしてやがりますぅ？　日に何度聞いても麗うるわしい、アタクシの美声に酔よい痴しれて大興奮しちゃってくれてますー？　きゃははははっ！』

　甲かん高だかく、耳障りな笑い声だった。ひどく高慢な感情を孕はらんだ女の声、それは聞くものの心の在り様など一切を無視して、鼓膜を蹂じゆ躙うりんする悪あく辣らつな攻撃だ。

　ほんのわずかな時間だけで理解できる。──声の主の、残虐で醜悪な人間性を。

「これが『色しき欲よく』……このタイミングで!?」

『さてさて、美少女の声に発情収まらねークズ肉共に、優しく慈悲深いアタクシ様から重大なお知らせがありやがりまーす！　傾聴！　傾注！　耳の穴かっぽじりましたー!?』

　動揺を隠せないスバルと対照的に、この種の放送が二度目である周囲の反応は様々だ。警戒、怒り、嫌悪──いずれにせよ、動揺はなく、次の言葉に耳を傾ける。

　この、心を掻かき毟むしり、脳を軋きしませる声の主が、いったい何を告げるのかを。

『じ・つ・は！　あんだけアタクシが丁寧にお願いしてやったってーのに、不届きな連中が都市庁舎に仕掛けてきやがって……アタクシ、本当に芯しんから傷心！　ホント、分からず屋なテメーらクズ肉に、心底、呆あきれて物が言えすぎちまうってもんでーす！』

「……こんなん、付き合ってられんわ。リカード、ユリウス、よく聞き。ティビーとヘータローは都市庁舎に戻して、二人はミミの行方を……」

　放送が続く中、直前の話題の解決に頭を働かせるアナスタシア。彼女は対話鏡越しに、自分の騎士と番犬に呼びかけ、ミミの無事のために動かそうとする。

　しかし、状況の変化は、努めて冷静であろうとしたアナスタシアさえも翻ほん弄ろうする。

　──それも、最も、誰だれにとっても最悪の形で。

「──何奴やつ!?」

　不意に、鋭く叫んだヴィルヘルムが会議室の入口へと向き直った。抜き放った剣を構かまえる『剣鬼』、その気配に慌てて振り返り、スバルたちも同じ方を見る。

　次の瞬間、弾はじかれるように扉が開かれ、会議室に人影が飛び込んできた。

　刹せつ那な、その乱入者の存在にスバルたちの肩が跳ねたが、その驚きを振り払い、最初に声を上げることになったのは他でもないスバルだった。

　そこに飛び込んできたのが、見知った金髪の少年だったからだ。

「ガーフィール!?」

　多量の汗を浮かべ、息を切らしたガーフィールがその声に顔を上げる。

　彼はスバルの存在に気付くと、よたよたと怪しい足取りで駆け寄ってくる。らしくない態度とおかしな雰囲気、その原因にスバルは遅れて気付いた。

　ガーフィールのふらつく原因が、彼の腕の中に抱かれていることに。

　誰もが言葉が出ない中、ガーフィールがスバルの下へと辿たどり着く。そのままガーフィールはその場に頽くずおれると、スバルに縋すがるように頭を下げた。

　そして、血ち塗まみれの両腕を差し出し、喉のどを震わせる。

「すまねェ……すまねェ、大将ッ！　俺様ァ、俺は！　役立たずの！　能無しだ……ッ！」

　悲痛な、悲痛な叫び声を上げるガーフィール。

　その、血塗れの彼の腕の中には、瀕ひん死しの状態で抱かれるミミの姿があった。
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第四章　『ゴージャス・タイガー』
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　──時は、ガーフィールが避難所へ駆け込む一日前へと遡さかのぼる。




「────」

　夕刻の街並みを歩くガーフィールは、ふとその視線に気付いて息を詰めた。

　それは人混みの彼方かなた、街路の角、揺れる水面みなもにそっと映り込む黒い女の影だ。

　時折、視界の端にちらつく見慣れた人影──それが実在する女ではなく、かつて実在した女の幻影であることをガーフィールはよく知っている。

　その女の存在を、鼻に感じることができないのだ。

　ガーフィールの嗅きゆ覚うかくが、目に見える距離の相手を嗅かぎ分けられないなどありえない。ましてやその女の纏まとった血けつ臭しゆうは、今も鼻の奥にこびりついて離れないほどだった。

　だからこそ、ガーフィールは確信をもって言える。その女が、幻影なのだと。

　何よりその女は──エルザ・グランヒルテは、他ならぬ自分が殺したのだから。

「────」

　だが、今もその女の幻影はガーフィールを見つめている。

　赤黒く香るほどに鮮明な血色の微笑ほほえみを湛たたえ、ガーフィールの心を深々と抉えぐりながら。

　──初めてその女の幻影に気付いたのは、『聖域』を離れてから二ヶ月ほど経たった頃ころだ。

　スバルやオットーと共に、とある町で発生した事件に関かかわった直後から、その女の幻影はたびたびガーフィールの視界をちらつくようになっていた。

　原因は何となくわかっている。──この幻影は、ガーフィールの心の弱気そのものだ。

　問題の事件で、ガーフィールはうまく立ち回れなかった。それを心底不ふ甲が斐いなく思っても、スバルたちはガーフィールはよくやったと繰り返すばかりだった。

　思えば、彼らはずっとそうだ。彼らはずっと、ガーフィールの過あやまちを許し続ける。

　だが、ガーフィールは忘れていない。自分が、仲間たちにした数多くのことを。

　一つ掛け違えば、『聖域』で自分はスバルやオットーをこの爪つめにかけていたはずだ。そんな勇気が自分になくても、自や棄けになってそれをすることは十分考えられた。

　未遂だった。スバルもオットーも、ガーフィールのことを許している。

　──だから、ガーフィールが許さない。自分自身の弱さを、己の意気地なさを。

　初めてこの手で命を奪った女、エルザが自分の弱気の象徴として姿を見せるのも、それ故のことだとガーフィールは受け止めていた。

　幻影は血色の微笑みで、ガーフィールの心が陰る瞬間を嘲あざ笑わらっているのだと──。

「ねー、ガーフ聞いてる？　今、ミミ、めっちゃいい話してる！　してたー！」

　その血色の微笑みが、眼前に割り込むあけすけな笑みに遮さえぎられる。息がかかるほど近くで破顔した少女、その笑顔にガーフィールはのけ反った。

「……あ、あァ、そォかよ」

「うん、そーな！　ホント、ヘータローもティビーも甘えんぼで、お姉ちゃん大変！」

　気のないガーフィールの返事だが、少女はけらけらと笑ってめげる素振りもない。

　橙だいだ色いいろの獣毛につぶらな瞳ひとみ、天てん真しん爛らん漫まんを絵に描かいたような振る舞いの少女は、どういうわけかガーフィールに付き纏まとってくる敵対陣営の一人、子猫人のミミだ。

　──現在、ガーフィールとミミの二人は夕暮れのプリステラを並んで散策している。

　一人になりたい心情のガーフィールだったが、そういった機微を感じ取る力が著しく低いらしいミミにうっかり見つかり、ここまでついてこられてしまった形だ。

　どうも、プリステラ到着以来──否いな、ロズワール邸での初対面から、やけに彼女には懐かれてしまっている。初めは敵対陣営の戦力を警戒しているのかと思っていたが、ここまでの言行からその線はほぼ消えて、ただ気に入られただけとの見方が有力だ。

　それはそれでどうしたものかわからず、されるがままに任せているのだが。

「むむ！　ガーフ、ヘンな顔してるー！　なんか、おもろそーなことあった？」

「これッが景気いい面に見えッかよォ。話したくねェし、話すッ義理もねェよ」

「ギリとかニンジョーとかむつかしいこと言ってるとヨシュアみたくならん？　もっとてけとーでいいとミミは思います。アホみたいに笑った方がガーフ、カッコいい！」

「アホみてェにってなんだ、コラァ」

　褒めているのかけなしているのか、その言葉にガーフィールが牙きばを剥むくと、少女は「きゃーっ」と笑って駆け出していく。そのまま少し先で足を止め、にこにことこちらが追いつくのを待っているミミ。──そこにいたはずの幻影は、見えなくなっている。

　──ガーフィールが夕暮れの水門都市へ飛び出したのは、『水の羽はご衣ろも亭』で出くわした『剣聖』ラインハルトとの一幕、それが尾を引いていたからだ。

　ルグニカ王国だけに留とどまらず、四大国最強の呼び声高い今代の『剣聖』。

　その噂うわさは耳にしていたし、本人と知り合いであるスバルからも話は聞かされていた。だからこそ、いずれ本人と相あい見まみえる機会をガーフィールは待ち望んでいたのだ。

　それこそが、自分が『最強』へ至るのに必要な儀式だと、そう固く信じていた。

　──『最強』、その響きはガーフィールにとって特別な意味を持っている。

　男として生まれた以上、誰だれもが一度は最強を夢見る。誰もが夢に見ながら、長い人生の途上で忘れ、手放してしまう憧あこがれ。それを、ガーフィールは忘れたことはない。

　その称号こそが、臆おく病びようなガーフィールが大切なものを守り抜くために絶対に必要な条件だと、そう思い描き、追い求めてきたのだ。

　故に、その『最強』と対たい峙じした瞬間、無意識に自分が後ずさったことは、絶望だった。

　わずか十五年の生涯だが、ガーフィールはその大半を自らの鍛錬に費やしてきた。全すべては武の極みに至り、大切なものをこの手で守り抜く誓いを証明するために。

　その誓いが、本物を前にして足が後ろへ下がった瞬間、全て嘘うそになったのだ。

『剣聖』に剣を抜かせる前に、自分の鍛え上げた拳こぶしを振りかぶる前に、負けたのだ。

「ガーフィール、心配しなくてもお前は強いよ」

　敗北感を抱えたガーフィールを、スバルはそんな風に励ましてくれた。その言葉に癇かんし癪やくを起こし、無様に喚わめかなかったことだけが自分の功績に思える。

　胸中に渦巻くやり場のない感情、それに触発されたように姿を見せる、自分が殺した女の幻影──それを振り切らんと、独り、夕暮れの水門都市へ飛び出した。

　その、はずだったのに。

「ガーフ！　ガーフ！　見てみ、見てみ！　ほら、夕焼けがめちゃめちゃ水に映ってちょー赤い！　これすごー！　すごー！　きれー！」

　きゃいきゃいと駆け回り、ガーフィールの袖そでを引っ張ったり髪を引っ張ったり背中に飛び乗ってきたりと、勝手な同伴者のミミは遠慮と容赦がまるでない。

　おかげで、一人で落ち込む時間が全く取れないではないか。

「てめェ、ちっとは落ちッ着けや！　俺様がへっこんでんのがわかんねェのかよォ」

「んー、ムリーっ！」

「即答すんのかよッ！」

　こちらの腕を掴つかみ、ぐいぐいと引っ張ってくるミミにガーフィールはされるがままだ。

　本気で振りほどいて逃げてもいいが、それで街中で追いかけっこする羽目になって、スバルたちに迷惑をかけるのは避けたかった。

　プリステラを出発する前、ラムとフレデリカからもきつく注意されている。自分の奇行で迷惑をかけるのは、尻しり拭ぬぐいが得意なオットーだけにするようにと。

「んー？　どしたの、ガーフ、暗い顔？　なやみゅ……にゃやみ、なややごと？」

「そりゃァ、悩み事って言いてェのか？」

「そう、ナナミゴト！　なんかあんの？　言ってみ、言ってみー」

　その場で拳こぶしを「しゅっしゅっ」と突き出しているミミの申し出。その相談に乗り気な少女の姿に、ガーフィールは毒気を抜かれた気分で牙きばを鳴らした。

　それから、ガーフィールは視線を水路へ向け、翠みどりの瞳ひとみを細める。

「……確ッかに、いい景色じゃァねェかよォ」

「でしょでしょ？　これすごー！　めっちゃすごーでんなー！　お嬢にも見せたい！」

　話半分に聞いていたが、水路に赤い夕ゆう陽ひが照り返す光景は確かに美しい。

　世界を朱色に染める頭上の夕ゆう陽ひと、黄色と白を孕はらんだ水面の赤光はあまりに鮮やかで、目にしたものの心に甘美な絶景を焼き付けていた。

「────」

　その光景に目を奪われながら、ガーフィールは妙に穏やかな自分の心に気付く。

　挫ざ折せつと敗北、一人きりで惨めに沈み込むはずだった無力感は、しかし一緒にいてくれる少女の陽気さで、ちっともガーフィールの心を蝕むしばめないでいる。

「ふんふんふーん」

　ガーフィールの隣に並んで、当のミミは上機嫌に鼻歌など歌っていた。その手でちょこんとガーフィールの腰巻きを摘つまんで、ゆるゆると頭を左右に揺らす姿は楽しげだ。

　ふと、彼女の髪や尾の色が、鮮やかな夕焼け色をしていることに気付いた。思わず手を伸ばして頭を撫なでると、ミミが嬉うれしそうに身を寄せてくる。

「ふわふわ？　お嬢もねー、よくさわりにくんの。イヤシケーみたいなヤツ！」

「あー、その癒いやし系ってヤツ、大将もよく言ってんなァ。今は、ちっとわかる気がする」

「おー、ガーフ、ミミのふわふわでイヤラシーされてる？」

「それッだと、また意味が変わってッきちまってんなァ！」

　ミミが「あれー？」と悪気なく首を傾かしげ、ガーフィールは噴き出してしまう。

　胸中で渦巻いていた負感情が、そのやり取りに溶け出していく。屈辱と敗北感で濁っていたはずの闘争心が、固く真まっ直すぐな反骨心に立て直されていくのがわかった。

「……いきなり、最強にゃなれッこねェ。俺様ァ、まだ登ってる真まっ只ただ中なかッだ」

「おー、このながいながいサイキョーへの坂をなー！」

「へっ、なかッなかわかってんじゃァねェかよ。──そうさ、それが最ッ強の道だ」

　拳を突き上げるミミに、ガーフィールは額の白い傷に触れて牙を噛かみ鳴らした。

　癪しやくな話だが、ミミのおかげで闘争心を取り戻せた。一人でくよくよしていたなら、この結論に辿たどり着くのにどれだけ時間がかかったことか。

「──あ！　ガーフ、あれ！」

　そんな素直でない感謝を思った瞬間、隣のミミが強く袖そでを引いた。彼女の視線は赤々と煌きらめく水路に向いており、視線を辿ったガーフィールもそれを目にする。

　都市を縦横に貫く大水路、その対岸に停留していた小舟の縄がほどけ、無人のまま動き出そうとしていた。ただ、問題はそこではない。

「ガキんちょたち！」

　叫んだミミが見ているのは、その流れる小舟の進路にある一隻の船だ。係留された船では五人の子どもが舟遊びをしていて、近付いてくる小舟の存在に気付いていない。

　ミミの声を聞いて、水路の周辺にいた人々も衝突の危険に気付く。近くにいた船主の一人が慌てて子どもたちの方へ走るが、あれでは間に合わない。その騒ぎに気付いた子どもたちが、近付いてくる船の存在に顔を青くする。

　そのまま、あわや大惨事に──、

「──よォ、チビ共。最初ッに気付いた、あのチビッ子姉ちゃんに感謝ッしろや」

「ガーフ！」

　水路を一足で飛び越え、子どもたちと同じ船にガーフィールが着地する。水上の船をほとんど揺らさずに現れたガーフィールに、子どもたちが唖あ然ぜんと目を丸くした。

　その驚きに乗じて、ガーフィールは五人の子どもを一挙に抱え込むと、再びの跳躍で船から逃れる。直後、船同士がぶつかり、二隻が水路でひっくり返った。

「あら、よっとォ！」

　二隻の転覆に巻き込まれ、連鎖的に他の小舟が傾く。それを、子どもたちを地面に解放したガーフィールが、船着き場に繋つながれた綱を手た繰ぐって強引に押し止とどめた。

「っとまァ、こんなもんよ！」

　波の勢いが弱まると、緩ゆるんだ縄をしっかり締め直して、ガーフィールが無事な子どもたちへと笑いかける。直後、一連の事態を見届けた人々が歓声を上げた。

　もののついでと、ひっくり返った二隻の船の回収にも力を貸してやると、被害を最小限に食い止めてもらった船主がぺこぺこと何度も頭を下げてくる。

　その不運な船主の肩を叩たたいて、ガーフィールが一息つく。そこへ──、

「お、お兄ちゃん、ありがとうございました！」

　助けた子どもたちが、揃そろってガーフィールにお礼の言葉を口にした。振り返るガーフィールに子どもたちが向けるのは、船上の驚きよ愕うがくから一転した尊敬の眼まな差ざしだ。

　そんなガーフィールと子どもたちの交流に、周囲からは拍手が降り注いでくる。

　それを照れ臭くさげに受け止めつつ、ガーフィールは軽く指で額の傷跡をなぞって、

「気にッすんじゃァねェよ。たまたまの偶然……夕焼けと湿った風が俺様に教えてくれただけだ。水門都市で誰だれかが泣きゃァ、いよいよ水路が溢あふれちまわァってなァ」

　ガーフィールが誇らしげにそう応じると、急に拍手の音が疎まばらになった。

　歓声も何となく遠くなり、微妙に声援が気まずそうでたどたどしくなる。だが、そんな周りの人々と違い、当事者である子どもたちの反応は劇的だ。

「す、すげー！」「かっちょいー！」「ひかない！　こびない！　かえりみない！」

「おォ、それよ、それ！　『聖女の拳こぶしは大地を砕くだく』ってなァ！」

「お兄さん、お名前は？　なんていうんですか？」

　上機嫌に胸を張るガーフィールに、子どもの一人がそう尋ねた。

　瞬間、ガーフィールは鋭い牙きばを剥むき出しにして、いっそ獰どう猛もうな笑みを作る。

「名乗るほどのもんじゃァねェよ。それでもあえて名乗るなら……俺様ァ、虎とら。そう、黄金の虎だ。人呼んで──ゴージャス・タイガー!!」

「ゴージャス！」「タイガー!!」

　両手を斜めに天に伸ばし、前傾姿勢に身み構がまえるガーフィール──その姿に子どもたちはますます盛り上がり、ガーフィールと同じように思い思いの構えを取った。

「──ガーフ、すごー！　すごーかっけーっ!!」

　そんなガーフィールと子どもたちの下へ、水路を迂う回かいして駆け付けるミミが合流、彼女もまた目を輝かせ、その不思議な構えの集団へと自らも飛び込んだ。

「ゴージャス！」「ゴージャス！」「ゴージャス・タイガー!!」

　子どもたちとミミと、ガーフィールの高笑いが夕暮れの水門都市に響き渡る。

　──すっかり拍手と歓声の消えた水路で、取り残された船主だけが、頬ほおを引きつらせながらぽつんとそれを見守っていた。





　　　　２






　意気投合した子どもたちを引き連れ、露店で買い食いを果たしたガーフィールは、意気揚々と肩で風切って街を練り歩いていた。

「そのとき、俺様ァ言ったのさ。『てめェらの悪事はお見通しだぜ、三下共が。悪巧みと悪人面で、俺様の兄貴分と大将に敵かなうもんかよォ』ってなァ！」

「すごー！　かっちょいー！」「わー！　しびれるー！」

　空が夜色に染まり始めるプリステラで、武勇伝を語るガーフィールをミミと金髪の少年が囃はやし立てる。まだ六、七歳の幼い少年は、水路で助けた子どもたちの一人だ。

　今しがたガーフィールが語っていたのは、この一年の間に起きた出来事の中でも印象深い事件の一つ、『呪のろわれた女神像』の一幕だ。

　とかく、問題に巻き込まれやすいスバルとオットー、それにガーフィールを加えた三人が、曰いわく付きの『ミーティア』の所有権を巡る面倒に遭遇した事件であった。

　そんな思い出語りを喜んで聞く二人を連れ、ガーフィールは上機嫌に牙を鳴らす。三人の目的地は金髪の少年の自宅で、彼を家へ送り届ける最中だった。

　子どもたちを連れて露店巡りをしたガーフィールには、『最年長』として彼らを無事に家に帰す義務がある。すでに四人は自宅に帰し、この子が最後の一人だった。

「それッにしても、チビ共だけでずいッぶん遠出したじゃねェか、オイ」

「えっと……じつは、一番街の公園に歌姫様がいるって聞いて……」

「歌姫っつーと、アレか。大将の話じゃ、歌声はすげェって聞いたッけどなァ」

　無邪気な憧あこがれを口にする少年に、ガーフィールは鼻面に皺しわを寄せた。

　少年が話題にしたのは、プリステラの有名人『歌姫』リリアナだ。ガーフィールも短時間だが、ミューズ商会で実物を目にする機会があった。正直、かなりアクの強い人物であり、希代の歌姫という風評とは致命的に相あい容いれないように感じたものだ。

「ガーフ、歌姫のお歌聞いてなさげ？　もったいなー！　なんかすごーだったのに」

「そういうお前はちゃんッと聞けたッのかよォ」

「んー！　最後まで寝なかった！　まさにカイキョ！　ミミすごー！　褒めてー！」

　頭を差し出すミミを、ガーフィールはおざなりに撫なでる。ミミが「やったー！」と大喜びして駆け出していくと、ガーフィールは少年に向き直り、

「で、憧れの歌姫様には会えたッのかよォ？」

「ううん、ちょっと遅かったみたいで。……おねーちゃん、怒ってるかな」

「姉ちゃんだァ？　なんだって、姉ちゃんに怒られッなんて話になんだよ」

「……内緒で、出てきちゃったから」

「あー」

　沈んだ顔の少年によると、今日の友人との約束は家族に内緒の計画だったらしい。だが、予定より帰りは遅くなり、家族の、特に姉の反応が怖くて仕方ないとのことだ。

　その気持ちはガーフィールにも痛いほどわかる。姉という生き物は強い。それは弟にとって永遠に越えられない壁と言っていい。十年ぶりの再会で、体を鍛えていてもそうなのだ。少年の歳としでは力でも負けていよう。その力の差は絶望的だ。

「わァった。俺様にきちっと任せとけや」

　不安げな少年が、力強く胸を叩たたいたガーフィールに瞠どう目もくする。

「姉貴がおっかねェってのァ俺様にもわかっかんなァ。俺様も姉貴がいて、惚ほれた女も姉貴やってる女だ。坊主の姉ちゃんが怒ってんなら、俺様が味方してやらァ」

「ゴージャス・タイガー！」

　感極まった少年がひしっとガーフィールに抱き着いてくる。その少年を抱き返してやると、背中にひしっとミミまでしがみついてきた。

　そうして前後にチビッ子を抱き着かせたまま、ガーフィールは決意を新たに少年の家へとえっちらおっちら足を進めた。

「ゴージャス・タイガー、か」

　少年がそう呼んでくれる事実を、ガーフィールは牙きばの奥で噛かみしめる。

　宿を離れる切っ掛けとなった無力感、それが完全に消えたわけではない。今はまだ、旅館でラインハルトと平常心で顔を突き合わせる自信はなかった。

　それでも、自分の無力感を象かたどった黒衣の女の幻影はどこにも見当たらない。

　それもきっと、自分をゴージャス・タイガーと慕ってくれる子どもたちや、なんだかよくわからない元気を与えてくれるミミのおかげで──、

「──フレド！」

　と、そんな感慨に浸っていたガーフィールの鼓膜を、高い声が鋭く震わせた。

　顔を上げれば、こちらへ猛然と駆けてくる小さな人影が見える。長い金髪をなびかせるのは、少女の姿形をした流星だ。

　それは真まっ直すぐ、ガーフィールにしがみつく少年へと突き進み、

「あ、おねーちゃ……ぎゃふんっ！」

「あんた、どれだけウチに心配かけたら気が済むのよもうっ！」

　勢いよく放たれた飛とび蹴げりが、ガーフィールにくっつく少年を軽々吹っ飛ばした。その理想的な蹴りの姿勢と、美しい着地に思わずガーフィールは感心してしまう。

　その間、少女は素早く身を翻ひるがえし、踵かかとでガーフィールの足を踏むと、吠ほえる。

「この不審者っ！　うちのフレドをどうするつもりだったのよっ！」

「痛……くはねェが、足どけろや、チビッ子」

　もはやチビッ子が飽和状態だが、それに構かまわずガーフィールは少女をそう呼ぶ。

　その静かな反応に、先制攻撃が通じなかった少女はわずかに怯ひるんだ。至近距離でガーフィールの顔を見て、凶暴な相手にケンカを売ってしまったと思ったのかもしれない。

　一方、ガーフィールはガーフィールで内心驚いていた。まさか、再会した弟に問答無用で一撃ぶち込む姉が、フレデリカ以外に存在したとは。

　ちなみに、蹴り飛ばされた少年は「ぴゃーっ」と飛びついたミミが受け止め、二人で仲良く地面を転がって無傷で済んでいる。とはいえ、

「姉貴が弟に蹴りくれるッてなァ感心しねェなァ」

「うっ……そ、それはごめんだけど、あんたこそ何なのよっ！　言っておくけど、ウチにもフレドにも手出しさせないからっ！　ウチが怒ったら怖いのよっ！」

　ガーフィールの言い分に、非を認めつつも負けじと噛かみついてくる少女。

　少年の姉だが、こちらもまだ十歳前後の幼い少女だ。おしゃまで、ちょっと背伸びしたい年とし頃ごろといったところか。外見だけならチンピラ一直線のガーフィールに挑んで、涙目ながら勇気を振り絞っている。おそらく、弟から注意を逸そらす、そのために。

　しかし、そんな少女の健けな気げな考えはうまくいかない。何な故ぜなら──、

「ご、ゴージャス・タイガー……おねーちゃんを、食べないで……」

　そう言って、涙目の姉の前に、決死の表情の弟が割り込んだからだ。懇願する少年の言葉に、庇かばわれた少女が目を見開く。しかし、少女は奥歯を噛み、弟の隣に並んだ。

　出だしはどうかと思ったが、姉は弟を、弟は姉を、互いに庇い合う美しい関係だ。

「俺様が悪者扱いってのが、イマイチ納得いかねェんだッけどよォ」

「ワルモノ！　ガーフ、ワルモノダメな！　ガーフ、ゴージャス！　タイガー！」

　小走りに戻ってくるミミが、ぴょんと跳び上がってガーフィールの頭を小突いた。痛くはないが、何とも腑ふに落ちない一撃と言わざるを得ない。

　そのまま、三人に敵視されるガーフィールは釈明に頭を悩ませ──、

「──お姉ちゃん？　フレドはいたの？」

　その膠こうち着やく状態を崩してくれたのは、またしても余よ所そからの声音だった。

　柔らかく、穏やかな女性の声だ。と、その声が聞こえた途端、目の前の姉し弟ていが顔を見合わせたかと思うと、大慌てで声の方へと駆け出していった。

「なんだァ？」

　その勢いにガーフィールが瞠どう目もくするのと、通りの向こうに人影が現れたのは同時だ。曲がり角から姿を見せた人物に、姉弟がぴょんと飛びつく。

「おかーさん！」「お母さんっ、不審者っ！　ゴージャスなんとかがフレドをっ！」

　涙ながらに縋すがり付く二人を受け止めたのは、長い金髪を緩ゆるく纏まとめた女性だ。二人の言葉を信じるなら姉弟の母親だが、母親には二人の言葉を信じないでほしい。特に姉の方の言葉を信じられると、濡ぬれ衣ぎぬが重ね着になってややこしくなる。

　ともあれ、冷静に話のできそうな大人が出てきてくれたのは大助かりだ。都市の衛兵を呼ばれる前に、ガーフィールは事情を説明しようと踏み出し──、

「──ぁ？」

　姉弟を抱いたまま、困ったような笑みをこちらに向けた相手に、足が止まった。

「ガーフ？」

　不審な挙動で止まったガーフィールに、ミミが不思議そうな顔を向けてくる。

　しかし、ガーフィールはそのミミの呼びかけに応じることができない。そんな余裕はどこにもなかった。心と瞳ひとみは波乱と困惑に満たされ、掻かき乱されていく。

　感情が錯さく綜そうし、思考が千々に乱れる。だって、そうだろう。当然だろう。

「あの、うちの子たちがお世話になったみたいで、ごめんなさい。もしよかったら、家の方でお話を伺えませんか？　すぐ近くなんです」

　おっとりと、女性は何の疑念も抱いていない調子でそう申し出る。

　警戒なく距離を詰めてくる女性、その姿形にガーフィールの目が見開かれていく。鋭い牙きばが噛かみ合わず、カチカチと歯の鳴る音に女性が首を傾かしげる。

　その表情が、態度が、声が、ガーフィールの存在を、魂を、激しく揺さぶった。

　だって、そこにいたのは──、

「──母さん？」

　あるはずのない再会に、掠かすれた声だけがその喉のどからこぼれ落ちていた。
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「ごめんなさいね。お客様がくるなんて思っていなかったから、あまり片付いてなくて」

「んー、気にしなーい！　ダイジョーブ！　ミミの部屋とくらべたらアットーテキ！」

「あらあら、女の子なんだからダメじゃない。ちゃんとお片付けしなくっちゃ」

　ソファの上で足をパタパタさせるミミの頭を、女性が優しく撫なでている。ミミは気持ちよさそうに喉のどを鳴らして、すっかり彼女に気を許した様子だ。

　口を噤つぐんだガーフィールは、そんな二人を正面からじっと眺めていた。

　長く豊かな金色の髪、色白の肌と華きや奢しやだが女性らしい体つき。柔らかな面差しと、穏やかに澄んだ翠みどり色の瞳ひとみ──身近な、ガーフィールの姉によく似ている。若々しい見た目は二十代でも通りそうだが、実年齢は三十代半ばに差し掛かっているはずだ。

　だって、あれから十五年もの月日が過ぎている。それなのに、あの頃ころとほとんど外見が変わっていないことが、ガーフィールの心を恐ろしく強烈に掻かき毟むしっていた。

「そちらの、ゴージャス・タイガーさんはお茶はお嫌いでしたか？　ごめんなさい。私ったら、好みも聞かないで用意してしまって……」

　沈黙するガーフィールに、女性──リアラ・トンプソンと名乗った女性が困ったように眉まゆを下げる。その指摘に、ガーフィールは「いィや」と慌ててカップを取った。

「違ちげェんだ。ちっとばかし……その、家のでかさに驚いてッてよ」

「まあ、そうでしたか。確かに、うちはとても大きくて、毎日お掃除が大変なんですよ。私、とてもそそっかしいもので。……でも、変ですね」

「──。なァにが、変だって？」

「いえ、いつもならちゃんと、お客様の葉の好みを聞くのに、今日だけ自然と」

　不思議、と口元に手を当てて微笑ほほえむリアラに、ガーフィールは無言でカップに口を付ける。──茶葉の味と、温ぬるくした茶の熱さが好みにピッタリだった。

　その事実が怖くて、ガーフィールは目の前のリアラと記憶の女性との差異を探す。

　豪邸に相応ふさわしい所作と装いのリアラ。ガーフィールの記憶にある女性は、粗末な服と、世間知らず特有の朴ぼく訥とつさが印象的で、そこは全く、大いに違っている。

　なのに、その笑顔と、優しげな声と、仕草と、存在の全部がガーフィールを惑わせる。

「────」

　別人の、はずだ。別人で間違いない。現に、リアラはガーフィールに対して、子どもたちの知人以上の反応をしていない。そんな腹芸のできる女性ではなかった。

　リアラ・トンプソンは、ガーフィールの脳裏に焼き付く実母──リーシア・ティンゼルとは瓜うり二ふたつなだけの他人、ガーフィールはそう結論付けようと必死だった。

　ガーフィールと母との別れは、まだ彼が乳飲み子だった頃の話だ。それなのに母の記憶が鮮明なのは、憎たらしくも『聖域』の『試練』が見せてくれた過去のおかげ。

　母の顔も、声も、愛情も、ガーフィールはあの『試練』で全すべてを思い出した。

　そして、母が我が子たちと別れた直後、悲運の死を遂げたことも改めて思い出された。

　だから、ガーフィールと母との再会は絶対に叶かなわない。これはよく似た他人なのだ。

　──他人なのに、どうしてこの人は、こんなに懐かしい匂においがするのだ。

「ミミさん、お耳のところの毛がふわふわそうね。触ってもいいかしら？」

「どぞー！」

　頭を差し出すミミに、リアラは嬉うれしそうにその毛並みの触り心地を堪たん能のうする。

　童女のように無む垢くな微笑と、他人を疑うことを知らない振る舞い。見るからに怪しい風体の男と子猫人の少女、それを無警戒に家に招いてしまうところも度し難い。

　そんな態度の全すべてが、ガーフィールにリアラが母ではないかと錯覚させる。




　──ガーフィールとフレデリカの母、リーシアは不幸な女だった。

　実家は借金で取り潰つぶしになり、幼くして非合法の人買いに身柄を売られた。その人買いが亜人族の盗賊団に襲われ、リーシアはそこで獣人たちの奴隷とされたのだ。

　数年後、リーシアが姉のフレデリカを身み籠ごもると、盗賊団はあっさりと彼女を捨てた。その後、彼女は紆う余よき曲よく折せつを経へて、また別の盗賊団に囚とらわれ、フレデリカを出産したのだ。

　姉のフレデリカも、物心がついた頃ころには盗賊団にいたと聞く。その頃のことを姉は話したがらないが、リーシアがガーフィールを身籠った途端にそこを離れた以上、決して良い環境ではなかったのだろう。

　不幸に不幸を煮詰めたような時を過ごし、幼い娘と膨れた腹を抱えたリーシアが辿たどり着いたのがロズワールの庇ひ護ご下であり、『聖域』という安息の地だった。

『君の母親……リーシアさんかい？　私も、言葉を交わした機会は多くないがねーぇ。不思議な女性だったよ。不思議というより、不可解かーぁな。幸せを、ひどく身近に感じられる女性だった。小さなことでも、明日を生きる糧と思えるような。……ああ、うん。私はそれが、羨うらやましかった。だから、きっと──』

　それは、らしくもなく、母のことを語ってくれたロズワールの言葉だった。

　オットーに初めて酒を飲まされ、酩めい酊ていした状態でロズワールを訪ねた夜のことだ。いつも以上に噛かみつくガーフィールに、ロズワールはふとそんな話をしてくれた。

　翌日は二ふつ日か酔よいで死にかけたが、記憶はなくなっていなかった。だから、ロズワールと母のことを話した記憶は鮮明に覚えている。多少は、酒に感謝していないでもない。

　とにかく、総合的に考えて、母は能天気で、幸せな思考回路の持ち主だったのだろう。

　そうでなければどうして、辛つらい思い出しかないガーフィールの父親を探そうだなんて、そんな馬鹿な目的のために安息の地を出ていこうとするのか。

　挙句、そのすぐあとに死んでしまうなんて、いったい、何を考えていたのか。

　──今も、母の幸せがどこにあったのか、その答えは見つかっていないのに。




「お母さん、ウチ、お腹なかが空すいたわ」

　そこへ、部屋に着替えに戻っていた姉弟が手を繋つないで戻ってくる。

　来客の頭を飛び越えて母に話しかけた姉は、そのままリアラにすり寄ると、ガーフィールを翠みどりの瞳ひとみで厳しく睨にらみつけた。

「ねえ、お母さん。もうご飯の時間なんだし、お客さんには帰ってもらったら？」

「お姉ちゃんったらなんてことを言うの。ゴージャスさんとミミさんには、フレドがお世話になったのよ。船で遊んでて、危うく溺おぼれるところだったんだって」

「ふんっ、どうだか。その船だって、ホントはそのゴージャスって人が揺らしたんじゃないの？　そうやってうちに取り入って、お金をいっぱいもらおうって」

「怒るわよ、お姉ちゃん。……でも、そうよね。フレドを助けてもらったんだし、ちゃんとお礼はしないと。お金の方がいいのかしら？」

「お母さんっ！」

　どうやらこの少女、家を守るために気張らなくてはと懸命な様子だ。生あい憎にく、その意気込みはイマイチ母に伝わっておらず、空回りしている感が否いなめないが。

　ただ、そんな親子の心温まるやり取りが、今のガーフィールには茨いばらの上を裸足はだしで歩くような苦痛に思える。これ以上、長居する苦痛に耐えられないほどに。

「……どォも歓迎ッされてねェみてェだし、このままお暇いとまさせッてもらうとすッか」

「えー、なんでー？　もうちょいいよーよー」

「なんでもクソもねェよ。『コクランの粗削り』ってヤツだろォが」

　立ち去ろうとするガーフィールにミミが反論するが、聞く耳を持たずにガーフィールは彼女を連れ出そうとする。そのガーフィールの意思にリアラが悲しげな顔をして、娘の方はご丁寧にアッカンベーでお見送りだ。そして、弟の方は──、

「いっちゃやだよ、ゴージャス・タイガー」

　ガーフィールの裾すそを掴つかんで、行方を阻もうとしていた。

　一瞬、ガーフィールはその小さな指を振りほどくのを躊躇ためらった。どうして躊躇ってしまったのか、ガーフィールには理由がわからない。しかし、

「悪わりィな。連れを待たせてんだ。遅くなると心配ッかけちまう。だから、な？」

　躊躇いの理由を見み出いだせないまま、ガーフィールは少年の頭に手を置いて語りかけた。

　誘われて、結局、逃げ帰る。それなら最初から、招待を受けるべきではなかった。

　後悔、後悔、後悔──胸の奥がじくじくと痛む。後悔ばかりが、苦く残る。

「フレド、残念だけど、ゴージャスさんの服を離しなさい」

　そんなガーフィールの言葉を受け、リアラが優しく息子の指をほどいた。裾が自由になり、ガーフィールは安あん堵どする。

「無理に引き止めて困らせてしまったらいけないわ。『お客様にはもてなしとソワリエを』って言うものね」

　──だから、直後のリアラの言葉に、無防備なガーフィールは魂を切り刻まれた。

　安堵に緩ゆるんだ思考が、たったの一言に鋭く抉えぐられ、思い出が冷たく出血する。

　ラインハルトへの敗北感も、自分の夢を裏切ったことへの無力感も、リアラを初めて目にした瞬間の衝撃も、今の一言と比べれば可愛かわいいものだった。

　思わず、自分の体が本当に引き裂かれたのではと、そう錯覚するほどに──、

「ガーフ、いこ」

　そんなガーフィールの腕を、帰ることに渋っていたはずのミミが優しく引いた。そのまま、扉へ向かおうとする少女の行動に、ガーフィールは無言で従わされる。

　そのまま二人、居間から玄関へ向かおうと──、

「ただいま。……おっと、お客さんかい？」

　先んじて扉が開かれ、立派な髭ひげを蓄えた紳士風の男性が居間の光景に眉まゆを上げる。

　仕立てのいい服飾と、精力的な佇たたずまい。仕事のできる男の顔つきが、この家の中では和らいで見える。彼の立場は、子どもたちの反応を見る前から明らかだ。

「ええと、見かけない方々ですね。どちら様でしょうか？」

「おとーさん、ゴージャス・タイガー！」

「不審者よっ！」

「ええ？」

　息子と娘の対照的な態度に、男性──姉し弟ていの父親が困り顔を作る。そのまま彼の視線が助けを求めたのは、姉弟と並んでいるリアラだ。

　その男性の親愛の眼まな差ざしに、リアラがそっと頬ほおを緩ゆるめる。そこに、愛情があって。

　限界だった。

「大したことじゃァねェさ。気にしねェでいい。もう帰るッとこだからよ」

　早口に言い残し、ガーフィールは手を握ったままのミミを連れて部屋を出る。慌てて道を譲る男性を押しのけ、逃げるように家の外へ飛び出した。

「ゴージャス・タイガー！」

　背後から、少年の悲しげな声がガーフィールを呼んでいる。

　しかし、もうガーフィールはその声に答える余裕がない。──否いな、資格がない。

　──ちらちらと、視界の端を横切る黒い幻影。死んだはずの女が、嘲あざ笑わらっている。

　何がゴージャスだ。何がタイガーだ。今の自分の、どこが黄金の虎とらなのだ。

　虎は強く、強大で、何にも決して揺るがない。

　今の自分の、どこが虎だ。

　本物の虎はこんなことで、悲しんだりなどするものか──!!

「ガーフ！　止まってってばー！」

「──ッ」

　思考が真っ赤に染まった瞬間、ガーフィールは懸命な声で我に返る。

　振り返り、ガーフィールは自分が半ばミミを引きずっていたことに気付く。痛みを訴える彼女の細い手首は、乱暴な握力ですっかり青くなってしまっていた。

「わ、悪わりィ……俺様ァ、こんなつもりは……」

「ガーフ、だいじょび？　さっき、すごー変だった。お腹なかとかいたい？」

　震える声で謝るガーフィールを、ミミは心配そうに覗のぞき込んでくる。そこには、手首を青くなるほど強く掴つかまれたことへの反感などなく、純粋な憂慮だけがあった。

　それがますます、哀れなガーフィールを惨めな気分に陥らせる。

　気まずい二人の沈黙を、湿った夜の風が撫なでてゆく。すでに日は沈み、夜天の街並みには点々と魔法灯が灯ともっている。夕焼けの代わりに魔法灯の光を反射する水路、そこには静々とした幽玄の美しさがあったが、それを楽しむ心の余裕が今は持てなかった。

「もし、お二人とも！」

　そうして、夜の通りに立ち尽くす二人の下に、息を切らした男の声が追いつく。

　見れば、魔法灯の明かりの下に先ほどの男性の姿があった。上着を脱いだ彼は二人の下へやってくると、膝ひざに手を当てて荒い息をついた。

「はっ、はぁ、追いついた。いけませんね……昔はもっと体力があったはずなんですが、机仕事ばかりになってからはすっかり衰えて……」

「……なんか、俺様たちに用があるッてんですかよォ」

　追いついた男性に、ガーフィールは棘とげのある声色で応じる。

　リアラやあの姉し弟ていほどではないが、この男性もガーフィールにとって毒には違いないのだ。長く話していたくない。できるだけ、早く立ち去りたいのだ。

　そんなガーフィールの態度に、男性は歓迎されていないのを察していながら、

「妻から話を聞きました。お二人は息子の恩人だそうではありませんか。それなのに、何のお礼もせずに帰してしまうなど、とんでもないことです」

「……大したこたァしてねェよ。大げさにされちゃ困るぐれェだ」

「我が子のことなら、どんなことでも大事です。お礼をさせてください。私はギャレク・トンプソン、この街の、まとめ役の一人です。何かできることがあれば……」

「本当に、何にも……」

　食い下がる男性、ギャレクに言い返そうとして、ガーフィールは言葉に詰まった。

　ふと、思ったのだ。──彼がリアラの夫で、本当の彼女を知る人物なら。

「一個だけ、聞きッてェことがあるんだが」

「ええ、どうぞ。職務上、私で答えられるようなことであればよいのですが」

　人の好よい笑みを浮かべて、ギャレクはガーフィールに頷うなずく。

　リアラもそうだし、息子のフレドもそうだ。ギャレクも含めて、トンプソン一家は人が好すぎる。ちゃんとした警戒心を持っているのは、あの娘ぐらいのものだ。

　──だから、ガーフィールみたいな外患に、つけ込まれてしまうのだ。

「あんたの奥さん……リアラってのは、本当の名前ッかよォ」

「────」

　瞬間、空気が変わった。

　ガーフィールの問いかけに、それまでのギャレクの笑みが失われる。彼はガーフィールの質問を舌の上で転がすと、静かな声と表情で、

「それは、どういった意味でしょうか？」

「そのッまんまの意味だよ。『レイドはいつでも真っ向勝負』ってなァ。遠回しなのは性に合わねェ。あんたの奥さんは、ホントは……リーシアって、名前なんじゃねェのか？」

　核心に切り込むガーフィールに、ギャレクの表情が明らかな狼ろう狽ばいを浮かべた。彼は何度も口を開閉し、言葉と酸素を求めてしばらく喘あえぐ。そして、

「あなたは……あなたは、妻の何を……知っていらっしゃるんですか？」

「そいつァ、俺様も知りてェことなんだよ」

　震えるギャレクの声に、ガーフィールもまた本音で答える。

　その心中の吐露を聞いて、ギャレクは考え込むように沈黙する。続く言葉を待つガーフィール、その手をさっきとは反対の手でミミが握った。

　視線をそちらへ向けると、ミミは「えへー」と能天気に笑ってみせる。

「……どうやら、あなたには本当のことをお話しすべきのようですね」

　沈黙を破り、ギャレクが嘆息と共にそう言った。

　その声に込められた疲労感と、隠し切れない罪悪感にガーフィールは眉まゆを寄せる。

　そして、ギャレクは無言のガーフィールへと、語り始めた。

「私の妻であるリアラは……私と出会った十五年前から、その以前の記憶がないのです」

「──ッ、記憶が、ねェだと？」

「嵐あらしの夜のことでした。まだ一介の商人であった私は商談の帰り道、大きな崖がけ崩くずれの現場に遭遇したのです。妻はその土砂災害に巻き込まれ、生き埋めになっていました」

　崖崩れと生き埋め、ギャレクの並べた単語にガーフィールの息が止まった。

　脳裏を過よぎるのは、『聖域』で覗のぞき見た過去の情景だ。母がガーフィールたちを置いて集落を離れ、その後、崖崩れに巻き込まれて命を落とした救われない過去──、

　──本当に、母は死んでいたのか？　考えたことがなかった。

「────」

　恐ろしい想像に、ガーフィールは歯の根が震えぬように強く噛かみしめる。

　母の死は、絶対だと思っていた。仮に母が無事なら、命を繋つないでいたなら、母が『聖域』へと、ガーフィールたちの下へ戻らない理由など、想像ができなかったから。

「救い出され、彼女は生死の境を彷徨さまよい、数日後に目を覚ましました。そして、ちょうど見舞いにきていた私に、はっきりと言ったのです。──私は、誰だれですかと」

　ギャレクは目を伏せ、首をゆるゆると横に振る。

「一度は心臓が止まりかけた後遺症か、彼女は何も覚えていなかった。わかったのは、彼女の着衣にあった取れかけの名札から、名前か家名のいずれかに『リ』とあること。そのまま彼女の名は、夜に咲く花の名を取ってリアラと呼ばれるようになりました」

　その後については、語るべきことは多くないと、ギャレクは遠い眼まな差ざしで口にする。

　彼女の身柄を預かり、自然と絆きずなを深め、求愛するのにそう時間はかからなかった。そして、リアラを迎えて以降、ギャレクの商会は急速に拡大する。

　それを、ギャレクはリアラが運んできてくれた幸運だと信じて疑っていない。

　彼女の存在があったから、ギャレクは都市で働く男として、夫として、父として、今日までやってこられたのだと。

　だから──、

「──妻を愛しています。彼女との間に生まれた子どもたちも愛いとおしい。以前は、彼女の過去を気にしたこともありました。ですが、今はそうは思わない。彼女の過去に何があったとしても、彼女は私の妻で、大切な女性なのですから」

　堂々と胸を張り、ギャレクは真まっ直すぐにそう言い切った。

　出会いから現在までの、ギャレクが妻と共に歩んだ時間を、揺るぎない想おもいで。

「────」

　彼の話を最後まで聞いたガーフィールは、黙って暗い夜空を仰いでいる。

　真円を描く月と、暗くら闇やみに点在する星々は今、どんな気分で自分を見下ろしているのか。

　沈黙するガーフィールに、ギャレクは幾度か唇を震わせる。そこにあるのは躊躇ためらいだ。しかし、彼は一度強く目をつむり、その躊躇いを振り払うと、

「こんなことを聞くのはしのびない。ですが、お尋ねしたい」

「────」

「あなたは、私の妻……リアラと、どういったご関係なのでしょうか？」

　──それは、なんと残酷な問いかけだったのだろうか。

　問いを投げられ、ガーフィールはゆっくりと、視線を空から地上のギャレクへ移す。

　ギャレクは穏やかな瞳ひとみに、しかし譲れぬ決意を宿してガーフィールを見ていた。そこに込められた感情と、言葉の意味がわからぬほど愚鈍ではあれない。

　そして何より、自分がなんと答えるべきなのか、それもわかってしまっている。

「────」

　口を開け、閉じる。息を吸って、吐いて、吸って、吐いてを繰り返した。

　動どう悸きが激しい。目が眩くらみそうだ。頭がガンガンと痛み、嘔おう吐と感が込み上げてくる。

　渦巻く感情、極限の失望感──そんなガーフィールの手を、ミミが握ってくれていた。

「俺様、は……」

「────」

「あんたの、奥さんと……何の関係も、ねェさ」

　言った。言い切った。

　──言い切って、しまった。

　その言葉に、ガーフィールの胸中を渦巻いていた感情の奔流が急速に掻かき消える。残るのは膨大な喪失感と、手足を冷たくする虚脱感だった。

「申し訳、ありません……」

　目を伏せ、わなわなと肩を震わせるギャレクが、ガーフィールに頭を下げた。

　だが、そんなギャレクの謝罪を、ガーフィールは見ていたくなどなかった。

　もういい。やめてほしい。これ以上、傷付けないでくれ。何がいけない。誰だれが悪い。誰を叩たたき潰つぶし、噛かみ千切り、ぶっ飛ばせば、この問題を克服できるのだ。

　どうすればこの心の痛みは、跡形もなく消えてなくなってくれるのだ。

「──あなた！　ああ、よかった。ゴージャスさんとミミさんも一緒で」

「──ッ!?」

　叫び声を上げてしまいそうになった。

　悲痛に裏返った、か弱い幼子のような悲鳴を、上げてしまうところだった。

　それほど今のガーフィールにとって、彼女の姿は毒の刃やいばより恐ろしいものだった。

「リアラ、どうして……」

「あなたが急いで追ってくれたから、きっと引き止めてくれていると思って。私も、何も持たせずに帰すなんてとんでもないと思っていたし……」

　妻の登場に驚くギャレクに、小走りに追いつくリアラが夫の隣を抜ける。そして、彼女は愕がく然ぜんと硬直するガーフィールへと、そっと手にした包みを差し出した。

「これ、私が作ったお菓子のソワリエです。大したお礼にはならないかもしれないけど、味に自信はあるんですよ。お持ちになってくださいな」

「ぁ……」

　悪気のない笑みが、ガーフィールへと残酷な土産を差し出している。

　妻とガーフィールのやり取りに、ギャレクが痛ましげに顔を伏せた。その、切なくすれ違った二人には誰だれも割って入れない。この空気の意味がわかるものは、誰も。

　故に──、

「おー！　やたー、お菓子うれしー！　お嬢たちに自慢しよー！」

　リアラの手からお菓子をかっさらい、あけすけに笑ったミミの行動は図抜けていた。

　あまりのことにギャレクが瞠どう目もくし、ガーフィールもとっさに言葉が出ない。ただ、事情を知らないリアラだけが、素直なミミの喜びに唇を綻ほころばせる。

「そう言ってくれて嬉うれしいわ。その、お嬢って方にもよろしくお伝えしてね」

「はいはーい、かしこまりー！　かしこ、かしこまりー！」

　青くなった手に菓子を持ち、ミミは笑いながら敬礼する。そして、お菓子の袋を肩掛け鞄かばんの中に仕し舞まうと、ガーフィールの背中を長い尻しつ尾ぽで叩たたいた。

「じゃ、今度こそ帰るねー！　ゴージャス・タイガーとゴージャス・ミミはこれにておさらばだぜー！」

「はい、気を付けてね。ゴージャスさんも、夜の水路に落ちないように」

　大きく手を振って歩き出したミミに、リアラが小さく手を振った。互いに手と手を振り合う二人、そのやり取りを男二人だけが沈ちん鬱うつな顔で見届けていた。

「────」

　それから、ガーフィールはミミに腕を引かれるままに歩き続ける。ミミもガーフィールに何も言わず、リアラたちが見えなくなっても、二人はずっと歩き続けた。

　やがて、十分に距離が離れたところで、ガーフィールは足を止め、

「オイ、チビッ子……って、うぉ!?」

「とーや！」

　次の瞬間、ガーフィールは跳躍したミミに腕を引っ張られる。慌てて強く地面を蹴けり、二人の体はすぐ隣にあった建物の屋上へと飛び乗っていた。

　一息に三階建ての屋上へ到達、ミミがぐっと背伸びをする。

「んーっ！　すごー、いい気持ちー！」

「じゃ、ねェよ！　いッきなり、なんだってんだ……」

　風を浴びて喜ぶミミに詰め寄って、しかしつぶらな瞳ひとみに見つめ返されるガーフィールは言葉に詰まった。彼女の瞳に映り込む自分の姿に、妙な居心地の悪さを味わう。

　その押し黙ったガーフィールに、ミミはふと首を傾かしげると、

「ガーフ、泣きそう？」

「は、ァ？　何を、言い出しッやがんだよ。なわきゃァねェだろォが」

「ガーフが強いのは知ってるけど、べつに強がんなくてもいーよ？　リアラ、ガーフのお母さんなんでしょー？」

「──ッ」

　核心に、何の備えもなく踏み込んでくるミミに、ガーフィールは息を呑のんだ。

「な、んで……そう、思って……」

「だって、ガーフとリアラの匂におい、すごー似てた。リアラの子どもの二人も、ガーフと匂い、ちょっと似てたー。だから、そっかなーって」

　会話の流れや、ガーフィールの家庭事情を知ってのことではなく、野生児の嗅きゆ覚うかくと直感だけで、ミミはほとんど正確に真実へと辿たどり着いていた。

　言葉でなら誤ご魔ま化かしようもある。だが、変えようのない部分を根拠にされては、ガーフィールも反論が出てこない。

「なんだよ、そりゃよォ……」

　へなへなとその場にへたり込み、ガーフィールは力なく首を上に傾けた。頭上、空では星と月が、先ほどと変わらぬ輝きで自分を見下ろしていて。

「で、合ってた？　リアラ、ガーフのお母さん？」

「……わっかんねェ。あの人は、俺様の母さんなのかなァ」

　わからない。本当に、それがガーフィールの今の心底からの本音だった。

　リアラが、リーシアであることは間違いないと思う。

　ただ、ギャレクが語ったように、リアラのそれまでの態度が示すように、リアラは自分がリーシアだった過去を完全に忘却している。

　何もかも忘れて、リアラとして子どもを産んで、家族と一緒に、幸せになっている。

「ハ。そう考えッと、あの二人って俺様の弟と妹ってことになんのかよォ」

　そこまで頭が回っていなかったが、父親違いの兄弟となれば、まさに自分とフレデリカの関係と同じ。つまり、あの姉弟は自分にとって可愛かわいい弟てい妹まいだ。末っ子であったガーフィールにとって、下の弟妹は待望の存在だった。

　──そんな関係、誰だれも望んでいないことを除けば。

「俺様が名乗り出ても、何にもならねェ……」

　リアラは、リーシアであった過去を忘れている。

　仮にガーフィールが知っている全すべてを打ち明けても、リアラとして過ごした十五年はなくならないし、リーシアが失った十五年も変わらない。ただ、リアラは抱える必要のない十五年分の罪悪感を背負い、リーシアの十五年分の喪失感を味わうことになる。

　ギャレクは沈む妻を目の当たりにすることになり、何も知らない子どもたちに母の苦しみを理解することはできないだろう。

　──全て、ガーフィールの自己満足なのだ。

　ここでリアラがリーシアであることを認めさせても、それによって何かを得たような気分になれるのはガーフィールだけなのだ。

　フレデリカもリューズも、こんな形のリーシアの生存を知る由もない。ガーフィールが伝えなければ、きっと二人は今後も知ることはないだろう。

　リアラ一家も、ガーフィールが話さなければ過去のことなんて知りようがない。あの幸せな家族の時間は守られ、これからも平穏に続いていくのだ。

　ガーフィールが全部胸に仕し舞まって、諦あきらめていたことを本心から手放すことができれば、それだけで全てが丸く収まるのだ。

　それなのに──、

「どうして、俺様ァ……」

　投げ捨てる覚悟が、忘れる決断が、仕舞い込む勇気が、出てこないのか。

　虎とらはどこへいった。示してくれ、正しい道を、在り方を。

　何もかも背負い込んで、何もかも抱え込んで、それでも立ち上がれる強さを。

　──教えてくれ、虎よ、虎よ。本物の虎は、誰だれにも負けない最強なのだから。

「────」

　蹲うずくまり、込み上げてくるものを噛かみ殺して、切望に頭を掻かき回され、全てを一緒くたに投げ捨てようとして、そしてガーフィールは気付いた。

「よーしよし」

　自分の頭が小さな胸に抱き入れられて、頭を撫なでられていることに。

「────」

　座り込んだガーフィールのことを、ミミが後ろから抱きしめている。

　頭の上に顎あごを乗せて、小さな掌てのひらがガーフィールの頭を優しく撫でる。その柔らかな感触に、頭ず蓋がいを思考に掻き回される痛みが薄らぐのを感じながら、

「何の、つもりだァ、こりゃァ……」

「んー、ガーフ泣きたいかなーって思ってー。でもほら、男ってなんか泣いていい場所じゃないと泣けないんでしょー、めんどくさー！　確か、お嬢がそう言ってたー！」

　答えになっているようで、なっていない。

　心を震わせないように、声が震えないように、ガーフィールは慎重に言葉を選ぶ。

　そのガーフィールを抱いたまま、ミミはにへらーと笑い、

「んで、どこだか忘れたんだけどー、たぶん女のムネの中だった気がする？　した気がしたよーな？　した！　惚ほれた女のムネで、男は泣いてもいー！」

「……誰だれが、てめェみたいなちんちくりんに惚れたってんだよォ」

　ガーフィールの想おもい人は、ちっともこちらを振り向いてくれなくて、優しくしてほしいときには冷たくすげない。それでいて、こっちが予想もしていないときに限って急に優しくて、あとでその倍ぐらいを拳こぶしで取り立てる厄介な女だ。

　目の前にいる、この女の子とは重ならない。──なのに、ミミは笑顔のまま、

「んー、でもダイジョブー！　ガーフが惚れてなくてもミミが惚れてるから！　ほらー、ガーフに惚れた女！　ミミ！　そのムネ！　だから泣いてもダイジョブー！」

「──ぁ」

　馬鹿すぎる意見だった。

　なんだそれは。言葉遊びか。子どもの言い訳か。屁へ理り屈くつ以外の何でもない。

　何でもないのに、ふざけるな。

　──虎とらよ、虎よ、どこへいった。

　今すぐに、この胸の中に戻ってこい。獰どう猛もうな唸うなり声を上げて、縮こまる背筋を叩たたいて引っ張り起こして、この感情をどうにかしてくれ。

　でないと、そうでないと、間に合わなくなってしまう。

「母さん……」

　やめろ、やめろ、やめてくれ。

　泣き言なんて、弱音なんて、こんな掠かすれた声なんて出したくない。

　自分は虎だ。虎なのだ。最強で、最高で、誰よりも硬くて強い盾なのだ。

　それが──、

「母さんっ……かあさんッ……があざんッ……!!」

「よしよーし」

「なんでだよォ！　なんで俺を忘れてんだよォ！　せっかく……せっかく会えたのによォ！　呼ぶことも……許して、く、くれねェのかよォ……ッ！」

「ダイジョーブ。ガーフ、いい子いい子ー」

「があざぁん……かあ、じゃん……お、かあさん……ッ」

　──虎よ、虎よ、どこへいった。

　今の自分は何に見える。星よ、月よ、空よ、教えてくれ。

　今の自分は、何に見える。




　雄々しく吠ほえる虎でないなら、今の自分は、何に見える──!!
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「かぴかぴー！」

「うるッせェな、何度も言うんじゃァねェよ！」

　翌日、火の刻遅く、ガーフィールはバツの悪い顔でミミと並んで街を歩いていた。

　けらけら笑いながら、ミミは自分の白いローブの胸元を引っ張り、そこがガーフィールの涙と鼻水と涎よだれと、とにかく体液で汚れて乾いたのを弄いじっている。

「汚ェだろ。どっか、適当な水場で洗っちまえッよォ」

「んー、いーんでない？　宿に戻って、んで着替えるー。昨日は帰んなかったから、お嬢にきっと怒られる！　あと、ヘータローとティビーも泣く！」

「……悪かったなァ」

「気にしてまへんでー。ミミ、ガーフいい子いい子して、ぐーすかぴーしてただけー」

　か細く謝るガーフィールは、天てん真しん爛らん漫まんな笑顔を浮かべるミミに頭が上がらない。

　昨夜はみっともなく泣き喚わめいて、気付けば彼女の腕の中で寝入ってしまっていた体たらくだ。何とか平静を保ちたいが、ミミの平常運転にはまるで太刀打ちできない。

　結局、まともに礼も言えないまま、ガーフィールはバツの悪い気分を抱えている。

「で、朝はどーすんの？　お母さんとこ、会いにいくヤツ？」

「ぶ……ッ！　お、お前、何言ってやがんだよォ？　会いに、いけるわけねェだろ」

　考え事の最中、不意に投げ込まれる爆弾発言にガーフィールが目を剥むく。しかし、ミミは「そーなの？」と悪気のない顔で首を傾かしげ、

「だって、リアラ、ガーフのお母さんでしょ？　いっぱい話した方がよくなくない？」

「お前、本気で昨日の話わかっていやがらなかったのかよォ」

　直感で真実を突き止めた以外、細かな機微は察していなかったらしいミミ。

　彼女に自分の難しい立場と、あの一家との関係を説明すべきか悩み、ガーフィールはすぐにその考えを投げ出した。答えは昨夜、涙と共に出したのだ。

「いいんだよ。母さ……あの人は、俺様が息子ッだなんて知らねェ方がいいんだ」

「ガーフ、それでいいの？」

「それでいいんだ。……あァ、姉貴と婆ばあちゃんに話すかどうかは考えねェとだがよ」

　事実を知れば、フレデリカとリューズも自分と同じように苦悩することだろう。その二人の様子に、ガーフィールは話したことを後悔するかもしれない。

　だが、逆の立場だったなら、自分は真実を知りたいと思う。それが残酷な結論を共有するだけだったとしても、彼女たちはガーフィールの『家族』なのだから。

「んー、むつかしー！　ミミ、お母さんとかいないからよくわかりませんなー」

「……母ちゃん、わかんねェのか？」

「そだよー。ミミもヘータローもティビーも、オトンとオカンわかんないヤツ。三つ子だから、育てんのクローしそーって捨てられたっぽい。で、ローシが拾ってくれてー、今はお嬢とダンチョーと一緒！　みんな家族！」

「……そりゃァ、大家族じゃァねェか」

　なんとなしに語られたのは、それなりに過酷なミミの半生の話だった。彼女の語り口が軽快すぎて全く悲惨さがないが、楽な生き方をしていないのは何となくわかる。

　それを感じさせないミミの頭を、ガーフィールは軽い気持ちでぽんぽんと撫なでた。

「──ひゃっ」

　途端、ミミがガーフィールの手を払いのけ、ぴょんと後ろへ飛びずさる。その劇的な反応に驚くガーフィールの前で、ミミは「うーうー」と赤い顔で唸うなり、

「なんか、キノーから変。あんまし、ガーフが近いとむっちゃビビる」

「そ、そォかよ、難儀なもんだな。……ちっと、離れて歩くか？」

「それはなんかやだ。だから、遠くなくて近すぎないセッチューアンがいー」

　ちょこちょこと歩み寄ってきて、手が届かないぐらいの隣にミミが並ぶ。その位置で破顔するミミ、その顔はまだ少し赤い気がした。

「あ、そいえば、ソワリエ！　ソワリエあった！　ソワリエ食べよー！」

「お、おォ、そだな」

　頬ほおの赤みを誤ご魔ま化かすように、ミミが肩掛け鞄かばんからお菓子の包みを取り出した。それは昨夜、リアラが別れ際にミミに持たせたお土産だ。一瞬、包みを見たガーフィールの胸が痛んだが、ミミが差し出してくる菓子を受け取り、掌てのひらの上の甘ったるいそれを眺める。

　ソワリエはパン生地に甘味を練り込んだ焼き菓子で、中にクリームや餡あん子こが入った腹持ちのいいオヤツだ。丸々と大きいソワリエ、それにかぶりついて朝食の代わりにする。

「んー！　あまー！　うまー！　うましうまし！」

「……うめェな」

　ミミが大げさに大絶賛し、ガーフィールもその味に舌鼓を打った。

　甘すぎず、柔らかく生地を仕上げた逸品だ。焼き立てであればもっと美う味まかろう。これも母の得意料理なら、自分もそれを堪たん能のうする機会が何度もあったかも──、

「──女々しいッたらねェぜ、俺様はよォ」

　割り切れない未練に舌打ちして、ガーフィールは残ったソワリエを一気に頬ほお張ばる。それを真ま似ねしたミミも大口を開け、見事に顔をクリーム塗まみれにした。

　その顔を拭ぬぐってやりながら、ガーフィールは考える。正直、昨日から波乱続きだ。そのどれもがガーフィールに試練を与えたが、朗報と呼べることも一つある。

　昨夜、あれだけ醜態を晒さらしたにも拘かかわらず、今朝はあの幻影を一度も目にしていない。

　あの幻影がガーフィールの弱い心の表れであるなら、昨夜の出来事を切っ掛けにその色を濃くしてもおかしくはなかった。だが、それが全くないのだ。

　もしかすると、あの幻影は二度と現れないかもしれない。だとしたら、そうなる契機となったのは一緒にいてくれた少女の存在で──、




『──あー、あー！　クズ肉の皆さーん、聞こえていやがりますかー？』




　瞬間、その声は唐突にガーフィールとミミの鼓膜を打っていった。

『アタクシの声が聞こえるクズ肉はビクビク震えて、聞こえねークズ肉は汚く死に晒さらしてくれやがると、アタクシの手間が省けて大助かりなんですけどー。きゃはははっ』

　続く声に顔を見合わせ、ガーフィールとミミは同時に空を見上げる。その声は、二人には頭上から降ってきたように聞こえたためだ。

「なんッだァ、この馬鹿みてェな声は……」

「ミミ知ってる！　これ、なんかすごーな『ミーティア』の声！　この街だと、いっつも朝に歌とか聞こえんの。今日は寝ててききのがした！」

　声の出所を疑問視するガーフィールに、挙手するミミがそう説明してくれる。特殊な『ミーティア』の効果と聞かされ、単なる大声ではないとだけガーフィールは理解。

　その間も、空から降り注ぐ甲かん高だかい女の声は続いている。

『で、で、で、今ので死んでくれやがった馬鹿はいやがりますー？　いねーならいねーで構かまいませんが、アタクシのお言葉を無視するとかいい度胸すぎるじゃねーですかってことで、喋しやべり始めて早々にアタクシの気分台無しでやがりまーす！』

　やかましい声が水門都市に響き渡り、それを聞く通りの人々が驚きと戸惑いを顔に浮かべている。空を見上げる彼らにも、この声の主の心当たりはないらしい。

　ミミは毎朝、『ミーティア』が歌を街中に届けると説明してくれたが、この声の主がそんな粋いきな試みの当事者とは到底思えない。

　狙ねらいは不明、品性は下劣、わかることは──、

『息吸って息吐いて、ただそれだけでアタクシの気分を害しやがるテメーらって生き物、本当に価値のねークズクズクズったれじゃねーですか！　無駄飯食ってやらしーこと考えて涎よだれ垂らして生きてるだけなら、死体の方がずっとマシ！　つーか、死ね！　死にやがってくださいよー！　ホント、アタクシからのお願いっ！　きゃははははっ！』

　──この声の主が、ひたすらに邪悪な精神の持ち主であるということだけだ。

「ガーフ……なんかこれ、すごー気持ち悪い」

　意図不明の不快な声明に、怒りで拳こぶしを固めるガーフィール。その袖そでを引くミミが、常の陽気を潜め、不安げに空を眺めていた。

　その様子が、妙にガーフィールを苛いら立だたせる。彼女に、この顔は似合わないと。

『さてさて、そんな健けな気げなアタクシからの意見はガン無視のクズ肉共ですが、勘の鈍い愚ぐ図ずでもそろそろ気付いたんじゃねーですか？　アタクシの放送の意味！　いーみー！』

「放送の意味……？　人の神経逆さか撫なでッしやがる以外に何が……」

『──この声が届くってことは、アタクシが……いーや、アタクシたちが都市の中枢を掌握したってことじゃねーですか。あ、ついでに言っておくと、都市の端っこにある四本の制御塔、それもアタクシたちの手の内にありやがりまーす！』

「──ッ！　制御塔、だァ!?」

　悪意に塗まみれた声の主の発言に、ガーフィールは息を詰まらせる。

　都市にある四本の制御塔、それがプリステラ全体の水量を調整する重要施設とは聞かされている。かつて、水門都市が強大な力を持つ存在を閉じ込める罠わなとして機能した頃ころの名残り──それが、この謎なぞの存在の手に落ちたのだと。

　それはつまり、この最悪な性格の声の主に、都市全体を人質に取られたのと同義だ。

『これで、この都市はアタクシたちが好き放題に振り回して弄もてあそんでこねくり回して楽しんじゃえる箱庭……んーや！　クズ肉共の虫むし籠かごってわけじゃねーですか！　打つ手なし！　明るい展望なし！　夢も希望も何もなし！　意味わーかーるー!?』

　加虐的に裏返る放送の声に、ガーフィールは頬ほおを硬くする。同時、周囲にいた人々も遅れて状況を理解し、混乱と狼ろう狽ばいが徐々に広まりつつあった。

　その渦巻く混乱を楽しむように、声はますます甲かん高だかく、調子を強めていく。

『わかった？　ようやくわかりやがりました？　アタクシにここまで言われてやっとヤバさに気付いて大慌てとかダサい！　ダサすぎる！　そんなダサくて救いようがねーテメーらに、美しくて慈悲深いアタクシ様からの嬉うれしいお知らせ！』

「────」

『アタクシの目的は、この都市にある『魔女の遺骨』でやがりまーす！　それが欲しくて欲しくて夜も火照って眠れねーアタクシのために、テメーらどうか奮発して？　アタクシのお願い聞いてくれたら……きっと、アタクシも制御塔のこととか考えちゃーう！』

　都市の全すべてを人質に、自らの要求を突き付けてくる声の主。それが口走った『魔女の遺骨』なる単語にガーフィールは眉まゆを顰ひそめたが、周囲の混乱は深刻だ。

　何より、声の主はこの瞬間を待ち望んでいたかのように、甲かん高だかい声で嗤わらい、

『きゃはっ、いっけなーい。そろそろ名乗っておかねーと、テメーらみてーな奴やつらは現実逃避とか始めちまう頃ころじゃねーですかね？　な・ん・で、はっきりくっきり聡そう明めいで素敵すぎるアタクシが、わかりやすく現実を教えてやるとしやがりまーす！』

　悪あく辣らつな声の手玉に取られ、混こん沌とんが渦巻き始める都市の中、ガーフィールはミミの肩を引き寄せ、続く声が何を言い出すか待ち構かまえる。

　そこへ、満を持して、高らかに響く放送の声が告げたのは──、

『アタクシは魔女教大罪司教、『色しき欲よく』担当──』




『カペラ・エメラダ・ルグニカちゃん様でーす！　きゃははははっ！　敬え、崇あがめろ、跪ひざまずいて懇願して糞ふんに尿よう垂らして惨めったらしく泣き喚わめけ、クズ肉共！　きゃははははっ！』





　　　　５






　──悪意の放送の直後、事態は水の流れのように流動的に動き始めた。

　魔女教、それも大罪司教を名乗った存在に混乱が広がったが、それでもプリステラ市民の行動は統制されていたと言える。彼らは混乱しながらも、都市の日ひ頃ごろの訓告に従い、すぐに最寄りの避難所への避難と、周囲の誘導を開始したのだ。

　手順を知らない外部の人間を、市民が率先して誘導する。ガーフィールとミミも近くの人間に声をかけられたが、二人はそれを固辞し、仲間との合流を急いだ。

『水の羽はご衣ろも亭』でスバルたちと合流し、魔女教の暴挙を阻止しなければ──、

「──ああ、ゴージャスさん！」

「──ッ」

　その声に、ガーフィールは反射的に足を止めてしまった。

　振り返る背後、通りのガーフィールたちに駆け寄ってくるのは、知人を見つけたことに安あん堵どするリアラだ。胸の軋きしみを堪こらえ、ガーフィールは彼女に向かい合う。

「ミミさんも無事でよかった。あの放送で不安になってしまって」

「んー、ダイジョブー！　あ、ソワリエおいしかった！　ごちそーさまでした！」

　とっさに声の出ないガーフィールに代わり、ミミがリアラに対応する。それを情けなく思いながらも、ガーフィールはリアラの無事に安堵していた。

「お互い無事ッなら何よりだ。とっとと避難所にいけよ。俺様たちァ……」

「ええ、私は大丈夫です。……でも、その、ゴージャスさん……」

　別れを告げ、足早にその場を離れようとするガーフィールに、リアラが歯切れの悪い声を続ける。それから、彼女は自分の胸元でぎゅっと両手を握り、

「私の子どもたちを見かけませんでしたか？　今日は朝早くから遊びに出てしまって……二人とも、一番近くの避難所にはいなかったんです」

「──ッ!?　あの二人が？」

　思わぬ言葉に驚いて、ガーフィールは短い自身の金髪を掻かき毟むしる。

「あァ、クソッ、そりゃァ気が気じゃァねェだろ……」

「は、はい。それに、あの放送……あれを行うための『ミーティア』は都市庁舎にあるんです。夫はそこで働いていて……ですから、彼に何かあったらと」

　不安を口にするリアラが、都市庁舎のある方角を見やり、唇を噛かむ。

　都市庁舎は、東西南北を四つの区画に分けたプリステラの中心にある施設だ。都市の中枢機能を司つかさどる場所であり、『色しき欲よく』はそこを押さえたとはっきり断言した。

　──あの残酷な放送の実行犯は、都市庁舎にいた人々にどんな危害を加えるだろうか。

　胸の奥、心臓が早鐘の如ごとく鳴り、ガーフィールは思考を極端に制限される。

　姿の見えない弟てい妹まい、危険地帯に取り残されたギャレク、家族の身を案じて今にも駆け出しかねないリアラ──この家族の危機を、ガーフィールは他ひ人と事ごとと思えない。

「大将、エミリア様……」

　ガーフィールの脳裏を、スバルとエミリアが、ベアトリスとオットーが過よぎる。

　水門都市にガーフィールがやってきたのは、彼らを守るために他ならない。武力でしか役に立たない自分が、今ここで仲間たちの傍そばにいないでどうする。

　だが、同時にあの姉し弟ていとギャレク、そして目の前の母の姿も心から離れない。

　──選択のときだ。運命の分かれ道が、ガーフィールに決断を迫っている。

「ごめんなさい、困らせてしまって。……忘れてください、ゴージャスさん」

「……ぁ」

「今のは、とても私が卑ひき怯ようでした。大丈夫、です。あの子たちも、毎朝、都市の放送は聞いているし、あの人は昔から、抜け目がなくて……」

　躊ちゆ躇うちよしたガーフィールに、リアラが気丈に微笑ほほえんでみせる。だが、祈るように重ねられた手は震えていて、顔色は血の気を失い、青白くさえあった。

　必死の演技だ。ガーフィールとミミに、必要以上を背負わせまいとしている。

　──かつて、自分と姉を『聖域』へ置いて、外の世界に父を探しにいったように。

　二つの選択肢の間で揺れていた心が、その記憶の疼うずきを受けて結論を出した。

「──。あんたの、子どもと旦だん那なは、俺様が見つけッ出してきてやる」

「ゴージャスさん？」

　思わぬ答えを返されて、リアラが驚きに目を見開く。

　そんな彼女に力強く頷うなずいて、ガーフィールは自分の手を握るミミを見下ろした。思案の間も、決断のときも、彼女は黙ってガーフィールの選択を待ってくれていた。

　彼女も、守りたい人や弟たちがいる。これ以上、付き合わせるわけにはいかない。

「こっから先ァ俺様のわがままだ。お前は戻って……痛いてェッ！」

「ちょやさ！」

　言葉の途中で、ガーフィールの足がミミの踵かかとで抉えぐられる。軽い体だが、角度の付け方で十分な貫通力があった。その痛みに呻うめくガーフィールにミミは胸を張り、

「ガーフがかっけーこと言ったのに、ミミが逃げると思うとかシンガイ！　ミミ、ついてく！　すごーついてく！」

「おま……いいや、わかった。すまねェ」

「そこはあんがとー！」

「──ありがとよォ」

「どいたしましてー！　イエイ！」

　ふやけた笑顔を浮かべるミミに、ガーフィールは救われた気分で笑い返した。

　それを呆ぼう然ぜんと見ているリアラ、彼女に二人は向き直り、

「俺様たちが見ッけてやらァ。だッから、あんたァ近くの避難所で居残りだ。他の連中と一緒に、片が付くのを待ってりゃァいい」

「で、でも……どうしてそこまで？」

　──どうしてそこまでしてくれるのか。

　ガーフィールの決断の真意を、リアラは瞳ひとみを揺らして問いかける。不安と疑念があるのではない。彼女が持つのは純粋な疑問、心当たりのない善意への、疑問だ。

　だから、その言葉にガーフィールは牙きばを鳴らし、凶悪に笑った。

「それは俺様が黄金の虎とら！　ゴージャス！　タイガーだからだ!!」

「そしてミミが、ゴージャス・ミミなのだー!!」

　馬鹿でかい声でそう叫び、リアラが瞠どう目もくするのを尻しり目めに二人は一気に跳躍した。そのまま、遠のく母を眼下に、ガーフィールは風に向けて鼻を利かせる。

「ガーフ、どーする？」

「匂においを辿たどッぜ。あのチビ共とオッサン、どっちも匂いは覚えてらァ！」

「大リョーカイ！」

　でかい声で方針を決め、ガーフィールとミミが水門都市を飛ぶように駆ける。

　ミミを無む茶ちやに付き合わせている。やらなければならないことを後回しにして、自分の都合を優先していた。──この選択を、様々な要因が否定しようとしている。

　それをねじ伏せ、ガーフィールは額の傷に触れた。考えるのは後回しに、今は感情のままに。結局、それが一番早い。何かではなく、全部を取ればいい。

　それが、ガーフィールがこの一年で学んだ、エミリア陣営のやり方だ。

「ガーフ！　この匂い！　あっちからするヤツ！」

「──あァ、違ちげェねェ！　でかした！」

　ミミが目当ての匂いを嗅かぎ当て、遅れてガーフィールもそれを確認する。幼い弟てい妹まいの残り香だ。それは都市の一番街の方へ──昨夜、フレドと交わした会話が思い出される。

「そォか！　あの二人、今朝も歌姫目当てで公園に向かってやがッたのか」

　昨日の反省を活かした早起きな弟に、口は悪いが弟想おもいの姉が付き合った結果というわけだ。ならば、二人の居場所は公園近くの避難所だろうと想像がつく。

　公園と『水の羽はご衣ろも亭』は近く、スバルたちとの合流も急げる位置で──、

「──都市庁舎」

　地を蹴ける直前、ガーフィールの視界を都市庁舎が掠かすめた。『色しき欲よく』の手に落ちた都市の中枢、そこにもう一人の探し人がいる。──再び、選択のときだ。

「ガーフ、どーする？」

　決断を促すミミの問いかけに、ガーフィールは自問自答する。

　ギャレクを、ガーフィールはどんな人物と定義すればいいのだろうか。

　母を奪った憎き男と思うべきなのか、母の命を救ってくれた大恩人と見るべきなのか。母の血を継ぐ弟てい妹まいと違い、彼とガーフィールの間には確かな繋つながりがない。

　血の繋がりが選択の根拠になるなら、ギャレクを助ける義務はガーフィールにはないのだ。だが、彼を失えばリアラは、子どもたちはどうなる。

　家族を失った空白は埋まらない。──それは、ガーフィールが一番よく知っていた。

「……都市庁舎にァ、さっき放送してた大罪司教がいやッがる」

「んー、タブン、そう」

「街中混乱してッやがって、大将やらてめェの弟たちやら、心配なのは大勢いる。……けどよォ、『メットーレの心臓は頭にある』。元凶を潰つぶせば、話は早はえェだろォが」

「──！　みんな助かるってことー？　すごー！　それすごー！」

　言葉を並べ、自分の選択を理論武装するガーフィールにミミが飛び跳ねる。が、彼女はすぐに長い尻しつ尾ぽを立てると、その先端を都市庁舎の方へ向けた。

「でも、ホントーにヘーキ？　なんか、ぞわぞわってする。やな感じ、みたいな？」

「直感ってのァ馬鹿にできねェ。大罪司教がやべェ奴やつらだってのは大将から耳が痛くなるぐれェに聞かされてッしよォ。──けどな」

　ガーフィールの知る魔女所縁ゆかりの人物は、『聖域』の墓所に眠っていた性悪魔女だけだ。

　彼女が途方もない力を秘めていたのは事実。だが、ガーフィールは決して、直接対決して彼女に敗北すると、そんな実力差を感じたことはない。

　それにどうあっても、都市を解放するためには大罪司教を撃破する必要があるのだ。

「黙ってりゃいいようにされッばっかだ。せめて、敵の面だけでも拝んでおきてェ」

「テーサツってこと？　ん……ん！　わかった。テーサツしよ！」

　難色を示したミミも、最終的にはガーフィールの方針に賛同してくれる。

　ミミが背負っていた愛用の杖つえを手にすると、ガーフィールも自分の銀色の盾を両腕に装着。剛腕を包み込む鋼はがねの感触を確かめ、戦闘準備は完了だ。

「いくぜ」

　短く宣言し、二人は都市庁舎へ向かって走り出した。

　スバルの話では、一年前に倒された大罪司教は多数の信徒を連れていたらしい。信徒の戦闘力はそこそこだが、とにかく数が多く、群衆に紛まぎれるのが上う手まいのだと。

　その姑こ息そくをねじ伏せ、力ずくで都市庁舎を奪還する。ミミには偵察だと方便を使ったガーフィールだが、本心では一息に敵を制圧する腹積もりだった。

　──都市庁舎の方角から、尋常でない濃密な血の臭においが香ってくるまでは。

「────」

　濃い血けつ臭しゆうが、足を止めた二人の正面、街路の先から漂ってくる。真まっ直すぐ進んで、角を折れれば都市庁舎は目と鼻の先。臭いの元がどこなのか、疑いようがない。

「ガーフ、ダメ！　ダメ……！」

　その血の香りの方へ進もうとした途端、ミミがガーフィールの腰巻きを掴つかんだ。彼女はいやいやと首を振り、まるで泣き言のようにダメと繰り返す。

　だが、引き下がれない。ここで退ひけばリアラの──リーシアの望みが叶かなえられない。

「嫌ならここにッいろ。俺様だけでも、ふざけた敵の首を噛かみ千切ってきてやらァ！」

「ガーフ！」

　ミミの指を振り切り、ガーフィールは一気に路地を駆け抜ける。角を折れ、視界が開ける。正面に都市庁舎と、その前の広場が見えて──『惨さん劇げき』が、待っていた。

「──ッ!?」

　鼻の曲がる血臭と、一目でわかる殺さつ戮りくの凄せい惨さんな痕こん跡せき。三方を水路に囲まれた都市庁舎前の広場には、元の石畳の色がわからなくなるほどの鮮血が溢あふれ返っている。

　血ち溜だまりに転がるのは、すでに事切れた多数の屍しかばね──その装備から、死体の正体はプリステラの衛兵たちだ。おそらく、彼らも放送を聞いて、勇敢にもここに駆け付けた。

　そして、都市を脅かす邪悪の前に、その命を無惨にも散らすことになったのだ。

　三十は下るまい亡なき骸がらの数、しかし、この惨状で最も注目すべきはそれらではない。

　──広場の中央、亡骸に囲まれるように並び立つ、二つの人影こそが本命だ。

「────」

　一つは見上げるほどに大柄な巨漢。両腕に大振りの大た刀ちを一本ずつ握り、悠然とこちらを見据えている。もう一つは細身の女性的な体格の人影で、こちらは刀身の長い片刃の長剣を手に、震えるほど美しい立ち姿を披露していた。

　両者共に頭から黒い装束を被かぶっていて、その顔を確認することはできない。

「……ッけどなァ、この剣気と血ちま腥なぐせェ臭いだ。やったのは、てめェらだな」

　血染めの広場に堂々と立つ二者に、ガーフィールは牙きばを鳴らして言い放つ。だが、威い嚇かくめいた言葉に相手の反応はない。じりじりと、額の傷が疼うずくのを感じる。

「ガーフ……あの二人、すごー強い」

　靴音がして、ガーフィールの隣に追いついてきたミミが並んだ。さしもの彼女も広場の惨状には驚いたようだが、それ以上の警戒心が小柄な体たい躯くを緊張させていた。

　先ほどの、相手の反応はないという表現は誤りだ。──正確には、禍まが々まがしい鬼気と鮮烈な剣気が、広場へ踏み入ったガーフィールとミミに突き立てられている。

　目の前の二者は、優劣をつけることが困難なほど拮きつ抗こうした危険度の持ち主だ。心の臓を剣先でつつかれるような圧迫感に、急速な喉のどの渇きをガーフィールは感じていた。

　敵は、明らかに人域を踏み越えた超越者──この番人を越えねば、誓いは果たせない。

「ハッ、面おも白しれェ……！」

　己を鼓舞するように笑い、ガーフィールは腕を覆う盾を胸の前で打ち合わせる。甲かん高だかい音と火花が散り、怖おじる心に点火して獣性が猛たけった。

　だが、戦意を奮い立たせるガーフィールの前で、ミミが両手を広げて叫ぶ。

「だ、ダメ！　ガーフ、ダメ！　あの二人、ダメ！　すごー強い！　ミミとガーフだけじゃムリ！　ダメ！」

「──ッ、勝てねェかどォかはやってみなくちゃッわからねェ。絶対だなんて言葉ァ、絶対に認めてたまッかよォ」

　引き止めようとするミミの言葉が、ガーフィールの心のひび割れた部分を刺激する。その痛みに舌打ちしながら、ガーフィールは「それに」と二人の敵を顎あごでしゃくり、

「あいつらァ、尻しつ尾ぽ巻いて逃げよォたって逃がしちゃくれめェよ。やるしかねェ」

「じゃ、じゃー、一回だけ！　ガンてぶつかって、どけて、逃げる。じゃなきゃダメ！　ミミたちだけじゃダメ！　ダンチョーとかユリウスいないとムリー！」

　なおも逃げ腰のミミに、ガーフィールは唇を強く噛かみしめる。

　ミミの訴えは正論だ。眼前の二人は、いずれも超級の実力者──危険度は『腸はらわ狩たがり』に匹敵するか、あるいはそれを越えている。準備不足の自殺行為、大いに納得だ。

　──納得だが、それを受け入れるかはまた話が別だ。

　目の前の二人は壁だ。圧倒的な力で立ち塞ふさがる、越えなくてはならない壁。戦わずしてラインハルトに敗れ、今再び、眼前の敵から戦わずに逃げるのか。

　最強への憧あこがれ、自分自身の矜きよ持うじ、大切な仲間たちの盾としての自覚。そして、願いとは違った形で再会した母と、その新しい家族。母を、救ってくれた男の安否は──、

「────」

　めまぐるしい思考に支配されるガーフィールを、ミミは真剣に見つめている。その決断を待ってくれている姿に、昨夜の、温ぬくもりに守られたひと時が思い出された。

　途端、凝り固まっていた頑かたくなさが氷解し、ガーフィールは頭を振る。

「……わァった。てめェの言う通りだ。一発、思いっきりぶつかって離脱。で、味方連れて戻って再攻撃。──それで、いいんだな」

「ん！　そー！　それでいこー！　よし、ガンバロー！」

　無謀を引っ込めたガーフィールに、ミミがホッとした顔をする。

　意見がまとまり、前を向く。敵は、その二人のやり取りを黙って見ていた。言い合いの最中に仕掛けてくることもできたはずだが、それをしなかったのは誇りか慈悲か、それとも余裕か。──それを、後悔させてやる。

「──ッ!!」

　合図なしに、ガーフィールとミミは同時に地を蹴けり、二つの影へ飛び掛かった。

　ガーフィールが力で女を、ミミが小回りで大男を相手取る形だ。

　矢のような速度で迫るガーフィールに、女は悠然と構かまえたまま動かない。五歩、四歩と距離が消え、初撃はもらったとガーフィールが獣じゆ爪うそうを振り上げる。

　──瞬間、迸ほとばしった剣けん閃せんは、時を忘れて見み惚とれるほどに美しく澄んでいた。

「──がァ！」

　刹せつ那な、跳ね上げた右の盾で剣撃を受け、空いた女の胴体目掛けて蹴りを放つ。女はそれを予備動作なく避さけると、身を翻ひるがえして盾に止められた刃やいばを再び走らせた。

　首、肩、腕と、絡みつく蛇へびのように迫る長剣を防ぎ、剣と盾とが鋼はがね同士の軋きしり合いを奏でる。剣撃を逸そらし、刹那、ガーフィールの蹴りを女が柄つかで受け、後ろへ吹き飛ぶ。

「なんだァ？」

　軽い女の感触に、ガーフィールは眉まゆを上げる。

　右方では、巨漢を相手に飛び回るミミが大た刀ちを掻かい潜くぐり、杖つえを振るって魔法を一撃──青い衝撃で敵をのけ反らせ、広場の離脱を試みるところだ。

　踏鞴たたらを踏む巨漢はミミに追いつけない。彼女は無事に離脱可能だ。そして、後ろへ下がった敵の女も、ガーフィールの追撃に応戦できる姿勢にない。ならば、

「ここで一つ──ッ!!」

　攻め時と、ガーフィールは牙きばを剥むいて女へと躍りかかる。

　刃は今も盾に反らされた位置のまま、女のがら空きの胴体へと爪つめが閃ひらめく。

「もら──っ」

　女の命、取った。──そう確信した瞬間、背後から『死』がくる。

「────」

　巨漢との、あったはずの間合いが消滅し、迫る鬼気にガーフィールは攻撃を中断、身を翻して上へ飛ぶ。直後、打ち下ろしの大刀が、その体を地面へ叩たたき付けていた。

「あ、がッ!?」

　衝撃に呑のまれ、意識が飛びかける威力にガーフィールが血塊を吐く。

　地面を弾み、浮かんだ体に再び横殴りの一撃がくる。かろうじて動いた両腕の盾でその斬ざん撃げきを受け、猛烈な勢いで体が地面と水平に吹っ飛んでいく。

　その滑空するガーフィールを追い、巨漢と女が同時に地を蹴り、『死』が追い縋すがる。

　ガーフィールを間に挟み、左右を並走する敵が容赦のない攻撃を仕掛けてくる。

　正面に迫る長剣を盾で弾はじき、真後ろからの大刀の猛撃を得物を蹴り飛ばしてすんでで避ける。神がかった軌跡を描く斬撃を山勘で奇跡的に迎撃し、火花に頬ほおを焦がされるガーフィールの体が、上下からの大刀の挟撃に圧壊された。

「ごっ、ぇッ」

　腰骨と胸骨が軋んで砕くだける。打撃の威力、臨死の境地に視界が真っ赤に染まった。

　苦鳴と血塊を口から溢あふれさせながらも、どうにか死中に生きる道を見み出いだそうとする。しかし、難敵二人はそれを許さない。

　無言のまま、無音の斬ざん撃げきが、無情な殺意となってガーフィールへと襲い掛かる。

　女の剣技は鋭く、美しい『死』を纏まとっている。一撃の重さは巨漢と比較にならないが、長い刀身を手足のように扱う技量、一手しくじれば致命必至の剣撃だ。

　大男の戦い方は荒々しく暴力的で、しかし無秩序とは無縁の洗練された破壊の最適化だ。常人ならば抱えるのがやっとの大た刀ちを片手で振り回し、破滅の嵐あらしが猛然と荒れ狂う。

「ご、ぉ、アォォォォ!!」

　流れる水のように鮮やかな剣撃と、全すべてを噛かみ砕くだく暴風のように破壊的な剣撃。

　異なる二つの、静と動の極みに至った剣技を真っ向から浴びて、ガーフィールの意識は散り散りになる。本能だけが間近に迫る『死』を拒み、致命傷を避け続けていた。

　このままなら、いずれ刃やいばの物量に押し潰つぶされて斬きり殺され──、




『殺してから初めて、あなたを愛すわ。──ガーフィール・ティンゼル』




　死を意識した瞬間、ガーフィールの脳裏に甘く凄せい惨さんな『死』の誘惑が響いた。

　刹せつ那な、意識が沸騰し、白んだ思考を放棄、喉のどが、咆ほう哮こうする。

「が、ァァァァァ──ッ!!」

　戦意の爆発に敵の猛攻がわずかに鈍る。音を立ててガーフィールの顔面の骨格が変化、鍛え上げた両腕が肥大化し、剥むき出しの肌を金色の獣毛が覆い尽くした。

　──上半身のみの半獣化、獣けものの闘志に理性が薄れるが、思考はむしろ冴さえ渡る。

　無言の二つの影へ咆哮を浴びせ、両足で地面を『地霊の加護』で爆はぜさせる。血ち塗まみれの地面が隆起し、飛び散る血と石塊が敵の連携に乱れを生んだ。

　足場の変化に体重の軽い女が体勢を崩していた。そこへ、刃の如ごとく鋭い獣じゆう爪そうが迸ほとばしる。一撃が女の喉笛を抉えぐる寸前、巨漢が庇かばうように割り込んできた。

　その分厚い筋肉の塊かたまりを、大おお虎とらの強力な一撃が引き裂かんと──、

「──ッ!?」

　激しい炸さく裂れつ音が響き渡り、ガーフィールが絶句した。

　獣化したガーフィールの一撃が、巨漢の腕に止められていた。大刀を担ぐ、二本の腕ではない。──装束が開かれ、隠れていた追加の両腕が力ずくで攻撃を押さえ込んだのだ。

　合わせて四本の腕が剥き出しになり、隙すきのない攻防力がガーフィールの渾こん身しんの反撃を完全に封殺。瞬間、闘争心の塊のはずの大虎が棒立ちになる。

　それはつまり、刹那が生死を分ける戦場で、命を無防備に晒さらしたということだ。

　巨漢の後ろから回り込み、半獣の死角から女が刃を閃ひらめかせる。

　踊るような華麗な剣撃は、案か山か子しを斬きり倒すようにガーフィールの首を刎はねるだろう。背中に『死』を感じながら、ガーフィールは動けない。

　前後に『死』の感覚、視界の端で血色の微笑ほほえみを浮かべた幻影の嘲ちよう笑しようが──、

「ちょやさーっ!!」

　そこへ、威勢のいい声が割り込み、青い魔法障壁が展開、女の斬ざん撃げきを受け止める。

　氷に刃やいばを滑らせるような軋きしる音がして、斬撃が障壁を削り、地へと突き刺さる。それを成し遂げ、間一髪でガーフィールを救ったのは、戦場へ舞い戻ったミミだ。

「ガーフ、すぐ逃げるって言ったのに！」

　杖つえを構かまえたミミが、初めてガーフィールの行動を真正面から非難する。

　半獣状態で背中越しの声を聞き、ガーフィールは自分の愚かしさを自覚した。

　結果を焦り、相手の力量を見誤って死にかけた。ミミがいなければ、ガーフィールの命は潰ついえていたはずだ。──最強などと、見果てぬ夢の途上で無惨にも。

「──ぉ、オォォォガァァァッ!!」

　命拾いの安あん堵ども後回しに、吠ほえるガーフィールは掴つかまれた腕を強引に引き戻す。巨漢の胴を蹴けりつけ、結果も見届けずに真横へ、ミミの下へと飛んだ。

　その細い腰に腕を回し、足に力を込める。このまま、ミミを連れて撤退だ。当初の、彼女の判断に従って、改めて仲間と共に再攻撃を仕掛ける。

「────」

　飛ぶ直前、低い姿勢から女が追いついてくる。接近する女、その眼前にミミが杖を向け、先を上回る規模の魔法障壁が三重に展開、分厚い盾が女の行く手を阻む。

　ミミがいてくれてよかった。彼女に救われた。

　そう判断しながら、ガーフィールは一呼吸の間に足をたわめ──、

「──ぁ」

　掠かすれた小さな声と、軽い衝撃。何か、氷の割れるような破砕音。

　何事かと驚きながらも、ガーフィールの体は跳躍の動作を終えていた。石畳を砕くだいて半獣が宙を舞い、その跳躍を追いかけるように鮮血が空に赤い線を引く。

　──鮮血。それは、いったい、どこから。

「チビッ子？」

　口走った直後、急速に半獣化が解け、ガーフィールの姿が人の形を取り戻していく。しかし、毛の抜け落ちる疼うずきを忘れるほど、背筋を悪寒が支配するのがわかった。

　腕の中、ぐったりとミミが脱力している。視線を落とせば、宙にあるガーフィールを見上げて、女が刺突を放った長剣を引くのが見えた。

　その長剣の半ばにまで、赤い血ち糊のりが付いていたのが見えて。

「────」

　下腹を、熱い水が伝っていく。腕の中、少女は動かない。杖が、地面へ落ちていく。

　着地、再び跳躍。手近な建物の屋上へ飛び乗り、そのままガーフィールはなりふり構わず逃走する。追跡は、ない。二人の敵は、手負いの雑兵を見逃した。

　雑兵──否いな、今はそんなことはどうでもいい。四度、五度と本気の跳躍で広場から遠ざかり、ガーフィールは適当な建物の屋根を砕くだいて着地、腕の中の少女を下ろした。

　ミミは目を閉じて、その胸を貫かれた傷から大量の血を流していた。

　慌てて服をめくり、傷を確かめる。幸い、急所は外れていた。無論、すぐに治療しなければ危険だが、治癒魔法の使い手ならばこの場にいる。

　傷口に手を当てて、ガーフィールはミミの体に癒いやしの魔法を注ぎ込む。

　柄じゃないとわかっていながら、治癒魔法の習得には精魂を傾けた。『聖域』で誰だれかに何かあったとき、どうにかしてやれる力が欲しかった。だから、ガーフィールは自分の魔法の素養を全すべて治癒魔法の習熟に費やし、一いつ端ぱしの治癒術を覚えたのだ。

　その努力を活かすときだ。成果を発揮する機会だ。このために、やってきただろう。

　この傷だって、癒しのマナがすぐに塞ふさいでくれる。傷口に掌てのひらを当て、流れる血を感じながら、その奥の皮膚を、筋肉を、内臓を、癒す力を注ぐ。注ぐ。注いで、注いで──、

　──傷が、塞がらない。

「なん、でだ……」

　誰かの、ひどく弱々しい声がした。

　この状況で、そんな情けない声を出す奴やつを殺してやりたかった。顔を上げ、周囲を探す。誰だれもいない。すぐに気付いた。今の声は、自分のものだ。

　あんな弱々しい声を、自分が出したのか。何な故ぜ、そんな声を出したのだ。

　それではまるで、まるで、まるで──。

「──ッ！　塞がれ！　塞がれ、塞がれッ！　治れ治れ治れ治れ治れよォッ!!」

　全力で、自分の体内を巡るマナの全てを治癒魔法の術式にぶち込む。自分の負傷など度外視して、癒しの波動が、優しい力が傷付いたミミの体を満たしていった。

　それなのに、塞がらなくてはならない傷が、塞がらない。

「……うそ、だ」

　目の前の現実が受け入れられず、ガーフィールは再び弱さを吐き出した。

　直後に己の頬ほおを殴りつけ、ガーフィールは牙きばを唇に突き立て、痛みで己を覚かく醒せいさせる。弱音を吐いている場合ではない。何か、方法がある、あるはずだ。

　何かある。あるのだ。あるはずなのだ。自分が馬鹿だからわからないだけで。

　考えるのだ。わからないなんて、諦あきらめる理由にはならない。とにかく、今は、何としても、この子を、少女を、助けなくてはならない。

　だってこの子は、ガーフィールを泣かせてくれた子ではないか。

　こんな子が、自分のせいで、自分を助けるために、死んでいいはずがない。

「────」

　牙を噛かみ鳴らして、ガーフィールは無我夢中で跳び上がった。抱き上げた少女の傷に手を当て、止血を試みながら効果のない治癒魔法をかけ続ける。

　血の臭におい、『死』の香り、誰も見当たらない街、全ての情報が頭を素通りしていく。

　誰か、誰でもいい。この子を助けてくれ。どこかにいる誰か、奇跡を起こしてくれ。教えてくれ。どうにかできるのなら、この子を救ってくれるのなら。

　命すらなげうつ心境で、ガーフィールは自分の嗅きゆ覚うかくを尖とがらせた。

　水の匂におい、血の臭におい、感情の昂たかぶる暴力の臭い、焼け焦げた肉の臭い──無数の悪臭の中に、ガーフィールは『それ』を嗅かぎつけた。

　これを、知っている。そしてこれこそが、ガーフィールの求めていたものだ。

　飛び越え、駆け抜け、無我夢中でガーフィールはその場所へ到達する。昨日も足を運んだ建物、その一室に飛び込んだ。大勢の人が血ち塗まみれの自分を見て驚く。それに取り合う暇いとまがない。首を巡らせ、ガーフィールは探し人の姿を求める。

「ガーフィール!?」

　名前を呼ばれた。向こうから、見つけ出してくれた。

　顔を上げる。正面、部屋の奥、そこにスバルの姿があった。ナツキ・スバルだ。

　ガーフィールにとっての奇跡の象徴、最悪の状況に一いち縷るの光明を見み出いだす希望の体現。

　ふらつく足で、重い頭で、腕の中の軽い重みを抱いたまま、彼へ駆け寄る。その姿を見て、スバルの頬ほおが強こわ張ばった。ぐったりとしたミミに気付いたのだ。

「すまねェ……すまねェ、大将ッ！　俺様ァ、俺は！　役立たずの！　能無しだ……ッ！」

　彼の前に跪ひざまずき、ミミを差し出した。そして、自分の愚かさを悔い、呪のろう。

　家族も守れず、盾であると誓った役目も果たせず、独断で敵に挑んで敗走した挙句、心優しい少女を今、死なせかけている。

「ガーフィール、何が……いや、今はいい！　フェリス！」

「わかってる！　早く、その子を寝かせて！」

　差し出す腕からミミが引き取られ、スバルが彼女を長机に寝かせる。すぐ近くにいた猫耳の少女が、傷を負ったミミに手をかざした。

　次の瞬間、ガーフィールとは比較にならない圧倒的な癒いやしのマナが膨れ上がる。ガーフィールの治癒術が雨の一滴ならば、その人物の力はまさに大だい瀑ばく布ふそのものだ。

　失われた命の蘇そ生せいすら叶かないそうなほどの癒しの力、その癒しの神業を、ガーフィールは魂の抜けた呆ほうけた顔で眺めていた。

　そのガーフィールの肩に、スバルがそっと手を乗せてくる。ゆるゆるとそちらを見上げると、自身も足に痛々しく包帯を巻いたスバルが頷うなずいた。

「いい状況なんて口が裂けても言えねぇが、それでもよくここまできたな。フェリスがいるところにこれたのは最善だった。お前のおかげで、ミミは助かるぞ」

「俺の、おかげ……？」

　スバルは、何を言っているのだろうか。

　ガーフィールのおかげで、ミミが助かる。そんな馬鹿なことがあるものか。ミミがあんな目に遭ったのは、そもそもガーフィールのせいではないか。

　それなのにどうして、彼女が助かるのは当然で、自分の判断なんて、何も。

　思考が虚うつろに彷徨さまよい、とめどない自責と愚かな自分への嫌悪が胸を苛さいなんでいる。耳鳴りがうるさい。傷が痛みを主張することが、ひどく滑こつ稽けいで場違いなことに思えた。

　罰を、欲する。痛みを、欲する。愚かな自分を、どうか誰だれも許さないでくれ。

　そんなガーフィールの願いは叶かなえられる。世界は、過あやまちを決して許したりはしない。

　過ちのツケは、必ず払わされる。──ただし、最もおぞましい形で。

「フェリス、どうした……？」

　異変に気付いたスバルが、ふとそんなことを口走った。

　正面、懸命な魔法治療が行われていて、今もミミの救命作業の真っ最中だ。凄すさまじいマナが溢あふれ返り、その余波だけでも万病が癒いやされそうな圧倒的治癒術。

　それなのに、その力を行使する少女だけが必死の形相で首を横に振って、

「なんで……？　傷が、塞ふさがらない！　これじゃ、助けられない！　どうして!?」

　悲痛な声、それが室内に響くのを聞きながら、ガーフィールは壁に背を預け、崩れ落ちる。冷たい壁、冷たい床、血ち塗まみれの自分、癒いえることのない傷。

「────」

　項うな垂だれるガーフィールを、黒い女の幻影が見つめている。

　何も言わず、語らず、微笑ほほえむことすらなく、空虚な黒こく瞳どうは何も教えてはくれない。




　──犯した過ちの代償は、血で支払われるのだということ以外は、何も。
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「ヴィル爺じい！　この子を運んで！　ここじゃ、止血もできない！」

　顔色を変えたフェリスの指示に従い、ヴィルヘルムが血塗れのミミを抱き上げる。そのまま二人は急ぎ足に会議室を飛び出し、建物の地下、野戦治療院へ。

　治癒術の効果がない以上、処置は医療技術に頼るしかない。不幸中の幸いは、フェリスの手際が魔法だけでなく、物理的な手法にも長たけていたことだ。

　そうでなければ、血を流すミミを前に皆が絶望するしかなかったかもしれない。

『アタクシの心痛、少しは伝わってくれやがりました？　ホント、虫むし籠かごの中の虫けら以下の存在の癖に、テメーらってなんて察しが悪いの？　大ちゅきっ！　きゃはははっ！』

　その、壮絶な命の救済が行われる傍かたわら、なおも『色しき欲よく』の脅迫放送は続いている。

　──否いな、もはやこれは脅迫のための放送などではない。ただ他人を嬲なぶり、嘲あざけり、奮闘を足あし蹴げにして唾つばを吐きかけるだけの、嗜しぎ虐やくの儀式だ。

「────」

　降り注ぐ悪意の中、スバルは壁際にへたり込むガーフィールの姿を見る。両手で顔を覆って項うな垂だれるガーフィール、その全身にも無数の傷があった。剥むき出しの肩には青黒い痣あざがあり、出血で金髪は斑まだらに赤く染まっている。決して、無視できる傷ではなかった。

　しかし、最も重傷なのは体の傷ではなく、心の方にある。

『で！　そんな虫けら以下のテメーらに深く傷付けられたアタクシは、この心の痛みの賠償を強く求めちゃいまーす！　アタクシの心の慰めは、さっきもお伝えした通り！　クズ肉共の物分かりがいいこと、期待しちゃーう！』

　その間も重ねられる『色しき欲よく』の悪意、嫌でも飛び込んでくる悪女の声に、スバルはせめて一矢報いる何かを求めて耳を凝らした。

　情報、弱味、相手の分析材料、何でもいい。──その意思が、その音を捉とらえる。

『色欲』の放送には甲かん高だかく耳障りな声と別に、本人の手拍子や足踏みの音が紛まぎれている。落ち着きのない子どものような態度、それもスバルの神経をささくれ立たせるが──スバルの意識が注目したのは、もっと別の部分だった。

　──音が、聞こえるのだ。

　おそらく、放送する『ミーティア』のすぐ傍そばに、その音の原因があるのだ。それが『色欲』の意図と無関係に、女の声に紛れて放送に乗り、スバルの鼓膜に届いている。

　そして、その『音』の正体を、スバルの理性が本能的に拒絶しようとしていた。

　気付くな。気付くな。知らなくていい。──この状況で、臆おく病びようの言いなりになるな。

「──ッ」

　強く唇を噛かみ、痛みでスバルは自意識を確立、拒絶しかけた『音』の正体を噛み砕くだく。

　集中、拒絶、理解、拒絶、理解、理解、理解──、

　──それは、スバルの耳には無数の羽音に聞こえた。

　信じられない量の、羽虫の羽音が脅迫放送に紛れている。極大の不安と、生理的嫌悪感を触発する悪夢の顕けん現げん、それをスバルが何とか咀そし嚼やくした瞬間──、

『ところで、察しのいいクズ肉は気付かなくていいもんに気付いた頃ころじゃねーですか？』

「──ぁ」

　それが、わざと聞かせたものだと、恐ろしく的確なタイミングで指摘される。

『きゃはははっ！　アタクシの美声に聞き惚ほれてりゃーいいのに、余計なことしやがるからそんな目に遭うんじゃねーですか？　そうそう、余計なことって言やぁ、カチコミかけてきやがったお馬鹿さんたちも碌ろくな目に遭ってねーはずですが』

　自分の思考が相手の掌てのひらの上だったと、そう言われたも同然のスバルは絶句する。それを聞かせ、大勢の心を弄もてあそんだ上で、なおも『色欲』の悪意は降り止やまない。

『色欲』は、わざと聞かせるように大きく音を立てて舌なめずりすると、

『そんなわけで、差し伸べた手を払いのけられてアタクシ様は超傷心！　だーかーらー、緩ゆるい手とかやめて、ちょっと強めに締め付けちゃおっかなーって。今、締め付けって聞いて興奮して汁出してるクズ肉、本気で救えねーですね！　きゃはははっ！　きゃははっ！　きゃはははは！　……はーぁ』

　嗤わらい声の勢いが徐々に弱くなり、最後にはひどく退屈そうなため息がこぼれる。その感情の急落で他者を置き去りにしながら、『色しき欲よく』は続けた。

『──手始めに、アタクシの足下にいる連中からグズグズのクズ肉にしてやります』

「──っ」

『それが嫌なら、アタクシの要求は一個だけ。どうせ降伏するんなら、できるだけ早く、可能な限り深く、頭を下げる。それが道理ってもんでしょーが』

　冷淡に、直前までの興奮が掻かき消えた声で、『色欲』が都市に要求を突き付ける。

　その豹ひよ変うへんと、生々しい血の香りがする脅迫にスバルは息を呑のんだ。

　そして、『色欲』は音がしたと錯覚するぐらい、あっさりと冷酷な表情を放ほうり捨て、

『じゃ、以上、アタクシのありがたーいお話はおしまいでーす。虫けら変態クズ肉共は、せいぜいちっぽけな脳のう味み噌そ働かせてお利口にしやがってくださーい。さっきも言いましたが、水門の制御塔にはアタクシたちがそれぞれ陣取ってますんで、下手なこと考えねーことです。溺でき死しした人間の面って、二目と見れねーぐらい醜いんで！　きゃはははっ！』

　その甲かん高だかい嗤い声を最後に、脅迫放送が終了する。

　一方的に、自分の意思だけ押し付け、唐突に終わった脅迫放送。そのやり口、まさに大罪司教──他の大罪とも異なる、新たな形の醜悪の権化だった。

「──ふ、ざけやがって」

　放送が終わると、同時にスバルの心を搦からめ取っていた羽音も聞こえなくなる。途端、体の硬直が解かれ、息を抜くように喉のどから悪態が溢あふれ出た。

　だが、相手に直接聞かせることもできない悪態は負け犬の遠吠ぼえでしかない。一方的な舌戦に敗北し、スバルは忸じく怩じたる思いで拳こぶしを握りしめた。

『──スバル、聞こえているか』

　ふと、そのスバルを呼ぶ声が円卓から聞こえる。見れば、慌ただしさに放置された対話鏡は輝きを失っておらず、鏡面には憂い顔の騎士の顔が映し出されていた。

「ああ、聞こえてる。今の放送は聞いたな？」

『無論だ。業腹だが、あの声は都市中に響いたことだろう。──ミミのこともある。私とティビーもそちらへ戻ろう。そこで改めて』

「──ああ、改めて」

　ユリウスの言葉を受け、スバルは一度瞑めい目もくし、会議室の窓へと目を向けた。

「改めて、話をしよう」

　──遠く、制御塔の上ではためく旗の赤い眼めが、水門都市を嘲ちよう笑しようしているように見えた。
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　──外回り組であったユリウスたちが戻ったのは、それからすぐのことだった。

「お、お姉ちゃん、しっかりして……っ」

「頑張るですですよ、お姉ちゃん……」

　意識のない姉を心配し、ヘータローとティビーがミミに声をかけ続ける。加護の力で姉の傷の影響を受ける二人、その表情には痛々しい悲嘆が刻まれていた。

「一秒が惜しい！　傷押さえて、出血止めて……ああ、もう！　こんな古い方法で！」

　そのフェリスの勢いに誰だれも口を挟むことができない。全員がわかっているのだ。瀕ひん死しのミミの命を繋つなぐには、彼に託す以外にないのだと。

「スバル殿」

　そこへ声をかけてきたのは、厳しい表情のヴィルヘルムだった。

　眉み間けんの深い皺しわと、潜めた声に隠し切れない苦悩があるのを感じ取り、スバルは頷うなずく。彼の胸中、そこに生まれた葛かつ藤とうにはスバルも心当たりがあった。

「ミミの、塞ふさがらない傷ってのは……」

「……十中八九、『死神の加護』による傷と見て間違いないでしょう」

　スバルの言葉を引き継ぎ、ヴィルヘルムが覚悟と共にそう言った。

　──『死神の加護』、それは加護の所有者が与えた傷に、癒いえることのない呪のろいを付与する恐るべき力だ。ミミの傷に治癒魔法が効かないのも、その効果と考えて間違いない。

　そしてスバルの聞く限り、その加護を宿した人物の心当たりは一人だけ。

　先代の『剣聖』、テレシア・ヴァン・アストレア。──ヴィルヘルムの、亡き妻だ。

「こんなこと聞くのは怖いんですが……ヴィルヘルムさん、腕の傷は？」

「────」

　スバルの問いに、ヴィルヘルムが無言で執事服の上着を脱ぐ。彼の左肩、そこには古傷を隠す包帯が巻かれており、その傷こそが、彼の妻が夫に残した癒えぬ剣傷。

『死神の加護』で刻まれた傷、そこに巻かれた包帯には、赤い血が薄く滲にじんでいた。

「血、ってことは……」

「再び、傷が開いた。どうやら私にとっても、このことは他た人にん事ごとではいられぬようです」

　上着を着直し、静かに呟つぶやくヴィルヘルムにスバルはかける言葉が浮かばない。ただ、ヴィルヘルムの双そう眸ぼうに宿るのは、希望や安あん堵どではなく、怒りだった。

　十五年前に失ったと思っていた妻、その生存の可能性が見えてきたのに──、

「──妻は、十五年前に亡くなりました。その事実が変わることはない」

　そんなスバルの考えを、感情を押し殺したヴィルヘルムの声が否定する。彼は驚くスバルを真まっ直すぐに見つめ、研ぎ澄まされた剣気の片へん鱗りんを溢あふれさせながら、

「その妻の死に関かかわり、あれの魂を辱める輩やからがいる。ならば、私は私の剣と、妻と過ごした日々に誓ってそれを贖あがなわせる。──必ずや」

『剣鬼』の強固な信念は、鍛え上げられた鋼はがねのように強きよ靭うじんだ。

　それを目の当たりにすれば、どんな言葉をかけることも無粋としか思えない。安易な慰めや励ましなど、彼の決意に水を差すだけの不純物だった。

「────」

　その悲痛な決意を掲げるヴィルヘルムの隣で、スバルは静かに息をつく。

　ミミの懸命な治療が行われる傍かたわら、処置に追われるフェリスと付き添いのヘータローたちを隣室に置いて、スバルたちは場所を変えた対策会議を続けている。

　ミミの容態に不安は尽きないが、都市の状況はミミ一人に掛かりきりになることを許してはくれない。特に、急ぎ話し合わなくてはならない問題は──、

「──皆さんもお聞きの通り、大罪司教から二度目の放送がありました。もはや、都市庁舎の人質の命は一刻の猶予もありません」

　挙手して、話し合いの口火を切ったのは白いスーツの上着を脱いだ人物だ。

　丁寧に撫なで付けた頭髪、優男風の顔立ち──しかし、その表情を引き締め、眼前の問題解決に当たると意欲を燃やす彼こそ、ミューズ商会代表、キリタカ・ミューズである。

　直前まで十人会の一人として、都市全体の状況把握と混乱の抑制に努めていたキリタカだったが、先の脅迫放送を受け、こうして緊急の会議に参加してくれている。

　その、都市の中枢に携わる彼が加わったことで、最初に確かめたいことが──、

「時間がないから、単刀直入に聞くわ。──キリタカさん、『魔女の遺骨』のことは？」

　躊躇ためらいなくそう切り込んだのは、処置室の正面に位置取っているアナスタシアだ。彼女は常の柔らかな印象を脱ぎ捨て、真剣な眼まな差ざしをキリタカに向けている。

　その視線の鋭さに、キリタカはアナスタシアの本気を見取った様子で頷うなずいた。

「この場で隠し立てしても無意味でしょう。ですから、簡潔に……『魔女の遺骨』は実在します。そして、その在あり処かは十人会の人間しか知らない。私も、その一人です」

「……マジで、遺骨は実在してるってわけか」

『魔女の遺骨』の存在をキリタカが肯定し、その事実に全員が微かすかに息を呑のむ。四百年前の、都市の成り立ちに関かかわる魔女の真実が、確かに残っているのだと。

　だが、その周囲の反応に、キリタカは「ですが」と言葉を続けた。

「断言しておきます。この『魔女の遺骨』を動かすことはできません。したがって、相手の要求に答えることはできない。遺骨は、取り引き材料にはならないのです」

「その、動かせないというのはキリタカ様のご意見ですか？」

「いいえ。慣例や、古い歴史に従って動かせないと主張するわけではありません。そんなものは、人の命が懸かった状況と比べれば何の価値もない」

「じゃあ、動かせないってのは……」

「物理的な意味で、です」

　クルシュの問いに毅き然ぜんと答えたキリタカが、スバルの言葉を力なく引き継ぐ。

　物理的に動かせない、とは奇妙な言い回しだ。『魔女の遺骨』──アルの呟つぶやきを信じるなら、その遺骨はテュフォンのものの可能性が高い。幼い彼女の体格はベアトリスとさほど変わらず、動かせないほど巨大なものとは考えにくかった。

　つまり、動かせない理由は遺骨の大小にあるのではなく──、

「場所、もしくは役割にあるって考えるのが妥当か」

「せやね。『魔女の遺骨』が実在して、それが都市の十人会以外に秘密にされてきたやなんて、何かしら重たい理由があるに決まってるわ」

　スバルの推測にアナスタシアが賛同する。その二人の仮説にキリタカはわずかに頬ほおを硬くして、すぐに観念したように吐息をこぼした。

「……お察しの通り、『魔女の遺骨』には特別な力が宿っています。それは都市の根幹を支えるほどの力で、遺骨なしに水門都市は維持ができない」

「もし動かしたら、どうなっちまうんだ？」

「この都市の成り立ちのことは皆さんご存ぞん知じのようでしたね。遺骨を動かせば、都市はその当時と同等の……いえ、それ以上の被害を生んで崩壊するでしょう。それは結果的に、魔女教が水門を開放した場合と同じことです」

「……なるほど。それは動かせねぇわけだ」

　言って、スバルがちらとクルシュを見ると、彼女はその視線に首を横に振った。

『風見の加護』の力で、クルシュには他者の言葉の真偽が読み取れる。いくらか抜け道はあるものの、概おおむね、キリタカの発言に嘘うそはないと考えて間違いない。

　つまり、『魔女の遺骨』を渡すことは、都市を滅ぼすことと同義。そんな物騒なものを取り引き条件にした『色しき欲よく』の考えは、最初から的外れであったというわけだ。

「あるいは、『色欲』はその条件を知っていて、とも考えられる」

　と、そう呟つぶやくのは眉み間けんに微かすかな皺しわを刻んだユリウスだった。ティビーと共に戻り、改めて会議に加わった彼は、自分が注目を集めたことに気付くと、己の前髪に触れ、

「いくつか外の避難所を巡った感触としては、都市の人々はよく耐えている。それでも、状況を悲観する声は後を絶たない。何も知らない人々からは、『魔女の遺骨』など渡してしまえ、という意見も聞こえたほどだ」

「そうやって、都市が内部分裂してくのを楽しんでるってか？　……笑えねぇ」

　何とも陰いん鬱うつな推測ではある。が、それを勘繰りすぎだと言える根拠は何もない。『色欲』の大罪司教、カペラの脅迫放送には、人心を弄もてあそぶ嗜しぎ虐やくの快楽が垣かい間ま見みえていた。

　都市の全域に声を聞かせることも、本当の目的は他者の心を踏ふみ躙にじることに──、

「──遺骨は渡せん。くだらん要求も聞かん。そこは、もう変わらんやろ」

　低く、そう言い放った声色に、スバルは強い違和感を抱いて顔を上げた。

　違和感の正体は、声の静けさだ。その声はいつも、強く高く張り上げられていて、こんな風に感情を押し殺す印象とはかけ離れていたから。

　焦げ茶色の獣毛と筋骨隆々とした体たい躯く、常ならば威勢のいい言行で話を牽けん引いんするその人物は、犬人の亜人──リカードだ。ユリウス同様、外回りから戻った彼は太い腕を組み、沈黙して何事か延々と考え続けていた。

　今、その沈黙を破り、リカードはのしのしと壁際へ歩み寄る。そして──、

「礼が遅れたわ。──兄ちゃんがここに連れてきてくれんかったら、ミミが死んどったのは間違いない。せやから、恩に着る。助かった。ほんまに、おおきに」

　どっかりと胡坐あぐらを掻かいたリカードが、床に額をつけて感謝を述べる。彼の感謝の矛先は、壁に背を預けて座り込み、人形のように項うな垂だれていたガーフィールだった。

「────」

　意気消沈し、スバルの指示でかろうじて自分の傷に治癒魔法をかけていたガーフィール。その目が見開かれ、困惑と拒絶が翠みどりの瞳ひとみを弱々しく曇らせる。

　ミミを連れてきたガーフィールの慟どう哭こく、あれを聞けば、彼がミミの傷に強い責任を感じているのは明らかだ。リカードには、彼女の保護者としてそれを責める権利がある。

　それでも、リカードはガーフィールを責めず、頭を下げた。そのリカードの誠実さが、ガーフィールの心を抉えぐる刃やいばとなり、少年の自責をより深めるとしても、だ。

「それで？　いつまでもなあなあにしてねぇで、聞くこと聞いた方がいいんじゃね？」

　と、その停滞しかけた空気に割り込むのは、長机の上に座ったアルだった。彼は兜かぶとの継ぎ目を弄いじりながら、その場に居並ぶ面メン子ツを見渡して、

「さっきのふざけた放送と、ボロボロで飛び込んできた二人が無関係ってことはねぇだろうよ。となると、都市庁舎から戻った貴重な生き証人だ。話、大事だぜ？」

　傷付いたガーフィールに顎あごをしゃくり、アルがいっそ冷徹に肩をすくめる。その飄ひよう々ひようとした態度には無神経さを感じるが、彼の主張は必要な冷徹さだった。

　ガーフィールとミミの二人が、都市庁舎に挑んだことはもはや間違いあるまい。それは早まった決断だったかもしれないが、二人なりの最善を求めた結果の行動だ。

　その代償は払った。──否いな、今も、ミミが払い続けているのだから。

「ガーフィール、話しづらいかもしれねぇが、何があったか聞かせてくれ。お前がそこまでやられるなんて只ただ事ごとじゃねぇのはわかってる。でも……」

「────」

「この街を襲ってる大馬鹿野郎を全員、ぶっ倒さなきゃならないんだ。そのために、お前の力がいる。いつまでも、凹へこんだままじゃいさせられねぇ」

　残酷な要請とはわかっている。だが、スバルは飾らない本音を正直にぶつけた。

　独断専行で敵に挑み、ミミを守り切れなかったガーフィールだ。その胸中が悔恨と自責で埋め尽くされていることは想像に容易たやすい。

　他ならぬスバル自身、ガーフィールと全く同じ心境なのだから、当然だ。

「……放送を、聞いて、チビッ子と俺様ァ街の真ん中ッに向かったんだ。都市庁舎で放送してッやがる、いけ好かねェ野郎をぶっちめようってよォ」

　ぽつぽつと、俯うつむいたままガーフィールが語り始める。治療を中断し、拳こぶしを掌てのひらで砕くだけかねないほど強く握りしめる。それが、感情の激発を堪こらえる唯一の手段とばかりに。

「庁舎の前じゃ、大勢が死んでやがッた。街の、衛兵の奴やつらだと思う。やったのァ、大男と細っこい女の二人組、どっちも剣士で、そいつらが……」

　牙きばが震え、ガーフィールが言葉を切った。続かなかった言葉の先にあるのは、ガーフィールの敗北と、ミミの癒いえない傷の原因となる一幕だろう。

　耳を疑いたくなるのは、今の話に出てきた二者にスバルの心当たりがないことだ。

『色しき欲よく』に与くみしていると思われる以上、魔女教徒であることは間違いない。だが、その特徴は両者とも、スバルの知る大罪司教に当てはまらないのだ。

　大罪司教ですらない、正体不明の魔女教徒。しかもそれが──、

「両方とも、俺様と五分……いや、俺様より強つえェと、思う」

　弱々しく、委縮したガーフィールの姿には痛々しさが色濃い。相手の強さへの畏い敬けいの念と、傷付いたミミへの負い目がガーフィールを体格以上に小さく見せていた。

「──相手が強いか弱いんか、そんなんはようわかっとる」

「リカード……」

　そこで、今の今まで、床に額をつけていたリカードが頭を上げた。そして次の瞬間、その全身から猛たけ々だけしく、獰どう猛もうな鬼気が溢あふれ出る。

「聞かせたってくれ。ワイは、兄ちゃんの話のどっちをいてこましたったらええんや。どっちをぶった斬ぎれば、ミミの仇かた討きうちができる？」

　礼を尽くす、誠実な姿勢がリカードの本心ならば、どこまでも荒々しく仇を喰くい破ろうとする姿勢もまた、リカード・ウェルキンの本心だ。

　その強烈な獣性に気け圧おされ、ガーフィールはわずかに躊躇ためらい、

「……チビッ子を斬ったのは、女の方だ。あいつは、俺様を庇かばって」

「それはミミの選んだことや。ミミの判断は、ワイが口を挟むことやない」

「わかってる。わかってらァ。誰だれも、俺様を責めやしねェ……だッけどなァ、俺様はそうじゃァねェ！　だから、あの女は俺様がぶっちめんだ……ッ！」

　弾はじかれたように立ち上がり、ガーフィールが悲ひ愴そうな表情で応報を口にする。その反応に腰を上げ、リカードは上背の差で少年を見下ろした。

「よう吠ほえたわ。男に二言はない。立って、戦うっちゅーんやな」

「あァ……あァ！　当ッ然だ！　俺様が、やってやらァ……ッ」

　噛かみつくように吠えるガーフィール、その曇り眼まなこに光が戻ってくる。空元気の嫌いはあるが、怒れるガーフィールはミミの雪辱をリカードに誓った。

　それを受け、頷うなずくリカードがスバルに一瞬、目配せする。それは、本来ならばスバルがやるべきだった一押しを、代わりに果たしてくれた大人の気遣いだった。

　さすが、『鉄の牙きば』を率いる団長、人の立たせ方が堂に入っている。

「ガーフィールの話で、都市庁舎の危険性は理解できた。……都市を守ろうと、決死の覚悟で挑んだ衛兵たちの犠牲のことも。それを踏まえ──」

　ガーフィールに奮起を促したリカード、その会話を引き取るユリウスが、ふっと黄色い瞳ひとみを細めながらスバルを見た。そして──、

「スバル、君ならどうする？」

「……そらまた、ずいぶんとアバウトな話の振り方だな、オイ」

　珍しく、大おお雑ざつ把ぱなユリウスの物言いにスバルが顔をしかめる。すると、ユリウスは「ふ」と気き障ざな笑みを浮かべる。

「『怠たい惰だ』との戦いを思い出してね。魔女教が相手なら、君が特効薬になるのではと期待しているんだよ。ひょっとすると、私には思いもよらない策が浮かぶのではないかと」

「無む茶ちやぶりすんな。大体、俺が魔女教の特効薬なら、こんな足になってねぇよ」

「それは残念だ。だが、エミリア様のこともある。君にとって、あの方をそのままにしておくことは望ましくないはずだ。どうするつもりか、率直に確かめたい」

　望んだ答えではなかったろうに、ユリウスは気落ちした様子もない。彼としても、スバルが魔女教キラーなんて期待はさらさらなかったのだろう。

　むしろ彼の本題は、後ろに持ってきた方の話題であるとすぐにわかった。

「……エミリアを連れてったのは『強ごう欲よく』だ。今でも、あいつの身勝手な持論には身の毛がよだつぜ。一秒だって、あんな野郎にエミリアを預けておきたくねぇ」

「ということは、君はエミリア様の奪還を優先すると？」

「当然だ。──って、言いたいところだけどな」

　威勢よく、ユリウスの質問に答えようとして、スバルは吐息を挟んだ。

　エミリアを取り戻したい、それは紛まぎれもないスバルの本音だ。あの歪ゆがんだ思想の持ち主に、エミリアを長く預けておくなど反へ吐どが出る。

　だが、『色しき欲よく』の脅迫放送と都市の状況が、スバルに感情的な行動を許さない。

「『色欲』を放ほうってはおけない。あいつを自由にさせとくと、都市の人たちの心がしっちゃかめっちゃかにされちまう。──それに、あの『ミーティア』がよくない」

「同感だ。あの『ミーティア』が、都市の全員を縛り付ける鎖の役割をしている」

　どこにいても声が届くということは、それだけで十分に脅威になりえる。『色欲』は明らかにその効力を自覚しているし、スバルには別の懸念もあった。

　この都市には他者の感情を増幅し、周囲と共有させる権能を持つ存在がいるのだ。その存在が『ミーティア』で広まった絶望を拡大させれば、いったい何が起こるだろうか。

　それこそ、爆発的に強まる狂気がパンデミックを起こし、都市は壊滅する。

　──エミリアを助けるためには都市の崩壊を防ぎ、『ミーティア』を取り返さなくてはならない。そして、それには都市庁舎の『色欲』を倒す必要がある。

　そうやって初めて、『強欲』の下からエミリアを取り戻す準備が整うのだ。

「奪われたのは四つの制御塔と、街の真ん中にある都市庁舎。──でも、攻略する順番は決まってる。都市庁舎の『色欲』退治が最優先だ。それに、さっきの放送が本気なら、こうしてる間も都市庁舎の中にいる人たちの命が危ない」

「なるほど……貴重な意見、感謝する。概おおむね、私も同じ考えだよ」

　自らの方針を定めたスバルに、ユリウスがそう満足げに頷うなずいた。

　おそらく、彼の中ではもっと早く同じ結論が出ていたはずだ。ここまでスバルに言わせたのは、冷静さを損ない、早まった結論を出さないか試した、といったところか。

「はいはい、そしたらまとめよか」

　軽く手を叩たたき、アナスタシアが会議の主導権を自らへ引き戻した。彼女は叩いた両手を広げ、丸い浅あさ葱ぎ色いろの瞳ひとみでスバルを見つめる。

「今のナツキくんの意見やけど、ウチも支持するわ。あの『ミーティア』を奴やつこさんに預けとくんが危ういんはウチも同意見。……あれは長く放置しとけばしとくほど、街の人らの心が削られて、内部崩壊が早まる立派な攻撃や」

「私も、お二人に賛同します。この調子で相手の行動を許し続ければ、徐々にこちらの選択肢は狭められていく。動くなら、早い方がよいでしょう」

　スバルとアナスタシアの結論に、クルシュが凛りんとした姿勢で賛同した。

　彼女の言の通り、今ならばこちらの戦力は充実している。ミューズ商会にはガーフィールとリカード、ユリウスとヴィルヘルムといった錚そう々そうたる面メン子ツが揃そろっていた。

　ここに『鉄の牙きば』の他のメンバーや、キリタカの私兵である『白はく竜りゆうの鱗うろこ』が加われば、まだまだ戦力を底上げすることが可能になるはずだ。

　しかし、そのスバルの考えに、キリタカが難しい顔で首を横に振った。

「申し訳ありません。今、私の私兵たちには用事を言いつけ、外に出ています。十人会の議員を保護して、連れてくるようにと」

「クソ、それは……いや、必要なことだな。そっちから口を割られると、水門とは別の理由で都市が滅んじまう。とはいえ、可能性は上げておきたい……」

　可能なら、最低でもペテルギウスの討伐と同等の戦力を揃えて敵に臨みたい。なにせ、相手は大罪司教が三人、単純計算でも三倍の苦戦が想定され──、

「──いや、そうはならねぇんじゃねぇの？」

「アル？　いきなりなんだよ」

　そこへ突然、スバルの思考を遮さえぎって割り込んだのはアルだ。彼は首をひねりながら、「だってよ」と前置きして、

「兄弟の不安は、都市庁舎が大罪司教の溜たまり場ばになってる可能性だろ？　けど、さっきの放送で言ってたじゃねぇか。『制御塔にはそれぞれが陣取ってる』ってよ」

「──？　それが何なんや？　なんぞ、おかしなことがあるんか？」

「──っ！　そうか、そうか！　確かに、そうだ！」

　アルの言葉にリカードは無理解を示したが、スバルはその真意を理解した。

　制御塔にそれぞれが陣取っている。──その表現が正確ならば。

「制御塔を押さえたのは大罪司教……だが、あいつらに仲良く連携なんて考えがあるとは思えねぇ。目の前の敵そっちのけで仲間割れを始める奴やつらだからな」

　スバルの脳裏に蘇よみがえるのは、本気で殺意を向け合うシリウスとレグルスの姿だ。

　刻限塔広場での仲なか違たがいは、スバルの邪魔がなければ片方が欠けて終わっていただろう。そもそも、奴らに協調性や団体行動なんて言葉は到底似合わない。

　極大の超個人主義の塊かたまり、あれらが大人しく、一つの建物の中で行動できるものか。

「あの『色しき欲よく』の放送に、他の奴やつの声が割り込んでこねぇのがその証拠だ。あの自己顕示欲の塊かたまり共が、あれを他人任せになんかできるもんかよ」

「ずいぶんと主観的な見方と言わざるを得ないな。……だが、不思議と説得力はある」

　勢いづくスバルの言葉に、ユリウスが形のいい眉まゆを顰ひそめて片目を閉じる。

　最大限、脅迫放送の内容を拡大解釈した意見には違いない。しかし、スバルにはこの意見に確信があった。三人の大罪司教と顔を合わせ、間接的に四人目の大罪司教とも接触したナツキ・スバルには、奴らの腐った性根への厚い信頼がある。

　そうして、都市庁舎への反撃が俄にわかに現実味を帯びてきたタイミングで──、

「──ふぅ。処置、何とか終わったよ」

　隣室の扉が開かれ、汗だくのフェリスがふらつく足取りで姿を見せた。一度着替えたはずの服を新たな血で汚した彼は、タオルで汗を拭ふきながらアナスタシアを見やり、

「アナスタシア様、やれるだけのことはやりました。あとは……」

「それで、ミミはどないなった？　助かるんか？　助かるんやろ？」

　アナスタシアの頭を飛び越え、鼻息荒くリカードがフェリスに詰め寄る。その背後ではガーフィールも、縋すがるような顔でフェリスを見つめていた。

　その二つの懇願の視線と、他の面々からの注目にフェリスは目を伏せる。

「傷は塞ふさがってない。今は無理やり、原始的な方法で止血したのと……ミミちゃんの弟くん二人の加護の力を借りて、何とか繋つなぎ止めてきたところ」

「加護て、『三分の加護』のことか？　それやと、どないなるってことや？」

「元々、あの子たちの加護は疲れとか傷を分け合える力があったでしょ？　その繋がりを無理やり強めて、普段以上に傷の影響を引き受けてもらったの。その分、ミミちゃんの命の制限時間は延びたよ。でも……」

「──お姉ちゃんの命が尽きるとき、僕たちも死んじゃうってことですよね」

　隣室の扉、フェリスの後ろから息も絶え絶えな声がこちらへ届いた。

　フェリスが横にどくと、隣室の床に座り込むヘータローとティビーの姿が見える。二人の間には簡易的な寝台があり、そこにミミが寝かされていた。

　その、眠り続ける姉の手を、二人の弟がそっと握りしめている。──ただし、それぞれの空いた片方の手は、苦しげに自分の胸へと当てられていて。

「──この、アホたれ共。ホンマに、どうしようもないアホたれやぞ、お前ら」

「……でも、これがお姉ちゃんの痛みだと思うと、ちょっと、お揃そろいで幸せかなって」

「お兄ちゃんほど筋金入りではないです。ですから団長、早く何とかしてくれるって信じてるです。──死んだら、三人で化けて出ますですから」

　姉の負傷の分配を引き受けて、同じように致命傷を味わう弟二人。その強がりな言葉にリカードが牙きばを震わせたが、その肩を後ろからフェリスが叩たたいた。

「怒らないであげて。あの子たちは、ミミちゃんのために必死だっただけだから」

　子猫人二人の考えをフェリスが擁護する。だが、彼の声にはむしろ、フェリス自身が己の力不足を悔やんでいる、そんな響きが色濃い。

「フェリスさんのせいやないよ。どうせ、あの子たちから言い出したことやろ？　ホント、大好きなお姉ちゃんのこととなると見境なくて、困った子ぉらや」

　薄く微笑ほほえみ、アナスタシアが自分の部下──否いな、家族の判断に理解を示した。

　それから、アナスタシアはゆっくりと噛かみ含めるように、

「リカード」

「やるんなら速攻や。そうやないと意味がない。せやろ」

　呼びかけにリカードは躊ちゆ躇うちよなく答える。低く唸うなる獣人の戦意はもはや誰だれにも止められまい。──その昂たかぶる彼の感情が理解できないものも、またいない。

　踵かかとを鳴らし、背筋を正したユリウスが恭しくアナスタシアへと騎士の礼を取った。

「アナスタシア様の指示があれば、『鉄の牙きば』総員、すぐに動くことが可能です」

「ありがと。──うちの『鉄の牙』の子ぉらに都市庁舎までの道は確保させる。あとは精鋭で一気に制圧が理想的や。敵はでっかい男と細い女、それに『色しき欲よく』の大罪司教」

「こっちの戦力は、ガーフィールとリカード、それにヴィルヘルムさんとユリウスか」

「──私も参ります」

　そう声を上げたのは、長い緑髪を一つに結んだクルシュだった。

　彼女は長剣を腰に下げ、足下のブーツの紐ひもを締め直し、威風堂々と戦列に加わる。

「参りますって、クルシュさん戦えるのか？」
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「以前の私ほどとは言えませんが、ヴィルヘルムに師事して鍛え直しました。『風見の加護』の力もあります。足手まといにはならないつもりですよ」

　記憶を失う以前のクルシュは、白はく鯨げい戦でも主力の一人として活躍した実力者だった。

　だが、記憶をなくした今の彼女の実力はスバルには未知数。正直、以前のクルシュとは凛り々りしさの質が違い、戦える性格とは思っていなかったが──、

「クルシュ様の天てん稟ぴんは衰えておりません。剣力も十分に。それは私が保証しましょう」

　そんなスバルの不安を払ふつ拭しよくするように、ヴィルヘルムが太鼓判を押してくる。『剣鬼』は自身の剣の柄つかに手を当て、主あるじへと青い双そう眸ぼうを向けた。

「ですが、無理はされませんよう。御身の安全を第一に、お願いいたします」

「民の前に傷を浴び、血を流すのが貴族の務め。無む辜この民が泣くのであれば、誰だれが我が身可愛かわいさに引き下がっていられましょう。私は戦いますよ、ヴィルヘルム」

「……まったく、強情な御お方かただ。そんな方だからこそ、私も剣を捧ささげたのですが」

　ヴィルヘルムの忠言に、クルシュはあくまで毅き然ぜんとして応じる。その主あるじの答えに満足げに顎あごを引くヴィルヘルムを見て、フェリスがさっと手を上げた。

「はい！　はい！　私も！　フェリちゃんもご一緒します！　いかせてください！」

「フェリス、あなたは各地の避難所を巡って、治療が必要な方に対処を。あなたの心遣いは嬉うれしいです。でも、あなたの戦うべき戦場を、私のために誤らないで」

「う、みゅみゅ……」

　立候補を却下され、フェリスが必死に抗弁しようと頭を悩ませる。が、正論の中の正論であるクルシュを言い包くるめることはできず、彼は泣きそうな顔で白旗を上げた。

「ヴィル爺じい、クルシュ様をお願い。絶対の絶対、お守りして」

「ええ、わかっています。──たとえ、この地で命を燃やし尽くすことになろうとも」

　託されるヴィルヘルムの返答には、強く高潔な決意が漲みなぎっていた。

　これで、クルシュを加えた五人が、都市庁舎を奪還するための主力となる面メン子ツだ。

　それを確かめたところで、スバルは階段に座り込むアルへと目を向けた。

「それで、お前の戦力には期待していいのか？　戦ってるとこ見たことねぇけど……」

「あー、それなんだがよ、兄弟。この流れで言うのも勇気がいるんだが」

「──？　なんだよ」

　首裏を掻かきながら、アルがその場に立ち上がる。そして、彼は腰裏に備え付けた青せいり龍ゆう刀とうの柄を掌てのひらで押さえ、気まずそうに首をひねった。

「悪わりぃんだが、オレは都市庁舎にゃいけねぇよ。状況が変わっちまった。オレは姫さん探してそっちと合流する。兄弟たちとはここでお別れだ」

「はぁ!?　お前、このタイミングで何言い出すんだよ!?」

「だから、悪いって言ってるじゃねぇか。ホント、申し訳ねぇっての」

　突然の発言に仰天するスバル、その反応にアルが不義理を詫わびるが、謝って済む問題ではない。いったい、アルは何を考えているのか。

「大体、お前、プリシラは心配いらねぇって自分で言ってたじゃねぇか」

「そりゃ色々と情報の更新がある前の話だろ。それに、オレがいたって都市庁舎のボス戦じゃ役に立たねぇよ。味方の足引っ張るだけならいねぇ方がいい。そうだろ？」

「おま、お前……」

　自身の無力を割り切ったアル、彼の発言にスバルは開いた口が塞ふさがらない。

　そもそも、アルだってここまで会議に参加していたのだ。都市庁舎を奪還し、『色しき欲よく』を撃退しなければ都市全体が危険に晒さらされる。それがわかっているはずなのに。

「──アル殿、意見は変わりませんか？」

　そんなスバルの混乱を余よ所そに、アルへと今一度問いかけたのはユリウスだ。『最優』の問いを正面から受け、アルは「ああ」と気負いなく頷うなずく。

「悪わりぃが変わらねぇ。……そっちと違って、オレはご主人様と合流できてねぇからな」

「主あるじのことを思うのは従者として当然のこと。私はそれを非難しませんよ」

「そいつはどうも。わかってくれて嬉うれしいよ」

　優等生なユリウスの言葉に、アルの応答はどこか冷めている。ただ、皆の判断に逆らい、別行動を選ぶことへの罪悪感はあるらしい。彼は今一度、スバルを見ると、

「こいつはオレの言えた話じゃねぇが、兄弟だって同じ立場だろ？　オレは都市庁舎どうこうより、大事な女の方を優先すべきだと思うね」

「────」

「つっても、その足じゃできることは限られちゃいるだろうけどよ」

　そのアルの指摘に、スバルは痛撃を受けたように頬ほおを歪ゆがめる。

　事実、アルの意見は一面的に見れば正論だ。あれこれと理屈を並べても、エミリアの安全が保障されることはない。彼女は今も、危険の真まっ只ただ中なかにいる。

　そして、足に深手を負ったスバルには、まともに選べる選択肢はないのだと。

　──そのアルの言葉に対して、スバルの答えは一つだった。

「う、ごぉぉぉ……！」

「ちょ、ちょっとスバルきゅん!?　何してんの!?」

　右足の激痛を堪こらえながら、スバルがどうにかその場に立ち上がる。重傷の足を酷使するスバルを見て、主治医のフェリスが慌てて駆け寄り、その頭を引ひっ叩ぱたいた。

「い、痛いてぇな、おい」

「当たり前でしょ！　絶対安静って言ってるのに、なんで無む茶ちやばっかりするの!?　フェリちゃんの診断に恨みでもあるわけ？　足が落っこちてもおかしくないのに！」

「それが俺の覚悟の証明、って感じだよ。フェリス、お前には俺の気持ちがわかるだろ」

「う……」

　すぐ間近の黒こく瞳どうに見据えられ、フェリスが唇を尖とがらせて口ごもる。

　アルの言葉への、そして死地へ向かう仲間たちへの、これがスバルの答えだ。足の傷が理由で選択肢が狭まるなら、そんな条件は気合いと根性で除外する。

　アルは自分の力不足を不参加の理由に挙げた。その条件はスバルも同じだ。だが、スバルには小こ賢ざかしい頭がある。これが少しでも、皆の力になるのなら──、

「──俺が無理する意味がある。エミリアのために、それが俺のできることだ」

「……足が取れても、後悔しないって言えるわけ？」

「後悔はするぜ。でも、それはここで引き下がったときの方がずっとでけぇんだよ」

「はぁ。……どうせなら、最後までカッコつけたらいいのに」

　呆あきれた風に嘆息し、フェリスは鼻息荒く痛みに耐えるスバルの右足に手を伸ばした。そして、その分厚い包帯の上から傷口をさすり、

「奥の手、使ったげる」

「奥の手って……ちょ、痛い、痛いぞ!?　待て、痛い痛い痛い！　痛……く、ない？」

　じんわりと、傷口に当てられた掌てのひらから淡い光と熱が足に浸透する。途端、ナイフを突き刺したようだった足の痛みが引き、右足の状態が健全化する。

「おい、マジかよ……！　なんだ、こんな便利な魔法があるなら出し惜しみなんかしないでもっと早く使ってくれよ！　よっしゃ、よっしゃ、動ける！　動け……」

　痛みの消えた足を上げ、スバルは力強く何度も床を踏みしめる。その場でステップを踏み、傷を掌でバシッと叩たたいた。と、掌にべったりと濡ぬれた感触、真っ赤だ。

　右足の傷が破れ、結構な勢いで出血していた。

「おいおいおいおい、治ったんじゃねぇの!?」

「治したなんて言ってないでしょ。足が取れても後悔しないかって聞いたじゃない。ただ痛覚を取っ払ってあげただけ。無む茶ちやすれば、走り回るぐらいはできるはずだよ」

　足の出血に動転するスバルに、フェリスが新しく包帯を巻き直してくれる。痛覚が取っ払われたとの説明通り、足に痛みはない。

　ただ、これがかなり不自然な、無理を利かせた状態なのは間違いない。

「これ、絶対にあとで足に悪影響出るから。せいぜい、足の負担に注意すること！」

「……わかった。助かるよ。恩に着る」

「……絶対、スバルきゅんってフェリちゃんの話聞いてないよネ」

　右足の調子を確かめて頷うなずくスバルに、フェリスが頬ほおを膨らませて顔を逸そらした。

　そんなことはないと言ってやりたかったが、実際、どうするかはそのときにならないとわからない。できない約束は交わさない、それがスバルが経験から学んだことだ。

「ってわけで、俺も都市庁舎攻略メンバーに加わるぜ。言っとくが、止めても無駄だぞ。確かに大した力にはならねぇかもだが、俺にもできることが……」

「止めるって、なんで止めんねや。兄ちゃんがおったら百人力や。頼りにしとるぞ」

「できることが……って、あれ？」

　突っぱねられ、それを説得する覚悟だったスバルだが、リカードは躊躇ためらいなくその提案を受け入れた。その反応に驚くスバルに、彼はその大口を開け、

「白はく鯨げいのときも『怠たい惰だ』のときも、兄ちゃんが気張っとったんをワイも見とる。兄ちゃんを評価しとるんは、ユリウスとヴィルヘルムさんだけやないぞ」

「────」

　リカードからの思わぬ評価に、スバルは何度か口を開閉する。そのまま、視線を周囲に彷徨さまよわせると、ユリウスが肩をすくめ、ヴィルヘルムが深々と頷うなずくのが見えた。

　二人も、反対意見はないらしい。それだけでなく、クルシュも薄く微笑ほほえんで、

「もちろん、私も心強いです。ぜひ、ご一緒してください、スバル様」

「そ、そうですか。なんか、変な気分だな……」

　真っ当に戦力に数えられるなど、慣れない扱いにスバルの方が戸惑ってしまう。

「ったく、ここでそんな無む茶ちやすんのかよ……」

　その一連のやり取りに、ぼやくようにこぼしたアルへとスバルは振り返る。

「お前の言い分もわかるけど、俺はこれが最善だと信じる。悪いけどな」

「悪わりぃことなんてねぇよ。兄弟は兄弟の好きにしたらいい。オレもそうする。──ああ、けど、オレから一個だけアドバイスだ」

「アドバイス？」

　ふと、指を一つ立てたアルの言葉に、スバルは首を傾かしげた。

　そのスバルへと、アルは何ら気負いない態度で、告げる。

「──『暴ぼう食しよく』と出くわしたら、本名は聞かせるな」

　ゾッと、スバルの背中を怖おぞ気けが駆け上がった。

　突然の一言、前置きのない忠告が、スバルの心に容赦なく爪つめを立てていく。

「────」

　目を丸くして、スバルはアルを真正面から見つめる。そのスバルの間抜けな顔を眺めながら、アルは何気なく肩をすくめて、

「お互い次がありゃ、無事で会おうぜ、兄弟」

　そう、気安い調子で言い放ったのだった。





　　　　３






　──水門都市プリステラは、今朝までの様相が嘘うそのように静まり返っていた。

　石畳を踏み、視線をふと横に向ければ、そこには都市の窮状が嘘のように透き通った水路の水面が飛び込んでくる。その澄んだ水の流れを見ていると、胸の中の渦巻く混こん沌とんが洗われるようだ。──嘘だ。このもやもやは、そう簡単には晴れない。

「さすが、トラブルメーカーのプリシラ陣営……とんでもねぇ最後っ屁ぺかましやがる」

　スバルがぼやくのは、ミューズ商会を出発する間際に告げられた爆弾発言のことだ。

　突然、『暴食』のことに触れたアルには壮絶に驚かされたが、彼が提供した驚きはそれだけではなかった。アルはあのあと、さらにこう続けたのだ。

「今のプリステラに、大罪司教が全員揃そろってる可能性がある……か」

　考えてみれば、それは十分にありえる事態だった。

　すでに、現時点で都市では三人の大罪司教が確認されているのだ。そして、都市の四つの制御塔が奪われ、都市庁舎の機能が掌握されたこともわかっている。

　奪われた要所は五ヶ所、それぞれを魔女教の幹部が押さえているとすれば──それはつまり、『憤ふん怒ど』、『強ごう欲よく』、『色しき欲よく』、『暴ぼう食しよく』、『傲ごう慢まん』と、五つの席と一致する。

「──入れ込みすぎだ、スバル。少し落ち着いた方がいい」

「う……」

　ふと、思案する肩を叩たたかれ、スバルは自分が呼吸を忘れていたことに気付く。見れば、隣に並んだユリウスの憂い顔が近くにあり、スバルは体をのけ反らせた。

　そのオーバーリアクションに、ユリウスは「ふ」と唇を緩ゆるめる。

「その様子だと、我に返ったようだね」

「ああ、今のは素直にありがとよ。……入れ込みすぎてる、自覚はある」

「無理もない。正直なところ、立て込みすぎている。都市庁舎の奪還に、エミリア様の身柄の確保。そして、因縁のある『暴食』の存在の示唆だ」

「────」

「仮に、私が逆の立場なら、君のように平静を装えたか怪しいものだ。その点、君は十分に努めている。誇っていい」

「なんだ、お前、気持ち悪いな……」

　あまりに慮おもんぱかった物言いに、スバルはうそ寒さを感じて眉まゆを顰ひそめる。いい加減、ユリウスの発言に悪気がないことはわかってきたが、それと苦手意識は別問題だ。

　ただ、そのユリウスの気遣いのおかげで、スバルにも周囲を見る余裕が生まれてくる。

　──現在、都市を行くスバル含めた六人が、都市庁舎奪還のためのメンバーだ。

　集団を先導するのは、鼻が利くガーフィールとリカードの二人。その後ろにクルシュとヴィルヘルムが続き、最後尾をスバルとユリウスが追っている。

　魔女教の襲撃を警戒した並び順だが、幸い、今のところ襲撃どころか敵の気配もない。代わりに浮き彫りになるのが、奪還組の根底に根付くそれぞれの焦りだ。

　スバルとて、右足の負傷にベアトリスの離脱、何よりエミリアの安否がわからないことへの焦燥は強い。そこに『暴食』の存在がちらつかされ、心はパンク寸前だ。

　それと同じように、他の面々にも、各々が心に抱える問題がある。

　ガーフィールとリカードはミミの安否を案じ、ヴィルヘルムは亡妻が残した傷が開き、クルシュにも因縁の『暴食』が都市にいる可能性が浮上した。

　出発前、眠り続けるベアトリスに朗報を持ち帰ると誓ったが、不安は尽きない。

「その点だと、若干でも心に余裕があるのはお前ぐらいのもんか」

「私も、ミミたちの安否を思えば平静ではないよ。そうあろう、と努力はしているが」

「そうしてくれるだけありがたい。……なぁ、勝てると思うか？」

　そっと、スバルは目を逸そらし、隣のユリウスにだけ聞こえる声でそう尋ねる。その問いに、ユリウスが微かすかに息を詰める気配がした。

「……君らしくない問いかけだ。私に尋ねるところが特に」

「俺も馬鹿なこと聞いたと思ったよ。……うちの最強がいてくれれば、こんなことで悩まなくてよかったんだけどな」

「──。無む辜この民が傷付けられかねない状況で、ラインハルトが動かないことなどありえないことだ。彼が姿を現さない以上、それに見合った問題が彼に降りかかっていると考えるべきだろう。それこそ、どこかで魔女教徒とぶつかっている可能性も含めて」

　固有名詞を上げなかったスバルに、ユリウスが考え得る可能性を口にする。

　実際、ラインハルトも一度は魔女教との戦いに加わってくれたループがあった。だが、本格的な魔女教の攻撃以来、彼はその姿を表舞台に見せていない。

　自然と、フェルトと共に彼が会いにいった相手、その情報が不安要素となる。

「ええい、いつまで暗中模索してんだ、俺は。いない奴やつはいないし、浮かんだ不安は消えねぇし、勝てるかじゃなく勝ちにいくんだよ。腹を決めろ……！」

　不安材料だけを並べれば、どんな戦士にも暗雲は立ち込める。

　スバルは自分の頬ほおを両手で叩たたいて、膨らむ弱気を追い払い、強く鋭く息を吐いた。

　その様子を横目にするユリウスが、無言のままにただ目を細める。それが妙な反応に思えて、スバルが言及しようとしたとき──、

「──血の臭においや。それも、ごっつい量やな」

　先頭を歩くリカードが鼻を鳴らし、無言のガーフィールが首肯する。

　嗅きゆ覚うかくのツートップの報告と、通りの向こうに見える高い建物──都市庁舎を間近にしたとわかったところで、スバルたちは一度足を止め、最後の準備に取り掛かった。

「────」

　両腕に盾を装備するガーフィールと、大おお鉈なたを担ぎ直すリカード。そして、静かに凪なぎの海のような眼光を宿したヴィルヘルム、この三人の緊張感は突出している。

　この先の広場にいるだろう相手こそ、ガーフィールとリカードにとっての仇かたきであり、ヴィルヘルムにとっては──いったい何になるのか、それを知らなくてはならない。

「私の蕾つぼみたちに周囲を見回らせたが、伏兵の気配はないようだ。キリタカ氏によれば、都市庁舎への入口は正面のみ。──堂々と挑む以外に手はないな」

　契約する六体の準精霊、その内の数体に周囲を確認させたユリウスが、淡い輝きを纏まといながらそう報告する。伏兵はなし、その報告は素直にありがたい。

「そのまま、精霊に建物の中まで見てこさせられないか？　敵がどれだけいて、どんな布陣かわかるとかなり楽になるぞ」

「残念だが、彼女たちにそこまでの無理は強いれない。相手が『怠たい惰だ』の敗戦から学んでいれば、精霊への対策をしていないとも限らないだろう」

「やられて、お前の戦力ダウンしちゃ元も子もない、か」

　準精霊の数が、そのまま多彩な手数を持つユリウスの強さに直結する。また、準精霊に偵察を深入りさせて、こちらの襲撃を敵に気取られる危険も避けたい。

　何より、時間をかければかけるほど、都市庁舎の人質の命運が危うくなる。

「打ち合わせ通りにいこう。敵の配置次第じゃあるが、基本は複数で一人を仕留める。数に任せて各個撃破して、都市庁舎を奪還だ。ただし──」

「不利だと思えば、即時の撤退を決断すること……ですね」

　自然と、集団を仕切る言葉を発したスバルにクルシュが真剣な目を向ける。彼女の確認に「ああ」と応じて、スバルは全員の顔を見渡した。

　緊張と、警戒。そして、それ以上の戦意を宿した仲間たちに、頷うなずきかける。

「──いくぞ！」

　その合図を切っ掛けに、スバルたちは一斉に都市庁舎へ向かって走り出した。

　路地の角を折れ、正面、都市庁舎前の広場へ。足の速いガーフィールが先頭を走り、見えてくる広場に翠みどりの瞳ひとみを細め、叫ぶ。

「広場ァ衛兵の死体だらけッだ！　ビビッて足止めんじゃァねェ……」

　広場に突入した瞬間、リカードの言った血けつ臭しゆうがスバルの鼻び腔こうにも滑り込む。そして、視界に飛び込んでくるのは、ガーフィールの言葉通りの死体の山──ではない。

「──え？」

　足を止めるな、とガーフィールが叫んだばかりだ。それなのに、その光景を目に留めた途端、スバルの足は勢いを損ない、疾走の速度が格段に落ちた。

　だが、それはスバルだけではない。他の五人も同じだ。それぐらい、広場に展開されていた光景は、想像の埒らち外にあるものだった。

「────」

　ガーフィールの話では、広場には都市庁舎の奪還に臨んだ衛兵の亡なき骸がらが多数転がっているとのことだった。実際、その惨状を想起させる条件は揃そろっている。

　濃密な血臭と、血の海と表現できるほど赤々と染まった石畳──しかし、そこには衛兵の亡骸は一つもない。代わりに、異様な物体がある。

　ピンク色をした、肉の塊かたまり。──表現としては、それが最も適切な気がする。

　桃色の表面がてらてらと艶つやめき、子どもが作った泥団子のように歪いびつで不均衡な形状。大きさはスバルの腕が回り切らないほどで、それが複数、二十は下らぬ数がある。

　点々と並ぶ、得体の知れない肉塊。その歓迎に全員の足並みが乱れ──、

「──奴やつらだッ!!」

　直後、先頭を走るガーフィールが、頭上を見上げて吠ほえた。

　肉塊への衝撃冷めやらぬまま、強引に首を上に向ける。都市庁舎の上階、こちらへ真まっ直すぐ落ちてくる二つの影と、構かまえた剣が閃ひらめくのが目に飛び込んでくる。

「──っ！　いきます!!」

　その舞い降りてくる敵影目掛け、勇ましく踏み込むクルシュが先制の剣を振るった。

　──不可視の風刃、百人一太刀が放たれる。

　斜めに空を斬きり裂さくのは、『風見の加護』を応用したクルシュの必殺の剣撃だ。斬ざん撃げきを風に乗せ、剣の射程を数十メートルまで拡大する超遠距離攻撃──白はく鯨げいにすら深手を負わせた斬撃が走り、それが中空にあった二つの影を直撃する。

「やったか!?」

「いえ！　防がれました！　当たっていません！」

　裏返ったスバルの声に、苦い顔をしたクルシュが首を横に振る。

　巨漢と細身の女、二つの影はそれぞれの得物で風刃を防ぎ、着地する。大男の足下で石畳が爆はぜ、女は血ち溜だまりに波紋すら立てずに静かに立つ。

　両極端の登場、二本の大た刀ちと無銘の長剣、頭からすっぽりと黒装束を纏まとったその姿、まさしく魔女教徒の狂信が為なせる最悪のファッションセンスだ。

　それを見取った直後、二つの敵影が軽く前のめりになり、迎撃に打って出る。

　しかし、その二種類の凶刃がこちらへ届く前に──、

「クルシュ様の剣撃は防いでも、虹にじの頸くび木きからは逃げられまい！」

　三色の異なる輝きが魔女教徒の頭上を旋回、降り注ぐ筒状の極光が敵を封じ込める。

　ユリウスの従える六体の準精霊が、三体一組となって二人の教徒の足を止めた。光の筒には拘束力があるのか、凄すさまじい圧力に魔女教徒が跪ひざまずく。

　そこへ、ガーフィールとヴィルヘルム、リカードの荒々しい猛撃が襲い掛かった。

「──ッ！」

　打撃と斬撃、いずれも一撃で致命傷となり得る攻撃が放たれる。

　リカードの大おお鉈なたが巨漢の頭を狙ねらい、ガーフィールとヴィルヘルムの拳こぶしと剣が女へと、それぞれ必殺の間合いで迫り──、

「────」

　跪く女が手の中で長剣を回し、ガーフィールとヴィルヘルムの足下を刈る。とっさに二人は跳躍して剣を躱かわしたが、女は剣と同じ軌道で身を回し、広げられる長い足がガーフィールの首を絡め取り、魔法の効果範囲へと引きずり込んだ。

「な、ァ!?」

　虹色の圧迫感に動きを乱され、屈かがむガーフィールの鼻面を女の膝ひざが砕くだく。そのまま、のけ反るガーフィールの腕を掴つかみ、その盾でヴィルヘルムの剣撃を楽々弾はじいた。

　その離れ業にガーフィールが苦鳴を、ヴィルヘルムが呻うめき声を漏らす。

　停滞、その代償は老剣士の腹筋を貫く回まわし蹴げりだ。衝撃がヴィルヘルムの体をくの字に折り、傾かしぐ体をさらに半回転した女の後ろ回し蹴りが地面へ叩たたきつけた。

「────」

　一方で、リカードと巨漢との間では激しい炸さく裂れつ音が爆発する。

　屈んだ頭部へ振り下ろされる大鉈を、巨漢は頭上で交差した二本の大刀で受け止める。鋼はがねと鋼が軋きしり合う音が響き渡り、そこへリカードが空いた拳を何度も打ち付けた。

　打撃の衝撃に大鉈が押し込まれ、巨漢の頭部へ鈍い切れ味が迫る。だが、巨漢はその圧力に対して、黒衣の内から新たな二本の腕を開放することで対処した。

　受けるは四本の腕となり、その異形の発露にリカードは凶悪に頬ほおを歪ゆがめる。

「多腕族なんは聞いとったわい！　腕四本がなんぼのもんやあ！」

　受けられようと、構かまわず大おお鉈なたを打ち込もうとリカードが奮起する。相手に四本の腕があろうと、二本の腕でそれ以上の力を示せばいい。

　だが、そのリカードの思惑を裏切り、巨漢はさらなる隠し球を披露する。その黒衣からさらに二本の腕と、二本の大た刀ちが現れたのだ。

「なん、じゃぁ、そらぁ!!」

　二本の大刀と四本の腕が防御に回り、別の二本の大刀と二本の腕が攻撃を開始する。一転、互いの攻防が入れ替わり、旗色の悪くなるリカードが一歩下がった。

「──が、ぐッ！」

　その顎あごを、巨漢の背中から飛び出した七本目と八本目の腕が、殴る、殴る、殴る。リカードの巨きよ躯くが衝撃に血をこぼし、大きく後ろへ倒れ込んだ。

「────」

　先制したはずの近接組三人が揃そろって迎撃され、女と巨漢が容赦なく追撃に踏み込む。

「させるかよ！」

　そこにようやく追いつくのが、出足の遅れたスバルの鞭べん撃げきだ。

　広い間合いから放たれる鞭むちが、音を切り裂いて石畳を鋭く叩たたく。音速に迫る鞭が空気の破裂音を鳴らし、二人の教徒の足が刹せつ那なの逡しゆん巡じゆんを得た。

「合成魔法、ウル・ゴーラ!!」

　直後、準精霊を戻したユリウスの詠唱が間に合い、真紅の竜巻が発生する。渦巻く風が火炎を呑のみ込み、生じる炎の竜巻が魔女教徒を大きく後ろへ飛びのかせた。

　その膨大な炎の熱波に、スバルは思わず目を剥むく。

「なんだそりゃ!?　お前、そんなロマン魔法使えんのかよ!?」

「いや、こけおどしに過ぎないよ。攻撃としては練度不足だ。現に……」

　スバルの驚きに苦々しく答えるユリウス、その視線の先で彼の言葉が証明される。

　炎の竜巻目掛け、後ろへ下がった女が長剣を一いつ閃せん──それだけで風の中核が断たれ、術の構成を乱された竜巻が瓦が解かい、消滅する。

　恐るべき剣の冴さえを発揮する女、その隣では四本の大刀を八本の腕に構える巨漢が堂々と仁王立ちしており、話に聞いた以上の常外ぶりにスバルの背筋を怖おぞ気けが走った。

「一気に仕掛けて戦果ゼロとは、ショックでかいぜ」

　ちらと横目にすれば、ユリウスの援護で離脱したガーフィールたちが、それぞれ血を拭ぬぐって呼吸を整えようとしている。

　近接組が圧倒された事実、その絶望感はちょっとやそっとで拭えるものでは到底ない。

　しかし、完全に打つ手がないかといえばそれは誤りだ。

「接近戦が半端ねぇのはわかったが、遠距離攻撃なら付け入る隙すきがある」

　ユリウスの魔法も、クルシュの風刃も、スバルの鞭むちでさえ効果があったのだ。

　最後の一つは当たっても大した被害ではないと割り切られた可能性もあるが、前者二つはそれだけで勝敗を決する可能性のある攻撃には違いない。

「────」

　周囲、点在する肉塊はおぞましい存在感があるが、異常なオブジェクトとして意識から切り離しておく。優先すべきは、目の前の二人の敵の撃破──、

「みんな、再攻撃だ。ユリウスとクルシュさんを主力に……」

「──きゃはははっ！　きてるきてる、ホントにきやがってるじゃねーですか！」

「──っ!?」

　突然、その場に割って入ったのは、戦場にそぐわない甲かん高だかい馬鹿笑いだ。

　他人の神経を激しく逆さか撫なでするその声に、巨漢と女剣士がその場に跪ひざまずく。同時、耐たえ難がたい怖おぞ気けに息を詰めるスバルたちを、笑声はなおも嘲あざ笑わらい続ける。

「ちょっと脅しただけでこの爆釣とか、どーっしてテメーらクズ肉共はそんなに愚かで醜くて浅はかで生きてけんです？　アタクシだったら耐えらんなーい！　きゃはははっ」

「──そんな」

　声の出所を探し、視線を彷徨さまよわせるスバルの隣で、ふとクルシュが吐息をこぼした。

　琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを見開いたクルシュ、彼女の視線は都市庁舎の屋上へ向いている。その視線の先に声の主、『色しき欲よく』がいるのだと、スバルも同じ方に目をやった。

　そして、クルシュの唖あ然ぜんとした呟つぶやき、その掠かすれた響きの真意を痛感する。

「きゃははははっ！　何なんですか、その面！　その間抜け面！　アタクシのために練習してきやがったの？　だとしたらご褒美あげたいっ！　アタクシの唾つばでいい？　唾で大喜びでしょ？　テメーらクズ肉共は、それでまさに垂すい涎ぜんのお宝ってヤツでしょーが！」

　馬鹿笑いを響かせながら、声の主は都市庁舎の屋上──否いな、その上から眼下のスバルたちを睥へい睨げいし、嘲ちよう笑しようしている。

　──その背中の、大きく禍まが々まがしい黒翼を羽ばたかせて。

「じゃ、改めまして名乗りまーす！　アタクシが魔女教大罪司教、『色欲』担当っ！」

　凶悪な喜悦に赤い瞳を輝かせ、嘲笑の主──『色欲』が嘲笑う。

『色欲』の大罪司教を冠する、一頭の黒竜が地上を見下ろし、嘲あざ笑わらう。

「カペラ・エメラダ・ルグニカちゃん様でーす！　死ね！　腐れクズ肉共がぁ！」





　　　　４






　──都市庁舎の上空を旋回し、黒竜が眼下のスバルたちへと嘲笑を投げかける。

　鋭く獰どう猛もうな牙きば、雄大に風を掴つかんで空を舞う黒翼、岩のような鱗うろこに囲まれた体皮と凛り々りしい面めん貌ぼう──それはまさしく、スバルのイメージする『ドラゴン』そのものだった。

　個々の特徴はパトラッシュら地竜に近いが、その体たい躯くの大きさと威圧感は比較にならない。地竜の体格が馬並みなら、頭上の黒竜の図ずう体たいは象に匹敵する。

　それが翼を広げ、悠然と飛行する姿は悪夢という他に言葉が出てこない。

「熱視線浴びせて興奮してんじゃねーってんですよ。テメーらって万年発情期？　アタクシを視し姦かんして楽しんでやがるわけですか？　やだやだやだ、アタクシ災難すぎっ！」

「……ゾッとするぐらい、表情豊かなドラゴンだな」

　空中で身み悶もだえし、爬はち虫ゆう類るいの面めん貌ぼうを下げ卑びた形へ歪ゆがめる黒竜──カペラの態度にスバルは嫌悪を隠し切れない。口を利ける竜とは、こうも歪いびつな印象を受けるものなのか。

　カペラの悪い意味での人間臭くささには、おぞましさしか感じることができない。

「できるなら、『色しき欲よく』とは順番に対たい峙じしたかったところだがね」

　騎士剣の感触を確かめ、頭上の翼竜を仰ぐユリウスが静かな声で呟つぶやく。その言葉に内心で同意しつつ、スバルは空の翼竜と地上の剣士、三者への警戒に身を硬くした。

　翼竜を、主人を仰ぐように、二人の剣士は跪ひざまずき、油断なくスバルたちを見つめている。ただでさえ難敵、ここに黒竜が加わるのは圧倒的な不利を招くだろう。

　しかし──、

「──龍りゆうとの戦いで肝要なのは、一刻も早く翼を折り、地に落とすことです。延々と空を飛ぶことを許せば、一方的に息吹を浴びせられる。それは避けなくてはなりません」

　翼竜の出現に色めき立つ一行、その中心でヴィルヘルムが堂々と言い放つ。その確信に満ちた言葉に、スバルはちらと『剣鬼』を振り返り、

「なんか、ドラゴン戦の経験者みたいな口振りでしたね」

「四十年近く前に一度、王国の南方に出現した黒龍バルグレンと剣を交えたことが。あれと比べれば、この龍は小振りに過ぎる。そっ首を落とせば一度で死ぬでしょう」

「バルグレンは一回じゃ死ななかったんですか？」

「落とす首が三つありましたので」

　落とす首が一つなら、とはなんと力強い言葉か。

　壮絶な死闘を想像させる経験談に、スバルは頼もしさを覚えて鞭むちを握り直す。あとで詳しく武ぶ勇ゆう譚たんを聞こうと心に決めると、他の面々も戦意を取り戻して身み構がまえた。

　その心の折れないスバルたちに、カペラは「おえ？」と当てが外れたように、

「ありゃりゃ、諦あきらめの悪い連中じゃねーですか。普通、こんだけ遊ばれた挙句、援軍登場しかも大罪司教！　ってなったら尻しつ尾ぽ振って逃げたくなんのが雑魚いテメーらの習性なんじゃねーんですか？　アタクシ、なんか他の虫と間違えてたりしやがります？」

「──ぐだッぐだうるっせェ！　てめェがトカゲだろォが大罪司教だろォが知ったことか！　邪魔しやッがる奴やつは全員、ぶっちめて、ぶっ飛ばして、ぶっ倒す！」

　異様に長い舌を躍らせ、悪あく辣らつな言葉を並べるカペラにガーフィールが拳こぶしを向けた。その強烈な戦意を向けられ、カペラは「あれあれれ？」と嗤わらう。

「きゃはっ、負け犬の遠吠ぼえがうっせーんですけど？　おっと、テメーは負け犬じゃなくて負け猫でしたっけ？　にゃーにゃーにゃーにゃー、つがいの猫ちゃんが死んだからって顔真っ赤にして喚わめくんじゃねーよ！　ごろにゃんこがよぉ！」

「──ッ！」

　聞くに堪えない罵ば詈り雑ぞう言ごんが、ガーフィールの心の一番弱いところを抉えぐる。その痛ましい横顔に、スバルは一歩、ガーフィールの前に出た。

「大将……」

　可愛かわいい弟分の呼びかけに、スバルは何も言わずに頭上のカペラを睨にらみつける。その視線を受け、黒竜は明らかな不快感に赤い双そう眸ぼうを細めた。

「はぁ？　テメーって何なの？　他のクズ肉の中でも、テメーは一等場違いの臭においがしやがりますけど？　こんなとこ紛まぎれて、迷子なんでちゅかー？」

「黙れよ。お前が喋しやべるたんびに、俺の中のドラゴン像が汚される。あと、お姫様の名前を騙かたるのもやめてやれ。本人が可哀かわい想そうだから」

「騙りぃ？　テメーちゃんってば、いったい何を……」

「大体、てめぇらやり方が大おお雑ざつ把ぱなんだよ！　幹部はもっともったいぶって一人ずつ出てこい！　それをいきなりドカッと現れやがって、様式美ってもんがわかってやがらねぇ！　そんな調子で人の日常踏ふみ躙にじりやがって、何様だ？　神様気取りかよ、あぁ!?」

「────」

　矢のような勢いで放たれるスバルの暴言に、カペラが目を丸くして呆あつ気けに取られる。

　黒竜が唖あ然ぜんとする様はなかなか見物だが、スバルの狙ねらいはそこにはない。無論、今の放言に少なからず本音が含まれているのは否定しないが、本命は──、

「時間稼ぎ終了！　やったれ、ユリウス！」

「君の無鉄砲には時折、心の底から感心させられる」

　手を叩たたくスバルの後ろで、騎士剣の先端に光を集めたユリウスがそう応じる。六色の準精霊の宿った剣を、まるで指揮者のように『最優』の騎士が振るい、

「アタクシ様に小細工を……っ」

「虹にじの光に焼かれるがいい！　──アル・クラウゼリア!!」

　突き出される騎士剣、その剣先に虹の輝きが生じ、渦巻く極光が放たれる。六体の準精霊の力を結集した虹の一撃が、直上の黒竜目掛け一直線に照射された。

　──瞬間、虹色の光が炸さく裂れつし、都市庁舎の屋上が爆発的な光に包まれる。

　空を幻想的な色が染め上げるが、美しい極光は邪悪を滅ぼす破邪の術式だ。以前、ペテルギウスとの戦いでも猛威を振るった魔法、それがカペラに牙きばを剥むいた。

「ぎゃああああ──っ！」

　虹の光の直撃を浴びて、カペラの甲かん高だかい絶叫が響き渡る。

「────」

　それを開戦の切っ掛けに、跪ひざまずいていた二人の剣士が再び地を蹴けり、こちらへ迫った。翻ひるがえる長剣と大た刀ちの猛攻、それを迎え撃つのは白髪の『剣鬼』と、金髪の猛もう虎こだ。

「させッかよォ!!」

　挫くじかれかけた戦意を燃え上がらせ、ガーフィールが巨漢の大た刀ちを双盾で受ける。激しい衝撃がガーフィールの踵かかとを地にめり込ませるが、彼は一歩も引かない。

　その横では女剣士と鍔つば迫ぜり合あい、相手を押し込むヴィルヘルムの剣撃が閃ひらめいていた。

「容易たやすく退けると思うな！　確かめさせてもらおう！」

　後ろへ下がる女へと、『剣鬼』の斬ざん撃げきは容赦なく叩たたきつけられる。だが、女は長剣を巧みに操り、剣撃をことごとく受け流し、洗練された足あし捌さばきで猛追を回避する。

　それを成し得るのは、剣を振るために形作られたと思わせるほどの女の肉体だ。

　かつて、白はく鯨げいとの戦いで見せたものに劣らぬ剣勢を発揮するヴィルヘルムに、女は卓越した技量と才覚、超人的な体バランスを駆使して応戦する。

　閃ひらめく刃やいばが風を斬きり、空を走り、地を削り、互いの攻撃が受け、流され、捌かれる。

　二人の剣士の攻防は研ぎ澄まされ、音すら割り込めぬ剣の聖域そのものとなり、続く。

「おォらァァァ──ッ!!」

　一方で、その隣の戦場では荒々しく、半獣と巨漢の戦士が真っ向から激突する。

　雄お叫たけびを上げ、ガーフィールと巨漢が互いを渾こん身しんの力で殴りつける。それは剣士の華やかな戦いとは比較にならない、野蛮な暴力のぶつけ合いだ。

　大刀を扱う巨漢の戦い方は、自身を剣士と定義していない。あくまで洗練された暴力を叩きつけてくる相手を、ガーフィールも我流の喧けん嘩か殺さつ法ぽうで迎え撃つ形だ。

　骨が軋きしみ、肉が爆はぜ、魂がひび割れる豪快な乱打戦、鳴り響く盾と大刀の激突は打楽器の演奏のようで、飛び散る火花も相まって目にも耳にもやかましい戦闘だ。

　──静かなるヴィルヘルムの決闘と、轟ごう然ぜんと激突するガーフィールの戦場。

　そこへ割って入る実力がなく、スバルは三方の戦いに置き去りにされる。だが、力不足を嘆く暇いとまはない。それより早く、盤面は新たな動きを見せていた。

　それは──、

「スバル様、危ない！」「下がっとけや！」

　二つの声の直後、スバルは横合いから飛びついてくるクルシュに押し倒され、彼女の柔らかな体の下敷きになりながら、前に踏み出したリカードの行動を見た。

　リカードは大口を開け、鋭い牙きばの並んだ口こう腔こうの奥で咆ほう哮こうを爆発させると──、

「わ、は──ッ!!」

　吠ほえ声が大気を鳴動させ、生じる音の波が破壊の力を帯びて世界に干渉する。

　咆ほう哮こう波は──かつて白鯨やペテルギウスとの戦いで、ミミたち三姉弟が見せたものと同系の攻撃だ。ただし、ミミたちが姉し弟ていで協力して放った一発を、恐ろしいことにリカードは単独で放つことができるらしい。

「────」

　そのリカードの咆哮波が狙ねらったのは、極光を喰くい破って地上へ降り注ぐ黒い炎だ。

　闇やみより色濃い黒炎が、中空で咆哮波と正面衝突する。瞬間、炎は一切の抵抗なく衝撃に打ち砕くだかれ、四散して広場のあちこちへと飛び散っていった。

　だが、その黒い炎の本領は、むしろそうなってからにある。

「なんだ、あの黒い火……消えないのか？」

　飛び散った黒炎は石畳で、水路で、あるいは肉塊の上で、絶えることなく燃え続ける。蠢うごめく炎は延焼範囲を少しずつ広げ、まるで生きているかのように世界を侵略する。

　水に垂らした油を火種とするように、黒炎はその場所で存在を主張し続けるのだ。

「────」

　その降り注いだ黒炎は、スバルたちに届かなかった代わりに極光を打ち消した。魔法の構成を乱され、警戒するユリウスの視線の先、黒炎を吐いた黒竜がいる。

　彼の視線を辿たどり、スバルもその黒竜の姿を視界に入れ──、

「──ひ」

「やだやだ、人のことえぐい角度から見つめて興奮してんじゃねーってんですよ。やめて、見ないで、目で犯さないで！　きゃははははっ！　踊り子さんにお触り厳禁だって言ったら、魔法で焼いただけだから触ってませーんってんですか？　きゃっははは！」

　下劣な言葉を並べ、都市庁舎の屋上へ降り立つカペラは健在の様子だ。だが、それは無傷という意味ではない。──むしろ、ユリウスの魔法の効果は覿てき面めんだった。

　翼を休める黒竜、その両翼は極光によって焼け爛ただれ、溶けた皮膜から骨が覗のぞいている。被害はそれに止とどまらず、焼き切れた腹部の奥では内臓が灼しや熱くねつで煮え滾たぎり、竜の頭部も右半分が吹き飛び、馬鹿笑いする舌が千切れ、眼球が垂れ下がっていた。

　半死半生どころの話ではない。それは、もはや致死の惨状だ。

　しかし、スバルが息を呑のみ、ユリウスとリカードが眉まゆを寄せ、クルシュに思わず女性らしい悲鳴を上げさせたのは、その凄せい惨さんな様相ではない。

　──その惨むごたらしい傷口の、おぞましいほどの速度の再生だ。

　血管が蠢き、肉が盛り上がり、骨が軋きしむ音を立て、千切れた繊維が縫い合わさり、破壊されたカペラの肉体が常軌を逸いつした速度で再生していく。

　その再生速度に細胞が沸騰し、流れる血が蒸発して赤い蒸気が立ち上る。

「これで、美しいアタクシの内臓まで見れちゃってテメーらは満足しやがりました？　テメーらって肉欲のあまり、好きなクズ肉の尻しり穴まで見たがる変態揃ぞろいなんでしょ？　ねえねえ、満足？　ねえ、満足して汁出ちゃいやがりましたぁ？」

「お前の、それって……なん、だ？」

「見ればわかること聞くのって馬鹿丸出しじゃありやがりません？　でも、アタクシ慈悲深いから答えちゃーう。見ての通り、死を克服した完全！　存在！　でしょーが！」

　治りかけの翼で己を抱きしめて、カペラが嘯うそぶく言葉にスバルは衝撃を受ける。

　完全存在──言い換えれば、カペラは自らを不死身と称したのだ。そして、頭の半分が吹き飛んでもなお、命を手放さない回復速度は、それを裏付ける証拠でもある。

　体のストック、死の道連れ、無敵存在、そして不死身の化け物──、

「──っ、大罪司教！」

「あ、なんか今、他のカス共と一緒くたにされた感じ。やめてくれやがります？　だってだって、アタクシの品性が疑われちまいますから！」

　憎々しげなスバルの舌打ちを、カペラが不愉快そうな態度で拒絶する。その間、ほとんど体の再生を終えた黒竜は、ゆっくりと重い腰を上げ──、

「ととと」

　次の瞬間、遠く、刻限塔の鐘の鳴る音が都市の空に響き渡る。

　それを聞いたカペラの動きがぴたりと止まり、黒竜は長い首を傾けると、夕刻が迫りつつある空を望みながら「あー」と気だるげに唸うなって、

「約束のお時間じゃねーですか。テメーらの不細工面も悪くねーんですけど、アタクシにはもっと大きい舞台が待ってるんで、中に戻らせてもらっちゃいまーす」

「は、あ!?　ま、待て！」

「待つわけねーんですけど？　ほらほら、お空に響け、アタクシの美声！　この虫むし籠かごの連中がどんな塩あん梅ばいに苦しむか、放送を乞こうご期待！　テメーらはせいぜい、アタクシの僕しもべと遊び惚ほうけて、適度に死に腐れやがってくださーい！　きゃははははっ」

　高笑いし、カペラは一方的に約束の履行を宣言、その場で身を翻ひるがえす。そのまま黒竜の巨体は屋上の奥へ見えなくなり、『色しき欲よく』は本気で戦場を引き上げるつもりだ。

　当然、何らかの策略で、スバルたちの油断を誘っていると考えるべきだが──、

「放置すれば、いよいよ人質に何をされるかわからない。迷っている暇はないな」

「それを生中継でもされたら、士気が折れてパニックが伝染する。クソ、中に入るしかねぇってのか。この状況で！　あいつを追いかけて！」

　明らかな悪手だが、他に打つ手がない。そもそも、人質の救援と放送の阻止を最優先にして都市庁舎に挑んだのだ。相手の掌てのひらで踊るのは、覚悟の上と腹を括くくるしかない。

「ほんなら、決まりやな。外の連中はワイと、あの二人に任せてもらおか。ユリウスと兄ちゃん、それにクルシュ嬢ちゃんが突入組や」

　リカードがそう言って、検討するスバルたちに方針を示した。その迷いない判断に、何か根拠があるのかとスバルが目で問えば、

「そんなもんないわ。勘や、勘！　……歴戦の、ワイの山勘や！」

「勘かよ！　でも、それが一番頼りになる……！」

　リカードの判断に同意して、スバルはその場に飛び起きる。そして、黒竜の炎から救ってくれたクルシュに手を貸し、立ち上がらせた。

「さっきは助かったぜ、クルシュさん。普通は立場が逆だけど」

「フェリスとエミリア様には内緒にしておきますね」

　思わぬ返事に目を丸くして、それがクルシュなりの緊張をほぐす軽口だと理解。それからスバルは奥歯を噛かみしめ、乱打戦を演じるガーフィールへと声を投げる。

「ガーフィール！　俺たちは『色欲』を止めにいく！　それが済んだらエミリアを助けにいかなきゃならねぇ！　負けんなよ！」

「──ッ！　やってッこいや、大将！　俺様ァ、ここで一枚越えてやらァッ！」

　猛然と荒れ狂う大た刀ちの合間を掻かい潜くぐり、火花を散らすガーフィールが吠ほえて応じる。

「ヴィルヘルム、任せました！」

「御意に！」

　その横では、クルシュの短い声援に『剣鬼』が無数の銀ぎん閃せんを放って答えた。

　それを最後に、スバルたちはユリウスを先頭に都市庁舎へと一斉に走り出した。当然、『色しき欲よく』に防衛を任された二人の剣士は、それを阻止せんと動いたが──、

「直線上に並んだらワイの餌え食じきやろ、がぁぁぁ──ッ!!」

　跳躍したリカードの咆ほう哮こう波はが、スバルたちの進路を阻もうとした二人の剣士の足場を吹き飛ばした。両者、巨漢と女はそれぞれの身のこなしで咆哮波の被害を免れる。

　だが、踊りを途中で抜けられたパートナーたちは、その背中を見逃しはしない。

「つれないことをするな。私はついぞ、お前に首ったけだというのに！」

「ケンカの最中に尻しりッ向けてんじゃァねェ！　尻毛ぶっこ抜いて潰つぶすぞ、オラァ！」

　斬ざん撃げきと斬撃、拳けん撃げきと打撃が激しくかち合い、広場の戦場は無粋な余よ所そ見みを禁止する。

　二人の教徒が足止めを喰くらい、追い縋すがらんとすればリカードがそれを力ずくで阻む。その援護を受け、スバルたちは真まっ直すぐ、最短経路で都市庁舎へと到達する。

　そのまま、建物の中へ雪な崩だれ込んで──、

「スバル！　道行きを短縮する！　クルシュ様を任せた！」

　建物に飛び込む寸前、騎士剣をかざしたユリウスの頭上で準精霊が眩まばゆく輝く。

　何事か、と目を瞬しばたたくスバルの眼前、爆発的な風を真下から浴び、マントをはためかせるユリウスの体が宙を舞った。

「おま……っ！　クルシュさん、失礼！」

　同じ風を股また下したに感じ、スバルは隣を走るクルシュの体を強引に抱き上げた。思った以上に軽い、と考えた直後、スバルの足が地を離れ、一気に上昇する。

「きゃ、ああああ!!」

　ふわりと、抱き上げられた勢いで浮遊感に呑のまれ、クルシュが高い悲鳴を上げる。そのまま二人、ぐんぐんと都市庁舎の壁を乗り越え、ついには屋上さえも飛び越える。

「クルシュさん、ちゃんと掴つかまってて！」

　叫び、スバルが片腕でクルシュを支え、反対の手で鞭むちを抜き取る。息を詰まらせるクルシュが強くスバルにしがみつき、瞬間、放たれた鞭が屋上の手すりに絡みついた。

　それを頼りに、スバルとクルシュの体が大きく半円を描いて都市庁舎の屋上へ。着地の瞬間、スバルは両足を大きく開いて床に落ちた。

「ぐ、ぅぅぅ──っ！」

　足に強烈な痺しびれが走り、してはいけない音が右足から聞こえる。早くも、無理はするなと言ったフェリスの注意を裏切って、スバルは腕の中のクルシュを解放した。

「……クルシュさん、無事？」

「わ、私は平気です。でも、スバル様の足が……」

「大丈夫、大丈夫、痛くない。あとで、フェリスには小言で殺されるかもだけど……」

　その未来を恐れながら、スバルはようよう屋上に目を向ける。

　そこに虹にじに焼かれたカペラの姿はなく、あるのは黒竜の移動で荒れ果てた屋上だけだ。屋上にはぽつんと、屋内へ通じる扉が一枚だけある。

　キリタカの話では、『ミーティア』があるのは建物の最上階だ。カペラの追跡と最短距離の移動、両方をやってのけたユリウスがマントを払い、こちらに目配せする。

　その美丈夫に中指を立て、それからスバルは屋内への扉へ駆け寄ろうとして──、

「──あっははァ。落ち着きなよォ、お兄さんたちとお姉さん」

　哄こう笑しようにスバルの足が止まり、突如、鉄扉が建物の中から蹴け破やぶられ、弾はじけ飛ぶ。豪快に倒れる扉、それを踏みしめ、ひたひたと裸足はだしの足音を立てるのは新たな登場人物。

「────」

　──一見、それは年若いだけの少年に見えた。

　小柄で顔立ちが幼く、聞こえた声も二次性徴を迎える前のそれに思えたためだ。だが、そんな感慨は少年の双そう眸ぼうを一目見れば、大きな誤りであるとすぐに気付ける。

　真っ当な人間が、この世の悪徳を全すべて煮詰めたような腐った目をするはずがない。

「嬉うれしいな、嬉しいね、嬉しいさ、嬉しいとも、嬉しすぎるから、嬉しいと思えるから、嬉しいと感じられるからこそ！　暴飲！　暴ぼう食しよくッ！　待ち焦がれたものほど、腹を空すかしておけばおくほど！　最初の一口がたまらなくうまくなるってもんさ！」

　焦げ茶色の髪を三つ編みに束ね、袖そでと裾すその長い緑の長衣に矮わい躯くを包んでいる。幼い顔立ちには嗜しぎ虐やく的な笑みが張り付き、鮫さめのように獰どう猛もうな牙きばを見せ、少年が嗤わらっていた。

　──その陰いん惨さんな特徴がスバルに、以前、聞いたことのある存在を想起させた。

「あっれェ？　お兄さん、イラついた顔してるね。ひょっとして、僕たち俺たちに何か恨みとかある人だったりする？　思い出せたら思い出したいけど、ほら、僕たちって頭が悪いし、俺たちって記憶力がないからさァ……」

　自分に向けられるスバルの視線を受け、少年が鼠ねずみをいたぶる猫のように残酷に微笑ほほえむ。その態度に神経を逆さか撫なでされながら、スバルは努めて冷静に息を吐き、

「なぁ、クソガキ。お前が、ただのうっかりでここに迷い込んだ方向音痴ってんなら今の内に白状しろ。それもかなりアレだが、まだ許せる。だけど……」

「僕たちは魔女教、大罪司教──」

　努めて、冷静に、心を、保とうと、スバルは、努力して、して、して、して。

「──『暴食』担当、ロイ・アルファルド」

　努めて冷静になどと、それ以上は不可能だった。

「『暴食』ぅ──っ!!」

　少年が『暴食』を名乗った瞬間、スバルは人生で最も早く、渾こん身しんの鞭べん撃げきを放っていた。

　鞭むちの先端が風を切り裂き、憎らしい敵の顔面を容赦なく打ち据える。直撃すれば皮が剥はがれ、肉が裂け、二目と見られない凄せい絶ぜつな傷跡を残す一撃、それを──、

「──まァ、俺たちが恨みを『食ってる』のはよくあることだけどさ」

　鞭むちの先端を牙きばで噛かみ止めた『暴ぼう食しよく』が、いけしゃあしゃあとそう言い放った。





　　　　５






　手加減抜き、正真正銘、人生最高の打ち込みを歯で食い止められた。

　鞭の先端に噛みつき、空の両手をアピールするように振っている『暴食』──ロイ・アルファルドと名乗った敵を前に、スバルの思考が沸騰する。

　アルの忠告、その通りだった。──この都市に、確かに、『暴食』がいた。

　眠り続けるレムを、目覚めさせる鍵かぎとなるはずの大罪司教が。

「てめぇ、ここで会ったが百年目──っ」

「逃がしません！　参ります！」

　叫ぶスバルの隣、クルシュが『暴食』アルファルド目掛けて百人一太刀を放ほうり込む。

　荒れ狂う風の刃やいばが閑散とした屋上の大気を横薙なぎにし、生まれる暴風が空を呑のみ込んで衝撃波が四方へ散った。無論、斬ざん撃げきはアルファルドにも容赦なく迫り──、

「うひゃッ、すごいね！　けど、一芸としちゃ面白いってだけでさァ」

「──っ！」
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　不可視の風の斬ざん撃げきを、アルファルドは床に四肢をつく姿勢で低く回避。そのまま短い手足をたわめて、舌なめずりする顔をクルシュへ向けた。

「その目ありきの技って感じで、あんまり僕たちの好みじゃないかなァってね！」

　言い切った直後、床を砕くだく爆発力を発揮し、アルファルドの体が弾丸のように飛ぶ。

　大口を開け、鋭い犬歯を剥むき出しに迫る姿は飢えた猛獣を錯覚させる。だが、その危険度は獣けものの比ではなく、都市を混こん沌とんに陥れる悪夢の一翼だ。

　そのアルファルドに対し、クルシュは剣を腰溜めにして、目にも止まらぬ刺突を放つ。狙ねらいは相手の顔面、容赦なく脳を貫く一撃──、

「筋はいい！　けど！　磨きが足りないッ！　それじゃ俺たちの前菜以下だァ！」

　吠ほえるアルファルドの両腕が、まるで関節がないかのように豪快に回る。瞬間、激しい擦過音が青空を掻かき毟むしり、クルシュの腕が大きく弾はじかれた。

　それを為なしたのは、アルファルドの両手の指先に装着された『虎こ爪そう』と呼ばれる暗器だ。鉤かぎ爪づめと違い、指の動きが自由な虎爪が刺突を払い、爪つめがクルシュの顔面を狙う。

「させる、かぁ！」

　クルシュの美しい顔が抉えぐられる寸前、彼女の細い腰にスバルの鞭むちが絡みつく。「きゃ！」と悲鳴を上げるクルシュを引き寄せ、スバルは彼女ごと爪の範囲から離脱する。

　だが、獲物を横からさらわれるアルファルドは不服げに、跳躍一つで進路を変え──、

「いいね、いいよ、いいさ、いいとも！　逃げ切れると思ったァ!?　むしろ、そっちのお兄さんごと、暴飲ッ！　暴ぼう食しよくッ！」

　クルシュを抱いて、後ろへ下がるスバルに涎よだれを垂らしてアルファルドが追い縋すがる。その猛攻にスバルは頬ほおを歪ゆがめ、

「思ってねぇよ！　俺の役目は……」

「──常に囮おとりだ。今も、その効能は十分に発揮されている！」

「なァッ!?」

　隙すきだらけのスバルを標的としたことで、かえって己の隙を晒さらすアルファルド──その中空へあった体に、ユリウスの満を持した虹にじの剣撃が叩たたき込まれた。

　とっさに身をひねり、アルファルドは煌きらめく剣けん閃せんを躱かわそうとする。だが、『最優』の剣撃は鮮やかな軌跡で敵へ追いつき、鮮血を散らして『暴食』が床を転がった。

「うっひゃ！　こりゃァ、驚いた！　って……」

「ならば、さらなる驚きを提供しよう。花開け、我が蕾つぼみたちよ！」

　床を叩いて跳ね起きるアルファルドを、ユリウスの追撃が容赦なく追い詰める。騎士の頭上を旋回する六色の準精霊が、虹の輝きで屋上を美しく薙なぎ払った。

「無む茶ちや苦く茶ちやするなァ、精霊使いッ！」

「正式には精霊騎士と。君は美食家と聞いているが、蕾たちの歓待はどうだろうか」

「熱烈歓迎、大いに結構ッ！　気き障ざったらしくて喰くい千切り甲斐があるってもんさァ！」

　視界を焼く極光に追われながら、アルファルドは食欲旺おう盛せいに昂たかぶっていく。その逃げ道を塞ふさぐように、縦横無尽の斬ざん撃げきでユリウスは『暴ぼう食しよく』を追い込んでいく。

　すかさずスバルも援護に入りたいが、獣けものじみた動きで屋上を飛び回るアルファルドには狙ねらいが定まらない。何としても、ここで『暴食』を、アルファルドを──、

「──目的を思い出せ、『幼女使い』！」

　この場において、全くそぐわない叫び声が屋上の空を貫く。

「────」

　アルの忠言に従い、スバルの本名を秘したユリウスの黄色い双そう眸ぼうがこちらを見る。虹にじ色いろの剣けん戟げきを繰り広げる騎士、その意思が言葉にせずともはっきりわかった。

　──『暴食』の相手は自分に任せ、虐殺と放送を止めろと彼は言っているのだ。

「オイオイオイオイ、逃げちゃっていいのかい？　お兄さん、僕たちに恨みがあるんじゃないのォ？　因縁の相手ってヤツは、それこそ豊潤で味わい深い食の極みさァ。それを食べて、齧かじって、食はんで、舐なめて、ねぶって、喰くらって、噛かみついて、噛み千切って、噛み砕くだいて、暴飲！　暴食ッ！　させておくれよォ、さァ！」

　飛び回り、悪態をつく『暴食』が、スバルの躊ちゆ躇うちよを引きずり出すように言い放つ。

　事実、その通りだ。スバルにとって、『暴食』を倒すことは一年以上追い求めてきた悲願だった。この日を夢見た夜が何度あったか、数え切れないほどに。

　奴やつを倒せば、救われる少女がいる。彼女と再会できる。そう信じて、過ごしてきた。

　それをみすみす、見過ごして──、

「──スバル様」

　そんなスバルの葛かつ藤とうを、胸の中からこちらを見上げるクルシュの呼びかけが打ち砕く。間近にある琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが、強い強い信念と、わずかな後悔に揺れるのが見えた。

　──『暴食』との強い因縁があるのは、他ならぬクルシュも同じことだ。

『暴食』の手で記憶を奪われ、空白の世界を手探りに歩いてきた彼女にとって、目の前の敵は記憶を取り戻す最大の鍵かぎ──それでも、彼女は自己より責務を優先していた。

　この場で仇きゆ敵うてきを倒すには、時間も実力も大いに不足している。スバルとクルシュの立場は同一であり、だからこそ、彼女の決断の尊さがスバルにだけはわかった。

　躊躇がある。未練がある。後悔も、きっとする。けれど──、

　──ごめん、レム。もうちょっとだけ、待っていてくれ。

「──ああ、クソ！　わかったよ！　『ユーリ』！　てめぇ、負けんじゃねぇぞ！」

「それはこちらの台詞せりふだ。君こそ、『戦乙女』の代理騎士、無事に務めることだ！」

「この場は『ユーリ』様に任せて、いきましょう、『幼女使い』様！」

　頭を掻かき毟むしり、口くち惜おしい思いを置き去りにしてスバルはクルシュの手を取った。そして二人、極光が生み出す境界線を頼りに、『暴食』の攻撃範囲から飛び出す。

　向かう先は屋内への扉──ではなく、屋上のひしゃげた鉄てつ柵さくだ。その柵を一息に乗り越え、スバルはクルシュを支えながら、背後の戦いを振り返る。

「──征いきたまえ！」

　しかし、視線に気付くユリウスは最後まで身を案じさせようともしない。

　その態度に内心で舌打ちして、あとで直接文句をぶつけると誓いを立てる。それからスバルはクルシュの細い腰を抱き寄せ、再び、宙へと身を乗り出して──、

「──クルシュさん、プランＢ！」

「は、離さないでくださいね！」

　フェリスに聞かれたら殺される、と思いながら、スバルはしがみつくクルシュをしっかりと抱いて、都市庁舎の屋上から一気に飛び降りた。

　当然、二人の体は重力に引かれ、真っ逆さまに広場へ落ちる。──その落下途中で、柵さくに括くくり付けた鞭むちの長さが限界に達し、二人分の負荷がスバルの肩にかかる。

「──んぎっ！」

　骨の軋きしむ痛みに気合いで耐え、スバルとクルシュの体が大きく弧を描き、都市庁舎の壁面──ガラス張りの窓へ、伸ばした両足を叩たたきつけ、ぶち破る。

「っらぁ──ッ!!」

「きゃあああっ！」

　窓ガラスの破片をぶちまけながら、スバルとクルシュが目的の部屋に転がり込んだ。

　勢いよく床に手をついて、スバルは二度目の悲鳴を上げたクルシュを腕から解放する。即座に二人は部屋を見回し、そこが目的の部屋であることを確かめた。

　都市庁舎の最上層、放送用の『ミーティア』が置かれた一室だ。

　事前の打ち合わせで、最上層へ飛び込む手順は決めてあった。いくつか考えた方策の中で一番過激な方法になったが、スバルの右足以外は問題なく作戦成立だ。

　激怒するフェリスの顔を思い描きながら、スバルは部屋の奥に目をやり、壁際に設置された巨大な存在感に意識を奪われる。

　それこそが、この都市において最も重要性の高い──、

「──これが、『ミーティア』？」

　それは、これまでスバルが見てきたものの中で最も特殊な『ミーティア』だった。

　使用者の声を拡大し、広範囲に音声を届ける装置──パイプオルガンのような形をしたそれは、動力源を魔石に頼っただけの『機械』のようにスバルには見えた。

　そうして、意図せず『ミーティア』に目を奪われたスバルを──、

「──スバル様!!」

　鋭い呼び声と、背後で激突した剣と爪つめの衝撃波が正気に引き戻した。

　身を硬くして振り返ったスバルの前で、クルシュが華麗に剣舞を舞い、部屋の奥に鎮座していた黒竜の鱗うろこに痛撃を与える。

　その苦痛に激しく吠ほえるのは、都市で忌むべき凶行を重ね続けた『色しき欲よく』の黒竜──、

「──カペラ！」

　叫ぶスバルを置き去りに、黒竜と戦乙女の攻防が広い部屋の中で激しく交換される。

　部屋には『ミーティア』だけでなく、会議用の長机と椅い子す、備品棚などが壁際に並べられており、それらが凄すさまじい衝撃に揉もまれ、次々と原形を留とどめず吹き飛ばされる。

　だが、この攻防、優勢なのは一いつ気き呵か成せいに攻め立てるクルシュの方だ。

　部屋の中、巨きよ躯くを振り回す黒竜は位置取りが悪い。それはおそらく、黒竜にとってスバルたちが窓から飛び込んでくるのが予想外だったためだ。

　黒竜は正式な部屋の出入り口を見張り、そこに火砲を向けていたのだろう。それを警戒し、奇襲を仕掛ける意味でスバルたちは屋上から飛んだ。──それが、プランＢだ。

「や、ぁぁぁ──！」

　高所の恐怖から解放されて、クルシュが凛りんとした声を上げて剣けん閃せんを叩たたき込む。

　クルシュの百人一太刀、その真の威力は超遠距離戦より、至近戦で発揮される。逃げ場のない閉鎖空間で、不可視の風刃は容赦なく黒竜を切り刻んでいく。

「──ォォォォッ!!」

「危ねぇ！　伏せ……ぁ？」

　味方優勢な戦いに巻き込まれかけ、竜の絶叫とどす黒い血が飛び散る中をスバルは懸命に転がって逃げる。しかし、その逃亡劇の途中、スバルは気付いた。

　──流血する黒竜の足下に、縛られて身をよじる少女の姿があることに。

「────」

　瞬間、『色しき欲よく』の卑ひ賎せんな魂胆、『憤ふん怒ど』と同じ人質を利用する悪あく辣らつさにスバルは反へ吐どを催す。所しよ詮せんは大罪司教、相手を陥れるために選ぶ手段は似通ったものだ。

　──同じ手立てに敗北し、結果、エミリアは連れ去られる羽目になった。

「う、おおおお──っ！」

　その事実が心に火を付け、スバルは極限の集中力を発揮、カペラの足下に滑り込む。

　頭上を抜ける尾を掻かい潜くぐり、砕くだけた窓枠を乗り越えて果敢に少女の下へ。震える体を拾い上げ、ついでに黒竜の背中に鞭むちを叩きつけた。ダメージなし、気は済んだ。

　だが、それに続くクルシュの斬ざん撃げきは、そんな生易しいものではない。

「──ッッ!!」

「問答無用！　都市に混乱と災いをもたらす悪行、その報いを受けなさい！」

　怯おびえた素振りで頭を抱える黒竜を、クルシュの刃やいばが真っ向から斬きりつける。

　守勢に回ればこれほど脆もろいのか、カペラは鋼はがねの刃に対して無防備に攻撃を受け続けた。翼が裂け、牙きばを折られ、長い首の鱗うろこがこそがれる痛みに竜が絶叫する。

　その胴体を、クルシュの細く長い足が強烈に蹴けり上げた。スバルの脚力とどれほど違うのか、その威力に巨体が後退し、破れていない窓の方へと追い込まれる。

　勝算あっての行動ではない。ただ、クルシュの剣勢に押し負けただけだ。

「──これで終わりです！」

「──ッッ!!」

　最後まで『色欲』の声に耳を貸さず、クルシュの風刃が黒竜の胴を、翼を、首を薙なぎ、その巨体を壁に叩きつけ、ついには窓枠ごと崩壊させて外へ吹き飛ばした。

　窓を砕くだいて落下する黒竜はとっさに翼を広げたが、片翼は根本から折れ、もう片翼は無数の裂傷で役目を果たせず、再生も追いつかない。──故に、転落は必然だ。

　ほんの数秒後、『色しき欲よく』が地面に叩たたきつけられる音が届く。肉が壁に叩きつけられるような、濡ぬれた雑ぞう巾きんを床に落とすような類たぐいの音だ。

「確認と警戒をします。スバル様はその子を」

「お、おお、わかった」

　黒竜が転落した窓枠へ歩み寄り、警戒を切らさないクルシュ。彼女の後ろ姿に頼もしさを感じつつ、スバルは今の騒ぎで確保した少女をそっと縛いましめから解放する。

「あ、ぅ……」

「大丈夫だ。今の悪い竜は、そっちの強くて美人のお姉さんがやっつけてくれた。あんまりゆっくりもしてられねぇけど……他の人たちは、わかるか？」

　人と竜の戦いに巻き込まれ、困惑と怯おびえの色が濃い少女にスバルは語りかける。跪ひざまずいて視線の高さを合わせ、できるだけ優しく聞くスバルに少女が何度か瞬まばたきする。

　それから、少女は何度か喘あえぐように唇を動かし、

「あ、あっちのお部屋……みんな、そこに」

　声の震える少女が指差したのは、戦闘の痕こん跡せき生々しい部屋の奥、別室への扉だ。

　その扉に目をやり、スバルは脳裏に浮かんだ質問を口にするのを何とか堪こらえた。言わなかった内容は、囚とらわれの人々の生死の確認だ。

　だが、そんなことを少女に聞くのはあまりに酷だし、考えが足りなすぎる。──ただ、これだけの騒ぎがあって、何のアクションもないことは嫌な想像を加速させた。

「────」

　まだ不安げな少女の頭を撫なでてから、スバルはゆっくりと部屋へ向かう。

　自然、手足が重く冷たくなり、スバルはじっとりとした汗を背中に感じていた。ここが放送用の部屋だから、防音設備の影響で音が届かなかっただけと、そう信じたい。

「スバル様？」

「大丈夫だ。すぐ確かめる。……『色欲』は？」

「……こちらも大丈夫です。何な故ぜか、落ちたまま動く気配がなくて」

　眼下の『色欲』を警戒するクルシュの返答、それを聞いて、スバルは深呼吸しながら扉の前に立った。そして、ドアノブに手を伸ばす。

　この扉の奥にも、まだ魔女教徒が潜んでいる可能性がある。それを思えば、スバルがこうして部屋を検あらためるのもベターな選択肢ではない。

　しかし、その心配はいらないと、何故か確信があった。そして実際、この考えは間違っていなかった。室内に、見張りの魔女教徒はいない。

　──何故なら、その部屋に見張りなど必要なかったのだから。

「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」「──」

　視線。視線だ。視線、視線、視線、視線、視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線視線。

　──絶句するスバルを、無言の、無数の、視線が、見ている。

　──否いな、見られていると、スバルがそう感じたに過ぎない。それがどのように世界を観測しているのか、スバルにはわからない。理解しようとしたこともない。

　ただ、絶句した。声が出なかった。言葉を失うとはこういうことだ。思考が凍り付き、何も考えられなくなった。しかし、わかったこともある。

　──『色しき欲よく』の脅迫放送のときに聞こえていた、耳障りな背景音の正体だ。

「……だ、これ」

　やっとのことで、声にならない声が漏れた途端、部屋中で一斉にその音が鳴る。

　それはスバルを歓迎し、恐れ、喜び、拒み、数多あまたの感情を孕はらんだ無数の『羽音』だ。

　薄暗い部屋の中、赤く光る大量の複眼が蠢うごめいて、立ち尽くすスバルをぎょろぎょろと見つめている。それは、蝿はえだった。紛まぎれもなく、蝿だった。

　──部屋の中を埋め尽くす、人間大の、蝿が、大量に、いるのだ。

「──っ！　スバルさ……ぁ」

「──!?　クルシュさん!?」

　おぞましい光景に思考を漂白されたスバルは、突然の悲鳴に背後へ振り返る。悲鳴に反応する蝿たちの羽音に耳を侵されながら、振り返ったスバルは見た。

　──崩れ落ちるクルシュと、彼女を足あし蹴げにして陰いん惨さんな笑みを浮かべる少女の姿を。

　少女は短い金色の髪を掌てのひらで撫なで、爛らん々らんと輝く赤い瞳ひとみでスバルを見つめると、

「きゃはははっ！　ホント、なんでテメーらってそんなにおめでたいの？　これで、アタクシ様の裏とか掻かいたつもりだったり？　冗談じゃねーんですけど！　きゃははははっ」

　ケラケラと甲かん高だかい声で馬鹿笑いし、血ち溜だまりに伏したクルシュを踏みつける少女──否、聞き覚えのあるその悪あく辣らつな声、紛れもなく、

「カペラちゃん様どぇーす！　きゃははははっ！」

　舌を出し、ウィンクしながらポーズを決めるカペラが、短慮なスバルを嘲あざ笑わらっていた。





　　　　６






　背後には巨大な蝿の詰まった虫むし籠かご、室内にはぶちまけられた黒竜の血潮が広がり、その惨状を自ら演出し、クルシュを足蹴にする少女──否、『色欲』の大罪司教。

　──カペラ・エメラダ・ルグニカが、口元の八重歯を覗のぞかせて嗤わらい続けている。

「なん、なんだよ、これは……っ」

「テメーらクズ肉は考えるだけ無駄！　目の前の現実をそのまま受け入れるのが一番じゃねーですか。震えて縮こまる美少女、しかしそれは魔女教大罪司教だったのでーす！」

　動揺を隠せないスバルの前で、下品に舌を出しながらカペラが踊る。その足下に倒れているクルシュは白目を剥むき、危険な兆候の痙けい攣れんを起こしていた。

　目立った外傷はなく、何をされたのかはわからない。だが、あれは危うい反応だ。今すぐに助け出さなければ、手遅れになってしまう。

「そもそも、テメーらって考える頭ねーんですか？　この状況で、なんで都市庁舎のてっぺんにチビ肉がいるとか思うわけ？　疑いもせず、『あ、困ってる子だ、助けなきゃー』って馬鹿丸出しで生きてられる精神がアタクシにはむしろ謎なぞ！」

「う、るせぇよ。色々、言いたいことも聞きたいこともあるが、まずその足をどけろ」

「はぁ？　アタクシのおみ足が見れて嬉うれしくて汁ドバドバ出てんじゃねーんですか？　それとも、アタクシの足の裏を堪たん能のうしてるメス肉にご執心？　エロい体つきしてやがりますからね。僕ちゃん辛抱たまらねーってんですか、きゃはははっ」

「──っ！　その人は！　てめぇが足下に敷いてていい人じゃねぇって言ってんだ！」

　踵かかとで踏ふみ躙にじるように、クルシュの胸を上から踏みつけるカペラ。その暴挙と嘲ちよう笑しように沸点を越え、スバルは激情のままに地面を蹴けり、鞭むちを振るった。

「およ？」
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　とぼけた声を上げ、カペラがスバルの行動に目を丸くする。

　スバルの振るった鞭むちの狙ねらいはカペラではなく、クルシュと黒竜の戦いの最中に散乱した瓦が礫れきの一部だ。一抱えもある石材、それをスバルは鞭で器用に絡め取り、手首をひねってカペラの頭部目掛けて投とう擲てきする。

「────」

　相手の攻撃手段がわからない以上、接近戦は愚の骨頂。そもそも、スバルには大罪司教と直接戦える力などない。頭に血が上ったときほど、己の無力を自覚しろ。

　故に、スバルがこの場で優先すべきは撃破ではない。状況の打破だ。

　──倒れたクルシュを回収し、この場を離れ、仲間の誰だれかと合流する。

　投げつけた瓦礫の塊かたまりは、生身の頭部なら潰つぶれるぐらいの質量だ。防ぐにしても避さけるにしても、クルシュを足あし蹴げにしたままでは立ち行かない。

　その生じた隙すきに乗じて、クルシュの身柄を取り返す──、

「当たれ！」

「いいですよー」

「──っ!?」

　気合いを叫ぶスバルに、余よ裕ゆう綽しやく々しやくの声でカペラが応じた。

　直後、固いものが肉と骨を砕くだく音がして、弾はじかれたカペラの頭部から血が滴る。

　無防備な側頭部に一撃を浴びた少女の額が裂け、鮮やかな金髪が真っ赤に染まった。そのまま、皮肉にも可か憐れんな少女の顔が、見るも無残に潰れてひしゃげる。

「──う」

　その、半ば潰れた左目に見つめられ、スバルの心が予想外の光景に搦からめ取られた。それは、隙を衝つくつもりが隙を作る、この都市で一番の愚行だったと言っていい。

「テメーらって、どうしてこうも愛いとおしいぐらいにアタクシの掌てのひらでいやがるの？　そういう救いようのない愚かしさがダイチュキ。きゃはははっ！」

「──ご」

　思考が凍った瞬間に、カペラの嘲ちよう笑しようと黒い旋風がスバルを横殴りに吹き飛ばしていた。

　巨人の平手打ちを喰くらったように右半身をいっぺんに殴られ、スバルは床を弾んで部屋の机を薙なぎ倒しながら転がる。体のあちこちを打ち付け、壁にぶつかって止まったスバルは咳せき込み、何が起きたのかと顔を上げ、見た。

「きゃはっ、なんです、その面？　アタクシの美しさに声も出ねーってとこですかぁ？」

「……それ、なんだ」

「んーんー？　あ、これのこと？　さーて、クズ肉ちゃんには何に見えやがります？」

　痛みも忘れて声が出ないスバルに背を向け、カペラが小振りな尻しりを愉たのしげに振る。

　そうして突き出される形のいい臀でん部ぶ、そこにはあるべきではない異形が生えている。それは黒く、太い、トカゲの──否いな、竜の尾だ。竜の尾が、生えているのだ。

　その結論を得て、先ほどの一撃がその尾によるものだったのだと遅れて気付く。

「まさか、人に化ける竜……なのか？」

「はい、低脳丸出しの発想力貧困な聞くに堪えない暴論いただきましたー！　こんだけ優しくパン屑くずまいても、テメーらってホントに一切合切、足あし蹴げにしやがんの！」

「──う、お！」

　スバルの推論に機嫌を損ね、カペラが再び巨大な尾を叩たたきつけてくる。それをとっさの横っ跳びで躱かわし、長い尾が床に亀き裂れつを入れるのを見届け、スバルは息を──、

「そこで安心してたら全部台無しなんだってーの！」

「──っぶぉ！」

　一拍、置いたスバルの顔面が巨大な拳げん骨こつにぶん殴られる。その威力に弾はじかれた先で、待ち受ける尾がスバルを天井へ跳ね上げた。全身で天井にぶつかり、為なす術すべなく転落するスバル、その体を無数の鳥の羽が刃やいばの如ごとく切り裂き、血ち飛沫しぶきが散る。

「ぎ、ぐ、あぁぁぁッ！」

　背を撫なで切られる苦痛に悲鳴を上げ、床を転がるスバルは懸命に思考を働かせる。今、自分を次々と、殴り、弾き、切り裂いた攻撃、それが何であったのか。

　スバルの顔を殴ったのは、毛むくじゃらな獣けものの巨大な左腕だ。弾かれるスバルを打ち上げたのは黒竜の尾で、スバルを切り裂いたのは刃の如く鋭い鳥の羽──その全すべてが、痛みに喘あえぐスバルを見下ろす、少女の肉体から派生したものだった。

「そろそろ、答えがわかりやがった頃ころじゃねーんですか？」

　──巨大な獣の腕、黒竜の尾、怪鳥の翼、いずれも異形という他にない。

　その姿を目の当たりにして、他の如い何かなる言葉が浮かぼうか。言葉以外に浮かぶものがあるなら、それは本来ありえない不自然な存在への生理的嫌悪感だけだ。

　怪物、異形、化け物、エトセトラ、その本質は──、

「変異、変へん貌ぼう……っ」

「きゃはっ」

　押し殺したスバルの答えに、カペラは初めて本心から満足げに嗤わらった。

「アタクシは大罪司教、『色しき欲よく』担当のカペラ・エメラダ・ルグニカ。──この世の愛と尊敬は、全すべてアタクシに一人占めされるためにある。最も愛されるべきアタクシは、誰だれのどんな変態的な欲望にも応こたえられる、あらゆる美意識を究極に体現できるってわけです。テメー好みの美少女にだって、ぐにゃぐにゃ変身してやりますよ？　アタクシ、尽くす女ですから！　きゃはははははっ！」

　言いたい放題に言いながら、スバルの前でカペラの姿が自由自在に変化する。

　異形が純朴そうな少年になり、すぐに手足が伸びて豊満な体を持つ妙齢の女性へ。かと思えば瞬まばたきの間に幸薄い村娘といった風貌で顕けん現げんし、次の瞬間にはあどけない顔に淫いん靡びな笑みを浮かべた幼い童女が現れる。

「ね？　テメーはいったい、どぉぉぉんなアタクシが好きぃ？」

「────」

　絶句する。言葉が出ない。ひたすらに、最悪であることだけ心が理解する。

　価値観の冒ぼう涜とくだ。単純明快な能力でありながら、カペラの有する『色しき欲よく』の権能は、ありとあらゆる価値観を踏ふみ躙にじり、蹂じゆ躙うりんし、自分を誇示することに特化している。

　見れば、瓦が礫れきの一撃を受けた傷などなかったように塞ふさがり、血の跡すらも残っていない。凄すさまじい再生力は、あるいは変身能力による傷の隠匿なのかもしれない。

　いずれにせよ、黒竜と少女と、カペラが二つの姿を持っていたカラクリは解けた。当初はペテルギウスのように、他者に憑ひよ依ういする力を疑ったが──、

　──だとしたら、今、都市庁舎の外へ吹き飛ばされた黒竜は、いったいなんだ。

「いっぺん、火ぃ噴いてみせてやったらそればっかり警戒しやがっちまう。あとは罠わなっぽく、それらしい位置にトカゲを置いとけば、なんで反撃しねーんですかとか、アタクシの美声が全然聞こえねーんですけどとか、そーんな疑問はどっかいっちまうんでしょ？」

「……ま、て。待て、待て待て待て、待て、待ってくれ」

　表情の変化から子細にスバルの内心を読み取り、カペラが嘲あざけり、せせら笑う。

　その姿が長い髪を揺らす淑しとやかな女性になり、真っ赤な髪と髭ひげを蓄えた紳士になり、声色さえも変へん貌ぼうして、もはや自分が誰だれと話しているのかすら曖あい昧まいになる。

　だが、その胸中に発生した疑問と、辻つじ褄つま合わせの適切な推測は、消えてくれない。

　自在に自らの肉体を変異・変貌させるカペラの『色欲』の権能──それが、もしも自分の肉体だけに留とどまらず、他者の肉体にも影響を及ぼせるとしたら。

「あのトカゲと蝿はえの正体、血の巡りの悪い頭でも理解できたんじゃねーんですか？」

　口元に手を当て、カペラは醜悪な舞台の演出者としてスバルに回答を強いている。

　その振る舞いに乗せられている自覚がありながら、スバルは歯の根を震わせ、答えた。

　最悪の、醜悪の、出来損ないの悪夢、それは──、

「──あれは全部、都市庁舎にいた人たちをお前が変化させた姿か」

「はい正解、でも遅すぎたんで賞品はなし！　愚かで不細工なクズ肉って、何のために存在してやがるのか、アタクシの理解を越えててビックリ仰天！」

「理解、できない？　──それはこっちの台詞せりふだ!!」

　残酷で悪魔じみた行いを、カペラは一切の呵かし責やくがない表情で告白する。

　薄暗い部屋の中、赤く光る複眼が一斉にスバルを見たのは。飛び立つこともできない翅はねを羽ばたかせ、無数の羽音を必死に放送に乗せたのは。

　──きっと、彼らが助けを、求めていたからだ。

「理解できねぇ！　頭がおかしいんじゃねぇのか!?　なんで……なんで、あんな真ま似ねができる!?　できねぇよ！　人を蝿にっ……蝿に変えて、何の意味が!?」

「おぞましいって？」

「身の毛がよだつ！　お前は……！　お前は、お前らは……ッ」

「気持ち悪くてしょうがねーと。嫌悪感が止まらねーと、そう言うわけで？」

「──っ」

　もはや、スバルの感情は言葉にならない。

　人を蝿はえに変えて、その命を弄もてあそぶ。ただ殺すよりも性た質ちが悪い。最悪だ。最低だ。

　スバルはこの数時間で、永遠に相あい容いれない四人の大罪司教と出くわした。

『憤ふん怒ど』のシリウスは他人の感情を弄び、身勝手な愛を強要する怪人だ。

『強ごう欲よく』のレグルスは己の価値観を押し付け、独りよがりを喧けん伝でんする凶人だ。

『暴ぼう食しよく』のアルファルドは人の記憶と名前を奪い、その生きた証あかしを踏ふみ躙にじる冒ぼう涜とく者だ。

　そして『色しき欲よく』のカペラは、人間の尊厳と価値観を反へ吐どで塗ぬり潰つぶす怪物だ。

　どいつもこいつも、救いようがないほど、呪のろわしいほど、イカれている。

　絶対に埋まらない溝、その結論にスバルの視界が真っ赤になる。しかし、カペラはそんな義憤に苦しむスバルを眺めながら、

「──そう。おぞましくて気持ち悪くて嫌悪する。それなんですよ」

　これ以上ないぐらい、嬉うれしそうに微笑ほほえんだのだ。

「────」

　意味が、わからない。元々、わかる余地などなかった。これは、宇宙人の言葉だ。

　価値観が、在り方が、あまりにも違いすぎて、無理なのだ。

「馬鹿でかい蝿が集まってんのを見て、テメーは生理的に嫌悪した。おぞましいと思った。それで正解、あんな生き物は誰だれも愛せねーんです。不自然なんです」

　ぐねぐねと姿形を変えながら、ごちゃごちゃと声色を変えながら、

「誰が見てもわかる醜くて気持ち悪いもの。グズグズのクズ肉を、見るも無残な虫けらに変えてやった。あんなもの、誰も愛せやしねーんです。当然じゃねーですか」

　怪物が、何も見ていない瞳ひとみで、どす黒く、底知れない闇やみの詰まった瞳で、

「人は誰かを愛さなきゃ生きられねー生き物で、でも気持ち悪いものは愛せやしねー生き物で、だったら消去法で、愛せる何かを愛さなきゃ生きられねーんですよ」

　まるで、愛の方程式を恋人に語るかのように、熱のこもった声でカペラは言い放つ。

「────」

　頭が白くなった。小首を傾かしげ、今世紀最大の発見を告白する怪物が理解できない。

　今すぐ、この場からいなくなりたい。一秒だって、同じ空気を吸っていたくない。視界に入りたくない。肌に感じたくない。声を聞きたくない。記憶に留とどめたくない。

　──だって、目の前の怪物は、ナツキ・スバルを愛している。

　スバルだけではない。黒竜へと変えた犠牲者も、蝿へと変えた大勢も、足あし蹴げにしているクルシュも、上で戦うユリウスも、広場で戦うガーフィール、ヴィルヘルム、リカード、巨漢と女の二人の剣士、都市の全すべての人々を、誰をも、愛している。

　愛しているから、愛されようと励んでいる。それが、この怪物の愛し方なのだ。

　これを、生理的に無理と言わずしてなんと言う。

「慈悲深く優しいアタクシは、数多あまたの恋に溺おぼれる女でもあるわけですよ。この世の愛と尊敬は一人占め、でも愛されるための努力を欠かしたりなんてしねーです。愛されるためなら、テメーの好きなアタクシになる。テメーにアタクシを見てもらうために、アタクシ以外のものからテメーの興味を奪う。元々誰だれを愛してても構かまいやしません。どうせ、最後にテメーも、アタクシのことを愛するようになる。アタクシはそのための努力を欠かさねーですから。アタクシ自身の魅力を、上に上に上に上に上に上に上に！　アタクシ以外のクソ肉の魅力を、下に下に下に下に下に下に下に下げて！」

「……いっそ、殺せよ」

「は？　なんで？　アタクシは博愛主義なんで、殺すなんて野蛮な真ま似ねはしねーですよ。どんな使い道のないクズ肉にも、アタクシを愛する一点において価値がある……アタクシは、承認欲求がほんのちょっぴり強いんですよ。だから、一人でも多く、一秒でも長く、一言でも深く、アタクシを愛してほしい。ね？　アタクシの、それだけがお願い」

　────。

　────、────、────。

　────、────、────、────、────。

「わかった」

「お、わかってくれやがりました？　だったら、アタクシを賛美する言葉を並べて、愛でグズグズに溶けて、アタクシ好みの肉の塊かたまりに……」

「死ね」

　思考する余地すらなく、スバルは目の前の怪物の死を望む。

　これは敵だ。それ以上の情報、欲しくもない。

　鞭むちを振るい、足下を叩たたいた。虚を突かれた怪物がとっさに後ずさり、クルシュの体がようやく薄汚い化け物から解放される。そこへ踏み込み、彼女を抱き上げた。

　すでに今日、何度目になるか。軽い体を抱いたまま、一気に後ろへ飛びずさる。

　その光景を目にして、カペラの瞳ひとみを強い強い憎悪が覆い尽くした。

「ほーら、結局そうやってオス肉はメス肉が欲しくて汁垂らしてやがるんじゃねーですか。否定すんじゃねーってんですよ。綺き麗れい事ごと並べてんじゃねーってんですよ。綺麗なもんが好きだろーが。可愛かわいいもんが好きだろーが。柔らかくて気持ちいいもんが好きだろーが。気取ってんじゃねーってんだよぉ!!」

「う、おっ!?」

　飛びずさるスバルを睨にらみつけ、カペラが唾つばを飛ばしながら両腕を伸ばす。

　その両腕の片方が蛇へびの頭に、もう片方が獅し子しの頭へと変へん貌ぼう──異形の首を伸ばしてスバルに追い縋すがり、その牙きばを突き立てようと荒れ果てた部屋を這はい回る。

　──右足、再出血。痛みはない。千切れても構わない。腕の中にある温ぬくもりを守ることに全霊を傾け、スバルはカペラの追撃を全運動力を投入して回避する。

「つがいのメス肉がそんなに大事だってんですか！　だったら後生大事に抱え込んで、抱きしめたまま手離してんじゃねーよ！　男を誘う体が！　同情を誘う目つきが！　睦むつ言ごとを語る唇が！　気持ちいい肉が肉が肉が！　たまらねーから必死なんだろーが！」

「──っ、勝手抜かすな下げ衆す野郎！　俺とこの人とはそんなんじゃねぇ！」

「うるせーんだよ！　メス肉からメスの臭においがして！　オス肉のテメーからオスの臭いがすりゃー一緒なんだよ！　何も思ったことねーってんですか？　やらしいこと考えたこといっぺんも一ひと欠片かけらも一秒たりともねーって誓えんですかよぉ？　一秒考えたら、それはもうオス肉とメス肉の関係じゃねーですか。何が違う！　何が違うか言ってみろやぁ！」

　蛇へびの牙きばが、獅し子しの顎あごが、竜の尾が、巨獣の腕が、怪鳥の羽が、部屋を荒れ狂っている。

　苦鳴をこぼし、スバルはその荒れ狂う破壊の中に勝機を探す。離脱しようにも、出口側に立つのはカペラの方だ。そのカペラの姿は膨れ、縮み、女性・少女・少年・老人をめまぐるしく彷徨さまよい、現実のものとは思えない異常性を醸し出していた。

「髪が撫なでてーんじゃねーんですか？　唇に触れてーんじゃねーんですか？　体を抱きたいんじゃねーんですか？　その薄汚い汁ダクの思考を、テメーらは愛だなんだって綺き麗れい事ごとで飾るんじゃねーですか。ふざけろ。愛が綺麗なもんだとか勘違いしてんじゃねーってんですよ。劣情を勝手にテメーらが、美しい言葉で飾って悦えつに浸ってるだけじゃねーか」

　スバルを見つめる瞳ひとみが狂気的に輝き、カペラの姿が最もおぞましい変化を遂げる。

　月光に煌きらめく長い銀髪、宝石を嵌はめ込んだ紫し紺こんの瞳、雪化粧を思わせる白い肌と、すらりと長い手足に起伏に富んだ体。細部は違えど、そこに現れたのは──、

「大っぴらに吐き出せねー劣情を！　愛なんて言葉で飾るんじゃねーってんですよ。どうだ。どうだどうだ。これがテメーに愛されるためのアタクシの努力！　これを見て、まだ言えるか。言っちまいやがるんですか？　お決まりの、お約束の、反論を！」

　美しい銀髪の少女を象かたどり、彼女が絶対にしないだろう形相で、怪物が吠ほえる。

「──僕が彼女を愛するのは、彼女の心根に惹ひかれたからだ！　彼女の気高さに、優しさに、慈悲深い心に、器の大きさに、空の下の笑顔に、献身的な在り方に、不平を訴えない強さに、僕だけに見せてくれる弱さに、一人きりで頑張ろうとする健けな気げさに、心を安らがせる声色に、慈愛に満ちた瞳に、心くすぐる眼まな差ざしに、愛を囁ささやく唇に、繋つないだ掌てのひらの温ぬくもりに、触れ合うたびに高鳴る鼓動に、風に膨らむ美しい髪に！　運命が二人を結ぶと信じるから。彼女だけが僕を認めてくれたから。辛つらいとき傍そばにいてくれたから。本当に大事なものを教えてくれたから。ずっとずっと一緒にいたから。これからも同じものを見て、同じものを感じて生きていきたいから。約束したから。誓いを忘れないでくれたから。他の人に見せられない自分を知ってくれたから。本当の僕を知ってるのは彼女だけだから。彼女の前でなら自分を偽らずにいられるから。本当は寂しい本心をわかってくれたから。辛い思い出を忘れさせてくれたから。人を好きになるってことを教えてくれたから。流れる涙をあなたが拭ぬぐってくれたから。たくさんの中から私を見つけてくれたから。見たことのない景色を見せてくれたから。私をわかってくれるのはあなただけだから。あなたがいないと生きていけないから。あなたといることが私の全すべてだから。あなたが胸を熱くするから。あなたといると全てが色鮮やかに見えるから。君なしじゃ幸せを感じられないから。もう一人じゃ生きていけないから。嘘うそだらけの生き方の中でこの気持ちだけは本物だから」

　呪じゆ詛そのように言葉を並べ立て、銀髪の怪物の表情が一言ごとに死んでいく。

　だが、長々長々と尽きることなく幾重もの愛の動機を口にして、顔を上げたカペラは美しさと可愛かわいさと淫いん靡びさと、愛憎入り混じる複雑怪奇な表情を作り、叫ぶ。

「──全部全部、綺き麗れい事ごとじゃねーか！」

「────」

「耳心地いいことばっか抜かしてんじゃねーってんだよ！　内面がどーたら性格がどーたら、気が合うだの相性だのとグダグダうるせーってんですよぉ！　外見だろーが、外面だろーが、見た目がテメーの肉を刺激するからその肉に惹ひかれてんだろーが！　本気で愛が二人を結ぶってんなら、そのキラキラした言葉で飾って、キラキラした目で見つめ合って、キラキラした未来像語ってた相手が蝿はえになっても愛せるか試してみろってんですよぉ！　愛せるか？　愛せねーだろ!?　おぞましいもんなぁ!?　気持ち悪いもんなぁ!?　嫌悪感しか湧わいてこねーもんなぁ!?　テメーがはっきり、そう言ったんだろーが！」

　荒れ狂う暴言と妄言と被害妄想と、嫉しつ妬とと憎悪と妄執と自己保身。

　唾つばを飛ばしてがなりたて、正気をなくしたようにカペラがヒステリックに喚わめき散らしながら部屋を破壊していく。

　大蛇の威い嚇かくも、獅し子しの咆ほう哮こうも、カペラの叫びももはや聞こえない。

　騒音は嵐あらしとなり、部屋のあちこちが崩落する。衝撃に呑のみ込まれ、自分がどう動いているのかすら、立ち込める煙に紛まぎれて見ることもできない。

　まだ地に足は付いているのか。千切れかけていた足は無事なのか。確かなことは腕の中にいる女性の鼓動が、スバルの全身に力を送り込んでくれることだけ。

　だがその奮戦も、打ち止めだ。

「クズ肉が、アタクシ様を見てろ！」

「──がぁぁ!!」

　煙を突き破り、猛然と突っ込んでくる獅子の頭部、その牙きばがスバルの足に喰くらいつく。

　すでに重傷にあった右足が、獅子の牙を受けて大だい腿たい部ぶで千切れ、吹っ飛んだ。フェリスの奥の手の効果を上書きし、脳が足を失った激痛に沸騰、視界が赤くなる。

　倒れ込んだ。クルシュも、腕の中からこぼれ落ちた。のた打ち回り、血が溢あふれる。傷口を押さえるどころの話ではない。足がない。血が、滝のように流れ出していく。

　その全すべてが、ナツキ・スバルの命の残量なのだと、砕くだけ散りそうな心が理解して。

「はーぁ、頭痛い。なんか興奮して取り乱しちまいました。恥ずかし。きゃはっ」

　仰あお向むけの状態で、スバルは白目を剥むき、弱々しく痙けい攣れんしている。

　掌てのひらを傷に当ててはいるが、出血を止める役割になどならない。ただ、血の勢いは徐々に弱まりつつある。体の中の血が、全部出るからだ。

　もうすぐ、終わる。よく知った『死』の感覚が、すぐそこまでやってきている。

「あらら、なんだか死にそうじゃねーですか。クズ肉が悶もだえ苦しむ姿を見るのは、人の心の痛みがわかりすぎちまうアタクシには辛つらすぎる光景ってもんですよ」

「ぁ、ぁ、ぁー」

「メス肉の方も、きっと死んじまいますかねー。こっちは本気で残念ってもんです。アタクシ好みの体してたから、もっと色々試したかったのに。──あ、そーだ」

　何も見えない、わからない。何か、息遣いが、近くにある。

　そのスバルの傍かたわらにしゃがみ込み、微笑ほほえむ怪物がそっと、足の傷へと手をかざし、

「テメーがどんな見苦しい肉の塊かたまりになるか、アタクシが試してやろーじゃねーですか」

　そう言って、カペラはかざした自らの手首を、反対の手で切り裂き、出血させる。

　流れるどす黒い血が勢いよく滴り、スバルの右足の傷にかかって、血と血が混ざり合う。スバルの赤い血と、カペラの黒い血が、混ざり、溶け合い、背徳的に匂におい立つ。

　──その、直後だ。

「──ッ!?　ぉ、あぁぁおおあお!?」

「きゃははっ！　苦しい？　ねえねえ、苦しい？　アタクシの血は、そんじょそこらの血とは高貴さが違いすぎますよ？　なにせ、龍りゆうの血が混ざってやがりますからね。血の呪のろいに負けたら、すげーことになる。そこのメス肉とテメーと、どっちがもちますかね？」

　愉たのしげに喉のどを鳴らしているカペラだが、スバルは何も答えられない。

　死を間近にした状態で、痛みすら曖あい昧まいになっていたところへ、突然の衝撃だ。浴びせられた黒い血はスバルの傷口の上で蠢うごめき、ゆっくり、体内へと浸食してくる。

　自分が、自分ではないものに塗ぬり潰つぶされる。それは痛みとも、苦しみとも異なる、別次元の恐怖──そう、恐怖としか言いようがない。怖い。怖い。恐ろしい。

　理解できない。ただ死ぬことも許されない。

　クルシュとどちらが、と怪物は言った。ならば彼女も、同じだけの苦しみを味わっているというのか。スバルが、弱いあまりに。何もできない、ばかりに。

　クルシュも、ベアトリスも、レムも、エミリアも、みんな、みんな、みんな──、

「え、ぃ、ぃ、ぁ──」

「きゃはははっ！　さーてさてさて、また一つ、アタクシ様の愛を拒んだ、醜い哀れな肉塊の誕生ってわけじゃねーですか。さ、アタクシはそろそろ……」

　悶もん絶ぜつするスバルを愛いとおしげに眺め、カペラはゆっくりとその場に立ち上がる。

　その姿が再び、金髪に赤目の少女へと変わると──ふと、カペラは振り返った。

　そこには、砕くだかれた壁と窓ガラスがあり、涼やかな風が吹き込んできていて──、

「あらら、やるじゃねーですか」

「────ッッ!!」

　転落した階下から這はい上がり、仇きゆ敵うてきを見つけた黒竜が雄お叫たけびを上げ、その開かれた口こう腔こうから黒炎がカペラ目掛けて放出される。




　──瞬間、都市庁舎最上階は漆黒の炎に包まれていった。





　　　　７






　──名前を呼ばれた気がして、エミリアの意識は現実へと回帰していく。

　微睡まどろみの中を浮上すると、最初に感じるのは体を包むすべらかな感触だ。温かく、柔らかな毛並みを持つ動物に抱かれているような、そんな心地よい感触。

　以前は、こんな感触を間近に堪たん能のうするのも日課だったと、ぼんやりと記憶が疼うずく。

「──ぁ」

　懐かしさに、じわりと眦まなじりに涙が滲にじんだ。

　その涙の滴を手の甲で拭ぬぐい、温ぬくもりへの未練を切り離して、覚かく醒せいを選ぶ。長い睫まつ毛げに縁取られた瞳ひとみがゆるゆると開かれ、大きく丸い紫し紺こんの瞳が世界を視認した。

　高い天井と、壁に見知らぬ装飾が施された部屋だ。見覚えのない場所。自分の体はベッドの上で、高級感のあるブランケットにくるまれている。

「ここ、どこなの……？」

　寝起きの頭を揺すりながら、エミリアはもたもたと上体を起こす。

　微かすかな気だるさがあるが、体に痛みや不調は感じられない。この覚えのある気だるさは、まだ使い慣れていないゲートを酷使し、魔法を使いすぎたことの反動だ。

　と、そこまで考えたところで、エミリアは自分に何があったのかを思い出す。

「そう、だ。私、広場で包帯の、女の人と戦いになって……」

　瞼まぶたの裏を過よぎるのは、全身包帯姿の怪人──『憤ふん怒ど』の大罪司教を名乗った人物が、エミリアにゾッとするほどの憎悪と、恐るべき戦闘力を向けてきた記憶だ。

　一時は戦いはエミリア優勢だったが、その形勢は覆され、凄すさまじい炎に襲われて──、

「私、そのまま気絶しちゃったんだ。でも、ちゃんと生きてる」

　劣勢と、その後の絶体絶命の危機は間違いない。それでも自分が生き残ったのは、あの状況から誰だれかに救われたから。──当然、スバルの顔が最初に目に浮かぶ。

　誰かが自分を助けてくれるなら、一番の候補はやはりスバルだろう。エミリア自身、誰かに助けられるなら、それはスバルであってほしいと心の底では思っている。

　スバルにあれだけ格かつ好こうをつけて負けるなんて、情けなさで胸が潰つぶれそうだけれど。

「ううん、落ち込んでなんていられない。ただでさえ出遅れてる私に、足を止めて反省してる暇なんてないんだから。反省は歩きながらするの」

　白い頬ほおに手を当てて、エミリアは沈みかけた気持ちを立て直し、ベッドを降りる。

　このベッドにブランケット、誰かが看護してくれていたに違いない。その人に礼を言って、あれから何があったのか、スバルたちに確かめなくては──、

「って、あれ？　私、裸？」

　颯さつ爽そうと歩き出そうとしたところで、やけに無防備な自分の体にエミリアが気付く。美の女神の如ごとく美しい裸身を晒さらしたエミリアは、首を傾かしげてブランケットを肌に巻いた。

　部屋の中を見回すが、羽織れそうなものは他にはない。

「んん、どうしよう。この格かつ好こうで出歩くのははしたないと思うんだけど……」

　恥じらい、それは親代わりであるパックに口を酸っぱくして教え込まれた単語だ。それはパックが不在の今、講師をアンネローゼに代えて勉強が続けられている。

　その教えに則のつとると、ほとんど裸同然の今の自分は明らかに落第なのだが。

「でも、今はみんなが心配だし、非常事態だから目をつむってくれるわよね」

　大罪司教との決着、それを一刻も早く確かめなくてはならない。そんな事情を大義名分に、エミリアはブランケット一枚の姿で部屋を出る。

　廊下に出ると、やはりそこは見覚えのない建物の中だ。ただ、先の部屋の内装から想像していた印象と違い、廊下や建物全体には無機質で冷たい雰囲気が付き纏まとう。

　おそらく、ベッドのあった部屋の方が異質なのだ。

　そう考えると、建物と部屋のちぐはぐな雰囲気にも納得がいく。この建物は人を住まわせるのが目的ではなく、働かせることが目的のものなのだ。

　その証拠に、耳を澄ませば微かすかな水音と、何らかのカラクリの作動音が──、

「──ああ、目覚めたみたいだね。本当によかった。君が無事で、心から安心したよ」

　唐突に声をかけられ、エミリアはわずかな驚きを得ながら振り返る。

　すると、廊下の突き当たりに一人の青年が立っているのが見えた。エミリアを見つめて微笑ほほえんでいるのは、白髪に白い長衣を纏った人物だ。

　青年は気安い笑みを浮かべたまま、何気ない足取りでこちらへやってくる。

「でも、起きてすぐに出歩くのは感心しないな。色々と体に無理をさせた直後なんだ。何かあったら今後に差し障りがあるじゃないか。そのあたり、きちんと自分のことを大事にしてもらいたいんだよね。ほら、もう君一人の体じゃないんだからさ」

「ええと、あなたは？」

　矢継ぎ早に話しかけてくる青年、その勢いにエミリアは目を丸くする。

　見知らぬ相手のはずだが、一足飛びに距離を詰めてくるところはスバルに似たものを感じる。ただし、スバルと決定的に違うのは、言葉が孕はらんだ温ぬくもりの有無だ。

　相手を慮おもんぱかる精神、それはスバルの臆おく病びような美徳だが、目の前の青年にはそれが一切ない。自分の言動に関して、他者におもねる理由など何一つないと言わんばかりに。

　──たった一度のやり取りで、エミリアは青年にそんな奇妙な印象を覚えていた。

　ただ、青年の方はエミリアの内心を余よ所そに、その問いかけにだけ鷹おう揚ように頷うなずいて、

「ああ、そうだね。ごめんごめん。僕は君の寝顔を見つめていたぐらいだけど、君の方は僕を見るのはこれが初めてだったね。いや、厳密にはこれが初めてではないんだけど、それを言い出すと切りがない。僕と君との関係は未来に祝福されているとはいえ、最初を疎おろそかにしていいわけじゃない。素直に謝るよ。ほら、僕はそれができる人間だから」

「え、ええ……」

　つらつらと流りゆう暢ちように喋しやべる青年に、エミリアの応じる言葉は重い。

　それは強固な彼の態度に気け圧おされているからでもあるが、それ以上に重大な違和感がエミリアを蝕むしばんでいたからでもある。それは、意識の彼方かなたからの訴えだ。

　──この青年を、自分はどこか、どこかで見知っている気がすると。

「せっかくの場面が色気のない廊下なのが残念だね。でも、それもいつか、思い出を振り返ったときに特別な一瞬だったと思えるはずさ。日々の小さな幸せ、それだけで人は充分に満たされる。君となら特にそう思えるよ。君もそう思わないかい、エミリア」

「私、あなたに名乗った覚えがないけど……それで、あなたは？」

「おっと、ごめんよ。気持ちが盛り上がると、ついつい周りが見えなくなるのが僕の悪い癖なんだ。こればかりは、感受性の豊かな自分の性格が憎らしく思えることもあるよ。今回は、君があまりに僕を夢中にさせすぎるからかもしれないけど。ああ、名前だったね」

　実に迂う遠えんな遠回りを重ねて、青年の発言はようやく本題へと辿たどり着く。

　彼自身に感じる不安と、彼の存在に覚える奇妙な違和感──その両方に焼かれながら、エミリアは青年の挙動から目を離せない。

　彼の一挙手一投足が、エミリアの生死に直結していると、直感が解していた。

　そのエミリアの前で、青年は両手を広げ、恭しく一礼する。

「僕の名前はレグルス・コルニアス。とある集団の、一応、まとめ役の一人だ。けど、そんなことは君にとっては重要じゃない。君にとって、僕を知る上で大事なことは一つ。僕は君の大切な旦だん那な様で、君は僕の愛する七十九番目の妻ということさ」

「……え？」

　名乗った青年──レグルスが陶然とした面持ちで告げた言葉、その意味がわからない。

　エミリアは戸惑い、形のいい眉まゆを顰ひそめる。しかし、レグルスは彼女のそんな無意識の拒絶反応に目もくれず、薄布一枚を体に纏まとったエミリアを眺めると、

「その格かつ好こうは目に毒だね。すぐに着替えを持たせよう。安心していい。着替えさせるのは、君と同じ立場にある、僕の妻たちだ。花嫁衣いし裳ようの着せ方も慣れたものだよ」

「花嫁衣裳って、どういうこと？　ううん、それより、あなたのお嫁さんって……」

「そうだ、大事なことを忘れてた！　僕としたことが、危ないところだったよ」

　文字通り、聞く耳を持たないレグルスがエミリアの肩を掴つかむ。その指先に込められた力にエミリアが顔をしかめるが、青年はそれに一切頓とん着ちやくしない。

　ただ、互いの額と額を触れ合う直前まで近付け、紫し紺こんの瞳ひとみを覗のぞき込んでくる。

「大事な、大事な質問を忘れていた。婚姻の儀はそれからだ。エミリア、大事なことだから心して答えてほしい。僕たちの未来に、重要なことなんだ」

「────」

　異様なまでの圧力に、エミリアは息を呑のみ、無言を守った。

　そのエミリアの沈黙を了承と受け取ったのか、レグルスは微笑ほほえんだ。

　微笑んで、言った。

「──エミリア、君は処女かな？　それだけは、本当に大事なことだからさ」


《了》







[image: ]

[image: ]



























Re：ゼロから始める異世界生活 17








長月達平





ＭＦ文庫Ｊ





2018年9月25日　発行





©Tappei Nagatsuki 2018





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ＭＦ文庫Ｊ『Re：ゼロから始める異世界生活 17』

2018年9月25日　初版第一刷発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





メディアファクトリー　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/kuchie-004.jpg
T\

S -






item/image/kuchie-005.jpg
Contents Re: Life in a different world
from zero

‘The only ability I got in a different world “Returns by Death”
die again and again to save her.

CONTENTS

L

B
(%% 3 D& 28 bt]
011
-
kg DRER]
059
E=E
TR £ B0 e SRARER )
& 118
I
s [—v%r-24%—] £
159
EHE
i 3e%ia 44

229






item/image/kuchie-002.jpg
—~

e
S RIS NN

fo

i
]

A






item/image/kuchie-003.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
o
q

‘@Re: Life in a
yA)
f‘






item/image/cover.jpg
The author Tappei Nagatsuki N5

\ |y D O @
ILLUSTT—RA\\TION j(i%fELEB / b
A\ \ /) < \

\
Shinichirou Otsuka §






item/image/p251.jpg





item/image/p054.jpg





item/image/p095.jpg





item/image/p070.jpg





item/image/p301.jpg
o, Q
" " r

[ ”

", [






item/navigation-documents.xhtml


Navigation



		表紙


		CONTENTS


		第一章　『安易さの答え合わせ』


		第二章　『氷炎の結末』


		第三章　『魔女教災害対策本部』


		第四章　『ゴージャス・タイガー』


		第五章　『都市庁舎奪還作戦』


		奥付








Guide



		表紙


		目次


		本編








item/image/allcover-001.jpg
ok masy

1987EEF LT, TOBDRFERICRIBRL
B! WIELOB, 7= XLOB, B8 MELEBTL
oo MY MCEROBROBIE TT. BOHES, &
B, KBV, EABBERESD— & BRI
BYRBDISUATEBDFEAL, RADMEAN
DO, RBIBFIISURSATUES.

INBHEIRY A  IBRICESS) [CT, B MLDI
BERES,

URL:http://ncode syosetu.com/n2267be/

T—E0

RAHBDASZ M —5—, F—LEBDINGOR
REEDHNTET, REME [I2ETVaV]. [
EVFARISTRY— KU BE.

PSRRI T /B

Re
€
=]
H
5
28
»
2
L]
i
L
&=
b
17
&
B
=
S

[—&— &—! JZADEE—h. HTATUPHDETH -]

KPIBHTURT SEBAIC, B OARERUDR
ORBOBH L1, REOWHBH LRIV, D
T FEICRD] OMFEHEEL. BHORIELS
RDICHET D, B, ZOBHEBRS &3 CEREBRE
(=D i DB, B
DHDICEBHMIS, ELTHHICHERIBEOm—, L
BRTSADDHEHOT, ROLTMBEHET D50, PHOATMBHRA—,
(TR THFRT. XGy | @7, @3 GIETO! ERLIE v 1]
KAS Web B, ATEEBEOH LR —REBIS, RN, KRENE, BREK,






item/image/p158.jpg





item/image/p079.jpg





item/image/p198.jpg





item/image/p127.jpg





item/image/p325.jpg
AU |

So 1=






item/image/p324.jpg
R0 R

—— IR R K AR QRIS LD -

BOEC = SRR RNOLH

%E‘EHE¥TT!
ru@n

RSLDP KESH RS 52 uQ e Rty

Soatdn— P RIRRQ PR O 2RI KIEQRE L
LU LELeSPEIED V-

OV GEQRIECHEOR— - HEEKEN»KERRK->
RELP KEER—RAIXKK—L - SRE800R O W

WO Qe N BH<LLILR T RELE LIS
Pt R SHEREVESEKERR AR O AL -2 o8
2208 KER/ALRKRBASP» vHRASEV RN PEOW
Lo0RMNOEEOH<KYIE SRPFHOV KOHROOKRS
DAY SR TRER) D S~ —
ERQOPIENN O P RRLIPERR NOPRAVHLS
ARaPEa) 1 ORRBSOYRRN O N [RERE] N=—
KON m RN KARE 02" Qv [EEEY —BEKEC
HOKENP—] v AAXKORY =) nvEEQIN%ED

B R N

BARACOULSVR VUARAVRALNRE O Patfa— Qo K
L RWR—INA K QHE S IEDNK QRSO HOmM~
00 55— EKauQT m O~ 5 g

WS QR P IELROE ERQHEHE ( VKK Onttn—

ET—E GEZER QWA SAr Nar A K AN T — R 50
s Q= SR 28 ¢ SO DV RFERID O PP
0 B0 530 DR R~ i L g —

N K~ QKERS O 52 aiE 0 UKERR— R{N
TERL 1) [KARRS QP A D20 | {42 55801 Q0 RO X —
~O% HeEHRS RMEFHL— P’ RL-PECHEER
TEHPON— QILBEDP— QRIS 04—

NP DN QIHRRY BEGCEVSRISRA DR NS TN XK~
KRB R LR 0 RO Koo QO REE
5 Ondn— QRN )R SO —

N ;ﬁ:sﬁi4x»%ﬁ«&%oﬁwv/{%zgﬁ
BRE] M- KEmom I PRE OB LRHEMEN BER-
N R0 QO RIE 5 5 42 O fon—

Do SR iE B QIR RE ) LI HHE -
KM 0 QIR ¢ L REIFE LS O R MK 5 QO
R R~0NI)H0 S At —

WO ) QR H CE L BYRIME O RINE —
N QST K3 LK LR R~ b)) i S oagdn—
LTS R D —

EED 5 Q-0 O iR ednk (¢ K- EO®HE
—

NI XK A
OB <<l

No—iFom (N—-X NN NAOKY — K& —QKELHOL
R





item/image/titlepage.jpg
Re: ¥0ObMSHOS

FILFEF 17

RAZEY

MFXEE)






item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/gaiji-0001.png





item/image/p326-327.jpg
TR—" A0 —RDY @840 UKERIN VR
DAHARDNH ]
[R—""NR~xmMOAa— EOPw— &NM—
G OVREN— " it |
M= O — R fx— RRRO WS
REEVYRH P E0 0 0 —HER O 0T T
KOEvEEN] O PO EH Y S
En—]
[R—" fRamMIL— P RESHO VN
L) 265 00sn—o
TN K Q BRI © WS
LOHNE SRS O NV USO8 D0 0 AR
.m.. AR 0 O VSRS H VHUEREH |

£ JR40— RU—RE0e—— QRN +mK
| maSRk-NwHe AR RADI—Pn—R
020 4L 5 A8
M [EREO><OUE W&° # @RI LH
O SOMHEOMOO LW YAD—EEVKEVR
VY RN RROR0QDR
AR
TR=N LM —HRU— REOHOR%EM
3 — K
TVRHRIMRARQBEUOIH DN Wi
£ QRN NN H o m NEQHMITN Y

AN HSQUEEN S

Re: Life in a different world

*  from zero

NN OF <IECHER/HEI AT VUIY
S OPABRY]
[ER_N—H VR~ DR —BHD—
Pttt DEY AL |
Ve IRREE] A= —"XRKRm! [+DIRIR
QIMEN m AANNNTN P EH0 D v ° [FE)
© ST D HEER0Y)
[R—c Vo' 4RQ R 000087 ¥
EUIRPIH—]
[ LAREE— YL KSVEVEROV
VELQREF U WA 0 2K ° 08 QUEHED YL
| D& Ay
[B—" R—N" W0 e
[
[R—N WU ONE—" Wp” D& —5 38—
5T i’ BURDNRIVRIM (RO B
BRIV 546 0 f— e |
MURSRUUOROPUINAS Uy 0,045
LHH— RET WRR- VORRY SR
S [RR) QRN RIOVEOR—
[i—— R=NE 00 FREW I ——]
[RR7 MO R R LL O @ —
INE K RTR——
MWW M="NF K - Q3 —— ]






item/image/p287.jpg





